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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•ファームウェアリリース 11.2(3)の新機能および変更（1ページ）
•ファームウェアリリース 11.2(1)の新機能および変更（4ページ）
•ファームウェアリリース 11.1(2)の新機能および変更された機能（7ページ）
•ファームウェアリリース 11.1(1)の新機能および変更（8ページ）
•ファームウェアリリース 11.0(1)の新機能および変更された機能（9ページ）
•ファームウェアリリース 11(0)の新機能および変更された機能（10ページ）

ファームウェアリリース 11.2(3)の新機能および変更
新規および変更されたセクション変更点

電話機のディスプレイでサポートされる言語

（98ページ）
サポートされている言語のリストにカタルニ

アが追加されました

プロビジョニングサーバに現在の電話設定を

レポート（104ページ）
--Keyキーワードの詳細について更新し、RFC
8188ベースの暗号化についての注を追加しま
した。

P-Early-Mediaサポートを有効にする（261ペー
ジ）

初期のメディアサポートを有効にするための

新しいタスクを追加しました

プロファイル認証（264ページ）

プロファイル認証タイプの指定（265ページ）

プロファイル認証の機能拡張をサポートする

ための「設定プロファイルアカウント」トピッ

クの置き換えに関するトピックが追加されま

した。
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新規および変更されたセクション変更点

DNDおよび不在転送ステータスの同期（268
ページ）

機能キー同期の有効化（269ページ）

XSIサービスを介した不在転送ステータスの
同期の有効化（270ページ）

XSIサービスを介したDNDステータス同期の
有効化（271ページ）

XSI回線サービス（401ページ）

DNDと不在転送ステータスの同期の機能をサ
ポートする新しいフィールドとトピックを追

加しました。

その他の電話機を監視するための電話機の設

定（225ページ）
既存の監視側電話機の話中ランプフィールド

設定に代わる新しいトピックを追加しました。

ユーザがラインキーの機能を設定できるよう

にする（219ページ）
電話機のユーザが短縮ダイヤルを設定し、同

僚の回線を監視する方法についての新しいタ

スクを追加しました。

アップロードした Syslogメッセージにデバイ
ス識別子を含める（287ページ）

アップロードした syslogメッセージにデバイ
ス識別子を含める方法についての新しいトピッ

クを追加しました。

リモートでの電話機の問題の報告

PRTステータス（303ページ）

電話機の問題をリモートで報告する方法につ

いての新しいフィールドと新しいタスクを追

加しました。

オプションネットワーク設定（317ページ）Syslog識別子フィールドを追加しました。

設定プロファイル（337ページ）プロファイル認証タイプのフィールドにプロ

ファイルアカウント有効パラメータを置き換

えました

プロファイルルールパラメータの説明を更新

しました。

アップロード設定オプション（344ページ）レポートルールが更新され、次の新しいパラ

メータが追加されました。サーバへのレポー

ト、サーバへの定期的なアップロード、およ

びローカルの変更時のアップロード遅延。

回線キー（368ページ）内線フィールドの説明を更新しました。

LDAP（378ページ）[名前 (Name) ]フィルタフィールドと[姓
(name)]フィルタフィールドの説明を更新しま
した。
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新規および変更されたセクション変更点

音声 >内線 (n) >一般（385ページ）LineEnableパラメータにXMLパラメータ設定
の例が追加されています。

キー拡張モジュールタイプの割り当て（144
ページ）

[電話機 (Phone)]メニューを使用したキー拡張
モジュールタイプの割り当て（144ページ）

新しいMPPキー拡張モジュール (Cisco IPPhone
8851/8861 Key拡張モジュールおよび Cisco IP
Phone 8865キー拡張モジュール）の割り当て
方法についての新しいタスクを追加。

一般（414ページ）電話機の webページに追加された新しいパラ
メータ「KEMタイプ」をサポートする新しい
フィールドが一般テーブルに追加されました。

キー拡張モジュールが通常の起動プロセスを

実行しない（146ページ）
新しいMPPキー拡張モジュール (Cisco IPPhone
8851/8861キー拡張モジュールとCisco IPPhone
8865キー拡張モジュール）のトラブルシュー
ティングシナリオを追加。

電話機のWebページからWi-Fiをオンまたは
オフにする（57ページ）

電話機のWebページおよび XMLプロビジョ
ニングサーバからWi-Fiプロファイルをセッ
トアップします。（58ページ）

Wi-Fi managementおよびWi-Fiプロファイル
をサポートするための新しいラスクを追加し

ました。

Wi-Fi設定（320ページ）電話機の webページに追加された新しいパラ
メータWi-Fi設定をサポートする新しいテー
ブルが追加されました。

Wi-Fiプロファイル (n) （320ページ）電話機の webページに追加された新しいパラ
メータWi-Fiプロファイル (n)をサポートする
新しいテーブルが追加されました。

Ciscoヘッドセット 500シリーズのカスタマイ
ズ（125ページ）

Ciscoヘッドセット 500シリーズのカスタマイ
ズのトピックを追加しました。

マルチプラットフォームファームウェアを搭

載した Cisco IP Phone 8800シリーズのアクセ
サリの概要（115ページ）

Ciscoヘッドセット 521および 522（120ペー
ジ）

Ciscoヘッドセット 561および 562（121ペー
ジ）

Ciscoヘッドセット 521、522、561、および
562をサポートするトピックを追加しました。

Ciscoヘッドセット 500シリーズのアップグ
レードルールの設定（125ページ）

Ciscoヘッドセット 500シリーズのアップグ
レードのトピックを追加しました。
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ファームウェアリリース 11.2(1)の新機能および変更
追加または変更されたセクション変更点

電話インターフェイスメニューへのユーザア

クセスの有効化（110ページ）

システム設定（313ページ）

LCD画面をサポートするようにトピックを更
新し、「 ro」および「 na」属性を受け付け
ない

SIPトランスポートの設定（259ページ）NAPTRをサポートする新しいトピックの追加

Cisco IP Phoneのテレフォニー機能（209ペー
ジ）

SIP設定（387ページ）

NAPTRをサポートするトピックの更新

プライバシーヘッダの設定（260ページ）。SIPプライバシーヘッダに対応する新しいト
ピックの追加

SIP設定（387ページ）SIPプライバシーヘッダに対応するトピック
の更新

電話機への非プロキシSIPメッセージのブロッ
ク（260ページ）

非プロキシデバイスからの SIPメッセージの
ブロックに対応する新しいトピックの追加

システム設定（313ページ）非プロキシデバイスからの SIPメッセージの
ブロックに対応するトピックの更新

ピアファームウェア共有（Peer Firmware
Sharing）（262ページ）

ピアファームウェアの共有を有効にする（263
ページ）

ピアファームウェア共有に対応する新しいト

ピックの追加

Cisco IP Phoneのテレフォニー機能（209ペー
ジ）

Firmwareアップグレード（346ページ）

ピアファームウェア共有に対応するトピック

の更新

プロフィールアカウントの有効化（263ペー
ジ）

プロファイルアカウントに対応する新しいト

ピックの追加

設定プロファイル（337ページ）プロファイルアカウントに対応するトピック

の更新

電話機とサーバ間の設定の同期を有効にする

（185ページ）
機能キー同期サポートを使用して、選択され

ていない回線のDNDおよびコール転送指示に
対応するトピックの更新
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追加または変更されたセクション変更点

着信音をサイレント状態にする「無視」プロ

グラム可能なソフトキーの追加（266ページ）
コールのサイレント状態に対応する新しいト

ピックの追加

プログラム可能なソフトキー（239ページ）

Cisco IP Phoneのテレフォニー機能（209ペー
ジ）

コールのサイレント状態に対応するトピック

の更新

BroadWorksAnywhereの有効化（266ページ）

XSI回線サービス（401ページ）

XSIBroadWorksAnywhereに対応する新しいト
ピックの追加

電話および BroadWords XSI Serverでのブロッ
ク発信者 ID機能の同期（267ページ）

XSI回線サービス（401ページ）

XSI発信者 IDブロックに対応する新しいト
ピックの追加

回線上の BroadWorks XSIコールログの表示の
有効化 （268ページ）

XSIコールログに対応する新しいトピックの
追加

XSI電話サービス（373ページ）

Cisco IP Phoneのテレフォニー機能（209ペー
ジ）

XSIコールログに対応するトピックの更新

電話のWebページでスクリーンセーバーを設
定する（174ページ）

スクリーンセーバーのタイプ、「ロック」の

削除に対応するトピックの更新

エグゼクティブおよびアシスタント（272ペー
ジ）

エグゼクティブまたはアシスタントのメニュー

が表示されない（435ページ）

Executive-Assistantに対応する新しいセクショ
ンの追加
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追加または変更されたセクション変更点

番号シーケンスの例（88ページ）

IP電話上でのダイヤルプランの編集（93ペー
ジ）

電話機とサーバ間の設定の同期を有効にする

（185ページ）

プログラム可能なソフトキー（239ページ）

Cisco IP Phoneのテレフォニー機能（209ペー
ジ）

プログラム可能なソフトキー（383ページ）

回線キー（368ページ）

特定業種向けサービスのアクティベーション

コード（354ページ）

機能ボタンとソフトキー（216ページ）

コール機能の設定（392ページ）

Executive-Assistantに対応するセクションの更
新

ビデオコーデックの設定（62ページ）ビデオパケット化に対応するトピックの更新

音声データおよびビデオデータの優先順位の

設定（276ページ）
ビデオ RTP ToS（音声またはビデオデータの
優先順位）に対応する新しいトピックの追加

Cisco IP Phoneのテレフォニー機能（209ペー
ジ）

ネットワーク設定（387ページ）

ビデオ RTP ToS（音声またはビデオデータの
優先順位）に対応するトピックの更新

音響の設定（194ページ）

音響の設定（194ページ）

オーディオ設定（音響）に対応する新しいト

ピックの追加

Cisco IP Phoneのテレフォニー機能（209ペー
ジ）

オーディオ設定（音響）に対応するトピック

の更新
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ファームウェアリリース 11.1(2)の新機能および変更され
た機能

追加または変更されたセクション機能

着信コールおよび発信コールの名前の逆引き

ルックアップ（178ページ）

名前の逆引きルックアップの有効化および無

効化（178ページ）

着信および発信コールの発信者名の検索制御

ヘッドセットの安全に関する重要な情報（119
ページ）

サードパーティ製ヘッドセット（124ページ）

電話機でのヘッドセットの設定（125ページ）

Cisco Headset 531および Cisco Headset 532

緊急通報のサポートバックグラウンド（257
ページ）

緊急通報を発信するための電話機の設定（258
ページ）

E911地理位置情報の設定（407ページ）

緊急通報が緊急サービスに接続されない（433
ページ）

緊急通報の発信

LDAP over TLSの設定（169ページ）LDAP over TLS（LDAPS）

電話機のWebページでの DHCP VLANオプ
ションのセットアップ（71ページ）

VLAN設定（322ページ）

[ネットワークの設定（NetworkConfiguration）]
のフィールド（46ページ）

DHCP VLANオプション

XSI電話サービス（373ページ）

電話機がXSIのBroadSoftディレクトリにアク
セスできない（434ページ）

XSIサービスの HTTPSサポート
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ファームウェアリリース 11.1(1)の新機能および変更
追加または変更されたセクション機能

電話機のディスプレイの言語（97ページ）

電話機のディスプレイに関する問題（435ペー
ジ）

フォントが小さすぎるか、通常とは異なる文

字が入っています（436ページ）

電話画面に、アジア文字の代わりにボックス

が表示されます（436ページ）

電話のロケールが表示されません（437ペー
ジ）

ソフトキーのラベルがすべて表示されません

（437ページ）

アジア言語のサポート

コールセンターエージェントの電話機のセッ

トアップ（187ページ）

ACDコール情報が欠落しています（431ペー
ジ）

ACDの設定（394ページ）

電話が ACDソフトキーを表示しません（432
ページ）

コールセンターのサポート

SIPRECでリモート通話録音を有効にします。
（181ページ）

SIP INFOでリモート通話録音を有効にする（
183ページ）

通話が録音されません（433ページ）

コール録音

ビデオコーデックの設定（62ページ）

ビデオ構成（385ページ）

ビデオ送信解像度のセットアップ（60ペー
ジ）

ビデオ帯域幅の制御（196ページ）

ビデオ構成（368ページ）

ビデオサービスの無効化（195ページ）

ビデオ構成（413ページ）

Cisco IP Phone 8845および 8865のサポート
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追加または変更されたセクション機能

Web UIボタンによる電話機の初期設定へのリ
セット（255ページ）

初期設定へのリセット（306ページ）

工場出荷時の状態にリセットするボタン（電

話のWebページ）

[ネットワークの設定（NetworkConfiguration）]
のフィールド（46ページ）

IPv6情報（296ページ）

ネットワーク設定（316ページ）

IPv6設定（316ページ）

IPv6のサポート

プレゼンス用の電話機のセットアップ（187
ページ）

BroadSoft XMPP（376ページ）

電話でのプレゼンス表示メッセージ：サーバ

から切断されました（434ページ）

プレゼンスステータスが動作しません（434
ページ）

プレゼンス

ファームウェアリリース 11.0(1)の新機能および変更され
た機能

すべての新しい機能がCisco IPPhoneのテレフォニー機能（209ページ）に追加されています。

項の更新リビジョン

以下のMOS-LQ値およびMOS-CQ値を参照してくださ
い。回線のコールステータス（300ページ）

MOSの機能拡張が追加されました

捕足サービス（409ページ）

構成ユーティリティでの不在着信通知の設定（184ペー
ジ）

構成ユーティリティページにおける

不在着信表示設定方法が追加されま

した。

電話のWebページから電話を初期設定へリセットする
（443ページ）

電話のWebページの URLを使用して電話の問題を識別
する（444ページ）

電話のWebページにおける、初期
設定へのリセットおよび指定した

URLへの ping実行が追加されまし
た。
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項の更新リビジョン

スターコードで電話会議ボタンを有効化（224ページ）電話のWebページからの会議ハー
ドキーに、スターコードの追加情

報が追加されました

起動表示としてロゴの追加（176ページ）ロゴを起動表示として追加できるよ

うになりました

キー拡張モジュールの自動検出（142ページ）キー拡張モジュールが接続時に自動

検出されるようになりました

ファームウェアリリース 11(0)の新機能および変更され
た機能

すべての新しい機能がCisco IPPhoneのテレフォニー機能（209ページ）に追加されています。

項の更新リビジョン

PRTアップロードの設定（250ページ）「PRTアップロード URLの設定」を追加

• #unique_126問題レポートツールの機能拡張が追加されま

した

PRTアップロードの設定（250ページ）問題レポートツールのアップロードが追加さ

れました

ダイヤルアシスタンスのイネーブル化（224
ページ）

ダイヤルアシスタンスの有効化が追加されま

した

追加回線キーのセットアップ（225ページ）追加の回線キーのサポートが追加されました

• NATの設定（386ページ）

• SIP設定（387ページ）

•コール機能の設定（392ページ）

•プロキシと登録（395ページ）

•サブスクライバ情報（399ページ）

•音声の設定（403ページ）

基本コールの機能拡張が更新されました

電話機のWebインターフェイスへのアクセス
の有効化（199ページ）

システム設定（313ページ）

Web httpsの機能拡張が更新されました
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項の更新リビジョン

コール転送（180ページ）[音声（Voice）]タブおよび [ユーザ（Users）]
タブに不在転送のサポートが追加されました

XMLサービス（199ページ）

XMLディレクトリサービス（200ページ）

XMLアプリケーション（201ページ）

マクロ変数（201ページ）

XMLアプリケーションに接続するための電話
機の設定（204ページ）

XMLディレクトリサービスに接続するための
電話機の設定（204ページ）

XMLアプリケーションのサポートが追加され
ました

電話機のホテリングの有効化（248ページ）ホテリングのサポートが追加されました

電話機とサーバ間の設定の同期を有効にする

（185ページ）
DNDとコール転送の同期が追加されました

ユーザパスワードの設定（249ページ）設定ユーティリティにパスワードを設定する

機能が追加されました

TR-069による電話機の管理（252ページ）

TR-069（419ページ）

TR-069ステータス（303ページ）

TR-069サポートが追加されました

ダイヤルプラン（406ページ）ダイヤルプランフィールドが更新されました

802.1X認証（317ページ）802.xのサポートが追加されました

Bluetoothワイヤレスヘッドセット（128ペー
ジ）

Bluetoothワイヤレスヘッドセットの機能拡張
が追加されました

共有回線（188ページ）

共有回線の設定（189ページ）

共有回線の機能拡張が追加されました

NATマッピングのイネーブル化（82ページ）NATの有効化が追加されました

LDAP（378ページ）LDAPの機能拡張が追加されました

[設定ユーティリティ（Configuration Utility）]
ページを使用した短縮ダイヤルの設定（221
ページ）

短縮ダイヤルの設定が追加されました

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
11

新機能および変更された機能に関する情報

ファームウェアリリース 11(0)の新機能および変更された機能



項の更新リビジョン

電子フックスイッチの有効化（253ページ）

音量（410ページ）

設定ユーティリティに電子フックスイッチの

有効化が追加されました

短縮ダイヤル（223ページ）短縮ダイヤルのトピックが更新されました

•話中ランプフィールドラベルの設定（
229ページ）

•キー拡張モジュールのLCDの明るさの設
定（236ページ）

キー拡張モジュールにコールパーク、BLF表
示ラベル、およびLCDの明るさ設定が追加さ
れました

キー拡張モジュールでの短縮ダイヤルの設定

（223ページ）
キー拡張モジュールの改訂短縮ダイヤルのサ

ポートが更新されました

設定ユーティリティでのカスタマイズ状態の

表示（293ページ）
カスタマイズ状態の表示が追加されました

•他の機能と連動する話中ランプフィール
ドの設定（228ページ）

追加の複数の機能を使用した BLFの設定が追
加されました

DNDのスターコードの設定（186ページ）応答不可機能にスターコードサポートが追加

されました

•プログラム可能なソフトキー（239ペー
ジ）

プログラム可能なソフトキーの変更が更新さ

れました

プロビジョニング権限の設定（246ページ）プロビジョニング権限の変更が更新されまし

た

DND（応答不可）を有効にする（185ページ）応答不可機能の変更が更新されました

•自動的にページングを受け入れるための
電話機の設定（251ページ）

自動ページング機能が追加されました

#unique_165電話機の設定ユーティリティ（Webページ）
のすべてのセクションが更新されました
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第 I 部

Cisco IP Phoneについて
•技術的詳細（15ページ）
• Cisco IP Phoneハードウェア（29ページ）





第 2 章

技術的詳細

• Cisco IP Phoneの概要（15ページ）
•物理環境および動作環境に関する仕様（15ページ）
•ケーブル仕様（16ページ）
•電話機の所要電力（18ページ）
•ネットワークプロトコル（21ページ）
• VLANの連携（25ページ）
•外部デバイス（26ページ）
• USBポート情報（26ページ）

Cisco IP Phoneの概要
Cisco IP Phone 8800シリーズマルチプラットフォーム電話機は、一連のフル機能 VoIP
（Voice-over-Internet Protocol）電話機で構成されており、IPネットワークを介した音声通信を
提供します。これらの電話機は、不在転送、リダイヤル、短縮ダイヤル、不在転送、会議コー

ルなど、従来のビジネスフォンのすべての機能を提供します。Cisco IP Phone 8800シリーズマ
ルチプラットフォーム電話機は、サードパーティ製SIPベースの IPPBXを中心としたソリュー
ションを対象としています。

このマニュアルで、「Cisco IP Phone」または「電話機」とは、Cisco IP Phone 8800シリーズマ
ルチプラットフォーム電話機を指します。

（注）

物理環境および動作環境に関する仕様
次の表に、Cisco IP Phone 8800シリーズの物理仕様および動作環境仕様を示します。
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表 1 :物理仕様と動作仕様

値または範囲仕様

0°～ 40°C（32°～ 104°F）動作温度

動作時：10～ 90%（結露なし）

非動作時：10～ 95%（結露なし）

動作時の相対湿度

-10°～ 60°C（14°～ 140°F）保管温度

229.1 mm（9.02インチ）高さ

257.34 mm（10.13インチ）幅

40 mm（1.57インチ）奥行

2.62ポンド（1.19 kg）重量

ACアダプタ使用時：100～ 240 VAC、50～
60 Hz、0.5 A

ネットワークケーブル経由のインライン電源

使用時：48 VDC、0.2 A

電源

10-Mbpsケーブルの場合はカテゴリ 3/5/5e/6を
4ペア

100-Mbpsケーブルの場合はカテゴリ 5/5e/6を
4ペア

1000-Mbpsケーブルの場合はカテゴリ 5e/6を
4ペア

ケーブルは、合計 8本のコンダクタ
に対して 4ペアのワイヤで構成され
ています。

（注）

ケーブル

イーサネット仕様でサポートされているとお

り、各Cisco IPPhoneとスイッチ間のケーブル
長は最大 330フィート（100 m）とします。

距離要件

詳細は、『Cisco IP Phone 8800シリーズデータシート』を参照してください。
https://www.cisco.com/c/en/us/products/collaboration-endpoints/
ip-phone-8800-series-multiplatform-firmware/datasheet-listing.html

ケーブル仕様
次の情報は、ケーブル仕様の一覧です。
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•ハンドセットおよびヘッドセット接続用の RJ-9ジャック（4コンダクタ）

• LAN10/100/1000BaseT接続（電話機の 10/100/1000ネットワークポート）用のRJ-45ジャッ
ク

• 2番目の 10/100/1000BaseT準拠接続用のRJ-45ジャック（電話機の 10/100/1000コンピュー
タポート）

• 3.5mmステレオライン入出力ジャック（オプションの外付けヘッドセット、スピーカー、
またはヘッドフォン用）（Cisco IP Phone 8861のみ）

• 48ボルト電源コネクタ

• USBポート/コネクタ：

• Cisco IP Phone 8851用 USBポート X 1

• Cisco IP Phone 8861用 USBポート X 2

• Cisco IPPhone 8851および 8861のUSBコネクタと見なされるキー拡張モジュール（KEM）
コネクタ X 3

ネットワークポートとコンピュータポートのピン割り当て

ネットワークポートとコンピュータ（アクセス）ポートはいずれもネットワーク接続に使用さ

れますが、それぞれ異なる目的で使用され、ポートのピン割り当ても異なっています。

•ネットワークポートは、Cisco IP Phone上の 10/100/1000 SWポートです。

•コンピュータ（アクセス）ポートは、Cisco Unified IP Phone上の 10/100/1000 PCポートで
す。

ネットワークポートコネクタ

次の表に、ネットワークポートコネクタのピン割り当てを示します。

表 2 :ネットワークポートコネクタのピン割り当て

機能ピン番号

BI_DA+1

BI_DA-2

BI_DB+3

BI_DC+4

BI_DC-5

BI_DB-6
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機能ピン番号

BI_DD+7

BI_DD-8

BIは双方向を表し、DA、DB、DC、およびDDはそれぞれ、データA、データB、
データ C、およびデータ Dを表します。

（注）

コンピュータポートコネクタ

次の表に、コンピュータポートコネクタのピン割り当てを示します。

表 3 :コンピュータ（アクセス）ポートコネクタのピン割り当て

機能ピン番号

BI_DB+1

BI_DB-2

BI_DA+3

BI_DD+4

BI_DD-5

BI_DA-6

BI_DC+7

BI_DC-8

BIは双方向を表し、DA、DB、DC、およびDDはそれぞれ、データA、データB、
データ C、およびデータ Dを表します。

（注）

電話機の所要電力
Cisco IP Phoneには、外部電源または Power over Ethernet（PoE）から電力を供給できます。外
部電源は個別の電源装置によって提供されます。スイッチは電話機のイーサネットケーブル経

由で PoEを提供できます。

Cisco IP Phone 8861および 8865は PoE Class 4デバイスであり、追加機能をサポートするには
Class 4機能を備えたスイッチまたはラインカードが必要です。

電話機の電力要件の詳細については、その電話機のデータシートを参照してください。

外部電源から電力が供給される電話機を設置する場合は、イーサネットケーブルを電話機に接

続する前に、電源装置を接続してください。外部電源から電力が供給されている電話機を取り
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外す場合は、電源装置を取り外す前に、イーサネットケーブルを電話機から取り外してくださ

い。

表 4 : Cisco IP Phoneの電源に関するガイドライン

ガイドラインPower type

Cisco IP Phoneは、CP-PWR-CUBE-4電源を使
用します。

外部電源：CP-PWR-CUBE-4外部電源を通じ
て電力を供給

Cisco IP Phone 8851、8861、および 8865は、
アクセサリを使用するために 802.3at PoEをサ
ポートしています。詳細については、電話機

のデータシートを参照してください。

スイッチには、電話機の無停止動作のための

バックアップ電源が必要です。

スイッチ上で実行されているCatOSまたは IOS
のバージョンが、予定している電話機配置を

サポートしていることを確認します。オペレー

ティングシステムのバージョンに関する情報

については、スイッチのマニュアルを参照し

てください。

PoE電源：イーサネットケーブルを介して電
話機に接続されているスイッチを通じて電力

を供給。

Cisco IP Phone 8865は、UPoEをサポートして
います。

Universal Power Over Ethernet（UPoE）

Cisco IP Phone 8800キー拡張モジュールの電力要件の詳細については、キー拡張モジュールの
電源情報（133ページ）を参照してください。

次の表にあるドキュメントは、次のトピックに関する詳細情報を提供します。

• Cisco IP Phoneと連携する Ciscoスイッチ

•双方向電力ネゴシエーションをサポートしている Cisco IOSリリース

•電力に関するその他の要件および制限事項

表 5 :その他の情報

URLドキュメントのトピック

http://www.cisco.com/c/en/us/solutions/
enterprise-networks/power-over-ethernet-solutions/
index.html

PoEソリューション

http://www.cisco.com/c/en/us/solutions/
enterprise-networks/upoe/index.html

UPoE

http://www.cisco.com/c/en/us/products/switches/
index.html

Cisco Catalystスイッチ
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URLドキュメントのトピック

http://www.cisco.com/c/en/us/products/routers/
index.html

サービス統合型ルータ

http://www.cisco.com/c/en/us/products/
ios-nx-os-software/index.html

Cisco IOSソフトウェア

停電

電話機を経由して緊急通話にアクセスするには、その電話機が電力を受信する必要がありま

す。停電が発生した場合、電源が復旧するまでは、電話サービスおよび緊急コールサービス

ダイヤルが機能しません。電源の異常および障害が発生した場合は、装置をリセットまたは再

設定してから、電話サービスおよび緊急コールサービスダイヤルを利用する必要があります。

電力削減

省電力モードを使用することで、Cisco IP Phoneが消費する電力を削減できます。

電力節約

PowerSaveモードでは、電話機が使用されていないときにはスクリーンのバックライトが
消灯します。ユーザがハンドセットを持ち上げるか、いずれかのボタンを押す時点まで、

電話機は省電力モードのままになります。省電力設定は、電話機ごとに有効または無効に

設定します。

LLDPでの電力ネゴシエーション
電話機とスイッチは、電話機で消費する電力のネゴシエーションを行います。Cisco IP Phone
は、複数の電源設定で動作し、使用可能な電力が少ないときには電力消費量を低減します。

電話機のリブートの後、スイッチは電力ネゴシエーションの 1つのプロトコル（CDPまたは
LLDP）にロックされます。スイッチは、電話機が送信した最初のプロトコル（電力の [しきい
値限度値（TLV）（Threshold Limit Value (TLV)）]を含む）にロックされます。システム管理
者が電話機上でそのプロトコルを無効にすると、スイッチがもう一方のプロトコルでの電力要

求に対して応答しないため、電話機がアクセサリの電源を投入できなくなります。

電力ネゴシエーションをサポートしているスイッチに接続する場合は、常に電力ネゴシエー

ションを有効にすることを推奨します（デフォルト）。

無効にした場合、スイッチが電話機に対して電力を供給しない可能性があります。スイッチが

電力ネゴシエーションをサポートしていない場合は、アクセサリの電源を PoE+で投入する前
に、電力ネゴシエーション機能を無効にします。電力ネゴシエーション機能を無効にすると、

電話機は IEEE 802.3af-2003規格で許容されている最大値まで、アクセサリに電源を供給でき
ます。
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CDPおよび電力ネゴシエーション機能を無効にすると、電話機は 15.4 Wまでアクセサリに電
力を供給できます。

（注）

ネットワークプロトコル
Cisco IP Phone 8800シリーズは、音声通信に必要な業界標準ネットワークプロトコルおよびシ
スコネットワークプロトコルを複数サポートしています。次の表に、電話機でサポートされ

るネットワークプロトコルの概要を示します。

表 6 : Cisco IP Phone 8800シリーズでサポートされるネットワークプロトコル

使用上の注意目的ネットワークプロトコル

Cisco IP Phones 8845、8865、および
8851はBluetooth 4.1をサポートしてい
ます。

Cisco IP Phone 8861は Bluetooth 4.0を
サポートしています。

Cisco IP Phone 8811および 8841は
Bluetoothをサポートしていません。

Bluetoothは、短距離におけるデバイス
の通信方法を指定するWireless Personal
Area Network（WPAN）プロトコルで
す。

Bluetooth

—BootPは、特定の起動情報（自身の IP
アドレスなど）を Cisco IP Phoneなど
のネットワークデバイスが検出できる

ようにするものです。

ブートストラッププロトコル

（BootP）

Cisco IP Phoneでは、補助 VLAN ID、
ポートごとの電源管理の詳細情報、

Quality of Service（QoS）設定情報など
の情報を、CDPを使用して Cisco
Catalystスイッチとやり取りします。

CDPは、シスコの製造するすべての装
置で動作するデバイス検出プロトコル

です。

デバイスは、CDPを使用して自身の存
在をネットワーク内の他のデバイスに

アドバタイズし、他のデバイスの情報

を受信することができます。

Cisco Discovery Protocol（CDP）
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使用上の注意目的ネットワークプロトコル

DHCPは、デフォルトで有効になって
います。無効にした場合は、個々の電

話機がある場所で、IPアドレス、サブ
ネットマスク、およびゲートウェイを

手動で設定する必要があります。

使用するDHCPオプションパ
ラメータのデフォルト値は、

66、160、159、150、60、
43、125です。この値は、電
話機が DHCPサーバによっ
て指定された IPアドレスを
使用する順序を示します。

（注）

DHCPは、IPアドレスを動的に確保し
て、ネットワークデバイスに割り当て

るものです。

DHCPを使用すると、IP電話機をネッ
トワークに接続すれば、その電話機が

機能するようになります。IPアドレス
を手動で割り当てたり、ネットワーク

パラメータを別途設定したりする必要

はありません。

ダイナミックホストコンフィギュレー

ションプロトコル（DHCP）

Cisco IP Phoneは、XMLサービス、電
話機のプロビジョニング、電話機の

アップグレード、およびトラブル

シューティングにHTTPプロトコルを
使用します。

HTTPは、インターネットやWeb経由
で情報を転送し、ドキュメントを移送

するための標準的な手段です。

Hypertext Transfer Protocol（HTTP）

一部のWebアプリケーションは、
HTTPプロトコルとHTTPSプロトコル
の両方をサポートします。HTTPSをサ
ポートする Cisco IP Phoneは、HTTPS
URLを使用します。

Hypertext Transfer Protocol Secure
（HTTPS）は、サーバの暗号化とセ
キュアな IDを確保できるように、ハ
イパーテキスト転送プロトコルと

SSL/TLSプロトコルを組み合わせたも
のです。

ハイパーテキスト転送プロトコルセ

キュア（HTTPS）

Cisco IP Phoneでは、EAP-FASTおよび
EAP-TLS認証方式をサポートすること
によって、IEEE 802.1X標準が実装さ
れています。

電話機で 802.1X認証が有効になって
いる場合、PCポートとボイス VLAN
を無効にする必要があります。

IEEE 802.1X標準は、クライアント/
サーバベースのアクセスコントロール

と認証プロトコルを定義します。これ

により、未承認のクライアントが一般

にアクセス可能なポートから LANに
接続するのを制限します。

802.1Xアクセスコントロールでは、
クライアントが認証されるまで、その

クライアントが接続しているポート経

由ではExtensible Authentication Protocol
overLAN（EAPOL）トラフィックしか
許可されません。認証に成功すると、

通常のトラフィックはポートを通過で

きるようになります。

IEEE 802.1X
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使用上の注意目的ネットワークプロトコル

802.11インターフェイスは、イーサ
ネットのケーブル接続が利用できない

か望ましくない場合の展開オプション

です。

Cisco IP Phone 8861および 8865のみ
WLANをサポートします。

IEEE 802.11標準は、ワイヤレスロー
カルエリアネットワーク（WLAN）
におけるデバイスの通信方法を指定し

ます。

802.11nは 2.4 GHz帯域と 5 GHz帯域
で動作し、802.11acは 5 GHz帯域で動
作します。

IEEE 802.11n/802.11ac

IPを使用して通信するには、ネット
ワークデバイスに対して、IPアドレ
ス、サブネット、およびゲートウェイ

が割り当てられている必要がありま

す。

IPアドレス、サブネット、およびゲー
トウェイの識別情報は、Dynamic Host
Configuration Protocol（DHCP）を通じ
て Cisco IP Phoneを使用する場合は、
自動的に割り当てられます。DHCPを
使用しない場合は、個々の電話機があ

る場所で、これらのプロパティを手動

で割り当てる必要があります。

IPは、パケットの宛先アドレスを指定
し、ネットワーク経由で送信するメッ

セージングプロトコルです。

インターネットプロトコル（IP）

Cisco IP Phoneは、PCポートで LLDP
をサポートします。

LLDPは、CDPと同様の標準化された
ネットワーク検出プロトコルで、一部

のシスコデバイスとサードパーティ製

デバイスでサポートされています。

Link Layer Discovery Protocol（LLDP）

Cisco IPPhoneは、次のような情報をや
り取りするために、SWポートで
LLDP-MEDをサポートします。

•ボイス VLANの設定
•デバイスディスカバリ
•電源管理
•インベントリ管理

LLDP-MEDサポートの詳細について
は、『LLDP-MED and Cisco Discovery
Protocol』ホワイトペーパーを参照し
てください。

http://www.cisco.com/en/US/tech/tk652/tk701/technologies_white_paper0900aecd804cd46d.shtml

LLDP-MEDは、音声製品用LLDP標準
の拡張です。

Link Layer Discovery Protocol-Media
Endpoint Devices（LLDP-MED）
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使用上の注意目的ネットワークプロトコル

Cisco IP Phoneでは、RTPプロトコル
を使用して、リアルタイム音声トラ

フィックを他の電話機やゲートウェイ

とやり取りします。

RTPは、インタラクティブな音声のよ
うなリアルタイムデータをデータネッ

トワーク経由で転送するための標準プ

ロトコルです。

リアルタイム転送プロトコル（RTP）

RTCPはデフォルトで無効になってい
ます。

RTCPは RTPと連動して、RTPスト
リーム上で QoSデータ（ジッタ、遅
延、ラウンドトリップ遅延など）を伝

送します。

リアルタイム制御プロトコル（RTCP）

コーデックタイプ、DTMF検出、コン
フォートノイズなどの SDP機能は、
通常は運用中のサードパーティコール

制御システムまたはメディアゲート

ウェイでグローバルに設定されていま

す。SIPエンドポイントの中には、こ
れらのパラメータをエンドポイント上

で設定できるものがあります。

SDPは SIPプロトコルの一部であり、
2つのエンドポイント間で接続が確立
されている間に、どのパラメータを使

用できるかを決定します。会議は、会

議に参加するすべてのエンドポイント

がサポートするSDP機能だけを使用し
て確立されます。

Session Description Protocol（SDP）

他のVoIPプロトコルと同様に、SIPは
シグナリングとセッション管理の機能

をパケットテレフォニーネットワー

クの内部で処理します。シグナリング

によって、ネットワーク境界を越えて

コール情報を伝送することが可能にな

ります。セッション管理とは、エンド

ツーエンドコールの属性を制御する機

能を提供することです。

Cisco IP Phoneは、電話機が IPv6の
み、IPv4のみ、または IPv4と IPv6の
両方で動作している場合に SIPプロト
コルをサポートします。

SIPは、IPを介したマルチメディア会
議のためのインターネット技術特別調

査委員会（IETF）標準です。SIPは、
アプリケーション層のASCIIベースの
制御プロトコルであり（RFC3261で規
定）、2つ以上のエンドポイント間で
コールを確立、維持、および終了する

ために使用できます。

セッション開始プロトコル（SIP）

Cisco IPPhoneは、サードパーティコー
ル制御システムへの接続、およびXML
サービスへのアクセスにTCPを使用し
ます。

TCPは、コネクション型の転送プロト
コルです。

伝送制御プロトコル（TCP）

セキュリティが実装されると、Cisco
IP Phoneは、サードパーティコール制
御システムへの登録を安全に行う際に

TLSプロトコルを使用します。

TLSは、通信のセキュリティ保護と認
証に使用される標準プロトコルです。

Transport Layer Security（TLS）
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使用上の注意目的ネットワークプロトコル

TFTPは DHCPサーバが自動的に識別
する TFTPサーバがネットワーク内に
必要です。

TFTPを使用すると、ファイルをネッ
トワーク経由で転送できます。

Cisco IP PhoneでTFTPを使用すると、
電話タイプ固有の設定ファイルを取得

できます。

簡易ファイル転送プロトコル（TFTP）

UDPは RTPストリームにのみ使用さ
れます。電話機の SIPシグナリングは
UDPをサポートしていません。

UDPは、データパケットを配信する
ためのコネクションレス型メッセージ

ングプロトコルです。

ユーザデータグラムプロトコル

（UDP）

VLANの連携
Cisco IP Phoneは内蔵イーサネットスイッチを備えているため、電話機や、電話機の背面にあ
るコンピュータ（アクセス）ポートおよびネットワークポートにパケットを転送できます。

コンピュータ（アクセス）ポートにコンピュータを接続した場合、コンピュータと電話機は、

スイッチへの同じ物理リンクとスイッチ上の同じポートを共有します。このように物理リンク

が共有されるため、ネットワークのVLAN設定について、次のような考慮事項が存在します。

•現在の VLANを IPサブネットベースで設定することは可能です。ただし、追加の IPア
ドレスを取得して、同じポートに接続している他のデバイスと同じサブネットに電話機を

割り当てることはできません。

• VLANをサポートしている電話機上に存在するデータトラフィックによって、VoIPトラ
フィックの品質が低下することがあります。

•ネットワークセキュリティを確保するために、VLAN音声トラフィックと VLANデータ
トラフィックの分離が必要になることがあります。

これらの問題は、音声トラフィックを別の VLAN上に分離することで解決できます。電話機
の接続先となるスイッチポートには、伝送用に、それぞれ別個の VLANを設定します。

• IP Phoneで送受信される音声トラフィック（Cisco Catalyst 6000上などの補助 VLAN）

• IP Phoneのコンピュータ（アクセス）ポート経由でスイッチに接続されている PCで送受
信されるデータトラフィック（ネイティブ VLAN）

電話機を独立した補助 VLANに分離すると、音声トラフィックの品質が向上するとともに、
各電話機に割り当てるための IPアドレスが十分にない既存ネットワークに対しても、多数の
電話機を追加できるようになります。

詳細については、Ciscoスイッチに添付されているマニュアルを参照してください。スイッチ
に関する情報には、次の URLからもアクセスできます。

http://cisco.com/en/US/products/hw/switches/index.html
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外部デバイス
不要な無線周波数（RF）信号および可聴周波数（AF）信号を遮断する高品質の外部デバイス
を使用することをお勧めします。外部デバイスには、ヘッドセット、ケーブル、コネクタが含

まれます。

これらのデバイスの品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によって

は、雑音が入ることもあります。その場合は、次の方法で対処することをお勧めします。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスを離す。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスのケーブルの経路を離す。

•外部デバイス用にシールドされたケーブルを使用するか、シールドおよびコネクタが高品
質のケーブルを使用する。

•外部デバイスのケーブルを短くする。

•外部デバイスのケーブルに、フェライトまたは同様のデバイスを適用する。

シスコでは、外部デバイス、ケーブル、およびコネクタのパフォーマンスを保証できません。

欧州連合諸国では、EMC Directive（89/336/EC）に完全に準拠した外部スピーカー、マイク、
ヘッドセットだけを使用してください。

注意

USBポート情報
Cisco IP Phone 8851、8861、および 8865は、各 USBポートに接続されたデバイスを 5台まで
サポートします。電話機に接続された各デバイスは、最大デバイス数に含まれます。たとえ

ば、ご使用の電話機は側面ポートで5台のUSBデバイス、背面ポートでさらに5台の標準USB
デバイスをサポートできます。多くのサードパーティ製 USB製品は複数の USBデバイスとし
てカウントされます。たとえば、USBハブとヘッドセットを含むデバイスは、2台の USBデ
バイスとしてカウントできます。詳細については、USBデバイスのマニュアルを参照してくだ
さい。

•通電していないハブはサポートされません。また、電力供給されていても5個以上のポー
トを備えたハブはサポートされません。

• USBハブを経由して電話機に接続している USBヘッドセットはサポートされません。

（注）
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電話機に接続された各キー拡張モジュールは、USBデバイスとしてカウントされます。3台の
キー拡張モジュールが電話機に接続されている場合、これらは 3台の USBデバイスとしてカ
ウントされます。
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第 3 章

Cisco IP Phoneハードウェア

•電話機の概要（29ページ）
• Cisco IP Phone 8811（31ページ）
• Cisco IP Phone 8841および 8845（32ページ）
• Cisco IP Phone 8851（33ページ）
• Cisco IP Phone 8861および 8865（34ページ）
•ボタンとハードウェア（36ページ）
•用語の違い（39ページ）

電話機の概要
Cisco IP Phone 8811、8841、8845、8851、8861、および 8865は、インターネットプロトコル
（IP）ネットワーク経由の音声通信を提供します。Cisco IP Phoneは、デジタルビジネスフォ
ンとほぼ同様に機能し、電話コールの発受信に加えて、ミュート、保留、転送、スピードダイ

ヤル、コール転送などの機能を使用できます。また、データネットワークに接続するため、IP
テレフォニー機能が拡張され、ネットワーク情報やサービス、およびカスタマイズ可能な機能

やサービスにアクセスできるようになります。

Cisco IP Phone 8811には、グレースケールの LCD画面が搭載されています。

Cisco IP Phone 8841、8845、8851、8861、および 8865には、24ビットのカラー LCD画面が搭
載されています。

Cisco IP Phoneの機能は次のとおりです。

•最大 10回線をサポートするプログラム可能な機能ボタン。このボタンには他の機能をプ
ログラムすることもできます。

•ギガビットイーサネット接続機能

•ワイヤレスヘッドセット用Bluetoothのサポート（Cisco IP Phone 8845、8851、8861、およ
び 8865）

•外部マイクおよびスピーカーのサポート（Cisco IP Phone 8861のみ）

• WiFiによるネットワーク接続機能（Cisco IP Phone 8861および 8865）
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• USBポート：

• Cisco IP Phone 8851には USBポート x 1

• Cisco IP Phone 8861および 8865には USBポート X 2

•最大 3つのキー拡張モジュールのサポート：

• Cisco IP Phone 8851は 2つのキー拡張モジュールをサポートします

• Cisco IP Phone 8861は 3つのキー拡張モジュールをサポートします

Cisco IP Phoneは、他のネットワークデバイスと同様に設定と管理を行う必要があります。こ
れらの電話機は、次のコードのエンコードとデコードを行います。

• G.711 a-law
• G.711 mu-law
• G.722
• G.722.2/AMR-WB
• G.729a/G.729ab
• iLBC
• OPUS
• iSAC

Cisco IPPhoneは、コール転送、転送、リダイヤル、スピードダイヤル、会議およびボイスメー
ルシステムへのアクセスなど、従来のテレフォニー機能を提供します。Cisco Unified IP Phone
では、さらにその他の各種の機能も提供します。

Cisco IP Phoneは、他のネットワークデバイスと同様に、サードパーティコール制御システム
および IPネットワークの他の部分にアクセスできるように設定する必要があります。DHCP
を使用すると、電話機上で設定する内容が少なくなります。ただし、ネットワークで必要な場

合は、IPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、プライマリ/セカンダリDNSサーバなどの
情報を手動で設定できます。

Cisco Unified IP Phoneは、IPネットワーク上の他のサービスやデバイスと連携することで、高
度な機能を提供できます。たとえば、サードパーティコール制御システムを社内のLightweight
Directory Access Protocol 3（LDAP3）標準ディレクトリと統合すると、ユーザが同僚の連絡先
情報を IP Phoneで直接検索できるようになります。

Cisco IP Phoneを IPテレフォニーネットワークで機能させるには、IP Phoneを Cisco Catalystス
イッチなどのネットワークデバイスに接続する必要があります。また、コールを送受信する前

に、Cisco IP Phoneをサードパーティコール制御システムに登録する必要があります。

さらに、Cisco Unified IP Phoneはネットワークデバイスであるため、詳細なステータス情報を
IP Phoneから直接取得することができます。この情報は、ユーザが IP Phoneを使用していると
きに生じた問題をトラブルシューティングするのに役立ちます。また、現在のコールに関する

統計情報や、ファームウェアのバージョンも電話機で取得できます。
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セル方式の電話、携帯電話、GSM電話、または双方向ラジオをCisco IP Phoneのすぐ近くで使
用すると、相互干渉が発生することがあります。詳細については、干渉が発生するデバイスの

製造元のマニュアルを参照してください。

注意

Cisco IP Phone 8811

電話機の接続

次の図に示されているように、組織の IPテレフォニーネットワークに電話機を接続します。

アクセスポート（10/100/1000PC）
接続

5DCアダプタポート（DC 48 V）1

補助ポート6AC-DC電源装置（任意）2

ハンドセットの接続7AC電源コンセント（任意）3
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アナログヘッドセット接続（任

意）

8ネットワークポート（10/100/1000
SW）接続。IEEE 802.3at電源対
応。

4

Cisco IP Phone 8811はキー拡張モジュールをサポートしていません。（注）

Cisco IP Phone 8841および 8845
以降の項では、Cisco IP Phone 8841および 8845の属性について説明します。

電話機の接続

次のダイヤグラムを使用して、電話機を会社の IPテレフォニーネットワークに接続します。

アクセスポート

（10/100/1000 PC）接
続

5DCアダプタポート
（DC48V）

1
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補助ポート6AC-DC電源装置（任
意）

2

ハンドセットの接続7AC電源コンセント
（任意）

3

アナログヘッドセット

接続（任意）

8ネットワークポート

（10/100/1000 SW）接
続。IEEE 802.3at電源
対応。

4

Cisco IP Phone 8841および 8845はキー拡張モジュールをサポートしていません。（注）

Cisco IP Phone 8851

電話機の接続

次の図に示されているように、企業 IPテレフォニーネットワークに電話機を接続します。

補助ポート6DCアダプタポート（DC48V）1
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ハンドセットの接続7AC-DC電源装置（任意）2

アナログヘッドセット接続（任意）8AC電源コンセント（任意）3

USBポート9ネットワークポート（10/100/1000
SW）接続。IEEE 802.3at電源対応。

4

アクセスポート（10/100/1000 PC）接
続

5

各USBポートは、最大5台のサポート対象デバイスおよび非サポートデバイスの接続をサポー
トしています。電話機に接続された各デバイスは、最大デバイス数に含まれます。たとえば、

電話機は5台のUSBデバイス（2台のキー拡張モジュール、1台のヘッドセット、1台のハブ、
および 1台の別の標準 USBデバイスなど）を側面ポートでサポートします。サードパーティ
製の USB製品の多くは複数の USBデバイスとしてカウントされる場合があります。たとえ
ば、あるデバイスに USBハブとヘッドセットが含まれる場合は 2台の USBデバイスとして扱
われることがあります。詳細については、USBデバイスのマニュアルを参照してください。

（注）

Cisco IP Phone 8861および 8865
以降の項では、Cisco IP Phone 8861および 8865の属性について説明します。

電話機の接続

次の図に示されているように、企業 IPテレフォニーネットワークに電話機を接続します。
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ハンドセットの接続7DCアダプタポート（DC48V）1

アナログヘッドセット接続（任意）8AC-DC電源装置（任意）2

USBポート9AC電源コンセント（任意）3

オーディオイン/アウトポート10ネットワークポート（10/100/1000
SW）接続。IEEE 802.3at電源対応。

4

USBポート11アクセスポート（10/100/1000 PC）接
続

5

補助ポート6
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各USBポートは、最大5台のサポート対象デバイスおよび非サポートデバイスの接続をサポー
トしています。電話機に接続された各デバイスは、最大デバイス数に含まれます。たとえば、

電話機では 5台のUSBデバイス（たとえば 3台のキー拡張モジュール、1台のハブ、もう 1台
の標準 USBデバイス）を側面ポートでサポートし、さらに 5台の標準 USBデバイスを背面
ポートでサポートできますサードパーティ製の USB製品の多くは複数の USBデバイスとして
カウントされる場合があります。たとえば、あるデバイスに USBハブとヘッドセットが含ま
れる場合は 2台の USBデバイスとして扱われることがあります。詳細については、USBデバ
イスのマニュアルを参照してください。

（注）

ボタンとハードウェア
Cisco IP Phone 8800シリーズでは、次に示す 2種類のハードウェアが提供されています。

• Cisco IP Phone 8811、8841、8851、および 8861：カメラなし。

• Cisco IP Phone 8845および 8865：内蔵カメラ付き。

図 1 : Cisco IP Phone 8845のボタンおよびハードウェア

着信コール（赤色に点滅）または新しいボイスメッセー

ジ（赤色に点灯）があるかどうかを示します。

ハンドセット、およびライ

トストリップ付きハンド

セット

1

ビデオコールのためにカメラを使用します。カメラ

Cisco IP Phone 8845および
8865のみ

2
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電話回線、機能、コールセッションにアクセスで

きます。

プログラム可能な機能ボタ

ンと回線ボタン

3

機能およびサービスにアクセスできます。ソフトキーボタン4

戻る ：前の画面またはメニューに戻ります。

戻るボタンを0.5秒以上押し続けると（長押し）、メイ
ン画面またはコール画面に戻ります。設定画面では、

長押しするとメイン画面に移動します。いずれかのコー

ル画面では、長押しするとコール画面に移動します。

ナビゲーションクラスタ ナビゲーションリングと

[選択（Select）]ボタン：メニューをスクロールしたり、
項目を強調表示したり、強調表示されている項目を選

択したりすることができます。

リリース ：接続されているコールまたはセッショ

ンを終了します。

戻る、ナビゲーションクラ

スタ、およびリリース

5

[保留/再開（Hold/Resume） ] ：アクティブコール

を保留にしたり、保留中のコールを再開したりします。

[会議（Conference） ] ：電話会議を作成します。

[転送（Transfer）] ：コールを転送します。

[保留/再開
（Hold/Resume）]、[会議
（Conference）]、および[転
送（Transfer）]

6

[スピーカーフォン（Speakerphone）] ：スピーカフォ

ンのオン/オフを切り替えます。スピーカーフォンがオ
ンになっているとき、ボタンは点灯しています。

[ミュート（Mute）] ：マイクロフォンのオン/オフ
を切り替えます。マイクロフォンがミュートになって

いるとき、ボタンは点灯しています。

[ヘッドセット（Headset）] ：ヘッドセットのオン/
オフを切り替えます。ヘッドセットがオンのときは、

ボタンが点灯します。

[スピーカーフォン
（Speakerphone）]、[ミュー
ト（Mute）]、および [ヘッ
ドセット（Headset）]

7

[連絡先（Contacts）] ：個人用ディレクトリや社内

ディレクトリにアクセスします。

[アプリケーション（Applications）] ：通話履歴、

ユーザ設定、電話機の設定、電話機のモデル情報にア

クセスします。

[メッセージ（Messages）] ：ボイスメッセージング

システムを自動的にダイヤルします。

[連絡先（Contacts）]、[ア
プリケーション

（Applications）]、および
[メッセージ（Messages）]

8
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ハンドセット、ヘッドセット、スピーカーフォ

ンの音量（オフフック）および呼出音の音量（オンフッ

ク）を調節します。

音量ボタン：9

ナビゲーション

ナビゲーションクラスタの外側のリングを使用して、メニューをスクロールしたりフィールド

間を移動したりします。ナビゲーションクラスタの内側の [選択（Select）]ボタンを使用して
メニュー項目を選択します。

メニュー項目にインデックス番号が割り当てられている場合は、キーパッドでインデックス番

号を入力すると項目を選択できます。

ソフトキー、回線ボタン、機能ボタン

電話機上の機能との対話は複数の方法で行うことができます。

•画面の下に配置されたソフトキーを使用すると、画面のソフトキーの上に表示されている
機能にアクセスできます。ソフトキーは、その時点で何を実行しているかによって異なり

ます。[詳細...（More...）] ソフトキーは、その他にも使用可能な機能があることを示しま
す。

•画面の両側に配置された機能ボタンと回線ボタンは、電話機能と電話回線へのアクセスを
可能にします。

•機能ボタン：短縮ダイヤルまたはコールピックアップなどの機能を使用する場合や、
別の回線でのステータスを表示する場合に使用します。

•回線ボタン：コールを開始または応答したり、保留中のコールを再開したりするため
に使用します。また、回線キーを使用して、コールセッションウィンドウを開いた

り閉じたり、コールセッションウィンドウ内を移動することができます。コールセッ

ションウィンドウを開くと、回線上のコールが表示されます。

機能ボタンと回線ボタンのランプは、次のステータスを示します。

ソフトキーまたは機能ボタンとして設定することができる機能もあります。さらに、ソフト

キーや関連するハードボタンを使っていくつかの機能にアクセスすることもできます。
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用語の違い
次の表に、『Cisco IP Phone 8800シリーズマルチプラットフォーム電話機ユーザガイド』と
『Cisco IP Phone 8800シリーズマルチプラットフォーム電話機アドミニストレーションガイ
ド』で使用されている用語の違いをいくつか取り上げます。

表 7 :用語の違い

アドミニストレーションガイドユーザガイド

ビジーランプフィールド（BLF）回線ステータス

メッセージ受信インジケータ（MWI）または
メッセージ受信ランプ

メッセージインジケータ

プログラム可能なボタンまたはプログラム可

能な回線キー（PLK）
プログラム可能な機能ボタン

[簡易発信（New Call）]バブル[簡易発信（New Call）]ウィンドウ

ボイスメッセージシステムボイスメールシステム
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第 II 部

Cisco IP Phoneの設置
• Cisco IP Phoneの設置（43ページ）
•サードパーティコール制御のセットアップ（103ページ）





第 4 章

Cisco IP Phoneの設置

•ネットワーク設定の確認（43ページ）
• Cisco IP Phoneの設置（44ページ）
•電話機からのネットワークの設定（45ページ）
•電話機からのワイヤレス LANのセットアップ（55ページ）
•電話機のWebページからWi-Fiをオンまたはオフにする（57ページ）
•電話機のWebページおよび XMLプロビジョニングサーバからWi-Fiプロファイルをセッ
トアップします。（58ページ）

•電話機起動の確認（60ページ）
•ビデオ送信解像度のセットアップ（60ページ）
•音声コーデックの設定（61ページ）
•ビデオコーデックの設定（62ページ）
•オプションネットワークサーバの設定（62ページ）
• VLAN設定（63ページ）
• SIPと NATの設定（72ページ）
•ダイヤルプラン（85ページ）
•地域パラメータと補足サービス（94ページ）
• Cisco IP Phone 8800シリーズのマニュアル（101ページ）

ネットワーク設定の確認
電話機がネットワークでエンドポイントとして正常に動作するためには、ネットワークが所定

の要件を満たしている必要があります。

手順

ステップ 1 次の要件を満たすように VoIPネットワークを設定します。

•ルータおよびゲートウェイ上で VoIPが設定されている。

ステップ 2 次のいずれかをサポートするようにネットワークを設定します。
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• DHCPサポート

•手動による IPアドレス、ゲートウェイ、およびサブネットマスクの割り当て

Cisco IP Phoneの設置
電話機がネットワークに接続されると、電話機の起動プロセスが開始され、電話機がサード

パーティコール制御システムに登録されます。電話機の設置を完了するには、DHCPサービス
を有効にするかどうかに応じて、電話機上でネットワーク設定値を設定します。

自動登録を使用した場合は、電話機をユーザに関連付ける、ボタンテーブルや電話番号を変更

するなど、電話機の特定の設定情報をアップデートする必要があります。

外部デバイスを使用する前に、外部デバイス（26ページ）を参照してください。（注）

手順

ステップ 1 電話機の電源を次の中から選択します。

• Power over Ethernet（PoE）

•外部電源

詳細については、電話機の所要電力（18ページ）を参照してください。

ステップ 2 ハンドセットをハンドセットポートに接続します。

ワイドバンド対応ハンドセットは、Cisco IP Phoneで使用するために特別に設計されたもので
す。ハンドセットは、着信コールやボイスメッセージがあることを通知する、ライトストリッ

プを備えています。

ステップ 3 ヘッドセットをヘッドセットポートに接続します。ヘッドセットは設置の際に接続しなくて

も、後から追加できます。

ステップ 4 ワイヤレスヘッドセットの接続ワイヤレスヘッドセットは設置の際に接続しなくても、後か

ら追加できます。詳細については、Bluetoothワイヤレスヘッドセットのマニュアルを参照し
てください。

ステップ 5 ストレートイーサネットケーブルを使用して、スイッチを Cisco IP Phoneの 10/100/1000 SW
というラベルの付いたネットワークポートに接続します。Cisco IP Phoneには、イーサネット
ケーブルが 1箱に 1本添付されています。

10Mbps接続にはカテゴリ 3、5、5e、または 6のケーブルを使用し、100Mbps接続にはカテゴ
リ 5、5e、または 6のケーブル、1000 Mbps接続にはカテゴリ 5eまたは 6ケーブルを使用して
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ください。詳細については、ネットワークポートとコンピュータポートのピン割り当て（17
ページ）を参照してください。

ステップ 6 ストレートイーサネットケーブルを使用して、デスクトップコンピュータなど、他のネット

ワークデバイスを Cisco IP Phoneのコンピュータポートに接続します。別のネットワークデ
バイスは、ここで接続しなくても後で接続できます。

10Mbps接続にはカテゴリ 3、5、5e、または 6のケーブルを使用し、100Mbps接続にはカテゴ
リ 5、5e、または 6のケーブル、1000 Mbps接続にはカテゴリ 5eまたは 6ケーブルを使用して
ください。詳細については、ネットワークポートとコンピュータポートのピン割り当て（17
ページ）を参照してください。

ステップ 7 電話機が机の上にある場合は、フットスタンドを調節します。詳細については、フットスタン

ドの接続（118ページ）を参照してください。電話機が壁に取り付けられている場合は、受話
器が受け台から滑り落ちないようにハンドセットの受け台を調整する必要があります。

ステップ 8 電話機の起動プロセスをモニタします。この手順により、電話機が正しく設定されていること

を確認できます。

ステップ 9 電話上でネットワーク設定値を設定する場合、DHCPを使用するか、手動で IPアドレスを入
力して、電話機の IPアドレスを設定します。

電話機からのネットワークの設定（45ページ）を参照してください。

ステップ 10 最新のファームウェアイメージに電話機をアップグレードしてください。

ワイヤレス接続の品質と帯域幅によっては、WLANインターフェイスを通じたファームウェア
のアップグレードは、有線インターフェイスより時間がかかることがあります。一部のアップ

グレードでは完了までに 1時間を超える場合があります。

ステップ 11 Cisco IPPhoneを使用してコールを発信し、電話機と機能が正常に動作することを確認します。

ステップ 12 エンドユーザに対して、電話機の使用方法および電話機のオプションの設定方法を通知しま

す。この手順では、ユーザが十分な情報を得て、Cisco IP Phoneを有効に活用できるようにし
ます。

電話機からのネットワークの設定
電話機には設定可能な数多くのネットワーク設定値が用意されています。電話機をユーザが使

用できる状態にするには、これらの設定値の修正が必要になる場合もあります。電話機のメ

ニューからこれらの設定にアクセスできます。

[ネットワークの設定（Network configuration）]メニューには、さまざまなネットワーク設定を
表示および設定するためのオプションが提供されます。

電話機で表示専用になっている設定値をサードパーティコール制御システムで設定できます。
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手順

ステップ 1 アプリケーションボタン を押します。

ステップ 2 [ネットワークの設定（Network configuration）]を選択します。

ステップ 3 ナビゲーションの矢印を使用して目的のメニューを選択し編集します。

ステップ 4 サブメニューを表示するには、ステップ 3を繰り返します。

ステップ 5 メニューを終了するには、 を押します。

[ネットワークの設定（Network Configuration）]のフィールド
表 8 : [ネットワークの設定（Network Configurations）]メニューのオプション

説明デフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド

以下のイーサネット設定サブメニューテーブルを参照し

てください。

イーサネットの設

定

電話機で使用するインターネットプロトコルモードを選

択します。

[デュアルモード（Dual Mode）]の場合、電話機に IPv4ア
ドレスと IPv6アドレスの両方を設定できます。

デュアルモードデュアルモード

IPv4のみ

IPv6のみ

IPモード

電話機からのワイヤレス LANのセットアップ（55ペー
ジ）を参照してください。

8861限定。

Wi-Fi設定（Wi-Fi
configuration）

下の表にある、IPv4アドレスサブメニューテーブルを参
照してください。

DHCPDHCP

静的 IP

リリース DHCP IP
（Release DHCP
IP）

IPv4アドレスの設
定（IPv4 address
settings）

下の表にある、IPv6アドレスサブメニューテーブルを参
照してください。

DHCPDHCP

静的 IP

IPv6アドレスの設
定

電話機が DHCPサーバによって提供される IPv6アドレス
を使用する順序を示します。

17、160、159使用する DHCPv6
オプション

電話機のWebサーバが有効か無効かを示します。オン点灯

消灯

Webサーバ
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表 9 :イーサネット設定のサブメニュー

説明デフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド

802.1x認証をオンまたはオフにすることが可能です。有効
なオプションは次のとおりです。

•点灯

•消灯

消灯デバイス認証

（Device
authentication）

802.1X認証
（802.1x
authentication）

• [トランザクションステータス（Transaction status）]：
[デバイス認証（Device authentication）]フィールドで
802.1xをオンにしたときに、異なる認証ステータスを
示します。

•無効：デフォルトのステータス。

•接続中：802.1x認証がデバイスで開始されたこと
を示します。

•認証済：802.1x認証がデバイスで確立されたこと
を示します。

• [プロトコル（Protocol）]：サーバのプロトコルを指定
します。

無効トランザクション

ステータス

（Transaction
status）

ネットワークポートの速度およびデュプレックスを選択

します。

電話機がスイッチに接続されている場合は、スイッチ上の

ポートを電話機と同じ速度および二重化方式に設定する

か、両方を自動ネゴシエーションに設定します。

このオプションの設定値を変更する場合は、[PCポート設
定（PC Port config）]オプションを同じ設定値に変更する
必要があります。

AutoAuto

10MBハーフ
（10MB half）

10MBフル（10MB
full）

100 MBハーフ
（100 MB half）

100MBフル
（100MB full）

100ハーフ（100
half）

1000フル（1000
full）

スイッチポートの

設定（Switch port
config）
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説明デフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド

コンピュータ（アクセス）ポートの速度およびデュプレッ

クスを選択します。

電話機がスイッチに接続されている場合は、スイッチ上の

ポートを電話機と同じ速度および二重化方式に設定する

か、両方を自動ネゴシエーションに設定します。

このオプションの設定を変更する場合は、[スイッチポー
トの設定（Switch port config）]オプションを同じ設定に変
更する必要があります。

AutoAuto

10MBハーフ
（10MB half）

10MBフル（10MB
full）

100 MBハーフ
（100 MB half）

100MBフル
（100MB full）

100ハーフ（100
half）

1000フル（1000
full）

PCポート設定
（PC port config）

Cisco Discovery Protocol（CDP）を有効または無効にしま
す。

CDPは、シスコの製造するすべての装置で動作するデバ
イス検出プロトコルです。

デバイスは、CDPを使用して自身の存在をネットワーク
内の他のデバイスにアドバタイズし、他のデバイスの情報

を受信することができます。

オン点灯

消灯

CDP

LLDP-MEDを有効または無効にします。

LLDP-MEDを使用して、電話機が検出プロトコルを使用
しているデバイスにアドバタイズすることができます。

オン点灯

消灯

LLDP-MED

電話機が最初の LLDP-MEDパケットを送信する前に、ス
イッチがフォワーディングステートになるのを遅らせる

値を設定します。一部のスイッチの設定では、LLDP-MED
が機能するためにこの値を高く設定する必要があります。

遅延の設定は、スパニングツリープロトコルを使用して

いるネットワークで重要になる可能性があります。

デフォルトの遅延は 3秒です。

3 seconds起動遅延（Startup
delay）
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説明デフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド

VLANを有効または無効にします。

CDPまたはLLDPなしでVLANを使用する場合に、VLAN
IDを入力することができます。CDPまたはLLDPでVLAN
を使用する場合、関連付けられた VLANは、手動で入力
された VLAN IDよりも優先されます。

消灯点灯

消灯

VLAN

CDPなしで VLANを使用する場合（VLANが有効で CDP
が無効の場合）、IP電話のVLANIDを入力します。VLAN
IDのタグが付くのは音声パケットだけであることに注意
してください。VLAN IDに対して値 1を使用しないでく
ださい。VLAN IDが 1の場合、音声パケットに VLAN ID
でタグ付けできません。

1VLAN ID

電話機の PCポートから通信にタグを付けるために使用さ
れる VLAN IDの値を入力します。

電話機は、PCから着信するタグの付いていないすべての
フレームにタグを付けます（既存のタグが付いているフ

レームにはタグを付けません）。

有効値：0～ 4095

デフォルト：0

1PCポート VLAN
ID（PC port VLAN
ID）

PCポート上のポートミラーに機能を追加します。有効に
すると、電話のパケットを見ることができます。PCポー
トミラーリングを有効にするには、オンを選択し、無効に

するには、オフを選択します。

消灯点灯

消灯

PCポートミラー
（PC port mirror）
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説明デフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド

ボイス VLAN IDを学習するために、定義済みの DHCP
VLANオプションを入力します。

CDPまたは LLDPでVLAN IDを使用するか、VLAN IDを
手動で選択する場合、その VLAN IDは、選択した DHCP
VLANオプションよりも優先されます。

有効な値は次のとおりです。

•ヌル

• 128～ 149

• 151～ 158

• 161～ 254

デフォルト値は nullです。

Ciscoでは、DHCPオプション 132の使用を推奨していま
す。

DHCP VLANオプ
ション
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表 10 : [IPv4アドレスの設定（IPv4 Address Settings）]のサブメニュー

説明デフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド

電話機の DHCPが有効かどうかを示します。

• DNS 1：電話機が使用するプライマリドメインネー
ムシステム（DNS）サーバです。

• [DNS2]：電話機が使用するセカンダリドメインネー
ムシステム（DNS）サーバを識別します。

• [DHCPアドレス解放（DHCPaddress released）]：DHCP
が割り当てた IPアドレスを解放します。このフィー
ルドは DHCPが有効な場合に編集することができま
す。VLANから電話機を削除して、再割り当てのため
に IPアドレスを解放する場合は、このフィールドを
はいに設定します。

DHCP接続タイプ

（Connection
type）

静的 IP
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説明デフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド

DHCPが無効になっている場合は、電話機のインターネッ
トプロトコル（IP）アドレスを設定する必要があります。

• [静的 IPアドレス（Static IP address）]：電話機に割り
当てる IPを識別します。電話機は、ネットワーク上
の DHCPサーバから IPを取得する代わりに、この IP
アドレスを使用します。

• [サブネットマスク（SubnetMask）]：電話機で使用さ
れるサブネットマスクを識別します。DHCPが無効に
なっている場合は、サブネットマスクを設定する必

要があります。

• [ゲートウェイアドレス（Gateway address）]：電話機
で使用されるデフォルトのルータを識別します。

• [DNS1]：電話機が使用するプライマリドメインネー
ムシステム（DNS）サーバを識別します。DHCPが無
効になっている場合は、このフィールドを手動で設定

する必要があります。

• [DNS2]：電話機が使用するプライマリドメインネー
ムシステム（DNS）サーバを識別します。DHCPが無
効になっている場合は、このフィールドを手動で設定

する必要があります。

IPアドレスをこのフィールドで割り当てる場合は、サブ
ネットマスクとゲートウェイアドレスも割り当てる必要

があります。この表の [サブネットマスク（SubnetMask）]
フィールドと [デフォルトルータ（DefaultRouter）]フィー
ルドを参照してください。
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表 11 : [IPv6アドレスの設定（IPv6 Address Settings）]のサブメニュー

説明デフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド

DynamicHost Configuration Protocol（DHCP）が電話機で有
効になっているかどうかを示します。

• [DNS1]：電話機が使用するプライマリ DNSサーバを
識別します。

• [DNS2]：電話機が使用するセカンダリ DNSサーバを
識別します。

• [エコーのブロードキャスト（Broadcast Echo）]：電話
が ff02::1の宛先アドレスを持つマルチキャスト
ICMPv6メッセージに反応したかどうかを識別します。

• [自動設定（Auto config）]：電話機でアドレスの自動
設定が使用されているかどうかを識別します。

DHCP接続タイプ

（Connection
type）

スタティック IP
（Static IP）
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説明デフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド

DHCPが無効になっている場合は、電話機のインターネッ
トプロトコル（IP）アドレスを設定し、次のフィールドの
値を設定する必要があります。

• [スタティックIP（Static IP）]：電話機に割り当てる IP
を識別します。電話機は、ネットワーク上の DHCP
サーバから IPを取得する代わりに、この IPアドレス
を使用します。

•プレフィックス長：ネットワークの一部であるグロー
バルユニキャスト IPv6アドレスのビット数を特定し
ます。

• [ゲートウェイ（Gateway）]：電話機で使用されるデ
フォルトのルータを識別します。

• [プライマリDNS（PrimaryDNS）]：電話機が使用する
プライマリ DNSサーバを識別します。DHCPが無効
になっている場合は、このフィールドを手動で設定す

る必要があります。

• [セカンダリDNS（SecondaryDNS）]：電話機が使用す
るセカンダリ DNSサーバを識別します。DHCPが無
効になっている場合は、このフィールドを手動で設定

する必要があります。

• [エコーのブロードキャスト（BroadcastEcho）]：電話
が ff02::1の宛先アドレスを持つマルチキャスト
ICMPv6メッセージに反応したかどうかを識別しま
す。

電話機からのテキストとメニューの入力

オプション設定値を編集するときは、次のガイドラインに従ってください。

•編集するフィールドを強調表示するには、ナビゲーションパッドで矢印を使用します。
フィールドを有効にするには、ナビゲーションパッドで [選択（Select）]を押します。
フィールドがアクティブになったら、値を入力できます。

•数値と文字を入力するには、キーパッド上のキーを使用します。

•キーパッドを使用して文字を入力するには、対応する数値キーを使用します。キーを1回
または何回か押して、個々の文字を表示します。たとえば、2を 1回押して「a」を、す
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ばやく 2回押して「b」を、すばやく 3回押して「c」を表示します。一時停止した後、
カーソルは自動的に進み、次の文字を入力できます。

•間違って押した場合は、ソフトキー を押します。このソフトキーを押すと、カーソルの

左側にある文字が削除されます。

•変更内容を保存しない場合は、[設定（Set）]を押す前に、[戻る（Back）]を押します。

•（IPアドレスなどに含まれる）ピリオドを入力するには、キーパッドの [*]を押します。

Cisco IP Phoneでは、必要に応じていくつかの方法でオプション設定値をリセットまたは復元
することができます。

（注）

電話機からのワイヤレス LANのセットアップ
Cisco IP Phone 8861のみが無線 LANをサポートしています。

電話機がイーサネットに接続されておらず、直接電源が供給されていることを確認してくださ

い。

Wi-Fiユーザには、高速セキュアローミング方式をお勧めします。

詳細については、次の場所にある『Cisco IP Phone 8800 Wireless LAN Deployment Guide』を参照
してください。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/unified-ip-phone-8800-series/
products-implementation-design-guides-list.html

『Cisco IP Phone 8800 Wireless LAN Deployment Guide』には、次の設定情報が含まれています。

•ワイヤレスネットワークの設定

• Cisco IP Phoneでのワイヤレスネットワーク設定

手順

ステップ 1 アプリケーションボタン を押します。

ステップ 2 [ネットワークの設定（Network configuration）] > [Wi-Fiの設定（Wi-Fi configuration）]を選
択します。

ステップ 3 [Wi-Fiに接続（Connect to Wi-Fi）]画面で、[スキャン（Scan）]をクリックして、使用可能な
Wi-Fiネットワークのリスト（SSID）を取得します。

ステップ 4 スキャンが完了したら SSIDを選択し、スキャンリストメニュー（56ページ）の表に記載さ
れているように、そのネットワークに接続するために電話機のフィールドを設定します。

[キャンセル（Cancel）]をクリックしてスキャンプロセスを停止することもできます。
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電話機が SSIDに関連付けられている場合、関連付けられている SSIDがスキャンリストの先
頭にチェックマークが付いた状態で表示されます。

ステップ 5 （任意）電話機を接続する新しいネットワーク名を追加するには、[その他（Other）]を押し
ます。Wi-Fiのその他のメニュー（57ページ）の表の説明に従ってフィールドをセットアッ
プします。

スキャンリストメニュー

説明デフォルトフィールドタ

イプまたは選

択肢

フィールド

電話機がWLANへのアクセスに使用する認証
のタイプを選択できます。

なし（None）自動（Auto）

なし（None）

WEP

PSK

セキュリティ

モード

（Security
mode）

ネットワークプロファイルのユーザ IDを入
力できます。

ユーザ ID
（User ID）

作成するネットワークプロファイルのパスワー

ドを入力できます。パスワードのタイプは、

選択したセキュリティモードによって異なり

ます。

• [パスワード（Password）]：セキュリティ
モードは [自動（Auto）]です。

• [パスフレーズ（Passphrase）]：セキュリ
ティモードは [PSK]です。

• [WEPキー（WEP Key）]：セキュリティ
モードは [WEP]です。

パスワード

（Password）

WEPキー
（WEP Key）

パスフレーズ

（Passphrase）

WLANで使用されるワイヤレス信号規格を選
択できます。

自動（Auto）•自動
（Auto）

• 2.4 GHz

• 5 GHz

802.11モード
（802.11
mode）
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Wi-Fiのその他のメニュー
説明デフォルトフィールドタ

イプまたは選

択肢

フィールド

電話機がWLANへのアクセスに使用する認証
のタイプを選択できます。

なしEAP-FAST

PEAP-GTC

PEAP
（MSCHAPV2）

PSK

WEP

なし

セキュリティ

モード

（Security
mode）

Wi-Fiプロファイルの一意の名前を入力できま
す。電話機にこの名前が表示されます。

ネットワーク

名（Network
name）

ネットワークプロファイルのユーザ IDを入
力できます。

ユーザ ID
（User ID）

ネットワークプロファイルのパスワードを入

力できます。

パスワード

（Password）

WLANで使用されるワイヤレス信号規格を選
択できます。

自動（Auto）•自動
（Auto）

• 2.4 GHz

• 5 GHz

802.11モード
（802.11
mode）

電話機のWebページからWi-Fiをオンまたはオフにする
電話機のwebページから、電話機のワイヤレスLANを有効または無効にすることができます。
Wi-Fiをオンにすると、電話機はワイヤレスネットワークに自動または手動で接続します。

始める前に

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）
を参照してください。
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手順

ステップ 1 音声 >システムを選択します。

ステップ 2 Wi-Fi設定（320ページ）の表の説明に従ってWi-Fi設定フィールドを設定します。

電話機のWebページおよび XMLプロビジョニングサー
バからWi-Fiプロファイルをセットアップします。

電話のwebページまたはリモートデバイスプロファイルの再同期からWi-Fiプロファイルを設
定して、プロファイルを利用可能なWi-Fiネットワークに関連付けることができます。この
Wi-Fiプロファイルを使用して、Wi-Fiに接続することができます。最大 4つのプロファイル
を設定できます。

プロファイルには、電話機がWi-Fiを使用して電話サーバに接続するために必要なパラメータ
が含まれています。Wi-Fiプロファイルを作成して使用する際、管理者およびユーザが個々の
電話機に対してワイヤレスネットワークの設定を行う必要はありません。

Wi-Fiプロファイルによって、ユーザが電話機のWi-Fi設定を変更できないようにしたり、制
限したりすることができます。

Wi-Fiプロファイルを使用する際、キーとパスワードを保護するため、TFTP暗号化が有効にさ
れたセキュアなプロファイルを使用することをお勧めします。

EAP-FAST、PEAP-MSCHAPV、または PEAP-GTC認証またはセキュリティモードを使用する
ように電話機を設定する場合、ユーザは個々のユーザ IDとパスワードを使用して、電話機に
サインインする必要があります。

始める前に

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）
を参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >システムを選択します。

ステップ 2 Wi-Fiプロファイル (n) （320ページ）の表の説明に従ってWi-Fiプロファイルフィールドを設
定します。

XML設定ファイルでは、次の形式でWi-Fiプロファイルを設定することもできます。
<!-- Wi-Fi Settings -->
<Phone-wifi-on ua="rw">Yes</Phone-wifi-on>
<!-- Wi-Fi Profile 1 -->
<Network_Name_1_ ua="rw">cisco</Network_Name_1_>
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<Security_Mode_1_ ua="rw">Auto</Security_Mode_1_>
<!--
available options: Auto|EAP-FAST|PEAP-GTC|PEAP-MSCHAPV2|PSK|WEP|None
-->
<Wi-Fi_User_ID_1_ ua="rw"></Wi-Fi_User_ID_1_>
<!--
<Wi-Fi_Password_1_ ua="rw"></Wi-Fi_Password_1_>
-->
<!-- <WEP_Key_1_ ua="rw"/> -->
<!-- <PSK_Passphrase_1_ ua="rw"/> -->
<Frequency_Band_1_ ua="rw">Auto</Frequency_Mode_1_>
<!-- available options: Auto|2.4 GHz|5 GHz -->
<Wi-Fi_Profile_Order_1_ ua="rw">2</Wi-Fi_Profile_Order_1_>
<!-- available options: 1|2|3|4 -->
<!-- Wi-Fi Profile 2 -->
<Network_Name_2_ ua="rw">ltwpa</Network_Name_2_>
<Security_Mode_2_ ua="rw">PSK</Security_Mode_2_>
<!--
available options: Auto|EAP-FAST|PEAP-GTC|PEAP-MSCHAPV2|PSK|WEP|None
-->
<Wi-Fi_User_ID_2_ ua="rw"/>
<!-- <Wi-Fi_Password_2_ ua="rw"/> -->
<!-- <WEP_Key_2_ ua="rw"/> -->
<!--
<PSK_Passphrase_2_ ua="rw">*************</PSK_Passphrase_2_>
-->
<Frequency_Band_2_ ua="rw">Auto</Frequency_Mode_2_>
<!-- available options: Auto|2.4 GHz|5 GHz -->
<Wi-Fi_Profile_Order_2_ ua="rw">1</Wi-Fi_Profile_Order_2_>
<!-- available options: 1|2|3|4 --><!--
<!–-Wi-Fi Profile 3 -->
<Network_Name_3_ ua="rw">ltgtc</Network_Name_3_>
<Security_Mode_3_ ua="rw">Auto</Security_Mode_3_>
<!--
available options: Auto|EAP-FAST|PEAP-GTC|PEAP-MSCHAPV2|PSK|WEP|None
-->
<Wi-Fi_User_ID_3_ ua="rw">83233</Wi-Fi_User_ID_3_>
<!--
<Wi-Fi_Password_3_ ua="rw">*************</Wi-Fi_Password_3_>
-->
<!-- <WEP_Key_3_ ua="rw"/> -->
<!-- <PSK_Passphrase_3_ ua="rw"/> -->
<Frequency_Band_3_ ua="rw">Auto</Frequency_Mode_3_>
<!-- available options: Auto|2.4 GHz|5 GHz -->
<Wi-Fi_Profile_Order_3_ ua="rw">4</Wi-Fi_Profile_Order_3_>
<!-- available options: 1|2|3|4 -->
<!-- Wi-Fi Profile 4 -->
<Network_Name_4_ ua="rw">blizzard</Network_Name_4_>
<Security_Mode_4_ ua="rw">Auto</Security_Mode_4_>
<!--
available options: Auto|EAP-FAST|PEAP-GTC|PEAP-MSCHAPV2|PSK|WEP|None
-->
<Wi-Fi_User_ID_4_ ua="rw"></Wi-Fi_User_ID_4_>
<!--
<Wi-Fi_Password_4_ ua="rw"></Wi-Fi_Password_4_>
-->
<!-- <WEP_Key_4_ ua="rw"/> -->
<!-- <PSK_Passphrase_4_ ua="rw"/> -->
<Frequency_Band_4_ ua="rw">Auto</Frequency_Mode_4_>
<!-- available options: Auto|2.4 GHz|5 GHz -->
<Wi-Fi_Profile_Order_4_ ua="rw">3</Wi-Fi_Profile_Order_4_>
<!-- available options: 1|2|3|4 -->

ステップ 3
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ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

電話機にアクティブコールがある場合、変更を保存することはできません。

電話機起動の確認
Cisco IP Phoneが電源に接続されると、起動診断プロセスが自動的に実行されます。

手順

ステップ 1 Power over Ethernetを使用する場合は、LANケーブルをネットワークポートに差し込みます。

ステップ 2 電源キューブを使用する場合は、キューブを電話機に接続し、キューブを電源コンセントに差
し込みます。

起動時のさまざまな段階で、電話機がハードウェアをチェックする間、ボタンがオレンジ色に

点滅し、続いて緑色に点滅します。

電話機がこれらの段階を正常に完了すると、正常に起動した状態になります。

ビデオ送信解像度のセットアップ
Cisco IP Phone 8845および 8865は、次のビデオ形式をサポートしています。

• 720p（1280 X 720）

• WVGA（800 X 480）

• 360p（640 X 360）

• 240p（432 X 240）

• VGA（640 X 480）

• CIF（352 X 288）

• SIF（352 X 240）

• QCIF（176 X 144）

ビデオをサポートする Cisco IP Phoneは、電話の設定と電話画面の制限に基づいて最適な帯域
幅と解像度をネゴシエートします。

次の表に、サポートされる各ビデオタイプの解像度、フレーム/秒、およびビデオビットレー
ト範囲を示します。
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ビデオビットレート

範囲

フレーム/秒（fps）ビデオ解像度ビデオのタイプ

1360～ 2500 kbps301280 X 720720p

790～ 1359 kbps151280 X 720720p

660～ 789 kbps30800 X 480WVGA

350～ 399 kbps15800 X 480WVGA

400～ 659 kbps30640 x 360360p

210～ 349 kbps15640 x 360360p

180～ 209 kbps30432 X 240240p

64～ 179 kbps15432 X 240240p

520～ 1500 kbps30640 X 480VGA

280～ 519 kbps15640 X 480VGA

200～ 279 kbps30352 x 288CIF

120～ 199 kbps15352 x 288CIF

200～ 279 kbps30352 X 240SIF

120～ 199 kbps15352 X 240SIF

94～ 119 kbps30176 x 144QCIF

64～ 93 kbps15176 x 144QCIF

音声コーデックの設定
コーデックリソースは、最終的に接続用として選択されなかった場合でも、アクティブコー

ルのSDPコーデックリストに含まれていれば、割り当て済みと見なされます。最適な音声コー
デックのネゴシエーションは、Cisco IPPhoneがコーデック名を遠端デバイスまたはゲートウェ
イのコーデック名と一致させられるかどうかによって決まる場合があります。この電話機を使

用すれば、ネットワーク管理者は、適切なコーデックが遠端機器と正常にネゴシエートできる

ように、サポートされているさまざまなコーデックに個別に名前を付けることができます。

Cisco IP Phoneは音声コーデックの優先順位をサポートします。最大 3つの優先コーデックを
選択できます。管理者は、回線ごとに使用される低ビットレートコーデックを選択できます。

G.711aと G.711uは常に有効です。
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始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線を選択します。ここで、「 n」は内線番号です。

ステップ 2 [音声設定（Audio Configuration）]セクションで、パラメータを設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

ビデオコーデックの設定
ビデオコーデックにより、デジタルビデオの圧縮または圧縮解除が可能になります。ビデオ

コーデックは電話のWebページから有効または無効にできます。

Cisco IP Phone 8845および 8865は、H264の High Profileパケット化モード 1コーデックおよび
Base Profileパケット化モード 1コーデックをサポートしています。

どのコーデックについても、Real-Time Transport Protocol（RTP）ペイロードタイプはダイナ
ミックであり、電話のWebページで [管理者ログイン（Admin Login）]> [詳細（Advanced）]>
[音声（Voice）] > [SIP] > [SDPペイロードタイプ（SDP Payload Types）]から設定できます。
詳細については、SDPペイロードタイプ（334ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 電話機Webページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（Advanced）] > [音声
（Voice）] > [内線番号（Ext(n)）]の順に選択します。

ステップ 2 [ビデオの設定（VideoConfiguration）]セクションで、ビデオ構成（385ページ）の説明に従っ
てフィールドをセットアップします。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

オプションネットワークサーバの設定
オプションネットワークサーバは、DNSルックアップ、ネットワーク時間、ロギング、デバ
イス検出などのリソースを提供します。また、電話に PCポートミラーリングを追加すること
もできます。ユーザが電話からこのサービスを有効にしたり無効にしたりできます。
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始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >システムを選択します。

ステップ 2 [オプションのネットワーク設定（OptionalNetworkConfiguration）]セクションで、オプション
ネットワーク設定（317ページ）の説明に従ってフィールドをセットアップします。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

VLAN設定
仮想 LAN（VLAN）を使用している場合、ソフトウェアで電話機の音声パケットに VLAN ID
がタグ付けされます。

音声 >システムウィンドウの [VLAN設定]セクションでは、以下の設定を構成できます。

• LLDP-MED

• Cisco Discovery Protocol（CDP）

•ネットワーク起動遅延（Network Startup Delay）

• VLAN ID（手動）

• DHCP VLANオプション

マルチプラットフォームフォンでは、これら 4つの方法で VLAN ID情報を取得することがで
きます。電話機は、以下の順序で VLAN ID情報を取得します。

1. LLDP-MED

2. Cisco Discovery Protocol（CDP）

3. VLAN ID（手動）

4. DHCP VLANオプション

Cisco Discovery Protocol
Cisco Discovery Protocol（CDP）はネゴシエーションに基づき、Cisco IP Phoneがどの仮想 LAN
（VLAN）に存在するかを決定します。シスコスイッチを使用している場合、Cisco Discovery
Protocol（CDP）はデフォルトで有効になっており、使用できます。CDPには次の属性があり
ます。
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•ネイバーデバイスのプロトコルアドレスを取得し、各デバイスのプラットフォームを検
出します。

•ルータが使用しているインターフェイスに関する情報を表示します。

•メディアやプロトコルに依存しません。

CDPなしで VLANを使用している場合は、Cisco IP Phoneの VLAN IDを入力する必要があり
ます。

LLDP-MED
Cisco IP Phoneでは、レイヤ 2自動検出機能を使用するシスコや他のサードパーティ製ネット
ワーク接続デバイスを導入するために、Link Layer Discovery Protocol for Media Endpoint Devices
（LLDP-MED）をサポートしています。LLDP-MEDの実装は 2005年 5月の IEEE 802.1AB
（LLDP）の仕様および 2006年 4月の ANSI TIA-1057に準拠しています。

Cisco IPPhoneはメディアエンドポイントディスカバリ参照モデルおよび定義（ANSITIA-1057
セクション 6）に準拠し、ネットワーク接続デバイスへの LLDP-MED直接リンクを備えた、
LLDP-MEDメディアエンドポイントクラス IIIデバイスとして運用されます。

Cisco IP Phoneは LLDP-MEDメディアエンドポイントデバイスクラス IIIとして、次の限定さ
れた一連の Type-Length-Value（TLV）のみをサポートしています。

•シャーシ ID TLV

•ポート ID TLV

•存続可能時間 TLV

•ポート記述 TLV

•システム名 TLV

•システム機能 TLV

• IEEE 802.3MAC/PHYコンフィギュレーション/ステータスTLV（有線ネットワークのみ）

• LLDP-MED機能 TLV

• LLDP-MEDネットワークポリシー TLV（アプリケーションタイプが音声のみ）

• MDIを介した LLDP-MED拡張電源 TLV（有線ネットワークのみ）

• LLDP-MEDファームウェアリビジョン TLV

• LLDPDU TLVの最後

発信 LLDPDUには、必要に応じてすべての先行 TLVが含まれます。着信 LLDPDUの場合、
次の TLVのいずれかがないときには、LLDPDUが廃棄されます。他のすべての TLVは検証さ
れず、無視されます。

•シャーシ ID TLV
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•ポート ID TLV

•存続可能時間 TLV

• LLDP-MED機能 TLV

• LLDP-MEDネットワークポリシー TLV（アプリケーションタイプが音声のみ）

• LLDPDU TLVの最後

Cisco IP Phoneはシャットダウン LLDPDUを必要に応じて送信します。LLDPDUフレームには
次の TLVが含まれます。

•シャーシ ID TLV

•ポート ID TLV

•パケット存続時間 TLV

• LLDPDU TLVの最後

Cisco IP Phoneの LLDP-MEDの実装には一部制限があります。

•ネイバー情報の保存および検索はサポートされません。

• SNMPおよび対応するMIBはサポートされません。

•統計カウンタの記録および検索はサポートされません。

•すべての TLVの完全検証は行われません。電話機に適用されない TLVは無視されます。

•標準で規定されているプロトコルステートマシンは、参照用にのみ使用されます。

シャーシ ID TLV

発信 LLDPDUでは、TLVが subtype=5（ネットワークアドレス）をサポートします。IPアド
レスが判明している場合は、シャーシ IDの値が、INANアドレスファミリ番号のオクテット
の後ろに、音声通信に使用される IPv4アドレスのオクテット文字列が続く形になります。IP
アドレスが不明の場合は、シャーシ IDの値が 0.0.0.0になります。サポートされている INAN
アドレスファミリは IPv4だけです。現在、シャーシ IDの IPv6アドレスはサポートされてい
ません。

着信LLDPDUでは、シャーシ IDがMSAP識別子を形成する曖昧な値として扱われます。値は
サブタイプに照らして検証されません。

シャーシ ID TLVは最初の TLVとして必須です。発信 LLDPDUと着信 LLDPDUに対して許可
されるシャーシ ID TLVは 1つだけです。

ポート ID TLV

発信 LLDPDUでは、TLVが subtype=3（MACアドレス）をサポートします。イーサネット
ポートの 6オクテットMACアドレスがポート IDの値に使用されます。
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着信 LLDPDUでは、ポート ID TLVがMSAP識別子を形成する不明な値として扱われます。
値はサブタイプに照らして検証されません。

ポート ID TLVは 2つ目の TLVとして必須です。発信 LLDPDUと着信 LLDPDUに対して許可
されるポート ID TLVは 1つだけです。

存続可能時間 TLV

発信 LLDPDUでは、存続可能時間 TTLの値は 180秒です。これは標準が推奨する 120秒の値
とは異なります。シャットダウン LLDPDUでは、 TTL値は常に 0です。

存続可能時間 TLVは 3番目の TLVとして必須です。発信および着信 LLDPDUで許可される
存続可能時間 TLVは 1つのみです。

LLDPDU終了 TLV

値はすべてゼロの 2オクテットです。この TLVは必須で、発信 LLDPDUと受信 LLDPDUに
対して 1つだけ許可されます。

ポート記述 TLV

発信 LLDPDUでは、ポート記述 TLV内のポート記述の値が CDPの「ポート ID TLV」と同じ
になります。着信LLDPDUでは、ポート記述TLVが無視され、検証されません。発信LLDPDU
と着信 LLDPDUに対して許可されるポート記述 TLVは 1つだけです。

システム名 TLV

Cisco IP Phoneでは SEP+MACアドレスの値です。

例：SEPAC44F211B1D0

着信 LLDPDUではシステム名 TLVは無視され、検証されません。発信および着信 LLDPDU
で許可されるシステム名 TLVは 1つのみです。

システム機能 TLV

発信 LLDPDUでは、システム機能 TLVの 2オクテットのシステム機能フィールドのビット値
は、PCポートを持つ電話機の場合、ビット 2（ブリッジ）とビット 5（電話）に設定する必要
があります。電話機に PCポートがない場合は、ビット 5のみを設定する必要があります。同
じシステム機能値を、有効にした機能フィールドに設定する必要があります。

着信 LLDPDUでは、システム機能 TLVは無視されます。TLVはMEDデバイスタイプに対し
てセマンティックが検証されません。

システム機能 TLVは発信 LLDPDUには必須です。許可されるシステム機能 TLVは 1つのみ
です。

管理アドレス TLV

TLVは、ローカルLLDPエージェント（上位層のエンティティに到達するために使用される）
に関連付けられたアドレスを識別することにより、ネットワーク管理による検出を支援しま
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す。TLVにより、この管理アドレスに関連付けられたシステムインターフェイス番号とオブ
ジェクト ID（OID）の両方（どちらかまたは両方が判明している場合）を含めることができま
す。

• [TLV情報文字列長（TLV information string length）]：このフィールドでは、TLV情報文字
列内のすべてのフィールドの長さ（オクテット単位）が示されます。

• [管理アドレス文字列長（Management address string length）]：このフィールドでは、管理
アドレスサブタイプ+管理アドレスフィールドの長さ（オクテット単位）が示されます。

システム記述 TLV

TLVはネットワーク管理によるシステム記述のアドバタイズを許可します。

• TLV情報ストリング長（TLV information string length）：このフィールドは、システム記
述の性格な長さ（オクテット数）を示します。

•システム記述（System description）：このフィールドには、ネットワークのエンティティ
のテキストによる記述である英数字の文字列が入ります。システム記述にはシステムの

ハードウェアタイプ、ソフトウェアオペレーティングシステム、ネットワークソフト

ウェアの完全な名前とバージョン識別番号が含まれます。実装が IETF RFC 3418をサポー
トしている場合は、このフィールドに sysDescrオブジェクトを使用する必要があります。

IEEE 802.3 MAC/PHYコンフィギュレーション/ステータス TLV

TLVは自動ネゴシエーション用ではなく、トラブルシューティング用です。着信 LLDPDUで
は TLVは無視され、検証されません。発信 LLDPDUでは、TLVのオクテット値の自動ネゴシ
エーションサポート/ステータスは次のとおりです。

•ビット 0：自動ネゴシエーション対応機能がサポートされていることを示すには 1に設定
します。

•ビット 1：自動ネゴシエーションステータスが有効であることを示すには 1に設定しま
す。

•ビット 2～ 7：0に設定します。

2オクテット PMD自動ネゴシエーションアドバタイズ機能フィールドのビット値は次のよう
に設定します。

•ビット 13：10BASE-T半二重モード

•ビット 14：10BASE-T全二重モード

•ビット 11：100BASE-TX半二重モード

•ビット 10：100BASE-TX全二重モード

•ビット 15：不明

ビット 10、11、13および 14を設定する必要があります。

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
67

Cisco IP Phoneの設置

システム記述 TLV



2オクテットの運用MAUタイプの値は、実際の運用MAUタイプを反映するように設定する
必要があります。

• 16：100BASE-TX全二重

• 15：100BASE-TX半二重

• 11：10BASE-T全二重

• 10：10BASE-T半二重

たとえば、通常、電話機は 100BASE-TX全二重に設定されます。つまり、値 16を設定する必
要があります。TLVは有線ネットワークのオプションで、ワイヤレスネットワークには適用
されません。電話機はこのTLVを有線モード時のみ送信します。電話機が自動ネゴシエーショ
ン用に設定されておらず、発信 LLDPDU TLV用に特定のスピード/デュプレックスが設定され
ている場合、オクテット値の自動ネゴシエーションのサポート/ステータスのビット 1をクリ
アして（0）、自動ネゴシエーションが無効であることを示す必要があります。2オクテットの
PMD自動ネゴシエーションアドバタイズ機能フィールドは、不明を示す0x8000に設定する必
要があります。

LLDP-MED機能 TLV

発信 LLDPDUでは、2オクテット機能フィールドに次のビットを設定して、TLVをデバイス
タイプ 3（エンドポイントクラス III）にする必要があります。

機能（Capability）ビット位置

LLDP-MED機能[0]

ネットワークポリシー[1]

MDI-PDによる拡張電源4

インベントリ5

着信 TLVの場合、LLDP-MED TLVがなければ LLDPDUは破棄されます。LLDP-MED機能
TLVは必須で、発信 LLDPDUと受信 LLDPDUに対して 1つだけ許可されます。LLDP-MED
機能 TLVの前に他の LLDP-MED TLVがあった場合、それらは無視されます。

ネットワークポリシー TLV

発信LLDPDUのTLVでは、VLANまたはDSCPが決定される前に、不明ポリシーフラグ（U）
が 1に設定されます。VLAN設定またはDSCPが判明している場合は、この値が 0に設定され
ます。ポリシーが不明な場合は、他のすべての値が 0に設定されます。VLANが決定または使
用される前に、タグ付きフラグ（T）が 0に設定されます。タグ付き VLAN（VLAN ID > 1）
が電話機に使用されている場合は、タグ付きフラグ（T）が1に設定されます。予約済み（X）
は常に 0に設定されます。VLANが使用されている場合は、対応するVLAN IDと L2プライオ
リティがそれに応じて設定されます。VLAN IDの有効値の範囲は 1～ 4094です。ただし、

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
68

Cisco IP Phoneの設置

LLDP-MED機能 TLV



VLAN ID=1は使用できません（制限）。DSCPが使用されている場合は、0～ 63の値の範囲
がそれに応じて設定されます。

着信 LLDPDUの TLVでは、さまざまなアプリケーションタイプの複数のネットワークポリ
シー TLVが許可されます。

MDIを介した LLDP-MED拡張電源 TLV

発信 LLDPDU用 TLVでは、電話機の電源タイプが PDデバイスであることを示すために、電
源タイプのバイナリ値が「01」に設定されます。電話機の電源は、バイナリ値「11」の「PSE
とローカル（PSE and local）」に設定されます。電源の優先順位はバイナリで「0 0 0 0」に設
定されて不明であることを示し、電力値は最大電力値に設定されます。Cisco IP Phoneの電力
値は 12900 mWです。

着信 LLDPDUでは TLVは無視され、検証されません。発信および着信 LLDPDUに対して許
可される TLVは 1つのみです。電話機は TLVを有線ネットワークでのみ送信します。

LLDP-MED標準はもともと、イーサネット用に設計されました。ワイヤレスネットワーク用
の LLDP-MEDについては現在検討中です。ANSI-TIA 1057、付録 C「C.3 Applicable TLV for
VoWLAN、表 24」を参照してください。TLVはワイヤレスネットワークで適用しないことを
お勧めします。この TLVは PoEおよびイーサネットでの使用を目的としています。TLVを追
加しても、スイッチでのネットワーク管理や電源ポリシーの調整に資することはありません。

LLDP-MEDインベントリ管理 TLV

この TLVはデバイスクラス IIIのオプションです。発信 LLDPDUでは、ファームウェアリビ
ジョン TLVのみがサポートされます。ファームウェアリビジョンの値は、電話機上のファー
ムウェアのバージョンです。着信 LLDPDUでは、TLVが無視され、検証されません。発信
LLDPDUと着信 LLDPDUに対して許可されるファームウェアリビジョン TLVは 1つだけで
す。

最終的なネットワークポリシーの解決とQoS

特殊な VLAN

VLAN=0、VLAN=1、および VLAN=4095は、タグなしの VLANと同じ方法で処理されます。
VLANがタグ付けされていないため、サービスクラス（CoS）は適用されません。

SIPモードのデフォルト QoS

CDPまたは LLDP-MEDからのネットワークポリシーが存在しない場合は、デフォルトのネッ
トワークポリシーが使用されます。CoSは、特定の内線番号の設定に基づきます。これは、手
動 VLANが有効で、手動 VLAN IDが 0、1、または 4095と等しくない場合にのみ適用されま
す。タイプオブサービス（ToS）は、特定の内線番号の設定に基づきます。

CDPの QoS解決

CDPからの有効なネットワークポリシーが存在する場合：
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• VLAN=0、1、または 4095の場合は、VLANが設定されないか、VLANがタグなしになり
ます。CoSは適用されませんが、DSCPは適用されます。ToSは、前述のように、デフォ
ルトに基づきます。

• VLAN > 1かつ VLAN < 4095の場合、VLANが適宜設定されます。CoSと ToSは、前述の
ように、デフォルトに基づきます。DSCPが適用されます。

•電話機がリブートして、ファストスタートシーケンスを再起動します。

LLDP-MEDの QoS解決

CoSが適用可能で、CoS = 0の場合は、前述のように、デフォルトが特定の内線番号に使用さ
れます。ただし、発信 LLDPDUの TLVの L2プライオリティ上に表示される値は、内線番号
1に使用される値に基づきます。CoSが適用可能で、CoS != 0の場合は、CoSがすべての内線
番号に使用されます。

DSCP（ToSにマップされた）が適用可能で、DSCP = 0の場合は、前述のように、デフォルト
が特定の内線番号に使用されます。ただし、発信 LLDPDUの TLVの DSCP上に表示される値
は、内線番号1に使用される値に基づきます。DSCPが適用可能で、DSCP!=0の場合は、DSCP
がすべての内線番号に使用されます。

VLAN > 1かつ VLAN < 4095の場合、VLANが適宜設定されます。CoSと ToSは、前述のよう
に、デフォルトに基づきます。DSCPが適用されます。

LLDP-MED PDUからの音声アプリケーションに対して有効なネットワークポリシーが存在す
る場合や、タグ付きフラグがセットされている場合は、VLAN、L2プライオリティ（CoS）、
および DSCP（ToSにマップされた）がすべて適用されます。

LLDP-MED PDUからの音声アプリケーションに対して有効なネットワークポリシーが存在す
る場合や、タグ付きフラグがセットされていない場合は、DSCP（ToSにマップされた）のみ
が適用されます。

Cisco IP Phoneがリブートして、ファストスタートシーケンスを再起動します。

CDPとの共存

CDPと LLDP-MEDの両方が有効になっている場合は、VLAN用のネットワークポリシーに
よって、検出モードのいずれかで設定または変更される最後のポリシーが決定されます。

LLDP-MEDとCDPの両方が有効になっている場合、起動時に電話機からCDPPDUとLLDP-MED
PDUが送信されます。

CDPモードと LLDP-MEDモードに関するネットワーク接続デバイスの設定と動作が一貫して
いない場合は、複数の VLANに切り替えられることになり、電話機のリブート動作が変動す
る可能性があります。

VLANが CDPと LLDP-MEDによって設定されなかった場合は、手動で設定された VLAN ID
が使用されます。VLAN IDが手動で設定されなかった場合は、どの VLANもサポートされま
せん。必要に応じてDSCPが使用され、ネットワークポリシーによって LLDP-MEDが決定さ
れます。
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LLDP-MEDと複数のネットワークデバイス

ネットワークポリシーに対して同じアプリケーションタイプを使用できます。ただし、電話

機は、複数のネットワーク接続デバイスから複数のレイヤ 2またはレイヤ 3 QoSネットワーク
ポリシーを受信します。このようなケースでは、最後の有効なネットワークポリシーが受け入

れられます。

LLDP-MEDと IEEE 802.X

Cisco IP Phoneは、IEEE 802.Xをサポートしていないため、802.1X有線環境では機能しませ
ん。ただし、ネットワークデバイス上の IEEE 802.1Xまたはスパニングツリープロトコルは
スイッチからのファストスタート応答の遅延につながる可能性があります。

VLAN設定の構成

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >システムを選択します。

ステップ 2 [VLANの設定（VLAN Settings）]セクションで、フィールドを設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

電話機のWebページでの DHCP VLANオプションのセットアップ
。

あらかじめ定義された DHCPオプションを追加して、電話機に音声 VLANを設定できます。

始める前に

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）
を参照してください。

• CDP/LLDPおよび手動 VLANを無効にします。

手順

ステップ 1 音声 >システムを選択します。
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ステップ 2 VLAN設定セクションで、DHCP VLANオプションフィールドの値を入力します。

デフォルトでは、このフィールドは空です。

有効な値は次のとおりです。

•ヌル

• 128～ 149

• 151～ 158

• 161～ 254

音声 VLAN設定を無効にするには、DHCP VLANオプションの値を Nullに設定します。

Ciscoでは、DHCPオプション 132の使用を推奨しています。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

次のタスク

音声 >システムタブの VLAN設定セクションでは、以下の設定を構成できます。

• Cisco Discovery Protocol（CDP）

• LLDP-MED

•ネットワーク起動遅延（Network Startup Delay）

• VLAN ID

• DHCP VLANオプション

SIPと NATの設定

SIPおよび Cisco IP Phone
Cisco IP Phoneは SIP（Session Initiation Protocol）を使用しており、SIPをサポートするすべて
の ITサービスプロバイダーとの相互運用が可能です。SIPは IPネットワークの音声通信セッ
ションを制御する、IETFにより定義されたシグナリングプロトコルです。

SIPは、パケットテレフォニーネットワーク内のシグナリングおよびセッション管理を処理し
ます。シグナリングによって、ネットワーク境界を越えてコール情報を伝送することが可能に

なります。セッション管理はエンドツーエンドコール属性を制御します。

一般的な民間 IPテレフォニー展開では、すべてのコールがSIPプロキシサーバを通過します。
受信側の電話はSIPユーザエージェントサーバ（UAS）と呼ばれ、リクエスト側の電話はユー
ザエージェントクライアント（UAC）と呼ばれます。
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SIPメッセージルーティングは動的です。SIPプロキシがUASから接続のリクエストを受信し
たが、UACを検出できない場合、ネットワーク内の別の SIPプロキシにそのメッセージを転
送します。UACが検出された場合は、応答が UASにルーティングされ、2つの UAは直接ピ
アツーピアセッションを使用して接続されます。音声トラフィックはリアルタイムプロトコ

ル（RTP）を使用して、動的に割り当てられたポートを介して UA間で送信されます。

RTPは、音声やビデオなどのリアルタイムデータを送信しますが、データのリアルタイム配
信は保証しません。RTPは、送信側と受信側アプリケーションがデータのストリーミングをサ
ポートするメカニズムを提供します。通常、RTPは UDPより優先されます。

SIP over TCP

通信状態を重視する通信を保証するために、Cisco IP Phoneは、SIPのトランスポートプロト
コルとして TCPを使用できます。このプロトコルはロストパケットの再送信を保証する、確
実な配信を提供します。TCPはまた、SIPパッケージが送信されたのと同じ順序で受信される
ことも保証します。

TCPは、企業のファイアウォールによるUDPポートのブロックという問題を解消します。TCP
はすでにインターネット閲覧や e-コマースなどの基本的なアクティビティで使用されている
ため、TCPを使えば新しいポートを開く必要がなく、また、パケットがドロップすることもあ
りません。

SIPプロキシ冗長性

平均的なSIPプロキシサーバは、数万人の加入者を処理できます。バックアップサーバによっ
て、アクティブサーバは一時的にメンテナンス用に切り替えることができます。シスコの電話

機はバックアップSIPプロキシサーバの使用をサポートしており、サービス中断を最小化また
は排除しています。

プロキシサーバのスタティックリストは常に十分であるとは限りません。たとえば、ユーザ

エージェントが複数の異なるドメインにサービスを提供している場合は、各ドメインのプロキ

シサーバから各 Cisco IP Phoneへのスタティックリストを設定しないでください。

プロキシの冗長性をサポートする簡単な方法は、Cisco IP Phoneの設定プロファイルで SIPプ
ロキシサーバを設定することです。DNS SRVレコードは、SIPメッセージで指定されたドメ
インの SIPプロキシサーバと通信するように電話機に指示します。電話機は DNSサーバに問
い合わせます。設定されている場合は、DNSサーバが SRVレコードを返します。これには、
そのドメインの SIPプロキシサーバのリストが、ホスト名、優先順位、リスニングポートな
どとともに含まれています。Cisco IP Phoneは優先度の順序でホストへの接続を試みます。

Cisco IP Phoneが現在、優先順位の低いプロキシサーバを使用している場合、電話機は優先順
位の高いプロキシを定期的に調べ、使用可能になったら優先順位の高いプロキシに切り替えま

す。

デュアル登録

電話機はプライマリプロキシ（またはプライマリアウトバウンドプロキシ）と代替プロキシ

（またはアウトバウンド代替プロキシ）の両方に必ず登録します。登録後、電話機はまずプラ

イマリプロキシを使用して INVITEおよび、非 INVITE SIPメッセージを送信します。プライ
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マリプロキシからの新しい INVITEに対する応答がなければ、タイムアウト後に電話機は代替
プロキシとの接続を試行します。電話機がプライマリプロキシへの登録に失敗すると、プライ

マリプロキシに対して試行せずに、INVITEを代替プロキシに送信します。

デュアル登録は、回線ごとに行うことができます。Webユーザインターフェイスとリモート
プロビジョニングにより、3つの追加パラメータを設定できます。

•代替プロキシ（Alternate Proxy）：デフォルトは空です。

•代替アウトバウンドプロキシ（Alternate Outbound Proxy）：デフォルトは空です。

•デュアル登録（Dual Registration）：デフォルトは [なし（NO）]（オフ）です。

パラメータを設定したら、機能を有効にするために電話機をリブートします。

この機能を正しく動作させるためには、プライマリプロキシ（またはプライマリアウトバウ

ンドプロキシ）と、代替プロキシ（または代替アウトバウンドプロキシ）に値を指定します。

（注）

デュアル登録と DNS SRVの制限

•デュアル登録が有効になっている場合は、DNS SRVプロキシのフォールバックまたはリ
カバリを無効にする必要があります。

•デュアル登録は、他のフォールバックまたはリカバリメカニズムと一緒に使用しないでく
ださい。例：Broadsoftメカニズム。

•機能要求に対するリカバリメカニズムは存在しません。ただし、管理者は、プライマリ
プロキシと代替プロキシの登録状態を瞬時に更新するための再登録時刻を調整できます。

デュアル登録と代替プロキシ

[デュアルレジスタ（Dual Register）]パラメータが [いいえ（No）]に設定された場合は、代替
プロキシが無視されます。

フェールオーバーとリカバリ登録

•フェールオーバー：電話機は転送タイムアウト/転送失敗またはTCP接続の失敗時にフェー
ルオーバーを実行します。（[RSCバックアップの試行（Try Backup RSC）]および [RSC
登録再試行（Retry Reg RSC）]の値にデータが入力されている場合）。

•リカバリ：電話機は、セカンダリプロキシに登録完了後または接続中にプライマリプロ
キシに登録しようとします。

フェールオーバーパラメータがエラー時にフェールオーバー動作を制御する場合の自動登

録。このパラメータを [はい（yes）]に設定すると、電話機はフェールオーバーまたは回
復時に再登録を行います。
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フォールバック動作

フォールバックは現在の登録の期限が切れるか、またはプロキシフォールバック間隔（Proxy
Fallback Intvl）がトリガーされると発生します。

プロキシフォールバック間隔（ProxyFallback Intvl）を超えると、すべての新しいSIPメッセー
ジはプライマリプロキシに送信されます。

たとえば、登録期限（Register Expires）の値が 3600秒、プロキシフォールバック間隔（Proxy
Fallback Intvl）が 600秒では、フォールバックが 600秒後に発生します。

登録期限（RegisterExpires）の値が800秒、プロキシフォールバック間隔（ProxyFallback Intvl）
が 1000秒では、フォールバックが 800秒後に発生します。

元のプライマリサーバへの登録が正常に行われると、すべての SIPメッセージはプライマリ
サーバに送られます。

RFC3311

Cisco IP Phoneは、RFC-3311の SIP UPDATEメソッドをサポートします。

SIP NOTIFY XMLサービス

Cisco IP Phoneは SIP NOTIFY XML-Serviceイベントをサポートします。XML-Serviceを持つ
SIP NOTIFYメッセージを受信すると、そのメッセージに正しいクレデンシャルが含まれてい
ない場合、電話機は401応答を使用してそのNOTIFYをチャレンジします。クライアントは、
IP Phoneに対応する回線の SIPアカウントパスワードを持つMD5ダイジェストを使用した正
しいクレデンシャルを提供する必要があります。

メッセージの本文にはXMLイベントメッセージを含めることができます。次に、例を示しま
す。

<CiscoIPPhoneExecute>
<ExecuteItem Priority="0" URL="http://xmlserver.com/event.xml"/>

</CiscoIPPhoneExecute>

Authentication:

challenge = MD5( MD5(A1) ":" nonce ":" nc-value ":" cnonce ":" qop-value
":" MD5(A2) )
where A1 = username ":" realm ":" passwd
and A2 = Method ":" digest-uri

SIPの設定
Cisco IP Phoneの SIP設定は、一般回線と内線の電話に設定されます。
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基本 SIPパラメータの設定

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 > SIPを選択します。

ステップ 2 [SIPパラメータ（SIP Parameters）]セクションで、SIPパラメータ（325ページ）の説明に従い
SIPパラメータを設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

SIPタイマー値の設定

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 > SIPを選択します。

ステップ 2 [SDPタイマー値（SIP Timer Values）]セクションで、SIPタイマー値（秒）（329ページ）に
記載されているように SIPタイマー値を秒単位で設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

応答ステータスコード処理の設定

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 > SIPを選択します。

ステップ 2 [応答ステータスコード処理（Response Status Code Handling）]セクションで、次のように値を
設定します。
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• [バックアップRSCの試行（Try BackupRSC）]：バックアップサーバで現在の要求を再試
行する SIP応答コード。デフォルトは空白に設定されます。たとえば数値 500、または複
数の値が考えられえる場合は数値とワイルドカードを組み合わせて入力できます。後者の

場合、5??を使用すると、500の範囲内にあるすべての SIP応答メッセージを表すことが
できます。複数の範囲を使用するには、カンマ（,）を追加して値 5??と値 6??を区切りま
す。

• [登録 RSCの再試行（Retry Reg RSC）]：電話が最後の登録の失敗後に登録を再試行する
SIP応答コード。デフォルトは空白に設定されます。たとえば数値 500、または複数の値
が考えられえる場合は数値とワイルドカードを組み合わせて入力できます。後者の場合、

5??を使用すると、500の範囲内にあるすべての SIP応答メッセージを表すことができま
す。複数の範囲を使用するには、カンマ（,）を追加して値 5??と値 6??を区切ります。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

NTPサーバの設定

IPv4と IPv6を使用してNTPサーバを設定できます。また、NTPサーバの設定にDHCPv4オプ
ション 42または DHCPv6オプション 56も使用できます。プライマリ NTPサーバとセカンダ
リNTPサーバのパラメータを使用したNTP設定の方が、DHCPv4オプション42またはDHCPv6
オプション 56を使用した NTP設定よりも優先順位が高くなります。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >システムを選択します。

ステップ 2 [オプションネットワーク設定（Optional Network Configuration）]セクションの [プライマリ
NTPサーバ（Primary NTP Server）]と [セカンダリ NTPサーバ（Secondary NTP Server）]に、
IPv4または IPv6のアドレスを入力します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

RTPパラメータの設定

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。
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手順

ステップ 1 音声 > SIPを選択します。

ステップ 2 [RTPパラメータ（RTPParameters）]セクションで、RTPパラメータ（333ページ）の説明に従
い、Real-Time Transport Protocol（RTP）パラメータ値を設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

DUALモードでの SIPおよび RTPの動作制御

電話がデュアルモードのとき、SIP IPプリファレンスと SDP IPプリファレンスのフィールド
を使用して SIPおよび RTPのパラメータを制御できます。

SIP IPプリファレンスのパラメータに、デュアルモードのときに電話がまずどの IPアドレスに
接続するかを定義します。

表 12 : SIP IPプリファレンスと IPモード

フェールオーバー

シーケンス（Failover
Sequence）

DNS優先順位、結果を記載したアドレス
一覧

P1：優先順位が 1番目のアドレス

P2：優先順位が2番目のアドレス

SIP IPプリ
ファレンス

（SIP IP
Preference）

IPモード

1.1.1.1 ->2009:1:1:1:1 ->

2.2.2.2 -> 2009:2:2:2:2
P1： 1.1.1.1, 2009:1:1:1::1

P2 - 2.2.2.2, 2009:2:2:2::2

結果：携帯電話はまず1.1.1.1にSIPメッ
セージを送信します。

IPv4デュアルモー

ド

2009:1:1:1:1 ->

1.1.1.1 -> 2009:2:2:2:2
->

2.2.2.2

P1： 1.1.1.1, 2009:1:1:1::1

P2： 2.2.2.2, 2009:2:2:2::2

結果：電話はまず 2009:1:1:1::1に SIP
メッセージを送信します。

IPv6デュアルモー

ド

2009:1:1:1:1 -> 2.2.2.2
-> 2009:2:2:2:2

P1： 2009:1:1:1::1

P2： 2.2.2.2, 2009:2:2:2::2

結果：電話はまず 2009:1:1:1::1に SIP
メッセージを送信します。

IPv4デュアルモー

ド

2009:1:1:1:1 ->
2009:2:2:2:2

->2.2.2.2

P1： 2009:1:1:1::1

P2： 2.2.2.2, 2009:2:2:2::2

結果：携帯電話はまず1.1.1.1にSIPメッ
セージを送信します。

IPv6デュアルモー

ド
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フェールオーバー

シーケンス（Failover
Sequence）

DNS優先順位、結果を記載したアドレス
一覧

P1：優先順位が 1番目のアドレス

P2：優先順位が2番目のアドレス

SIP IPプリ
ファレンス

（SIP IP
Preference）

IPモード

1.1.1.1 -> 2.2.2.2P1： 1.1.1.1, 2009:1:1:1::1

P2： 2.2.2.2, 2009:2:2:2::2

結果：携帯電話はまず1.1.1.1にSIPメッ
セージを送信します。

IPv4

または

IPv6

IPv4のみ

2009:1:1:1:1 ->
2009:2:2:2::2

P1： 1.1.1.1, 2009:1:1:1::1

P2： 2.2.2.2, 2009:2:2:2::2

結果：電話はまず 2009:1:1:1::1に SIP
メッセージを送信します。

IPv4

または

IPv6

IPv6のみ

SDP IPプリファレンス： RTPアドレスファミリにデュアルモードでネゴシエートするピアを
支援する ALTC。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 > SIPを選択します。

ステップ 2 [SIPパラメータ]セクションで、[SIP IPプリファレンス]フィールド内の [IPv4]または [IPv6]
を選択します。

ステップ 3 [RTPパラメータ]セクションで、[SDP IPプリファレンス]フィールド内の [IPv4]または [IPv6]
を選択します。

詳細については、RTPパラメータ（333ページ）の [SDPIPプリファレンス（SDPIPPreference）]
を参照してください。

SDPペイロードタイプの設定

設定された動的ペイロードは、Cisco IP Phoneが Session Description Protocol（SDP）オファーを
提供したときにのみアウトバウンドコールに使用されます。SDPオファーを含むインバウン
ドコールの場合は、電話機が発信者の割り当てられた動的ペイロードタイプに従います。

Cisco IP Phoneは、アウトバウンド SDP内の設定されたコーデック名を使用します。0-95の標
準ペイロードタイプを含む着信 SDPの場合は、電話機がコーデック名を無視します。動的ペ
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イロードタイプの場合は、電話機が設定されたコーデック名でコーデックを識別します（比較

では大文字/小文字が区別されます）。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 > SIPを選択します。

ステップ 2 SDPペイロードタイプセクションで、値を SDPペイロードタイプ（334ページ）で指定され
る通りに設定します。

• [AVT動的ペイロード（AVT Dynamic Payload）]：非標準データ。送信側と受信側の両方
が番号に同意する必要があります。範囲は 96～ 127です。デフォルト：101。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

内線用の SIP設定の構成

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線(n)を選択します。ここで、「n」は内線番号です。

ステップ 2 [SIPの設定（SIPSettings）]セクションで、SIP設定（387ページ）に記載されているようにパ
ラメータ値を設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

SIPプロキシサーバの設定

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。
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手順

ステップ 1 音声 >内線(n)を選択します。ここで、「n」は内線番号です。

ステップ 2 [プロキシと登録（Proxy andRegistration）]セクションで、プロキシと登録（395ページ）に記
載されているようにパラメータ値を設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

サブスクライバ情報パラメータの設定

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線(n)を選択します。ここで、「n」は内線番号です。

ステップ 2 [サブスクライバ情報（Subscriber Information）]セクションで、サブスクライバ情報（399ペー
ジ）に記載されているようにパラメータ値を設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

電話機を使用した NATトラバーサルの管理
ネットワークアドレス変換（NAT）では、複数のデバイスが単一のルーティング可能なパブ
リック IPアドレスを共有して、インターネット経由の接続を確立することができます。NAT
は、さまざまなブロードバンドアクセスデバイス上でパブリック IPアドレスとプライベート
IPアドレスを変換するために存在します。VoIPとNATを共存させるためには、NATトラバー
サルが必要です。

すべてのサービスプロバイダーが NATトラバーサルを提供しているわけではありません。
サービスプロバイダーが NATトラバーサルを提供していない場合は、次のようなオプション
を使用できます。

•セッションボーダーコントローラを使用した NATマッピング

• SIP-ALGルータを使用した NATマッピング

•スタティック IPアドレスを使用した NATマッピング

• STUNを使用した NATマッピング
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NATマッピングのイネーブル化

NATパラメータを設定するには、NATマッピングを有効にする必要があります。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線（番号）を選択します。

ステップ 2 NATの設定（386ページ）の説明に従ってフィールドをセットアップします。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

セッションボーダーコントローラによる NATマッピング

セッションボーダーコントローラによる NATマッピングをサポートするサービスプロバイ
ダーを選択することを推奨します。サービスプロバイダーによって提供された NATマッピン
グがあれば、ルータの選択肢が広がります。

SIP-ALGルータによる NATマッピング

NATマッピングは、SIPアプリケーション層ゲートウェイ（ALG）を持つルータによって実現
できます。SIP-ALGルータを使えば、サービスプロバイダーの選択肢が広がります。

スタティック IPアドレスを使用した NATマッピング

サービスプロバイダーとの相互運用性を確保するために電話機上の NATマッピングを設定す
ることができます。

•静的な外部（パブリック）IPアドレスが必要です。

•ルータで使用される NATメカニズムは対称型にする必要があります。詳細は対称または
非対称 NATの特定（84ページ）を参照してください。

NATマッピングは、サービスプロバイダーネットワークがセッションボーダーコントロー
ラ機能を提供していない場合にのみ使用します。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。
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手順

ステップ 1 音声 > SIPを選択します。

ステップ 2 [NATサポートパラメータ（NAT Support Parameters）]セクションで、[受信した VIAの処理
（Handle VIA received）]、[受信したVIAの挿入（Insert VIA received）]、[VIAアドレスの置換
（SubstituteVIAAddr）]、[VIA rportの処理（HandleVIA rport）]、[VIA rportの挿入（Insert VIA
rport）]、および [送信元ポートへの応答の送信（Send Resp To Src Port）]の各フィールドを [は
い（Yes）]に設定します。

ステップ 3 [NATサポートパラメータ（NAT Support Parameters）]セクションで、[NATキープアライブ
インターバル（NAT Keep Alive Intvl）]フィールドの値を設定します。

ステップ 4 [外部 IP（EXT IP）]フィールドに、ルータのパブリック IPアドレスを入力します。

ステップ 5 [内線（n）（Ext(n)）]タブをクリックします。

ステップ 6 [NAT設定（NAT Settings）]セクションで、[NATマッピング有効（NAT Mapping Enable）]を
[はい（Yes）]に設定します。

ステップ 7 （オプション）[NATキープアライブ有効（NAT Keep Alive Enable）]を [はい（Yes）]に設定
します。

サービスプロバイダーが、NATポートを開いたままにするために電話機に NATキープアライ
ブメッセージを送信するように要求する場合があります。サービスプロバイダーに連絡して

要件を確認してください。

ステップ 8 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

次のタスク

SIPトラフィックを許可するようにルータ上のファイアウォール設定を構成します。

STUNによる NATマッピングの設定

サービスプロバイダーネットワークはセッションボーダーコントローラ機能を提供していな

いが、そのほかの要件が満たされている場合は、Session Traversal Utilities for NAT（STUN）を
使用して NATマッピングを検出することができます。STUNプロトコルを使用すれば、ネッ
トワークアドレストランスレータ（NAT）の背後で動作するアプリケーションが、ネットワー
クアドレストランスレータの存在を検出して、マッピングされた（パブリック）IPアドレス
（NATアドレス）と NATがリモートホストへの User Datagram Protocol（UDP）接続用に割り
当てたポート番号を取得することができます。このプロトコルには、NATの反対（パブリッ
ク）側（通常はパブリックインターネット）にあるサードパーティのネットワークサーバ

（STUNサーバ）のサポートが必要です。このオプションは、他の方法が使用できないときに
のみ使用すべき最後の手段と考えられます。STUNを使用するには、以下の条件が必要です。

•ルータは非対称 NATを使用する必要があります。対称または非対称 NATの特定（84
ページ）を参照してください。
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• STUNサーバソフトウェアを実行しているコンピュータは、ネットワークで使用できま
す。パブリックSTUNサーバを使用することも、独自のSTUNサーバをセットアップする
こともできます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 > SIPを選択します。

ステップ 2 [NATサポートパラメータ（NAT Support Parameters）]セクションで、[受信した VIAの処理
（Handle VIA received）]、[受信したVIAの挿入（Insert VIA received）]、[VIAアドレスの置換
（SubstituteVIAAddr）]、[VIA rportの処理（HandleVIA rport）]、[VIA rportの挿入（Insert VIA
rport）]、および [送信元ポートへの応答の送信（Send Resp To Src Port）]の各フィールドを [は
い（Yes）]に設定します。

ステップ 3 [NATサポートパラメータ（NAT Support Parameters）]セクションで、[STUN有効（STUN
Enable）]フィールドを [はい（Yes）]に設定します。

ステップ 4 [STUNサーバ（STUN Server）]フィールドに、STUNサーバの IPアドレスを入力します。

ステップ 5 [内線（n）（Ext(n)）]タブをクリックします。

ステップ 6 [NAT設定（NAT Settings）]セクションで、[NATマッピング有効（NAT Mapping Enable）]を
[はい（Yes）]に設定します。

ステップ 7 （オプション）[NATキープアライブ有効（NAT Keep Alive Enable）]を [はい（Yes）]に設定
します。

サービスプロバイダーが、NATポートを開いたままにするために電話機に NATキープアライ
ブメッセージを送信するように要求する場合があります。サービスプロバイダーに連絡して

要件を確認してください。

ステップ 8 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

次のタスク

SIPトラフィックを許可するようにルータ上のファイアウォール設定を構成します。

対称または非対称 NATの特定

STUNは、対称 NATを備えたルータでは動作しません。対称 NATでは、IPアドレスが 1つの
内部 IPアドレスとポートから、1つの外部のルーティング可能な宛先 IPアドレスとポートに
マップされます。別のパケットが同じ送信元 IPアドレスとポートから別の宛先に送信される
場合は、別の IPアドレスとポート番号の組み合わせが使用されます。この方式は制限付きで
す。その理由は、内部ホストが特定のポートから外部ホストにパケットを送信してからでなけ

れば、内部ホストのその特定のポートにパケットを送信できないためです。
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この手順では、syslogサーバが設定され、syslogメッセージを受信する準備が整っていること
を前提とします。

ルータが対称 NATと非対称 NATのどちらを使用しているかを判断するには：

手順

ステップ 1 ファイアウォールが PCで実行されていないことを確認します。（ファイアウォールにより、
syslogポートがブロックされることがあります）。デフォルトでは、syslogポートは514です。

ステップ 2 [音声（Voice）] > [システム（System）]とクリックし、[オプションのネットワーク設定
（Optional Network Configuration）]に移動します。

ステップ 3 ポート番号がデフォルトの 514以外である場合は、[Syslogサーバ（Syslog Server）]の IPアド
レスを入力します。デフォルトであればポート番号を指定する必要はありません。

アドレスとポート番号は Cisco IP Phoneから到達可能である必要があります。ポート番号は出
力ログのファイル名に表示されまfす。デフォルトの出力ファイルはsyslog.514.logです（ポー

ト番号を指定しなかった場合）。

ステップ 4 [デバッグレベル（Debug Level）]を [エラー（Error）]、[通知（Notice）]、または [デバッグ
（Debug）]に設定します。

ステップ 5 SIPシグナリングメッセージをキャプチャするには、[Ext]タブをクリックし、[SIP設定（SIP
Settings）]に移動します。[SIPデバッグオプション（SIP Debug Option）]を [フル（Full）]に
設定します。

ステップ 6 お使いのルータが使用している NATの種類に関する情報を収集するには、[SIP]タブをクリッ
クし、[NATサポートパラメータ（NAT Support Parameters）]に移動します。

ステップ 7 [音声（Voice）] > [SIP]とクリックし、[NATサポートパラメータ（NAT Support Parameters）]
に移動します。

ステップ 8 [STUNテスト有効（STUN Test Enable）]を [はい（Yes）]に設定します。

ステップ 9 ログファイルのデバッグメッセージを確認して、NATのタイプを判定します。デバイスが対
称 NATを使用していることを示すメッセージがあれば、STUNを使用できません。

ステップ 10 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

ダイヤルプラン

ダイヤルプランの概要

ダイヤルプランは番号を解釈する方法と送信方法を決定します。また、着信番号を受け入れる

か拒否するかを判断します。ダイヤルプランを使用して、長距離電話や国際電話のような特定

タイプのコールの発信を容易にしたり、ブロックすることができます。
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IP Phoneにダイヤルプランを設定するには、電話機のWebユーザインターフェイスを使用し
ます。

このセクションでは、ダイヤルプランについて理解すべき情報と、独自のダイヤルプランを

設定する手順について説明します。

Cisco IPPhoneにはさまざまなレベルのダイヤルプランがあり、番号シーケンスを処理します。

ユーザが電話機のスピーカボタンを押すと、次の一連のイベントが開始されます。

1. 電話機はダイヤルされた番号の収集を始めます。桁間タイマーが、番号と番号の間に経過
した時間の追跡を開始します。

2. 桁間タイマー値に到達するか、別の終端イベントが発生すると、電話はダイヤルされた番
号を IP Phoneのダイヤルプランと比較します。このダイヤルプランは、電話機のWeb
ユーザインターフェイスの [ダイヤルプラン（Dial Plan）]セクションの [音声（Voice）]
> [内線（n）（Ext(n)）]で設定します。

番号シーケンス

ダイヤルプランには、|記号で区切られた一連の番号シーケンスが含まれています。シーケン
スのコレクション全体がカッコで囲まれています。ダイヤルプラン内の各番号シーケンスは、

ユーザが押したキーと一致する一連の要素で構成されています。

空白は無視されますが、読みやすくするために使用することもできます。

機能番号シーケンス

ユーザが押す必要がある電話機のキーパッドのキーを表す文

字です。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 * #

電話機のキーパッド上の任意の文字。x

角カッコ内の文字によって、受け入れられるキー押下のリス

トが形成されます。ユーザはリスト内の任意のキーを押すこ

とができます。

たとえば、数値範囲の [2-9]は、2～ 9の中の 1つの番号を
押すことができることを意味します。

数値範囲には他の文字も含めることができます。たとえば、

[35-8*]は、3、5、6、7、8、または *を押すことができる
ことを意味します。

[sequence]

1つのピリオドが要素の繰り返しを示します。ダイヤルプラ
ンは数字の 0以上のエントリを受け付けます。たとえば、

01.は、0、01、011、0111などを入力できることを意味しま
す。

.（ピリオド）
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機能番号シーケンス

この形式は、シーケンスが送信されたときに、特定のdialed
番号が substituted文字に置き換えられることを示します。
dialed番号は 0～ 9にすることができます。次に、例を示し
ます。

<8:1650>xxxxxxx

ユーザが 8の後に 7桁の番号を入力すると、システムが自動
的にダイヤルされた8をシーケンスの1650に置き換えます。

ユーザが 85550112をダイヤルすると、システムは
16505550112を送信します。

dialedパラメータが空で、substitutedフィールドに値が入っ
ている場合は、どの番号も置き換えられず、substituted値が、
常に、送信される文字列の先頭に付加されます。次に、例を

示します。

<:1>xxxxxxxxxx

ユーザが 9725550112をダイヤルすると、番号の 1がシーケ

ンスの先頭に付加されます。システムは19725550112を送信
します。

<dialed:substituted>

桁間で再生（および挿入）されるシーケンス間トーンが外線

ダイヤルトーンを再生します。次に、例を示します。

9, 1xxxxxxxxxx

ユーザが 9を押した後に、外線ダイヤルトーンが再生しま

す。トーンはユーザが 1を押すまで続きます。

,（カンマ）

ダイヤルシーケンスパターンを禁止します。次に、例を示

します。

1900xxxxxxx!

1900で始まる任意の 11桁の番号シーケンスを拒否します。

!（感嘆符）

2桁のスターコードを入力できることを意味します。*xx

[桁間タイマーマスターオーバーライド（Interdigit Timer
Master Override）]に対して、S0を入力してショート桁間タ

イマーを 0秒にするか、L0を入力してロング桁間タイマー

を 0秒にします。

S0または L0
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機能番号シーケンス

一時停止するには、P、一時停止する秒数、およびスペース

を入力します。通常、この機能は、ホットラインとウォー

ムラインの実装に使用され、ホットラインの場合はゼロ遅

延で、ウォームラインの場合は非ゼロ遅延です。次に例を

示します。

P5

5秒間の一時停止が挿入されます。

P

番号シーケンスの例

次の例は、ダイヤルプランで入力できる番号シーケンスを示しています。

完全なダイヤルプランエントリでは、各シーケンスがバーティカルバー（|）で区切られ、シー
ケンス全体は括弧で囲まれます。

( [1-8]xx | 9, xxxxxxx | 9, <:1>[2-9]xxxxxxxxx | 8, <:1212>xxxxxxx | 9, 1 [2-9] xxxxxxxxx
| 9, 1 900 xxxxxxx ! |
9, 011xxxxxx. | 0 | [49]11 ) | [*#]xx[*#] | #xx+xxxxxxxxxxx*xxxxxxxxxx

•システムの内線番号：

( [1-8]xx | 9, xxxxxxx | 9, <:1>[2-9]xxxxxxxxx | 8, <:1212>xxxxxxx | 9, 1 [2-9]
xxxxxxxxx | 9, 1 900 xxxxxxx ! | 9, 011xxxxxx. | 0 | [49]11 )

[1-8]xx ユーザは 1から 8の数字で始まる 3桁の番号をダイヤルできます。システムが 4
桁の内線番号を使用している場合は、次の文字列を入力します。[1-8]xxx

• 7桁の番号を使用した市内発信：

( [1-8]xx | 9, xxxxxxx | 9, <:1>[2-9]xxxxxxxxx | 8, <:1212>xxxxxxx | 9, 1 [2-9]
xxxxxxxxx | 9, 1 900 xxxxxxx ! | 9, 011xxxxxx. | 0 | [49]111)

9, xxxxxxxユーザが 9を押すと、外線ダイヤルトーンが聞こえます。ユーザは、市内通
話と同様に、7桁の番号を入力できます。

• 3桁の市外局番と 7桁の市内番号を使用した市内発信：

( [1-8]xx | 9, xxxxxxx | 9, <:1>[2-9]xxxxxxxxx | 8, <:1212>xxxxxxx | 9, 1 [2-9]
xxxxxxxxx | 9, 1 900 xxxxxxx ! | 9, 011xxxxxx. | 0 | [49]11 )

9, <:1>[2-9]xxxxxxxxxこの例は、市外局番が必要な場合に役立ちます。ユーザが 9を押
すと、外線ダイヤルトーンが聞こえます。ユーザは 2～ 9の数字で始まる 10桁の番号を
入力する必要があります。入力された番号を通信事業者に送信する前に、システムは1の
プレフィックスを自動的に挿入します。

•自動的に挿入された 3桁の市外局番を使った国内通話は次のようになります。

( [1-8]xx | 9, xxxxxxx | 9, <:1>[2-9]xxxxxxxxx | 8, <:1212>xxxxxxx | 9, 1 [2-9]
xxxxxxxxx | 9, 1 900 xxxxxxx ! | 9, 011xxxxxx. | 0 | [49]11 )
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8, <:1212>xxxxxxxこの例は、キャリア側は市外局番を必須にしている一方で、ほとんど

の通話が 1つの市外局番に発信される場合に役立ちます。ユーザが 8を押すと、外線電話
のダイヤルトーンが聞こえます。ユーザは任意の7桁の番号を入力できます。入力された
番号を通信事業者に送信する前に、システムは 1のプレフィクスと 212の市外局番を自動
的に挿入します。

•米国で長距離電話をダイヤルする場合は次のようになります。

( [1-8]xx | 9, xxxxxxx | 9, <:1>[2-9]xxxxxxxxx | 8, <:1212>xxxxxxx | 9, 1 [2-9]
xxxxxxxxx | 9, 1 900 xxxxxxx ! | 9, 011xxxxxx. | 0 | [49]11 )

9, 1 [2-9] xxxxxxxxxユーザが 9を押すと、外線電話のダイヤルトーンが聞こえます。
ユーザは 1で始まり、その後に 2～ 9までの数字の 11桁の任意の番号を入力できます。

•ブロック番号：

( [1-8]xx | 9, xxxxxxx | 9, <:1>[2-9]xxxxxxxxx | 8, <:1212>xxxxxxx | 9, 1 [2-9]
xxxxxxxxx | 9, 1 900 xxxxxxx ! | 9, 011xxxxxx. | 0 | [49]11 )

9, 1 900 xxxxxxx !この番号シーケンスは、高額料金や不適切なコンテンツに関連する番

号（米国の 1-900番号など）にユーザがダイヤルしないようにする場合に役立ちます。
ユーザが 9を押すと、外線電話のダイヤルトーンが聞こえます。ユーザが 1900で始まる
11桁の番号を入力すると、そのコールは拒否されます。

•米国からの国際電話：

( [1-8]xx | 9, xxxxxxx | 9, <:1>[2-9]xxxxxxxxx | 8, <:1212>xxxxxxx | 9, 1 [2-9]
xxxxxxxxx | 9, 1 900 xxxxxxx ! | 9, 011xxxxxx. | 0 | [49]11 )

9, 011xxxxxxユーザが 9を押すと、外線ダイヤルトーンが聞こえます。ユーザは米国から
の国際電話同様に、011で始まる任意の番号を入力できます。

•情報番号：

( [1-8]xx | 9, xxxxxxx | 9, <:1>[2-9]xxxxxxxxx | 8, <:1212>xxxxxxx | 9, 1 [2-9]
xxxxxxxxx | 9, 1 900 xxxxxxx ! | 9, 011xxxxxx. | 0 | [49]11 )

0 | [49]11 この例には、バーティカルバーで区切られた 2桁のシーケンスが含まれてい
ます。最初のシーケンスでユーザは 0をダイヤルし、オペレータにつながります。2番目
のシーケンスで、ユーザは 411（地域情報）または 911（緊急通話）を入力できます。

•サービスアクティベーションコード：

[* #] xx [* #]を使用すると、ユーザは #コードと *コードをダイヤルして、機能を利用
することができます。

•追加パラメータを含むサービスアクティベーションコード：

#xx + xxxxxxxxxxx * xxxxxxxxxxを使用すると、ユーザは # codeの後に 2つの 10桁の番号
をダイヤルすることができます。

エグゼクティブアシスタントは、このパターンを使用してエグゼクティブの代理で通話を

開始することができます。アシスタントは、サービスアクティベーションコードをダイヤ
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ルし、続けてエグゼクティブの番号、そして通話先の番号を入力して、通話を開始するこ

とができます。

ダイヤルされた番号の受け入れと伝送

ユーザが一連の番号をダイヤルすると、ダイヤルプラン内の各シーケンスが一致候補としてテ

ストされます。一致するシーケンスが候補番号シーケンスのセットを形成します。ユーザが番

号を入力するたびに、候補のセットが 1つだけになるか、0になるまで絞り込まれます。終了
イベントが発生すると、IP PBXが、ユーザがダイヤルしたシーケンスを受け入れてコールを
開始するか、シーケンスを無効として拒否します。ダイヤルしたシーケンスが無効の場合は、

ユーザにリオーダー（ファーストビジー）音が流れます。

次の表で、終了イベントの処理方法について説明します。

処理終了イベント

番号が拒否されます。ダイヤルされた番号がダイヤルプラン内のど

のシーケンスとも一致しなかった。

ダイヤルプランでそのシーケンスが許可され

ていれば、その番号が受け入れられ、ダイヤ

ルプランに従って送信されます。

ダイヤルプランでそのシーケンスが禁止され

ている場合は、その番号が拒否されます。

ダイヤルされた番号がダイヤルプラン内の 1
つのシーケンスと完全に一致した。

ダイヤルされた番号が適用可能な桁間タイマー

で指定された時間内にダイヤルプラン内の番

号シーケンスと一致しなかった場合は、その

番号が拒否されます。

桁間ロングタイマーは、ダイヤルされた番号

がダイヤルプラン内のどの番号シーケンスと

も一致しなかった場合に適用されます。

デフォルト：10秒。

桁間ショートタイマーは、ダイヤルされた番

号がダイヤルプラン内の 1つ以上の候補シー
ケンスと一致した場合に適用されます。デフォ

ルト：3秒。

タイムアウトが発生した。

シーケンスが完全で、ダイヤルプランで許可

されている場合は、その番号が受け入れられ、

ダイヤルプランに従って送信されます。

シーケンスが不完全またはダイヤルプランで

禁止されている場合は、その番号が拒否され

ます。

ユーザが #キーまたは IP電話画面のダイヤル
ソフトキーを押した。
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ダイヤルプランタイマー（オフフックタイマー）

ダイヤルプランタイマーはオフフックタイマーと見なすことができます。このタイマーは、

電話をオフフックした時点で開始されます。指定された秒数以内に番号がダイヤルされなかっ

た場合は、タイマーが切れて、NULLエントリが評価されます。NULLエントリを許可する特
別なダイヤルプラン文字列を使用していない場合は、コールが拒否されます。ダイヤルプラ

ンタイマーのデフォルト長は 5秒です。

ダイヤルプランタイマーの構文

構文：(Ps<:n> | dial plan)

• s：秒数。Pの後に数字が入力されないと、デフォルトタイマーの 5秒が適用されます。
タイマーを0秒に設定すると、受話器をとったときにそのコールは指定された内線番号に
自動的に転送されます。

• n：（オプション）：タイマーが切れるときに自動的に転送される番号。内線番号または
DID番号を入力できます。番号は図に示すように送信されるため、ワイルドカード文字は
使用できません。代替番号（<:n>）を省略すると、指定された秒数の経過後に、ユーザに
はリオーダー音（ファーストビジー音）が聞こえます。

ダイヤルプランタイマーの例

ユーザが電話機をオフフックしてからダイヤリングを開始するまでの許容時間を延ばすことが

できます。

(P9 | (9,8<:1408>[2-9]xxxxxx | 9,8,1[2-9]xxxxxxxxx | 9,8,011xx. | 9,8,xx.|[1-8]xx)

P9は、ユーザが電話機をオフフックしてからダイヤリングを開始するまで 9秒間の猶予が与
えられることを意味します。9秒以内にどの番号も押されなかった場合は、ユーザにリオーダー
（ファーストビジー）音が流れます。より長いタイマーを設定することにより、ユーザはゆっ

くり番号を入力できます。

システムダイヤルプラン上のすべてのシーケンスに対するホットラインを作成するには：

(P9<:23> | (9,8<:1408>[2-9]xxxxxx | 9,8,1[2-9]xxxxxxxxx | 9,8,011xx. | 9,8,xx.|[1-8]xx)

P9<:23>は、ユーザが電話機をオフフックしてからダイヤリングを開始するまで 9秒間の猶予
が与えられることを意味します。9秒以内にどの番号も押されなかった場合は、コールが自動
的に内線番号 23に送信されます。

内線用の回線ボタン上でホットラインを作成するには：

(P0 <:1000>)

タイマーが0秒に設定されている場合は、電話機がオフフックされると、コールが自動的に指
定された内線番号に送信されます。クライアント電話機の内線2以上の電話機ダイヤルプラン
にこのシーケンスを入力します。

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
91

Cisco IP Phoneの設置

ダイヤルプランタイマー（オフフックタイマー）



桁間長時間タイマー（不完全エントリタイマー）

このタイマーは不完全エントリタイマーと考えることができます。このタイマーは、ダイヤル

された番号の間の間隔を測定します。これは、ダイヤルされた番号がダイヤルプランのいずれ

の番号シーケンスとも一致しない場合に限り適用されます。指定した秒数以内にユーザが別の

番号を入力しないと、エントリは不完全として評価され、コールが拒否されます。デフォルト

値は 10秒です。

この項では、ダイヤルプランの一部としてタイマーを編集する方法を説明します。また、ユー

ザはすべてのコールのデフォルトの桁間タイマーを制御する制御タイマーを変更できます。

桁間ロングタイマーの構文

構文：L:s, (dial plan)

• s：数秒。L:の後に数字が入力されなかった場合は、デフォルトタイマーが 5秒になりま
す。タイマーが0秒に設定されている場合は、電話機がオフフックされると、コールが自
動的に指定された内線番号に送信されます。

•タイマーシーケンスがダイヤルプランの最初の括弧の左側に表示されることに注意して
ください。

桁間長時間タイマーの例

L:15, (9,8<:1408>[2-9]xxxxxx | 9,8,1[2-9]xxxxxxxxx | 9,8,011xx. | 9,8,xx.|[1-8]xx)

L:15は、このダイヤルプランではユーザが桁間長時間タイマーが時間切れになる前に、最大
15秒間停止できることを意味します。この設定は、ダイヤル中に名刺や他の印刷物から番号を
読み取る営業担当者などのユーザに特に役立ちます。

桁間短時間タイマー（完全エントリタイマー）

このタイマーは完全エントリタイマーと考えることができます。このタイマーは、ダイヤルさ

れた番号の間の間隔を測定します。このタイマーは、ダイヤルした番号がダイヤルプランの少

なくとも1つの番号シーケンスと一致した場合に適用されます。指定した秒数以内にユーザが
別の番号を入力しないと、エントリが評価されます。エントリが有効であれば、コールは続行

されます。エントリを無効であれば、コールは拒否されます。

デフォルト：3秒。

桁間短時間タイマーの構文

構文 1：S:s, (dial plan)

この構文を使用して、新しい設定を括弧内のダイヤルプラン全体に適用します。

構文 2：sequence Ss

この構文を使用して、新しい設定を特定のダイヤリングシーケンスに適用します。

s：秒数。Sの後に数字が入力されないと、デフォルトタイマーの 5秒が適用されます。
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桁間短時間タイマーの例

ダイヤルプラン全体のタイマーを設定するには、次のようにします。

S:6, (9,8<:1408>[2-9]xxxxxx | 9,8,1[2-9]xxxxxxxxx | 9,8,011xx. | 9,8,xx.|[1-8]xx)

S:6は、オフフック状態で番号を入力中は、短時間桁間タイマーが時間切れになる前にユーザ
は番号と番号の間に最大 15秒間停止できることを意味します。この設定は、ダイヤル中に名
刺や他の印刷物から番号を読み取る営業担当者などのユーザに特に役立ちます。

ダイヤルプラン内の特定のシーケンスに、インスタントタイマーを設定できます。

(9,8<:1408>[2-9]xxxxxx | 9,8,1[2-9]xxxxxxxxxS0 | 9,8,011xx. | 9,8,xx.|[1-8]xx)

9,8,1[2～9]xxxxxxxxxS0は、タイマーを 0に設定した場合、ユーザがシーケンスの最後の番号
をダイヤルしたときに、そのコールが自動的に送信されることを意味します。

IP電話上でのダイヤルプランの編集

ダイヤルプランは XML設定ファイルで編集することができます。XML設定ファイルで
Dial_Plan_n_ パラメータを探します（nは内線番号を示します）。このパラメータの値を編集
します。この値は、次に説明する電話管理用 webページのダイヤルプランフィールドの場合
と同じ形式で指定します。

（注）

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線(n)を選択します。ここで、「n」は内線番号です。

ステップ 2 [ダイヤルプラン（Dial Plan）]セクションまでスクロールします。

ステップ 3 [ダイヤルプラン（Dial Plan）]フィールドに、番号シーケンスを入力します。

デフォルトの（米国ベースの）システム全体のダイヤルプランが自動的にこのフィールドに表

示されます。

ステップ 4 番号シーケンスを削除したり、番号シーケンスを追加したり、ダイヤルプラン全体を新しいダ
イヤルプランに置き換えたりすることができます。

各番号シーケンスはバーティカルバーで区切り、番号シーケンスのセット全体を括弧で囲みま

す。例：

(9,8<:1408>[2-9]xxxxxx | 9,8,1[2-9]xxxxxxxxx | 9,8,011xx. | 9,8,xx.|[1-8]xx)
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ステップ 5 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

電話機がリブートします。

ステップ 6 ダイヤルプランに入力した各番号シーケンスを使ったコールを正常に完了できることを確認し
ます。

リオーダー（ファーストビジー）音が流れたら、エントリを確認して、ダイヤルプ

ランを適切に修正します。

（注）

制御タイマーのリセット

特定の番号シーケンスまたはコールのタイプ専用のタイマー設定を編集する必要がある場合

は、ダイヤルプランを編集できます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >地域を選択します。

ステップ 2 [制御タイマー値（秒）（Control Timer Values (sec)）]セクションまでスクロールします。

ステップ 3 [桁間ロングタイマー（Interdigit LongTimer）]フィールドと [桁間ショートタイマー（Interdigit
Short Timer）]フィールドに必要な値を入力します。

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

地域パラメータと補足サービス

地域パラメータ

電話機のWebユーザインターフェイスでは、[地域（Regional）]タブを使用して、制御タイ
マー値、ディクショナリサーバスクリプト、言語選択、ローカリゼーションを変更するため

のロケールなどの地域設定とローカル設定を構成します。[地域（Regional）]タブには、次の
セクションがあります。

• [コールプログレストーン（Call Progress Tones）]：すべての着信音の値が表示されます。

• [特殊呼び出し音のパターン（Distinctive Ring Patterns）]：呼び出し音調が、電話コールを
アナウンスする呼び出し音のパターンを定義します。
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• [制御タイマー値（Control Timer Values）]：すべての値が秒単位で表示されます。

• [特定業種向けサービスアクティベーションコード（Vertical Service Activation Codes）]：
コールバックアクティベーションコードとコールバック非アクティベーションコードが

表示されます。

• [発信コールのコーデック選択コード（OutboundCall Codec SelectionCodes）]：音声品質が
定義されます。

• [時間（Time）]：ローカルの日付、時刻、タイムゾーン、および夏時間が示されます。

• [言語（Language）]：ディクショナリサーバスクリプト、言語選択、およびロケールが示
されます。

制御タイマー値の設定

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >地域を選択します。

ステップ 2 [制御タイマー値（秒）（Control Timer Values (sec)）]セクションのフィールドに値を設定しま
す。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

Cisco IP Phoneのローカライズ

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >地域を選択します。

ステップ 2 [時間（Time）]セクションと [言語（Language）]セクションのフィールドに値を設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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時刻と日付の設定

Cisco IP Phoneでは 3つのいずれかの方法で時刻設定を取得します。

• NTPサーバ：電話機の起動時に、最初のネットワークタイムプロトコル（NTP）サーバ
に接続して時刻の取得を試行します。電話機は時刻をNTPサーバと定期的に同期します。
同期期間は1時間に固定されています。更新と更新との間では、内部クロックで時間を追
跡します。

NTP時間は、電話画面のメニューオプションを使用して設定した
時間よりも優先されます。手動で時刻を入力すると、この設定が

有効になります。次回の NTP同期では、NTP時刻が表示される
ように時刻 IDが修正されます。

手動で電話機の時刻を入力するときは、この動作についてアラー

トするポップアップを使用できます。

（注）

•手動設定：電話機のWebユーザインターフェイスを使用して、手動で時刻と日付を入力
できます。ただし、NTP時刻やSIPメッセージ日付は、そのいずれかが電話機で使用可能
な場合、手動設定の日時は上書きされます。手動設定では 24時間形式でのみ時刻を入力
する必要があります。

NTPサーバと SIP Dateヘッダーが提供する時間は GMT時間で表現されます。現地時間はその
地域のタイムゾーンに従って GMTのオフセットによって取得されます。

タイムゾーンパラメータは電話機のWebユーザインターフェイスまたはプロビジョニングに
よって設定できます。この時刻はさらに、タイムオフセット（Time Offset）（HH/mm）パラ
メータによってオフセットできます。このパラメータは 24時間形式で入力する必要があり、
また、IPフォン画面でも設定できます。

タイムゾーンと時間オフセット（HH/mm）の値は、手動日時セットアップには適用されませ
ん。

ログメッセージとステータスメッセージの時間はUTC時間であり、タイムゾーン設定の影響
を受けません。

（注）

夏時間の設定

電話機は、夏時間の自動調整をサポートします。

ログメッセージとステータスメッセージの時刻はUTC時刻です。タイムゾーン設定の影響は
受けません。

（注）
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始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >地域を選択します。

ステップ 2 [夏時間有効（Daylight Saving Time Enable）]ドロップダウンリストボックスを [はい（Yes）]
に設定します。

ステップ 3 [夏時間ルール（Daylight Saving Time Rule）]フィールドに、DSTルールを入力します。この値
は、発信者 ID上のタイムスタンプに影響します。

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

夏時間の例

次の例は、4月の最初の日曜日の午前零時に始まって10月の最後の日曜日の午前零時に終わる
1時間多い米国の夏時間を設定します。1時間を追加します（USA、北米）。

start=4/1/7/0:0:0;end=10/31/7/0:0:0;save=1
start=4/1/7;end=10/-1/7;save=1
start=4/1/7/0;end=10/-1/7/0;save=1

次の例は、4月の最後の日曜日の午前零時に始まって 9月の最後の日曜日の午前零時に終わる
エジプトの夏時間を設定します。

start=4/-1/7;end=9/-1/7;save=1 (Egypt)

次の例は、10月の最初の日曜日の午前零時に始まって 3月の第 3日曜日の午前零時に終わる
ニュージーランドの夏時間を設定します（バージョン 7.5.1以降）。

start=10/1/7;end=3/22/7;save=1 (New Zealand)

次の例は、3月に始まる新しい変更を反映します。DSTは、3月の第 2日曜日に始まって 11月
の最初の日曜日に終わります。

start=3/8/7/02:0:0;end=11/1/7/02:0:0;save=1

次の例は、最後の月曜日（4月 8日より前）に始まって最初の水曜日（5月 8日より後）に終
わる夏時間を設定します。

start=4/-8/1;end=5/8/3;save=1

電話機のディスプレイの言語

Cisco IP Phoneでは、電話機のディスプレイで、複数の言語がサポートされています。
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電話機は、デフォルトでは、英語に設定されています。別の言語の使用を有効にするには、そ

の言語用のディクショナリを設定する必要があります。言語によっては、言語フォントの設定

が必要になります。

セットアップが完了した後、ユーザは、電話機のディスプレイで必要な言語を指定することが

できます。

電話機のディスプレイでサポートされる言語

電話管理のWebページで、管理者ログイン >詳細 >音声 >地域に移動します。言語セクショ
ンで、ロケールドロップダウンリストボックスをクリックして、電話機のディスプレイでサ

ポートされる言語を表示します。

• hr-HR (ハンガリー語)

• it-IT (イタリア語)

• ja_JP（日本語）

• ko-KR (韓国語)

• nl-NL (オランダ語)

• nn-NO (ノルウェー語)

• pl-PL (ポーランド語)

• pt-BZ (ポルトガル語-ブラジル)

• pt-PT (ポルトガル語-ポルトガル)

• ru-RU (ロシア語)

• sk-SK (スロバキア語)

• sv-SE (スウェーデン語)

• tr-TR (トルコ語)

• zh-CN (中国語-簡体字)

• zh-HK (中国語-香港）

• bg-BG (ブルガリア語)

• ca-ES (カタロニア語)

• cs-CZ (チェコ語)

• da-DK (デンマーク語)

• de-DE (ドイツ語)

• en-AU (英語-オーストラリア)

• en-CA (英語-カナダ)

• en-GB (英語-英国)

• en-NZ (英語-ニュージーランド)

• en-US (英語_アメリカ合衆国)

• es-ES (スペイン語_スペイン)

• es-MX (スペイン語-メキシコ)

• fi-FI (フィンランド語)

• fr-CA (フランス語-カナダ)

• fr-FR (フランス語-フランス)

ディクショナリおよびフォントのセットアップ

英語以外の言語には、ディクショナリが必要です。フォントが必要な言語もあります。

手順

ステップ 1 ファームウェアバージョンのロケール zipファイルを cisco.comからダウンロードします。ファ
イルをサーバ上に配置し、ファイルを解凍します。
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サポートされるすべての言語のディクショナリおよびフォントが zipファイルに含まれていま
す。ディクショナリは XMLスクリプトです。フォントは標準 TTFファイルです。

ステップ 2 電話管理のWebページで、管理者ログイン >詳細 >音声 >地域に移動します。言語 セクショ
ンで、以下の説明に従って、ディクショナリサーバスクリプトフィールドに必要なパラメー

タと値を指定します。複数のパラメータと値のペアの区切りには、セミコロン（;）を使用し
ます。

•ディクショナリとフォントファイルの場所をservパラメータで指定します。

例：serv=http://10.74.128.101/Locales/

サーバの IPアドレス、パス、およびフォルダー名が含まれていることを確認してくださ
い。

•設定する各言語について、以下の説明に従ってパラメータセットを指定します。

このパラメータの指定で、nは、シリアル番号を表します。この数字によって、
電話機の設定メニューに表示される言語オプションの順序が決まります。

0は、デフォルトのディクショナリである米国英語専用です。任意で使用して、
独自のディクショナリを指定することができます。

他の言語には 1から始まる番号を使用します。

（注）

• Dnパラメータを使用して言語名を指定します。

例：d1=Chinese-Simplified

この名前は、電話機の設定メニューに言語オプションとして表示されます。

•ディクショナリファイルの名前をxnパラメータで指定します。

例：x1=zh-CN_88xx-11.2.1.1004.xml

使用する電話機モデルに対して正しい言語ファイルを指定していることを確認してく

ださい。

•言語にフォントが必要な場合は、fnパラメータを使用してフォントファイル名を指定

します。

例：x1=zh-CN_88xx-11.2.1.1004.ttf

使用する電話機モデルに対して正しい言語ファイルを指定していることを確認してく

ださい。

ラテン言語の設定の詳細は、ラテン言語の設定（100ページ）を参照してください。

アジア言語の設定の詳細は、アジア言語の設定（100ページ）を参照してください。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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ラテン言語の設定

フランス語やドイツ語などのラテン言語を使用している場合は、電話機に対して最大で9つの
言語オプションを設定することができます。オプションは、電話機の設定メニューに表示さ

れます。このオプションを有効にするには、含める言語ごとに1つのディクショナリを設定し
ます。設定を行うには、含める各言語の dnと xnのパラメータと値のペアをディクショナリ

サーバスクリプトフィールドに指定します。

フランス語およびドイツ語を含める例：

serv=http://10.74.128.101/Locales/;d1=French;x1=fr-FR_88xx-11.2.1.1004.xml;
d2=German;x2=de-DE_88xx-11.2.1.1004.xml

アジア言語の設定

中国語、日本語、韓国語などのアジア言語を使用している場合は、電話機に対して1つの言語
オプションのみをセットアップすることができます。

ディクショナリおよびフォントの設定が必要です。設定を行うには、ディクショナリサーバス

クリプト フィールドに d1、x1、f1の各パラメータと値を指定します。

中国語簡体の設定例：

serv=http://10.74.128.101/Locales/;d1=Chinese-Simplified;
x1=zh-CN_88xx-11.2.1.1004.xml;f1=zh-CN_88xx-11.2.1.1004.ttf

電話機のディスプレイ言語の指定

ユーザが電話機で言語を選択するには、設定 >デバイス管理 >言語を開きます。（注）

始める前に

言語に必要なディクショナリおよびフォントがセットアップされています。詳細については、

ディクショナリおよびフォントのセットアップ（98ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 電話機の管理Webページで、管理者ログイン >詳細 >音声 >地域を開き、言語セクションに
移動します。言語セクションフィールドで、ディクショナリサーバスクリプトフィールドか

ら、選択する言語の dnパラメータの値を適切に指定します。

ステップ 2 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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Cisco IP Phone 8800シリーズのマニュアル
お使いの言語、電話機モデル、および電話機ファームウェアリリースに固有の資料を参照して

ください。次のドキュメント URLから参照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/
ip-phone-8800-series-multiplatform-firmware/tsd-products-support-series-home.html
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第 5 章

サードパーティコール制御のセットアッ

プ

•電話機のMACアドレスの決定（103ページ）
•ネットワークの設定（104ページ）
•プロビジョニング（104ページ）
•プロビジョニングサーバに現在の電話設定をレポート（104ページ）
• Webベースの設定ユーティリティ（107ページ）
•管理者アカウントとユーザアカウント（110ページ）

電話機のMACアドレスの決定
サードパーティコール制御システムに電話機を追加するために、Cisco IP PhoneのMACアド
レスを決定します。

手順

次のいずれかの操作を実行します。

•電話機で、[アプリケーション（Applications）] > [ステータス（Status）] > [製品情報
（Product Information）]を押して、[MACアドレス（MAC address）]フィールドを確認
します。

•電話機の背面にあるMACラベルを確認する。

•電話機のWebページを表示して、[情報（Info）] > [ステータス（Status）] > [製品情報
（Product Information）]の順に選択します。
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ネットワークの設定
Cisco IP Phoneは、SIP（Session Initiation Protocol）をサポートしているため、SIPネットワーク
の一部として使用されます。Cisco IP Phoneは BroadSoft、MetaSwitch、Asteriskなど他の SIP IP
PBXコール制御システムと互換性があります。

これらのシステムの設定はこのドキュメントでは説明しません。詳細については、お使いの

Cisco IP Phoneを接続する SIP PBXシステムのマニュアルを参照してください。

このドキュメントでは一般的なネットワーク設定を説明しますが、設定はサービスプロバイ

ダーが使用する機器の種類によって異なることがあります。

プロビジョニング
電話機がネットワークに接続したとき、電源が入れられたとき、および設定した間隔で、リ

モートサーバから設定プロファイルをダウンロードしたり、ファームウェアを更新するよう

に、プロビジョニングすることができます。プロビジョニングは通常、大規模なVoice-over-IP
（VoIP）展開の一環で、サービスプロバイダーに限定されます。設定プロファイルや更新さ
れたファームウェアは TFTP、HTTP、または HTTPSを使用してデバイスに転送されます。

プロビジョニングの詳細は、Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phonesプロビジョニング
ガイドを参照してください。

プロビジョニングサーバに現在の電話設定をレポート
完全な設定、設定の変更、またはステータスデータをサーバにレポートするように、電話機を

設定することができます。レポートルールフィールドに URLを 2つ追加して、レポートの宛
先を指定します。また、必要があれば、暗号キーを含めることも可能です。

差分設定およびステータスレポートを一度に要求する場合は、レポートルールをスペースで区

切ります。各レポートルールには、通知先アップロードの URLを含めるようにします。オプ
ションで、1つまたは複数のコンテンツ引数を使用してレポートルールの前に角かっこ [] で
囲まれたオプションを指定できます。

レポートのアップロードを試行すると、[Httpレポートメソッド (http report Method)]フィール
ドは、電話機が送信する http要求を http PUTにするか、または http POSTにするかを指定しま
す。次のどちらかを選択します。

• PUT方式：サーバ上の既知の場所で新しいレポートを作成するか、既存のレポートを上書
きします。たとえば、送信した各レポートを上書きし続けて、最新の設定のみをサーバに

保存する場合などに使用します。

• POSTメソッド: PHPスクリプトを使用するなどして、処理のためにレポートデータをサー
バに送信します。このアプローチでは、より柔軟に設定情報を保存することが可能です。
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たとえば、電話機の一連のステータスレポートを送信し、すべてのレポートをサーバに格

納する場合などに利用します。

特定の設定レポートを送信するには、[レポートルール (Report Rule)]フィールドで次のコンテ
ンツ引数を使用します。

レポート内容Content引数

完全な設定レポートデフォルト：空白

最新の変更されたフィールドのみを含む設定

レポート

次に例を示します。

•レポート 1にはABCの変更が含まれてい
ます。

•レポート 2にはXYZの変更 (ABCとXYZ
以外)が含まれています。

[--delta]

完全な電話機状態レポート[--status]

上記の引数は、--key,--uid,--pwdのように、他の引数と組み合わせることがで
きます。これらの引数は、アップロード認証と暗号化を制御し、[プロファイルルー
ル (Profile Rule)]フィールドに記載されています。

（注）

•レポートルールで [--key < encryption key> ]引数を指定すると、電話機は指定さ
れた暗号化キーを使用して、ファイル (設定、ステータス、または差分)に AES-256-CBC
暗号化を適用します。

入力キー素材 (IKM)を使用して電話機をプロビジョニングした場
合、電話機が RFC 8188ベースの暗号化をファイルに適用するよ
うにするには、-key引数を指定しないでください。

（注）

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 [ Voice > Provisioning > Uploadの設定オプション (Voice Provisioning Upload)]オプションを選
択します
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ステップ 2 アップロード設定オプション（344ページ）の説明に従って、5つのフィールドのそれぞれに
パラメータを設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

レポートルールに関する上記のユーザ入力例の結果として生じる電話とプロビジョニングサー

バのアクション：

• HTTP PUT ALL設定：

HTTPレポートメソッドが PUTの場合は、以下の形式でレポートルールのURLを入力し
ます。

http://my_http_server/config-mpp.xml

その後、電話機は設定データを http://my_http_server/config-mpp.xmlにレポートします。

• HTTP PUTの変更された設定

HTTPレポートメソッドが PUTの場合は、以下の形式でレポートルールのURLを入力し
ます。

[--delta]http://my_http_server/config-mpp-delta.xml

その後、電話機は変更済みの設定を http://my_http_server/config-mpp-delta.xmlにレポートし
ます。

• HTTP PUTの暗号化された差分設定

HTTPレポートメソッドが PUTの場合は、以下の形式でレポートルールのURLを入力し
ます。

[--delta --key
test123]http://my_http_server/config-mpp-delta.enc.xml;

電話機は、ステータスデータを http://my_http_server/config-mpp-delta.enc.xmlにレポートし
ます。

レポートサーバ側で、ファイルを以下の通り復号化することができます。

config-mpp-delta.enc-delta.enc -out cfg.xmlで # openssl enc -d -aes-256-cbc -k
test123 -

• HTTP PUTステータスデータ

HTTPレポートメソッドが PUTの場合は、以下の形式でレポートルールのURLを入力し
ます。

[--status]http://my_http_server/config-mpp-status.xml;

電話機は、ステータスデータを http://my_http_server/config-mpp-status.xmlにレポートしま
す。

• HTTP PUT変更された設定とステータス

HTTPレポートメソッドが PUTの場合は、以下の形式でレポートルールのURLを入力し
ます。
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[--status]http://my_http_server/config-mpp-status.xml
[--delta]http://my_http_server/config-mpp-delta.xml

電話機は、ステータスデータを http://my_http_server/config-mpp-status.xmlと
http://my_http_server/config-mpp-delta.xmlにレポートします。

• HTTP POST変更された設定

レポートメソッドが POSTである場合、以下の形式でレポートルールの URLを入力しま
す。

[--delta]http://my_http_server/report_upload.php

レポートのアップロードファルドの形式"
// report_upload.php content
<?php
$filename = “report_cfg.xml”; // report file name
// where to put the file
$file = “/path/to/file”.$filename;
// get data from http post
$report_data = file_get_contents(‘php://input');
// save the post data to file
$file_put_contents($file, $report_data);
?>

電話機は、変更済みのデータを http://my_http_server/report_cfg.xmlにアップロードします。

Webベースの設定ユーティリティ
電話機のシステム管理者は、ユーザによる電話機の統計状況の表示や、一部またはすべてのパ

ラメータの変更を許可することができます。このセクションでは、電話機のWebユーザイン
ターフェイスで変更可能な電話機の機能について説明します。

電話機Webページへのアクセス
サブネットワーク上の電話機に到達可能なコンピュータのWebブラウザから、電話機のWeb
ページにアクセスします。

サービスプロバイダーが設定ユーティリティへのアクセスを無効にしている場合は、続行する

前にサービスプロバイダーに問い合わせてください。

手順

ステップ 1 コンピュータが電話機と通信できることを確認します。VPNが使用されていないことを確認し
ます。

ステップ 2 Webブラウザを起動します。

ステップ 3 Webブラウザのアドレスバーに電話機の IPアドレスを入力します。
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•ユーザアクセス：http://<ip address>/user

•管理者アクセス：http://<ip address>/admin/advanced

•管理者アクセス：http://<ip address>を開き、管理者ログインをクリックして、詳
細をクリックします。

たとえば、http://10.64.84.147/adminとなります。

Cisco IP PhoneへのWebアクセスの許可
電話機パラメータを表示するには、設定プロファイルを有効にします。パラメータのいずれか

を変更するには、設定プロファイルを変更できる必要があります。システム管理者が電話機の

Webユーザインターフェイスを表示可能または書き込み可能にする電話機オプションを無効
にしている場合があります。

詳細については、Cisco IP Phone 8800シリーズマルチプラットフォーム電話機プロビジョニン
グガイド [英語]を参照してください。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >システムをクリックします。

ステップ 2 [システム設定（System Configuration）]セクションで、[Webサーバの有効化（Enable Web
Server）]を [はい（Yes）]に設定します。

ステップ 3 設定プロファイルを更新するには、電話機のWebユーザインターフェイスでフィールドを変
更してから、[すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

電話機がリブートして、変更が適用されます。

ステップ 4 現在のセッション中（または [すべての変更を送信（Submit All Changes）]を最後にクリック
した後）に加えたすべての変更をクリアするには、[すべての変更の取り消し（Undo All
Changes）]をクリックします。値が以前の設定に戻ります。

電話機の IPアドレスの特定
DHCPサーバは、電話機がブートアップして、サブネットワークに接続できるように、IPアド
レスを割り当てます。
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始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 情報 >ステータスを選択します。

ステップ 2 [IPv4情報（IPv4 Information）]までスクロールします。現在の IPに IPアドレスが表示されま
す。

ステップ 3 [IPv6情報（IPv6 Information）]までスクロールします。現在の IPに IPアドレスが表示されま
す。

ダウンロードステータスの表示

ユーザが電話登録に失敗するときには、電話のWebページからダウンロードステータスを表
示することができます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 情報 >ｄ ステータスを選択します。

ステップ 2 ファームウェアアップグレードステータス（Firmware Upgrade Status）（306ページ）、
#unique_304、および #unique_305の説明に従って、ファームウェアアップグレード、プロビ
ジョニングおよびカスタム CAステータスの詳細を確認します。

Web管理タブ
各タブには特定の機能に関連するパラメータが含まれています。一部のタスクでは異なるタブ

の複数のパラメータを設定する必要があります。

情報（294ページ）で、電話機のWebユーザインターフェイスで使用可能な各パラメータに
ついて簡単に説明します。
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管理者アカウントとユーザアカウント
Cisco IPPhoneファームウェアは、特定の管理者アカウントとユーザアカウントを提供します。
これらのアカウントは特定のログイン権限が与えられています。管理者アカウント名はadmin
で、ユーザアカウント名は userです。これらのアカウント名は変更できません。

adminアカウントはサービスプロバイダーや付加価値再販業者（VAR）に Cisco IP Phoneへの
設定アクセス権限を提供します。userアカウントは、デバイスのエンドユーザに限定的な設定
可能コントロールを提供します。

userアカウントと adminアカウントは個別にパスワードで保護することができます。サービ
スプロバイダーが管理者アカウントパスワードを設定した場合は、[管理者ログイン（Admin
Login）]をクリックしたときに、その入力が求められます。パスワードがまだ設定されていな
い場合、画面が更新されて管理パラメータが表示されます。管理者アカウントにもユーザアカ

ウントにもデフォルトのパスワードは割り当てられていません。パスワードを割り当てたり変

更したりできるのは、管理者アカウントだけです。

管理者アカウントはWebパラメータを含めてすべてのWebプロファイルパラメータを表示、
変更でき、そうしたパラメータはユーザのログインに使用されます。Cisco IP Phoneのシステ
ム管理者は、さらにプロビジョニングプロファイルを使用して、ユーザアカウントが表示お

よび変更できるパラメータを制限できます。

ユーザアカウントに使用できる設定パラメータは Cisco IP Phoneで設定できます。電話機の
Webユーザインターフェイスへのユーザアクセスは無効にできます。

電話インターフェイスメニューへのユーザアクセスの有効化

adminアカウントを使用して、userアカウントによる電話機Webユーザインターフェイスへ
のアクセスを有効または無効にします。ユーザアカウントにアクセス権限がある場合、ユーザ

は電話機のWebユーザインターフェイスから各種パラメータを設定することができます。

電話機のプロファイルプロビジョニングを使用して、個々のパラメータの設定を制限します。

たとえば、Connection_Typeパラメータでは、電話機のユーザモードが「はい」に設定されて
いる場合、再同期ファイルでの「ua」属性は以下の通りです。

• Connection_Type ua=「rw」を使用すると、ユーザの電話機のWebおよび電話画面上の情
報の読み取りと変更が可能です。

• Connection_Type ua=「ro」を使用すると、ユーザの電話機のWebおよび電話画面上の情
報の読み取りのみ可能で、変更はできません。

• Speed_Dial_2 ua=「na」を使用すると、ユーザの電話機のWebまたは電話画面上の情報に
アクセスすることはできません。

（注）
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プロビジョニングの詳細は、Cisco IP Phone 8800シリーズマルチプラットフォームフォンプ
ロビジョニングガイドを参照してください。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >システムを選択します。

ステップ 2 [システム設定（System Configuration）]の [電話機 UIユーザモード（Phone-UI-User-Mode）]
フィールドで、[はい（Yes）]を選択します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

ログインによる管理オプションへのアクセス

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

プロンプトが表示されたら、[管理パスワード（Admin Password）]を入力します。

IPアドレスによる管理オプションへのアクセス

手順

Cisco IP Phoneの IPアドレスをWebブラウザで入力して、admin/拡張子を含めます。

例：http://10.64.84.147/admin/
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第 III 部

ハードウェアとアクセサリの設置
• Cisco IP Phoneのアクセサリ（115ページ）
• Cisco IP Phoneキー拡張モジュール（131ページ）
•壁面取り付け（147ページ）





第 6 章

Cisco IP Phoneのアクセサリ

• Cisco IP Phoneアクセサリの概要（115ページ）
•マルチプラットフォームファームウェアを搭載したCisco IP Phone 8800シリーズのアクセ
サリの概要（115ページ）

•フットスタンドの接続（118ページ）
•ケーブルロックによる電話機の固定（118ページ）
•外部スピーカおよびマイクロフォン（118ページ）
•ヘッドセット（119ページ）

Cisco IP Phoneアクセサリの概要

マルチプラットフォームファームウェアを搭載したCisco
IP Phone 8800シリーズのアクセサリの概要
表 13 :マルチプラットフォームファームウェアを搭載した Cisco IP Phone 8800シリーズのアクセサリサポート

Cisco IP Phoneタイプアクセサリ

88658861885188458811および8841

シスコ製アクセサリ

サポートありサポートありサポートありサポート対象外サポート対象外アドオンモ

ジュール

Cisco IP Phone 8800
キー拡張モジュール

最大 3つの拡張モジュールをサ
ポートします。

最大2つの拡張
モジュールをサ

ポートします。
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Cisco IP Phoneタイプアクセサリ

88658861885188458811および8841

サポート対象外サポートありサポートありサポート対象外サポート対象外アドオンモ

ジュール

Cisco IP Phone
8851/8861キー拡張
モジュール 同じタイプの最

大3つの拡張モ
ジュールをサ

ポート。

同じタイプの最

大2つの拡張モ
ジュールをサ

ポート。

サポートありサポート対象外サポート対象外サポート対象外サポート対象外アドオンモ

ジュール

Cisco IP Phone 8865
キー拡張モジュール

同じタイプの最

大3つの拡張モ
ジュールをサ

ポート。

サポートありサポートありサポートありサポートありサポートあり壁面取り付けキット

サポートありサポートありサポートありサポートありサポートありフットスタンド

サポートありサポートありサポートありサポートありサポートありケーブルロック

サポートありサポートありサポートありサポート対象外サポート対象外USBCiscoヘッドセット
521および 522

サポートありサポートありサポートありサポートありサポートあり標準 RJ9Ciscoヘッドセット
531および Cisco
ヘッドセット 532 サポートありサポートありサポートありサポート対象外サポート対象外USBアダプタ

サポートありサポートありサポートありサポートありサポートあり標準 RJ9と
AUX

Cisco Headset 561お
よび 562（スタン
ダードベース付属）

Cisco Headset 561お
よび 562（マルチ
ベース付属）

サポートありサポートありサポートありサポート対象外サポート対象外USB

サードパーティ製アクセサリ
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Cisco IP Phoneタイプアクセサリ

88658861885188458811および8841

サポートありサポートありサポートありサポートありサポートありアナログヘッドセット：サー

ドパーティ製ヘッド

セット（124ペー
ジ）を参照してくだ

さい。この項では、

各ヘッドセットタイ

プについて説明して

います。

サポートありサポートありサポートありサポートありサポートありアナログワ

イドバンド

サポートありサポートありサポートありサポートありサポート対象外Bluetooth

サポートありサポートありサポートありサポート対象外サポート対象外USB

サポートありサポートありサポートありサポートありサポートあり電子フックス

イッチ
注 2を参照してください。注 1を参照してください。

サポートありサポートありサポート対象外サポート対象外サポート対象外外部 PCマイク：外部スピー

カおよびマイクロ

フォン（118ペー
ジ）を参照してくだ

さい。

サポートありサポートありサポート対象外サポート対象外サポート対象外外部 PCスピーカー：外部ス

ピーカおよびマイク

ロフォン（118ペー
ジ）を参照してくだ

さい。

•ヘッドセットをY字ケーブル (RJ-9コネクタとAUXコネクタ)を使用して電話機に接続す
る場合は、[音声 >ユーザ]タブの [オーディオ音量 (Audio Volume)]エリアで、電子フッ
クスイッチコントロールを有効にしていることを確認してください。電話管理用の web
ページ

•電子フックスイッチ（EHS）を使用する場合：

• Cisco IP Phone 8811、8841、および 8845には、補助ポートを使用して EHSを接続し
ます。

• Cisco IP Phone 8851、8861、および 8865には、補助ポート、USBポート、または
Bluetoothを使用して EHSを接続します。

（注）
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フットスタンドの接続
ユーザの電話機を卓上や机上に設置する場合、フットスタンドを電話機の背面に接続します。

手順

ステップ 1 コネクタをスロットに挿入します。

ステップ 2 コネクタがはまるまで、フットスタンドを押します。

ステップ 3 電話機の角度を調節します。

ケーブルロックによる電話機の固定
最大 20 mm幅のラップトップケーブルロックで Cisco IP Phone 8800シリーズを固定すること
ができます。

手順

ステップ 1 ケーブルロックのループの端を取り、電話機の固定場所となる物の周りに巻き付けます。

ステップ 2 ロックをケーブルのループの端まで通します。

ステップ 3 ケーブルロックのロックを解除します。

ステップ 4 ロックボタンを押したままにして、ロックの歯の位置を合わせます。

ステップ 5 ケーブルロックを電話機のロックスロットに挿入し、ロックボタンを放します。

ステップ 6 ケーブルロックをロックします。

外部スピーカおよびマイクロフォン
外部スピーカおよびマイクロフォンは、プラグアンドプレイ式のアクセサリです。Cisco IP
Phoneでは、外部 PCタイプのマイクロフォン、および増幅器で電力が供給されるスピーカー
を、ラインイン/アウトのジャックを使用して接続できます。外部マイクロフォンを接続する
と内部マイクロフォンが無効になり、外部スピーカを接続すると電話機の内部スピーカが無効

になります。
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低品質の外部オーディオデバイスを使用してラウドスピーカーを極端な大音量で再生したり、

マイクロフォンをラウドスピーカーのごく近くに設置したりすると、スピーカーフォンの通話

相手に不快なエコーが聞こえる場合があります。

（注）

ヘッドセット

ヘッドセットの安全に関する重要な情報

高い音圧：聴力を損なう可能性を避けるため、長時間にわたって高い音量レベ

ルで使用しないでください。

ヘッドセットを接続するときは、ヘッドセットスピーカーの音量を小さくしてからヘッドセッ

トを装着してください。ヘッドセットを外す前に必ず音量を下げておくようにすれば、次回

ヘッドセットを接続するときに低いボリュームから開始できます。

周囲の状況に注意してください。ヘッドセットを使用しているときは、外からの重要な音が遮

断される場合があります。特に、非常時や雑音の多い環境では注意が必要です。運転中にヘッ

ドセットを使用しないでください。人やペットがつまずく恐れがある場所にヘッドセットまた

はヘッドセットケーブルを放置しないでください。ヘッドセットまたはヘッドセットケーブ

ルの近くにいる子供から目を離さないでください。

Ciscoヘッドセット 500シリーズ
Ciscoヘッドセット 500シリーズは、Cisco IP Phone 8800シリーズマルチプラットフォーム電
話機と一緒に使用できます。Ciscoヘッドセット 500シリーズは、以下の拡張機能を提供しま
す。

•「通話中」インジケータ：イヤープレートの LED

•シンプルになったコール制御

•音声のカスタマイズ

サポートされるヘッドセットは以下の通りです。

• Ciscoヘッドセット 521および 522

• Ciscoヘッドセット 531および 532

• Ciscoヘッドセット 561および 562（スタンダードベースまたはマルチベース）
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Ciscoヘッドセット 521および 522

Ciscoヘッドセット 521および 522は、Cisco IP Phoneとデバイスで使用するために開発された
2つの有線ヘッドセットです。Ciscoヘッドセット 521は、拡張された磨耗と快適さのために
1つのイヤーピースを備えています。Ciscoヘッドセット 522は、雑音の多い職場で使用でき
る 2つのイヤーピースを備えています。

両方のヘッドセットは、ラップトップおよびモバイルデバイスで使用するための 3.5-mmコネ
クタを備えています。USBコネクタを備えたインラインコントローラは、Cisco IPPhone8851、
8861、および8865では、Multiplaformファームウェアを使用して使用することもできます。コ
ントローラは、コールに応答したり、保留、復帰、ミュート、音量制御などの基本的な電話機

の機能にアクセスするための簡単な方法です。

Ciscoヘッドセット521および522には、マルチプラットフォームファームウェアリリース11.2
(3)以降のバージョンが必要です。電話機を最新のファームウェアにアップグレードしてから、
これらのヘッドセットを使用してください。

所有している電話機のモデルおよびファームウェアバージョンをチェックするには、[アプリ
ケーション（Applications）]を押して、[ステータス（Status）] > [製品情報（Product
Information）]を選択します。[製品名（Product name）]フィールドに、電話機のモデルが表示
されます。[ソフトウェアのバージョン]フィールドには、ファームウェアバージョンを入手で
きるインストール済みの負荷が表示されます。

Ciscoヘッドセット 521および 522ボタンおよび LED

コントローラボタンは、基本コール機能に使用されます。

図 2 : Ciscoヘッドセット 521および 522コントローラ

次の表に、Ciscoヘッドセット 521および 522コントローラボタンについて説明します。

表 14 : Ciscoヘッドセット 521および 522コントローラボタン

説明名前番号

マイクロフォンのオン/オフを切り替えます。ミュートボタン1
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説明名前番号

ヘッドセットの音量を調整します。音量ボタン ( お

よび )
2

コールの管理に使用:

•着信コールに応答するには 1回押します。

•コールを終了するには、2秒間押し続けます。

•着信コールを拒否するには、二度押します。

•アクティブコールを保留にするには、1回押しま
す。もう一度押して、保留中のコールを取得しま

す。

\[Call\]ボタン3

Ciscoヘッドセット 561および 562

Ciscoヘッドセット 561および 562は、シスコ製品およびサービス向けに開発された 2つのワ
イヤレスヘッドセットです。Ciscoヘッドセット 561はイヤーピースを 1つ装備し、軽量で快
適な装着を実現しています。Ciscoヘッドセット 562はイヤーピースを 2個装備し、雑音の多
い環境や騒がしいオフィスに適しています。

Ciscoヘッドセット 561および 562は、ヘッドセットベースを使用して、Cisco IP電話と接続
し、ヘッドセットを充電します。ベースで使用可能なオプションは、標準ベースとMultibase
です。Cisco Headset 561および 562（スタンダードベース付属）は電話機またはコンピュータ
からの 1つのソースを使用した接続に対応しています。Cisco Headset 561および 562（マルチ
ベース付属）は、電話機、コンピューター、および Bluetoothペアリングデバイスからの複数
のソースをサポートし、接続されたソース間を簡単かつ直観的にスイッチできるようにしま

す。

Ciscoヘッドセット 561および 562を次のいずれかに接続できます。

• RJ9および AUXコネクタ (Y-ケーブル): Cisco IP電話 8811、8841、8845、8851、8861、お
よび 8665の複数のプラットフォームでサポートされています。

• USBコネクタ : Cisco IP電話 8851、8861、および 8665の複数のプラットフォームでサポー
トされています。

Ciscoヘッドセット 561および 562では、マルチプラットフォームファームウェアリリース
11.2(3)以降が必要です。電話機を最新のファームウェアにアップグレードしてから、これらの
ヘッドセットを使用してください。

所有している電話機のモデルおよびファームウェアバージョンをチェックするには、[アプリ
ケーション（Applications）] を押して、[ステータス（Status）] > [製品情報（Product
Information）]を選択します。[製品名（Product name）]フィールドに、電話機のモデルが表示
されます。[ソフトウェアのバージョン]フィールドには、ファームウェアバージョンを入手で
きるインストール済みの負荷が表示されます。
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Ciscoヘッドセット 561および 562ボタンおよび LED

ヘッドセットボタンは、基本コール機能に使用されます。

図 3 : Ciscoヘッドセット 561および 562ヘッドセットボタン
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次の表で、Ciscoヘッドセット 561および 562ヘッドセットラボタンについて説明します。

表 15 : Ciscoヘッドセット 561および 562ヘッドセットボタン

説明名前番号

ヘッドセットのオン/オフの切り替えに使用します。

4秒間押したままにして、ヘッドセットの電源をオン/オフにしま
す。

着信コールとアクティブコールの管理は、1つのコールまたは複数
のコールがあるかどうかに依存します。

1回のコール:

• 1回押して着信コールに応答します。

•アクティブコールを保留にするには、1回押します。もう一
度を押して、保留中のコールを取得します。

•着信コールを拒否するには、二度押します。

複数のコール：

• 1回押すとアクティブなコールが保留され、2回目の着信コー
ルに応答します。

• 1回押すと現在のコールが保留され、もう一度押すとコールが
再開されます。

• 2秒間押したままにして現在のコールを終了し、もう一度押し
て保留中のコールを再開します。

• 2秒間押したままにすると、アクティブコールが終了し、別の
着信コールに応答します。

• 2回押して、現在のコールを維持し、2回目の着信コールを拒
否します。

電源と通話ボタン1

マイクロフォンのオン/オフを切り替えます。ヘッドセットでミュー
トが有効になっている場合:

•電話機が起動すると、ミュート ボタンが点灯します。

•ヘッドセットベースのミュート ボタンが点灯します。(マル
チベースのみ)

ミュートボタン2

ヘッドセットの音量を調整します。音量ボタン ( および )3
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説明名前番号

ヘッドセットのステータスを示します。

•赤の高速点滅：着信コール。

•赤色に点灯:アクティブコール。

• 6秒ごとに白色に点滅:ヘッドセットがペアリングされアイド
ル状態になっています。

•白色に点滅:ファームウェアのアップグレードが進行中である
か、ヘッドセットがベースステーションとペアリングされて

います。

LED4

Ciscoヘッドセット 561および 562を充電する

ヘッドセットを充電するには、ヘッドセットベースを使用します。

手順

ヘッドセットをベースのソケットに設置します。

ベースステーションの LEDは充電ステータスを示しています。ヘッドセットが完全に充電さ
れると、ベースの 5個の LEDは白で点灯します。LEDが点灯しない場合は、ベースからヘッ
ドセットを取り外し、再試行してください。

サードパーティ製ヘッドセット

シスコでは、Cisco IP Phoneで使用するサードパーティ製ヘッドセットについて社内でテスト
を実施しています。しかし、ヘッドセットやハンドセットのベンダーの製品については動作の

保証やサポートはしていません。

USBまたは補助ポートのいずれかを使用して、ヘッドセットを電話機に接続します。ヘッド
セットのモデルに応じて、ヘッドセットの側音の設定を含め、最適な音声エクスペリエンスの

ための電話機の音声設定を調整する必要があります。

サードパーティ製ヘッドセットを使用する場合は、新しいサイドトーン設定を適用した後で

1分間待機してから電話機を再起動すると、フラッシュに設定が格納されます。

ヘッドセットのマイクが検出する背景雑音が一部軽減されます。背景雑音をさらに軽減し、全

体的な音声品質を向上させるには、ノイズキャンセルヘッドセットを使用することができま

す。

サードパーティ製ヘッドセットの使用を検討している場合、不要な無線周波数（RF）信号およ
び可聴周波数（AF）信号を遮蔽するヘッドセットなど、高品質な外部デバイスの使用を推奨
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します。ヘッドセットの品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔に

よっては、雑音やエコーが入ることもあります。可聴ハム雑音などのノイズは、相手方だけに

聞こえる場合もあれば、Cisco IP Phoneのユーザおよび相手方の両方に聞こえる場合もありま
す。ハム音やブザーのような雑音は、電灯、電気モーター、大型の PCモニタなど、さまざま
な外部ソースが原因となり得ます。

場合によっては、ローカル電源キューブやパワーインジェクタを使用することにより、ハム雑

音を軽減または除去できることがあります。

（注）

Cisco IP Phoneを実際に展開する場合は、環境やハードウェアにより不整合が発生することも
あるので、すべての環境に対してオールマイティなヘッドセットを見出すことは不可能です。

ヘッドセットを選定して環境に大規模に展開する前に、実際の環境での使用に最適かどうかを

テストすることをお勧めします。

同時に使用できるヘッドセットは1台のみです。最後に接続されたヘッドセットがアクティブ
ヘッドセットとなります。

電話機でのヘッドセットの設定

Ciscoヘッドセット 500シリーズのカスタマイズ

ユーザは、ヘッドセットのゲインまたはマイクの音量、側音またはフィードバックの設定、お

よびマイクのテストをカスタマイズできます。次のいずれかの接続を使用して、ヘッドセット

が電話機に接続されていることを確認します。

• Ciscoヘッドセット 521および 522 USBコネクタを介したインラインUSBコントローラの
場合

• USBコネクタを介した USBアダプタを使用した Ciscoヘッドセット 531および 532

• Cisco Headset 561および 562（スタンダードベース）または、AUXおよび RJ-9コネクタ
を介したYケーブル、またはUSBコネクタを介したUSBケーブルを介したマルチベース

ヘッドセットのセットアップの詳細については、Cisco IP Phone 8800シリーズマルチプラット
フォーム電話機ユーザガイド [英語]を参照してください。

Ciscoヘッドセット 500シリーズのアップグレードルールの設定

Ciscoヘッドセット 500シリーズのファームウェアをアップグレードすることができます。電
話機をリセットしても、ヘッドセットの設定は削除されません。アップグレードルールでは、

HTTPおよび TFTPプロトコルがサポートされています。

Ciscoでは、ヘッドセットのXMLファイルを提供しています。ファイルのソフトウェアのバー
ジョンがヘッドセットのファームウェアよりも新しい場合は、電話画面のヘッドセットをアッ

プグレードするように求めるプロンプトが表示されます。ユーザは、ヘッドセットをすぐに

アップグレードするか、後で延期するかを選択できます。
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始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >プロビジョニングをクリックします。

ステップ 2 Ciscoヘッドセットファームウェアアップグレードのセクションにある Ciscoヘッドセット
アップグレードルールフィールドを選択します。 section.

ステップ 3 TFTPまたは HTTPプロトコル、ヘッドセットアップグレードデバイスの IPアドレス、ヘッ
ドセットの XMLファイルの名前を指定します。Ciscoヘッドセットアップグレードルール
フィールドに単一文字列を入力します。

ヘッドセットの XMLファイルの内容は、変更しないでください。注意

例：http:/10.12.34.210/cisco500headsetinfo.xml

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
ヘッドセットファームウェアの新しいバージョンが検出されると、電話機にアップグレードプ

ロンプトが表示されます。

音質

物理的、機械的、および技術的な性能以上に、ヘッドセットの音質がユーザと通話相手の双方

にとって良質である必要があります。音質の判断は主観によるため、シスコが特定のヘッド

セットのパフォーマンスを保証することは不可能です。しかし、大手メーカーのさまざまな

ヘッドセットについて、Cisco IP Phoneで良好に作動することが報告されています。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/uc_endpoints_
accessories.htmlを参照してください。

アナログのヘッドセット

電話機はアナログヘッドセットが接続されたことを検出できません。このため、デフォルトで

電話機画面の [アクセサリ（Accessories）]ウィンドウにアナログヘッドセットが表示されてい
ます。

デフォルトでアナログヘッドセットを表示すると、ユーザはアナログヘッドセットに対して

ワイドバンドを有効にすることができます。
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USBヘッドセット
有線およびワイヤレスの USBヘッドセットがサポートされています。背面 USBポート（ユー
ザの電話機に USBポートがある場合）または側面 USBポートに USBヘッドセット（または
ワイヤレスヘッドセットの場合はベースステーション）を 1台接続することができます。

USBヘッドセットの選択

接続できる USBヘッドセットは 1台のみです。アナログヘッドセットを使用している場合、
電話機のアクセサリウィンドウを使用してUSBヘッドセットに切り替えることができます。

手順

ステップ 1 電話機で、アプリケーション を押します。

ステップ 2 [ステータス（Status）]を選択します。

ステップ 3 [アクセサリ（Accessories）]を選択します。

ステップ 4 ナビゲーションクラスタの上または下を押して、USBヘッドセットを選択します。

USBヘッドセットの使用停止

USBヘッドセットの使用を停止し、電話機のアクセサリウィンドウで別のヘッドセットを選
択することができます。

手順

ステップ 1 電話機で、アプリケーション を押します。

ステップ 2 [ステータス（Status）]を選択します。

ステップ 3 [アクセサリ（Accessories）]を選択します。

ステップ 4 ナビゲーションクラスタの上または下を押して、別のヘッドセットを選択します。

ワイヤレスヘッドセット

電話機でほとんどのワイヤレスヘッドセットを使用できます。サポートされるワイヤレスヘッ

ドセットの一覧については、次を参照してください。 http://www.cisco.com/c/en/us/products/
unified-communications/uc_endpoints_accessories.html

ヘッドセットの接続および機能の使用については、ワイヤレスヘッドセットのマニュアルを参

照してください。
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Bluetoothワイヤレスヘッドセット
サポートされるヘッドセットの一覧については、http://www.cisco.com/c/en/us/products/
unified-communications/uc_endpoints_accessories.htmlを参照してください。

Bluetoothでは、30フィート（10 m）以内の範囲の低帯域幅でワイヤレス接続を行えます。最
大のパフォーマンスが得られるのは、1～ 2 m（3～ 6フィート）の範囲内です。Bluetoothワ
イヤレステクノロジーは、2.4 GHz帯域で動作します。これは 802.11b/g帯域と同じです。

Cisco IP Phoneは共有キー認証と暗号化方式を使用して最大 50のヘッドセットを同時に接続で
きます。最後に接続されたヘッドセットがデフォルトとして使用されます。通常、ペアリング

はヘッドセットごとに 1回実行されます。

デバイスがペア化された後、両方のデバイス（電話機とヘッドセット）が有効化済みで、相互

の有効範囲内にある限り、その Bluetooth接続が維持されます。この接続は通常、一方のデバ
イスの電源が切断された後、再び電源が投入されると、自動的に接続を再確立します。ただ

し、一部のヘッドセットでは、ユーザによる接続の再確立が必要です。

Bluetoothアイコン は、デバイスが接続されているかどうかに関係なく、Bluetoothがオンに
なっているかどうかを示します。

干渉が発生する可能性が考えられます。他の 802.11b/gデバイス、Bluetoothデバイス、電子レ
ンジ、大型の金属製の物体を近くに置かないようにお勧めします。可能であれば、他の802.11
デバイスで 802.11aチャネルを使用するように設定してください。5 GHz帯域で動作する
802.11a、802.11nまたは 802.11acを使用します。

Bluetoothワイヤレスヘッドセットは、電話機から直接見える場所で使用しなくても機能しま
す。ただし、壁やドアなどの障害物や、他の電子機器からの干渉により、接続が影響を受ける

ことがあります。

ヘッドセットが Cisco IP Phoneから 30フィート（10 m）を超えて離れていると、Bluetoothの
接続は15～20秒間のタイムアウト後にドロップされます。ペア化されたヘッドセットがCisco
IP Phoneの範囲内に戻ってきたときに、当該電話機が別の Bluetoothヘッドセットに接続され
ていなければ、範囲内にある Bluetoothヘッドセットと自動的に再接続します。電力節約モー
ドで動作する一部のタイプの電話機では、再接続を開始するために、ユーザがオペレーション

ボタンを押してヘッドセットを「ウェイクアップ」させることができます。

ヘッドセットを有効にしてから、電話アクセサリとして追加します。

電話機はさまざまハンズフリープロファイル機能をサポートしており、電話機を操作しなくて

もハンズフリーデバイス（Bluetoothワイヤレスヘッドセットなど）を使っていくつかのタス
クを実行できます。たとえば、電話機で [リダイヤル（Redial）]を押す代わりに、Bluetoothワ
イヤレスヘッドセットからそのメーカーの手順に従って電話番号をリダイヤルできます。

次の各ハンズフリー機能は、Cisco IP Phone 8851および 8861で使用する Bluetoothワイヤレス
ヘッドセットに適用されます。

•コールへの応答

•コールの終了

•ヘッドセットのコールの音量を変更する
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• Redial

• Caller ID

•転送

•保留して許可

•リリースして許可

機能のアクティベーションに関しては、ハンズフリーデバイスによって異なる可能性がありま

す。また、デバイスのメーカーが、同じ機能を指して異なる用語を使用する場合もあります。

ある時点で 1つのヘッドセットタイプだけが機能します。Bluetoothヘッドセットとアナログ
ヘッドセットの両方を使用しており、アナログヘッドセットを電話機に接続している場合は、

Bluetoothヘッドセットを有効にするとアナログヘッドセットが無効になります。アナログヘッ
ドセットを有効にする場合は、Bluetoothヘッドセットを無効にします。Bluetoothヘッドセッ
トが有効になっている電話機に USBヘッドセットを接続すると、Bluetoothとアナログの両方
のヘッドセットが無効になります。USBヘッドセットの接続を外した場合は、Bluetoothヘッ
ドセットを有効化することも、無効化してアナログヘッドセットを使用することもできます。

ユーザは、USBヘッドセットが電話機に接続されている場合でも、Bluetoothヘッドセットを
優先ヘッドセットとして設定できます。電話機で、[アプリケーション（Applications）] >
[ユーザ設定（User preferences）] > [オーディオ設定（Audio preferences）] > [優先オーディオ
デバイス（Preferred audio device）]を選択して、優先オーディオデバイスとして [Bluetooth]
を選択します。

重要

Bluetoothワイヤレスヘッドセットの使用方法については、次の資料を参照してください。

• Cisco IP Phone 8845、8851、8861、および 8865マルチプラットフォームユーザガイド

•ヘッドセットに付属するユーザガイド
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第 7 章

Cisco IP Phoneキー拡張モジュール

• Cisco IP Phoneキー拡張モジュールセットアップの概要（131ページ）
•キー拡張モジュールの電源情報（133ページ）
• Cisco IP Phoneへのキー拡張モジュールの接続（135ページ）
• Cisco IP Phoneへの 2～ 3台のキー拡張モジュールの接続（139ページ）
•キー拡張モジュールの自動検出（142ページ）
•電話機のWebページからのキー拡張モジュールの設定（143ページ）
•キー拡張モジュールセットアップへのアクセス（143ページ）
•キー拡張モジュールタイプの割り当て（144ページ）
• [電話機 (Phone)]メニューを使用したキー拡張モジュールタイプの割り当て（144ページ）
•シングル LCD画面のキー拡張モジュールのリセット（145ページ）
•キー拡張モジュールのトラブルシューティング（145ページ）
•キー拡張モジュールが通常の起動プロセスを実行しない（146ページ）

Cisco IP Phoneキー拡張モジュールセットアップの概要
図 4 :シングル LCD画面でのキー拡張モジュール
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図6 :デュアル画面でのCisco IP電話8865キー拡張モジュー
ル

図 5 :デュアル画面での Cisco IP電話 8851/8861キー拡張モ
ジュール

Cisco IP Phone 8800キー拡張モジュールは、プログラム可能なボタンを電話機に追加します。
プログラム可能なボタンは、電話の短縮ダイヤルボタンまたは電話機能ボタンとして設定でき

ます。

使用可能な拡張モジュールが 3つあります。

• Cisco IP Phone 8800キー拡張モジュール：シングル LCD画面モジュール、18回線キー、2
ページ、2列表示のみ。

• Cisco IP Phone 8851/8861キー拡張モジュール：音声電話用のデュアル LCD画面モジュー
ル、14回線キー、2ページ、1列表示のみ。

• Cisco IP Phone 8865キー拡張モジュール：ビデオ電話用のデュアル LCD画面モジュール、
14回線キー、2ページ、1列表示のみ。

Cisco IP Phone 8851/8861キー拡張モジュールおよびにCisco IP Phone 8865キー拡張モジュール
は、ファームウェアリリース 11.2 (3)以降が必要です。

（注）

1台の電話機に複数の拡張モジュールを使用できます。ただし、各モジュールは同じタイプで
ある必要があります。Cisco IPPhone8800キー拡張モジュールを使用してCisco IPPhone8851/8861
キー拡張モジュールまたはCisco IP Phone 8865キー拡張モジュールに混在させることはできま
せん。音声拡張モジュールとビデオ拡張モジュールを混在させることはできません。また、音

声電話にビデオ拡張モジュールを使用したり、ビデオ電話に音声拡張モジュールを使用するこ

ともできません。

次の表に、電話機のモデルと、各モデルでサポートされるキー拡張モジュールの数を示しま

す。
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表 16 : Cisco IP電話およびサポートされている Cisco IP電話 8800キー拡張モジュール

サポートされるキー拡張モジュールおよびボタンの数Cisco IP Phoneモデル

2;単一の LCD画面、18回線キー、2ページ、72ボタンの
提供

Cisco IP Phone 8851

3;単一の LCD画面、18回線キー、2ページ、108ボタン
の提供

Cisco IP Phone 8861

3;単一の LCD画面、18回線キー、2ページ、108ボタン
を提供

Cisco IP Phone 8865

表 17 : Cisco IP電話およびサポートされている Cisco IP電話 8851/8861キー拡張モジュールおよびCisco IP Phone 8865キー拡張モジュール

サポートされているキー拡張モジュールおよびボタンの数Cisco IP Phoneモデル

2;デュアル LCD画面、14回線キー、2ページ、56ボタン
の提供

Cisco IP Phone 8851

3;デュアル LCD画面、14回線キー、2ページ、84ボタン
の提供

Cisco IP Phone 8861

3;デュアル LCD画面、14回線キー、2ページ、84ボタン
の提供

Cisco IP Phone 8865

キー拡張モジュールの電源情報
電話にキー拡張モジュールを使用している場合、キー拡張モジュールに必要な電力は Power
overEthernet（PoE）で十分に対応できます。しかし、キー拡張モジュールを取り付けている場
合にスマートフォンまたはタブレットを充電するには、パワーキューブが必要となります。

キー拡張モジュールは、モジュールごとに DC（48 V）、5 Wを使用します。スマートフォン
またはタブレットを充電する場合は、次の点に注意してください。

•側面の USB：最大 500 mA/2.5 Wの充電。

•背面の USB：高速充電。最大 2.1 A/10.5 Wの充電。

表 18 :電源の互換性 Cisco IP Phone 8800キー拡張モジュール

Cisco IP Phone Power Cube 4802.3at PoE802.3af Power over Ethernet
（PoE）

設定

対応対応対応8851にキー拡張モジュール
を 1台接続
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Cisco IP Phone Power Cube 4802.3at PoE802.3af Power over Ethernet
（PoE）

設定

はい×

次の3番目の注を参照してく
ださい。

×8851にキー拡張モジュール
を 2台接続

対応対応×8861にキー拡張モジュール
を 1台接続

はいYes

以下の最初の注を参照してく

ださい。

×8861にキー拡張モジュール
を 2台接続

はいYes

以下の最初の注を参照してく

ださい。

×8861にキー拡張モジュール
を 3台接続

•背面 USBの急速充電機能は、802.3 at PoEを使用中の Cisco IP Phone 8861に複数のキー拡
張モジュールが接続された状態では機能しません。

•背面 USBの急速充電機能は、Cisco Universal PoE（UPoE）を使用する場合を除き、Cisco
IP Phone 8861に複数のキー拡張モジュールが接続された状態では機能しません。

• Cisco IP Phone 8851にキー拡張モジュールを 2台接続している場合、802.3 at PoEではハー
ドウェアがv08以降でないと機能しません。電話機のバージョン情報は、電話機背面下の
TANおよび PIDラベルに記載されています。また、個々の電話機の梱包にもバージョン
情報が記載されています。

（注）

表 19 : Cisco IP Phone 8851/8861キー拡張モジュールおよびCisco IP Phone 8865キー拡張モジュールの電源の互換性

Cisco IP Phone Power Cube 4802.3at PoE802.3af Power over Ethernet
（PoE）

設定

対応対応対応8851にキー拡張モジュール
を 1台接続

YesYes

次の3番目の注を参照してく
ださい。

×8851にキー拡張モジュール
を 2台接続

対応対応×8861および 8865にキー拡張
モジュールを 1台接続
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Cisco IP Phone Power Cube 4802.3at PoE802.3af Power over Ethernet
（PoE）

設定

YesYes

以下の最初の注を参照してく

ださい。

×8861および 8865にキー拡張
モジュールを 2台接続

YesYes

以下の最初の注を参照してく

ださい。

×8861および 8865にキー拡張
モジュールを 3台接続

•背面USBの急速充電機能は、802.3 at PoEを使用中の Cisco IP Phone 8861および 8865に複
数のキー拡張モジュールが接続された状態では機能しません。

•背面 USBの急速充電機能は、Cisco Universal PoE（UPoE）を使用する場合を除き、Cisco
IP Phone 8861および 8865に複数のキー拡張モジュールが接続された状態では機能しませ
ん。

• Cisco IP Phone 8851にキー拡張モジュールを 2台接続している場合、802.3 at PoEではハー
ドウェアがv08以降でないと機能しません。電話機のバージョン情報は、電話機背面下の
TANおよび PIDラベルに記載されています。バージョン情報は、個々の電話のパッケー
ジにも記載されています。

（注）

Cisco IP Phoneへのキー拡張モジュールの接続
複数のキー拡張モジュールを設置する場合は、ステップ 7～ 9を繰り返して、2台目以降の拡
張モジュールをすべて接続します。

手順

ステップ 1 電話機からイーサネットケーブルを抜き取ります。

ステップ 2 装着されている場合、電話機からフットスタンドを取り外します。

ステップ 3 電話機側面のアクセサリコネクタカバーを探します。

以下の図に場所を示します。
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ステップ 4 図に示されているように、2つのアクセサリコネクタカバーを取り外します。

スロットはスパインコネクタ専用に設計されています。他の機器を無理に挿入する

と、電話機が損傷する場合があります。

注意

ステップ 5 電話機の正面を上に向けます。

ステップ 6 キー拡張モジュールスパインコネクタの一端を Cisco IP Phoneのアクセサリコネクタに差し
込みます。

a) アクセサリコネクタポートとスパインコネクタの位置を合わせます。

次の図に示す向きにコネクタを取り付けます。（注）

b) 電話機へスパインコネクタをしっかり押し込みます。
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スパインコネクタを図に示します。

スパインコネクタの取り付け図を示します。

ステップ 7 この図に示されているように、スパインコネクタの反対側を、キー拡張モジュールに接続しま

す。

a) キー拡張モジュールアクセサリコネクタポートとスパインコネクタの位置を合わせま
す。

b) キー拡張モジュールをスパインコネクタにしっかり押し込みます。
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ステップ 8 （任意）別のキー拡張モジュールスパインコネクタを使用して、2台目のキー拡張モジュー
ルを 1台目のキー拡張モジュールに接続します。

ステップ 9 （任意）第3のキー拡張モジュールスパインコネクタを使用して、3台目のキー拡張モジュー
ルを 2台目のキー拡張モジュールに接続します。

ステップ 10 ドライバを使用して電話機にネジを固定します。

この手順によって、電話機とキー拡張モジュールが常に接続された状態になります。次の図

に、電話機とキー拡張モジュールのネジ穴の位置を示します。

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
138

ハードウェアとアクセサリの設置

Cisco IP Phoneへのキー拡張モジュールの接続



ネジが電話機にしっかり挿入され、締め付けられていることを確認します。（注）

ステップ 11 （任意）フットスタンドを電話機とキー拡張モジュールに装着し、作業場所に平らに置ける

よう、両方のフットスタンドを調節します。

ステップ 12 電話機にイーサネットケーブルを挿入します。

Cisco IP Phoneへの 2～ 3台のキー拡張モジュールの接続

手順

ステップ 1 電話機からイーサネットケーブルを抜き取ります。

ステップ 2 装着されている場合、電話機からフットスタンドを取り外します。

ステップ 3 電話機側面のアクセサリコネクタカバーを探します。

以下の図に場所を示します。
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ステップ 4 図に示されているように、2つのアクセサリコネクタカバーを取り外します。

スロットはスパインコネクタ専用に設計されています。他の機器を無理に挿入する

と、電話機が損傷する場合があります。

注意

ステップ 5 電話機の正面を上に向けます。

ステップ 6 キー拡張モジュールスパインコネクタの一端を Cisco IP Phoneのアクセサリコネクタに差し
込みます。

a) アクセサリコネクタポートとスパインコネクタの位置を合わせます。

次の図に示す向きにコネクタを取り付けます。（注）

b) 電話機へスパインコネクタをしっかり押し込みます。
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スパインコネクタを図に示します。

スパインコネクタの取り付け図を示します。

ステップ 7 この図に示されているように、スパインコネクタの反対側を、キー拡張モジュールに接続しま

す。

a) キー拡張モジュールアクセサリコネクタポートとスパインコネクタの位置を合わせま
す。

b) キー拡張モジュールをスパインコネクタにしっかり押し込みます。

1台目のキー拡張モジュールが Cisco IP Phoneに接続されました。

ステップ 8 別のキー拡張モジュールスパインコネクタを使用して、2台目のキー拡張モジュールを 1台目
のキー拡張モジュールに接続します。

ステップ 9 第 3のキー拡張モジュールスパインコネクタを使用して、3台目のキー拡張モジュールを 2台
目の（中間）キー拡張モジュールに接続します。3台のキー拡張モジュールを接続した Cisco
IP Phoneを図に示します。
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ステップ 10 ドライバを使用して電話機および各キー拡張モジュールにネジを固定します。

この手順によって、電話機とキー拡張モジュールが確実に常時接続されるようにします。次の

図に、ネジ穴の位置を示します。

ネジが電話機にしっかり挿入され、締め付けられていることを確認します。（注）

ステップ 11 （任意）フットスタンドを電話機とキー拡張モジュールに装着し、作業場所に平らに置ける

ようすべてのフットスタンドを調節します。

ステップ 12 電話機にイーサネットケーブルを挿入します。

キー拡張モジュールの自動検出
新しい電話機は、その電話機がサポートする最大数のキー拡張モジュールを自動検出するよう

に設定できます。これらの電話機については、[ユニット数（NumberofUnits）]フィールドに、
電話機がデフォルト値としてサポートするキー拡張モジュールの最大数が表示されます。ユー

ザがこれらの電話機にキー拡張モジュールを追加すると、モジュールが点灯し、自動的に有効

になります。このフィールドのデフォルト値は、Cisco IP Phone 8851では 2、Cisco IP Phone
8861では 3です。[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（Advanced）] > [音声（Voice）] >
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[アテンダントコンソール（Att Console）]に移動し、[ユニット数（Number of Units）]フィー
ルドの値を確認してください。

ユーザが古いリリースの電話機を使用しており、その電話機が現在のリリースにアップグレー

ドされている場合は、ユーザがキー拡張モジュールを電話機に追加するとモジュールが点灯し

て自動的に有効になるように、電話機の設定を変更できます。

電話機のWebページからのキー拡張モジュールの設定
電話機のWebページから 6800キー拡張モジュールをセットアップすることができます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >アテンダントコンソールを選択します。

ステップ 2 [ユニット数（Number of Units）]リストから、サポートされるキー拡張モジュールの数を選択
します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

キー拡張モジュールセットアップへのアクセス
電話機に1台以上のキー拡張モジュールを取り付けて、設定ユーティリティページでそれらを
設定すると、キー拡張モジュールは電話機によって自動的に認識されます。

複数のキー拡張モジュールを接続した場合は、電話機に接続された順序に従って番号付けされ

ます。

•キー拡張モジュール 1は、電話機に最も近い拡張モジュールです。

•キー拡張モジュール 2は、中央の拡張モジュールです。

•キー拡張モジュール 3は、一番右側の拡張モジュールです。

電話機がキー拡張モジュールを自動的に認識する場合は、[詳細の表示（Show Details）]ソフ
トキーを選択して、選択したキー拡張モジュールに関する追加情報を表示できます。
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手順

ステップ 1 電話機で[アプリケーション（Applications）] を押します。

ステップ 2 [ステータス（Status）] > [アクセサリ（Accessories）]を押します。

適切に取り付けられ、設定されたキー拡張モジュールはすべて、アクセサリのリストに表示さ

れます。

キー拡張モジュールタイプの割り当て
電話機がサポートするキー拡張モジュールの種類を割り当てることができます。

• BEKEM

• CP-8800-Audio

• CP-8800-Video

始める前に

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）
を参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >アテンダントコンソールを選択します。

ステップ 2 一般（414ページ）表の説明に従って、KEMタイプのフィールドを設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信 ]を押します。

[電話機 (Phone)]メニューを使用したキー拡張モジュール
タイプの割り当て

電話機がサポートするキー拡張モジュールの種類を割り当てることができます。

手順

ステップ 1 [アプリケーション（Applications）] を押します。
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ステップ 2 [ユーザ設定（User preferences）] > [アテンダントコンソール設定（Attendant console
preferences）] > KEMタイプを選択します。

ステップ 3 [キー拡張モジュールタイプ]を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]を押します。

シングル LCD画面のキー拡張モジュールのリセット
Cisco IP Phone 8800キー拡張モジュールに技術的な問題がある場合は、モジュールを工場出荷
時の設定にリセットできます。

手順

ステップ 1 電源を切断して数秒待った後、キー拡張モジュールを再起動して再接続します。

ステップ 2 キー拡張モジュールの電源がオンになったら、1ページを長押しします。LCD画面が白色に変
わってから少なくとも 1秒間、[ページ1（Page 1）]を押し続けます。

ステップ 3 [ページ1（Page 1）]を放します。LEDが赤色に変わります。

ステップ 4 すぐに [ページ 2（Page 2）]を押し、少なくとも 1秒間は [ページ 2（Page 2）]を押し続けま
す。

ステップ 5 [ページ2（Page 2）]を放します。LEDがオレンジ色に変わります。

ステップ 6 回線 5、14、1、18、10、9の順に押します。

LCD画面が青色に変わります。画面の中央にスピニングアイコンが表示されます。

キー拡張モジュールがリセットされます。

キー拡張モジュールのトラブルシューティング

手順

ステップ 1 CLIを開きます。

ステップ 2 次のコマンドを入力してデバッグモードを開始します。

debugsh

ステップ 3 「?」を入力すると、使用可能なすべてのコマンドとオプションが表示されます。

ステップ 4 適切なコマンドとオプションを使用して、必要な情報を検索します。
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ステップ 5 デバッグモードを終了するには、Ctrlキーを押した状態で Cキーを押します。

キー拡張モジュールが通常の起動プロセスを実行しない

問題

ネットワークポートに接続されている電話機にキー拡張モジュールを接続すると、キー拡張モ

ジュールが起動しません。

Cause

•キー拡張モジュールタイプと装着されているキー拡張モジュールが一致しません。

•電話機に複数のタイプの拡張モジュールが接続されています。

• Power over Ethernet (PoE)は、必要な電源を満たしていません。

•接続されているキー拡張モジュールの数が、最大 "ユニット"を超えています。

ソリューション

•同じタイプの拡張モジュールを使用するように電話機を変更します。

•電話機を接続した PoEを確認します。

•ユニット番号が「ユニットの数」より大きいかどうかを確認します。
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第 8 章

壁面取り付け

•壁面取り付けオプション（147ページ）
•ロックできない壁面取り付けコンポーネント（147ページ）
•キー拡張モジュール付き電話用ロック非対応壁面取り付けコンポーネント（154ページ）
•ハンドセットレストの調整（161ページ）

壁面取り付けオプション
次の壁面取り付けオプションを入手できます。

• Cisco IP Phone 8800シリーズ壁面取り付けキット：Cisco IP Phone 8800シリーズ用のロッ
ク非対応壁面取り付けキット。この壁面キットは、Cisco IP Phone 8811、8841、8851、お
よび 8861に適用されます。PIDは CP-8800-WMK=です。

• Cisco IP Phone 8800シリーズ壁面取り付けキットと 1台の KEM：キットは Cisco IP Phone
8800キー拡張モジュールが接続された Cisco IP Phone 8851および 8861に装着されます。
PIDは CP-8800-BEKEM-WMK=です。

ロックできない壁面取り付けコンポーネント
ここでは、Cisco IP Phone 8800シリーズ壁面取り付けキットの取り付け方法について説明しま
す。

次の図は、Cisco IP Phone 8800シリーズ壁面取り付けキットのコンポーネントを示していま
す。
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図 7 :コンポーネント

同梱物は、次のとおりです。

•電話機用ブラケット X 1個

•壁面用ブラケット x 1個

• #8-18 X 1.25インチのプラスネジ X 4個、アンカー X 4個

• K30 X 8 mmのセルフタッピングネジ X 2本

• 6インチのイーサネットケーブル X 1本

次の図は、電話機に設置されている壁面取り付けキットを示します。

図 8 :電話機に装着した壁面取り付けキットの背面

次の図は、壁面取り付けキットが設置された電話機の側面を示します。
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図 9 :電話機に装着した壁面取り付けキットの側面

電話へのロック非対応壁面取り付けキットの取り付け

壁面取り付けキットはコンクリート、れんが、または同様の硬い表面を含むほとんどの表面に

配置できます。コンクリート、れんが、または同様の硬い表面にキットを取り付けるには、壁

の表面に合ったネジとアンカーを用意する必要があります。

始める前に

ブラケットの取り付けには、次の工具が必要です。

• #1と #2のプラスドライバー

•レベル

•鉛筆

現在、目的の位置に電話用のイーサネットジャックが存在しない場合は、イーサネットジャッ

クも設置します。このジャックには、イーサネット接続のために適切に配線されている必要が

あります。通常の電話ジャックは使用できません。

手順

ステップ 1 取り付け位置に、壁面用ブラケットを取り付けます。ブラケットをイーサネットジャックにか
ぶせて取り付けることも、近くのジャックまでイーサネットネットワークケーブルを配線す

ることもできます。

ジャックを電話機の背面に配置する場合は、イーサネットジャックを壁にぴったり付

けるか、埋め込む必要があります。

（注）

a) ブラケットの背面の矢印が上向きになるように、ブラケットを壁に設置します。
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b) 水準器を使用してブラケットが水平であることを確認した後、鉛筆でネジ穴の位置に印を
付けます。

c) #2のプラスドライバーを使用して、鉛筆で付けた印にアンカーの中心を慎重に合わせ、
アンカーを壁面に押し込みます。

d) アンカーを時計回りの方向に回し、壁面と平らになるまで押し込みます。
e) 付属のネジと #2のプラスドライバーを使用して、ブラケットを壁面に装着します。

図 10 :ブラケットの取り付け

次の図は、ブラケットの取り付け手順を示します。

ステップ 2 IP Phoneに電話機用ブラケットを装着します。

a) 電話本体から、ハンドセットのコード（ヘッドセットがある場合はヘッドセットコード）
以外、電源コードと他のすべてのコードを抜きます。

b) ブラケットのタブを電話機背面の取り付け用タブに挿入して、電話機用ブラケットを装着
します。ブラケットの穴から、電話機のポートにアクセスできることを確認してくださ

い。

c) 1番のプラスドライバを使用し、電話機用ブラケットをセルフタッピングネジで IP Phone
に固定します。

d) コードを元通りに装着し、電話本体に付いているクリップで固定します。
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図 11 :電話機用ブラケットの装着

次の図に、ブラケットを電話機に装着する方法を示します。

ステップ 3 ケーブルを電話機に接続します。

a) イーサネットケーブルを 10/100/1000 SWネットワークポートと壁面のジャックに接続し
ます。

b) （任意）電話機にネットワークデバイス（コンピュータなど）を接続する場合、ケーブ
ルを 10/100/1000コンピュータ（PCアクセス）ポートに装着します。

c) （任意）外部電源を使用する場合、電源コードを電話機に差し込み、電話本体の PCポー
トの横に付いているクリップで、コードをはさんで固定します。

d) （任意）ケーブルの終端が壁面ブラケットの中にある場合は、ケーブルをジャックに接続
します。
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図 12 :ケーブルの接続

次の図は、ケーブルを示します。

ステップ 4 壁面ブラケットの上部にあるタブを電話機ブラケットのスロットに挿入して、電話機をブラ
ケットに装着します。

ケーブルの終端がブラケットの外に出る場合は、ブラケット下部のケーブル差し込み口を使用

して、ブラケット背面の壁に終端がない電源コードやその他のケーブルを配置します。電話機

用ブラケットと壁面用ブラケットの開口部によって、複数の円形の開口部ができ、1つの開口
部に 1本のケーブルを通すことができるようになっています。

図 13 :壁面用ブラケットへの電話の設置

次の図は、壁面用ブラケットへの電話機の設置方法を示します。

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
152

ハードウェアとアクセサリの設置

電話へのロック非対応壁面取り付けキットの取り付け



ステップ 5 電話機を壁面ブラケットにしっかりと押し付け、下にスライドします。カチッという音がして
ブラケットのタブが位置に収まります。

ステップ 6 ハンドセットレストの調整（161ページ）に進みます。

ロック非対応壁面取り付けからの電話機の取り外し

壁面用ブラケットには、キットを固定するための2つのタブが付いています。以下の図を参考
に、タブの位置を特定してください。

図 14 :タブの位置

始める前に

直径 5ミリメートルまたは 3/16インチの 2本のプラスドライバまたはその他の類似の道具を
用意します。

手順

ステップ 1 電話マウントプレートにある左右の穴にドライバーかその他の道具を差し込みます。約 3/4イ
ンチまたは 2センチメートルの深さまで差し込みます。

ステップ 2 内側に向かって強く押し付けてタブを解除します。
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図 15 :タブの解除

ステップ 3 電話機を持ち上げて、壁面用ブラケットから外します。電話機を自分のほうへ引きます。

キー拡張モジュール付き電話用ロック非対応壁面取り付

けコンポーネント
ここでは、電話機がキー拡張モジュールと接続された場合に、電話機へ Cisco IP Phone 8800シ
リーズ壁面取り付けキットと 1台の KEMを取り付ける方法について説明します。

次の図は、電話機に設置されている壁面取り付けキットを示します。

次の図は、壁面取り付けキットが設置された電話機の側面を示します。
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次の図は、Cisco IP Phone 8800シリーズ壁面取り付けキットと 1台の KEMのコンポーネント
を示しています。

同梱物は、次のとおりです。

•電話機用ブラケット X 1個

•壁面用ブラケット X 1個

• #8-18 X 1.25インチのプラスネジ X 6個、アンカー X 6個

• K30 X 8 mmのセルフタッピングネジ X 3本

• 6インチのイーサネットケーブル X 1本

キー拡張モジュール付き電話用ロック非対応壁面取り付けキットの装

着

壁面取り付けキットはコンクリート、れんが、または同様の硬い表面を含むほとんどの表面に

配置できます。コンクリート、れんが、または同様の硬い表面にキットを取り付けるには、壁

の表面に合ったネジとアンカーを用意する必要があります。
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始める前に

ブラケットの取り付けには、次の工具が必要です。

• #1と #2のプラスドライバー

•レベル

•鉛筆

現在、目的の位置に電話用のイーサネットジャックが存在しない場合は、イーサネットジャッ

クも設置します。このジャックには、イーサネット接続のために適切に配線されている必要が

あります。通常の電話ジャックは使用できません。

手順

ステップ 1 取り付け位置に、壁面用ブラケットを取り付けます。ブラケットをイーサネットジャックにか
ぶせて取り付けることも、近くのジャックまでイーサネットネットワークケーブルを配線す

ることもできます。

ジャックを電話機の背面に配置する場合は、イーサネットジャックを壁にぴったり付

けるか、埋め込む必要があります。

（注）

a) 壁面用ブラケットを壁面に合わせます。壁面用ブラケットの向きについては、次の図を参
照してください。

b) 水準器を使用してブラケットが水平であることを確認した後、鉛筆でネジ穴の位置に印を
付けます。

c) #2のプラスドライバーを使用して、鉛筆で付けた印にアンカーの中心を慎重に合わせ、
アンカーを壁面に押し込みます。

d) アンカーを時計回りの方向に回し、壁面と平らになるまで押し込みます。
e) 付属のネジと #2のプラスドライバーを使用して、ブラケットを壁面に装着します。
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ステップ 2 電話機用ブラケットを IP Phoneとキー拡張アセンブリに取り付けます。

a) 電話本体から、ハンドセットのコード（ヘッドセットがある場合はヘッドセットコード）
以外、電源コードと他のすべてのコードを抜きます。

b) ブラケットのタブを電話機背面の取り付け用タブに挿入して、電話機用ブラケットを装着
します。ブラケットの穴から、電話機のポートにアクセスできることを確認してくださ

い。

c) #1のプラスドライバを使用し、電話機用ブラケットをセルフタッピングネジで IP Phone
に固定します。

d) コードを元通りに装着し、電話本体に付いているクリップで固定します。
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ステップ 3 ケーブルを接続します。

a) イーサネットケーブルを 10/100/1000 SWネットワークポートと壁面のジャックに接続し
ます。

b) （任意）電話機にネットワークデバイス（コンピュータなど）を接続する場合、ケーブ
ルを 10/100/1000コンピュータ（PCアクセス）ポートに装着します。

c) （任意）外部電源を使用する場合、電源コードを電話機に差し込み、電話本体の PCポー
トの横に付いているクリップで、コードをはさんで固定します。

d) （任意）ケーブルの終端が壁面ブラケットの中にある場合は、ケーブルをジャックに接続
します。
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ステップ 4 電話機用ブラケットの上部にあるタブを壁面ブラケットのスロットに挿入して、電話機を壁面
ブラケットに装着します。

ケーブルをブラケット外で終端する場合は、ブラケット下部のケーブル差し込み口を使用して

電源コードやブラケットの後ろの壁で終端しない他のケーブルを配置します。電話機用ブラ

ケットと壁面用ブラケットの開口部によって、複数の円形の開口部ができ、1つの開口部に 1
本のケーブルを通すことができるようになっています。

ステップ 5 ハンドセットレストの調整（161ページ）に進みます。

ロック非対応壁面取り付けからの電話機とキー拡張モジュールの取り

外し

壁面用ブラケットには、キットを固定するための2つのタブが付いています。タブの位置を次
の図に示します。

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
159

ハードウェアとアクセサリの設置

ロック非対応壁面取り付けからの電話機とキー拡張モジュールの取り外し



始める前に

直径 5ミリメートルまたは 3/16インチの 2本のプラスドライバまたはその他の類似の道具を
用意します。

手順

ステップ 1 電話マウントプレートにある左右の穴にドライバーかその他の道具を差し込みます。約 3/4イ
ンチまたは 2センチメートルの深さまで差し込みます。

ステップ 2 内側に向かって強く押し付けてタブを解除します。

ステップ 3 電話機を持ち上げて、壁面用ブラケットから外します。電話機を自分のほうへ引きます。
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ハンドセットレストの調整
電話機が壁に取り付けられている場合、またはハンドセットが受け台からすぐに滑り落ちる場

合には、受話器が受け台から滑り落ちないようにハンドセットレストを調整する必要がありま

す。

図 16 :ハンドセットレストの調整

手順

ステップ 1 受け台からハンドセットを外し、ハンドセットレストからプラスチックタブを引き出します。

ステップ 2 タブを 180度回します。

ステップ 3 角のノッチが手前になるように、2本指でタブを持ちます。

ステップ 4 タブを受け台のスロットに合わせ、タブをスロット内に均等に押し込みます。回したタブの上
部から突起が出ている状態になります。

ステップ 5 ハンドセットをハンドセットレストに戻します。
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第 IV 部

Cisco IP Phoneの管理
• Cisco IP Phoneのセキュリティ（165ページ）
• Cisco IP Phoneのカスタマイズ（171ページ）
•電話機の機能および設定（207ページ）
•社内ディレクトリとパーソナルディレクトリのセットアップ（279ページ）





第 9 章

Cisco IP Phoneのセキュリティ

•セキュリティ機能（165ページ）
•このドキュメントでサポートされる電話機（170ページ）
•シスコ製品のセキュリティ（170ページ）

セキュリティ機能
セキュリティ機能は、コールが安全で認証済みであることを保証します。

ドメインとインターネットの設定

制限付きアクセスドメインの設定

ドメインを入力すると、Cisco IP Phoneは指定されたサーバからの SIPメッセージにだけ応答
します。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >システムを選択します。

ステップ 2 [制限付きアクセスドメイン（RestrictedAccessDomains）]フィールドの [システム設定（System
Configuration）]セクションで、電話機に応答させる各 SIPサーバの完全修飾ドメイン名
（FQDN）を入力します。FQDNをカンマで区切ります。

例：

voiceip.com, voiceip1.com
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ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

インターネット接続タイプの設定

接続タイプは次のいずれかに設定できます。

• Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）：電話機でネットワーク DHCPサーバから
IPアドレスを受信できるようにします。Cisco IP Phoneは、通常、DHCPサーバがデバイ
スに IPアドレスを割り当てるネットワーク上で動作します。IPアドレスは限られたリソー
スであるため、DHCPサーバは定期的に IPアドレスに対するデバイスリースを更新しま
す。電話機が何らかの理由で IPアドレスを消失した場合やネットワーク上の他のデバイ
スに同じ IPアドレスが割り当てられた場合は、SIPプロキシと電話機間の通信が切断され
るか、品質が低下します。想定されている SIP応答が対応する SIPコマンドの送信後のプ
ログラム可能な時間内に受信されなかった場合は、必ず、[更新時の DHCPタイムアウト
（DHCPTimeout on Renewal）]パラメータによりデバイスがその IPアドレスの更新を要求
します。DHCPサーバが元々電話機に割り当てられている IPアドレスを返す場合は、DHCP
割り当てが正しく機能していると見なされます。そうでない場合は、電話機がリセットし

て問題を解決しようとします。

•スタティック IP（Static IP）：電話のスタティック IPアドレス。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >システムを選択します。

ステップ 2 [IPv4設定（IPv4 Settings）]セクションで、[接続タイプ（Connection Type）]ドロップダウン
リストボックスを使用して接続タイプを選択します。

•ダイナミックホストコンフィギュレーションプロトコル（DHCP）

•静的 IP

ステップ 3 [IPv6設定（IPv6 Settings）]セクションで、[接続タイプ（Connection Type）]ドロップダウン
リストボックスを使用して接続タイプを選択します。

•ダイナミックホストコンフィギュレーションプロトコル（DHCP）

•静的 IP

ステップ 4 スタティック IPを選択したら、[スタティック IPの設定（Static IP Settings）]セクションで次
の設定を構成します。
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• [スタティック IP（Static IP）]：電話機のスタティック IPアドレス

• [ネットマスク（NetMask）]：電話機のネットマスク

• [ゲートウェイ（Gateway）]：ゲートウェイ IPアドレス

ステップ 5 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

DHCPオプションのサポート

次の表に、Cisco IP Phoneでサポートされている DHCPオプションを示します。

説明ネットワーク標準

サブネットマスク（Subnet mask）DHCPオプション 1

時間オフセットDHCPオプション 2

ルータDHCPオプション 3

ドメインネームサーバDHCPオプション 6

ドメイン名（Domain Name）DHCPオプション 15

IPアドレスのリース期間DHCPオプション 41

NTPサーバDHCPオプション 42

ベンダー固有の情報

TR.69自動設定サーバ（ACS）の検出に使用で
きます。

DHCPオプション 43

NTPサーバ

IPv6を使用する NTPサーバの構成

DHCPオプション 56

ベンダークラス識別子DHCPオプション 60

TFTPサーバ名DHCPオプション 66

ベンダー識別のためのベンダー固有の情報

TR.69自動設定サーバ（ACS）の検出に使用で
きます。

DHCPオプション 125

TFTPサーバ（TFTP server）DHCPオプション 150

プロビジョニングサーバ IPDHCPオプション 159

プロビジョニング URLDHCPオプション 160
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SIP INVITEメッセージのチャレンジの設定
電話機は、1つのセッションでSIP INVITE（初期）メッセージをチャレンジすることができま
す。チャレンジは、サービスプロバイダーネットワーク上のデバイスとの相互作用が許可さ

れるSIPサーバを制限します。これが実施されると、デバイスに対する悪意のある攻撃を防御
することにより、VoIPネットワークのセキュリティが大幅に向上します。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線(n)を選択します。ここで、「n」は内線番号です。

ステップ 2 [SIP設定（SIP Settings）]セクションで、[INVITEの認証（Auth INVITE）]ドロップダウンリ
ストボックスから [はい（Yes）]を選択します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

Transport Layer Security
トランスポート層セキュリティ（TLS）はインターネット上の通信を保護し、認証するための
標準プロトコルです。SIP over TLSは、サービスプロバイダーの SIPプロキシとエンドユーザ
間の SIPメッセージを暗号化します。SIP over TLSはシグナリングメッセージだけを暗号化
し、メディアは暗号化しません。

TLSには 2つの層があります。

• TLSレコードプロトコル：SIPまたは TCHなどの信頼性の高いトランスポートプロトコ
ルに階層化されます。この層は対称データ暗号化を使用して接続がプライベートであるこ

とを保証し、その接続の信頼性が高いことを保証します。

• TLSハンドシェイクプロトコル：アプリケーションプロトコルがデータを送信または受
信する前に、サーバとクライアントを認証し、暗号化アルゴリズムと暗号キーをネゴシ

エートします。

Cisco IP Phoneは、SIPトランスポートの標準として UDPを使用しますが、電話機は、より安
全性の高い SIP over TLSもサポートしています。
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SIP over TLSシグナリング暗号化の設定

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線(n)を選択します。ここで、「n」は内線番号です。

ステップ 2 [SIP設定（SIP Settings）]セクションで、[SIPトランスポート（SIP Transport）]ドロップダウ
ンリストボックスから [TLS]を選択します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

LDAP over TLSの設定
TLS経由の LDAPを設定すると、サーバと特定の電話間においてセキュリティで保護された
データの転送が可能です。

Ciscoでは、認証方法をデフォルト値である なし に設定することを推奨します。サーバ

フィールドの横にある認証フィールドで None、Simple、または DIGEST-MD5の値が使用さ
れます。認証には TLSの値はありません。ソフトウェアはサーバ文字列の ldapsプロトコルか
ら認証方法を決定します。

注目

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 LDAPセクションで、サーバアドレスをサーバフィールドに入力します。

たとえば、ldaps://<ldaps_server>[:port] と入力します。

値は次のとおりです。

• ldaps:// = ldaps://から始まる、IPアドレスまたはドメイン名を入力する前のサーバ
文字列

• Ldaps_server = IPアドレスまたはドメイン名
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•ポート =ポート番号。デフォルト値：636

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

このドキュメントでサポートされる電話機
このドキュメントでサポートされる電話機は、次のとおりです。

• Cisco IP Phone 8800シリーズマルチプラットフォーム電話機：

• Cisco IP Phone 8811マルチプラットフォーム電話機

• Cisco IP Phone 8841マルチプラットフォーム電話機

• Cisco IP Phone 8845マルチプラットフォーム電話機

• Cisco IP Phone 8851マルチプラットフォーム電話機

• Cisco IP Phone 8861マルチプラットフォーム電話機

• Cisco IP Phone 8865マルチプラットフォーム電話機

このドキュメントでは、電話機または Cisco IP Phoneという用語は上記の電話機を指します。

シスコ製品のセキュリティ
本製品には暗号化機能が備わっており、輸入、輸出、配布および使用に際しては、米国および

他国の法律が適用されます。シスコの暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗号化技術の輸

入、輸出、配布、および使用を許可されたわけではありません。輸入業者、輸出業者、販売業

者、およびユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があります。本製品を使用す

るにあたっては、関係法令の順守に同意したものと見なされます。米国および現地の法律を順

守できない場合は、本製品を至急送り返してください。

米国の輸出規制の詳細については、https://www.bis.doc.gov/policiesandregulations/ear/index.htmを
ご覧ください。
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第 10 章

Cisco IP Phoneのカスタマイズ

•電話機の情報とディスプレイの設定（171ページ）
•コール機能の設定（179ページ）
•ボイスメールの設定（190ページ）
•内線への着信音の割り当て（192ページ）
•独自の着信音の追加（192ページ）
•音声設定の構成（193ページ）
•ビデオサービスの無効化（195ページ）
•ビデオ帯域幅の制御（196ページ）
•カメラの露出の調整（196ページ）
•電話機Webサーバ（197ページ）
• XMLサービス（199ページ）

電話機の情報とディスプレイの設定
電話機のWebユーザインターフェイスを使用すれば、電話機名、背景画像、ロゴ、スクリー
ンセーバーなどの設定をカスタマイズすることができます。

電話機の名前の設定

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 [全般（General）]で [ステーションの表示名（Station Display Name）]フィールドに電話機の名
前を入力します。
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この名前が左上の電話機の LCDに表示されます。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

テキストと画像を使用した起動画面のカスタマイズ

Cisco IP Phoneがブートアップしたときに表示されるテキストまたは画像ロゴ（サイズが 128
X 48ピクセルで奥行きが 1ビット）を作成できます。ロゴは、シスコロゴが表示された後の
短いブートシーケンス中に表示されます。

手順

ステップ 1 [管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（advanced）] > [音声（Voice）] > [ユーザ（User）]
をクリックします。

ステップ 2 [画面（Screen）]セクションで [起動画面（BootDisplay）]フィールドから任意のオプションを
選択します。

• [デフォルト（Default）]：起動画面として空白の画面または既存の画面が表示されます。

• [画像をダウンロード（Download Picture）]：起動画面として画像が表示されます。[画像
ダウンロード URL（Picture Download URL）]フィールドにパスを入力します。

次に例を示します。

http://10.64.84.147/pictures/image04_128x48.png

新しい壁紙をダウンロードするために間違った URLを入力すると、電話機は新しい壁紙
にアップグレードすることができず、既存のダウンロードされた壁紙が表示されます。電

話機に以前にダウンロードされた壁紙がない場合は、グレーの画面が表示されます。

サポートされている電話機画像ファイルの属性は、ビットマップ形式、1ビット/ピクセル
色、および 128 X 48ピクセルのサイズです。また、TFTPサーバを使用することもできま
す。

• [ロゴ（Logo）]：起動画面としてロゴが表示されます。起動表示としてロゴの追加（176
ページ）を参照してください。

• [テキスト（Text）]：起動画面としてテキストを表示します。[テキスト表示（TextDisplay）]
フィールドにテキストを入力します。最大 2行のテキストを入力する。各行は 32文字未
満にする必要がある。2行の間に改行文字（\n）とエスケープコード（%0a）を挿入する。

たとえば、Super\n%0aTelecomは次のように表示されます。

Super
Telecom

書式設定用のスペースを追加するには、+記号を使用します。テキストの前後に複数の +
記号を追加することにより、テキストを中央に配置することができます。
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ステップ 3 テキストロゴを表示するには、次の要件に従ってテキストを [テキストロゴ（Text Logo）]
フィールドに入力します。

•最大 2行のテキストを入力する。

•各行は 32文字未満にする必要がある。

• 2行の間に改行文字（\n）とエスケープコード（%0a）を挿入する。

たとえば、Super\n%0aTelecomは次のように表示されます。

Super
Telecom

•書式設定用のスペースを追加するには、+記号を使用します。テキストの前後に複数の +
記号を追加することにより、テキストを中央に配置することができます。

ステップ 4 [画面（Screen）]セクションで、次の要件に従ってテキストを [テキストロゴ（Text Logo）]
フィールドに入力します。

•最大 2行のテキストを入力する。

•各行は 32文字未満にする必要がある。

• 2行の間に改行文字（\n）とエスケープコード（%0a）を挿入する。

たとえば、Super\n%0aTelecomは次のように表示されます。

Super
Telecom

•書式設定用のスペースを追加するには、+記号を使用します。テキストの前後に複数の +
記号を追加することにより、テキストを中央に配置することができます。

ステップ 5 画像ロゴを表示するには：

• [画像ダウンロード URL（Picture Download URL）]フィールドにパスを入力します。

次に例を示します。

http://10.64.84.147/pictures/image04_128x48.png

新しい壁紙をダウンロードするために間違った URLを入力すると、電話機は新しい壁紙
にアップグレードすることができず、既存のダウンロードされた壁紙が表示されます。電

話機に以前にダウンロードされた壁紙がない場合は、グレーの画面が表示されます。

•サポートされている電話機画像ファイルの属性は、ビットマップ形式、1ビット/ピクセル
色、および 128 X 48ピクセルのサイズです。また、TFTPサーバを使用することもできま
す。

• [ロゴタイプ（Logo Type）]を [画像をダウンロード（Download Picture）]に変更します。

ステップ 6 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
173

Cisco IP Phoneの管理

テキストと画像を使用した起動画面のカスタマイズ



電話機がリブートして、.pngファイルを取得し、次のブート時にその画像を表示します。

壁紙のダウンロード

画像をダウンロードして電話画面の背景をカスタマイズすることができます。

手順

ステップ 1 [設定ユーティリティ（Configuration Utility）]ページで、[管理者ログイン（Admin Login）] >
[詳細（Advanced）] > [音声（Voice）] > [ユーザ（User）]の順に選択します。

[ユーザログイン（User Login）] > [音声（Voice）] > [ユーザ（User）]を選択して、壁紙をダ
ウンロードできます。

ステップ 2 [画面（Screen）]セクションで、 [電話機の背景（Phone Background）]フィールドの [画像を
ダウンロード（Download Picture）]を選択します。

ステップ 3 カスタム壁紙を TFTP、HTTP、または HTTPSサーバにアップロードします。

画像は .jpgファイルです。推奨の寸法は 800 X 480ピクセルです。画像が推奨のサイズでない
場合でもアップロードすることはできますが、画面に収まるようにサイズ変更されます。

ステップ 4 [画像ダウンロード URL（Picture Download URL）]フィールドに、壁紙画像をアップロードし
た場所のパスを入力します。

URLには、TFTP、HTTP、またはHTTPSサーバ名（または IPアドレス）、ディレクトリ、お
よびファイル名を含める必要があります。

例：

http://10.64.84.147/pictures/image04_800x480x24.jpg

新しい壁紙をダウンロードするために間違ったURLを入力すると、電話機は新しい壁紙にアッ
プグレードすることができず、既存のダウンロードされた壁紙が表示されます。電話機に以前

にダウンロードされた壁紙がない場合は、グレーの画面が表示されます。

ステップ 5 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

ユーザが背景画像の URLを変更した後、電話機はリブートしません。

電話のWebページでスクリーンセーバーを設定する
電話機のスクリーンセーバーを設定できます。指定された期間にわたって電話機のアイドル状

態が続くと、スクリーンセーバーモードが開始されます。

任意のボタンを押すと、通常モードに戻ります。
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始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 電話のWebページで、音声 >ユーザを選択します。

ユーザは [ユーザログイン（User Login）] > [音声（Voice）] > [ユーザ（User）]を選択して電
話機にスクリーンセーバーを追加できます。

ステップ 2 画面セクションで、以下の表の説明に従ってフィールドをセットアップします。

説明パラメータ

[はい（Yes）]を選択し、電話のスクリーン
セーバーを有効にします。指定された期間に

わたって電話機のアイドル状態が続くと、ス

クリーンセーバーモードが開始されます。

デフォルト：[いいえ（No）]

スクリーンセーバー有効（Screen Saver
Enable）

スクリーンセーバーのタイプ。次のオプショ

ンを選択できます。

• [クロック（Clock）]：単色の背景にデジ
タル時計を表示します。

• [ダウンロード画像（Download Picture）]
：電話機のWebページからプッシュされ
た画像を表示します。

• [ロゴ（Logo）]：電話画面にロゴが表示
されます。[ロゴ URL（Logo URL）]
フィールドでロゴを追加します。

スクリーンセーバータイプ（Screen Saver
Type）

スクリーンセーバーが表示されるまでのアイ

ドル時間。

スクリーンセーバーを起動するまでのアイド

ル時間を秒数で入力します。

デフォルト：300

スクリーンセーバー待機（Screen SaverWait）
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説明パラメータ

電話画面の背景に表示されるファイル（.png）
を検索するURL。スクリーンセーバーの種類
としてロゴを選択すると、電話画面にスクリー

ンセーバーとしてこのイメージが表示されま

す。

新しい壁紙をダウンロードするために間違っ

たURLを入力すると、電話機は新しい壁紙に
アップグレードすることができず、既存のダ

ウンロードされた壁紙が表示されます。電話

機に以前にダウンロードされた壁紙がない場

合は、グレーの画面が表示されます。

画像ダウンロード URL（Picture Download
URL）

ロゴの画像が保存されている場所のURLまた
はパスを入力します。スクリーンセーバーの

種類としてロゴを選択すると、電話画面にス

クリーンセーバーとしてこのイメージが表示

されます。

ロゴURL（Logo URL）

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

起動表示としてロゴの追加

電話機の再起動時にロゴアイコンを表示する場合は、電話機のWebページからこの機能を有
効にします。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >ユーザを選択します。

ステップ 2 [画面（Screen）]セクションで、[起動表示（Boot Display）]フィールドから [ロゴ（Logo）]を
選択します。[ロゴの URL（Logo URL）]フィールドに、ロゴの画像が保存されている場所の
URLまたはパスを入力します。

画像をダウンロードし、起動ディスプレイとして追加することもできます。[起動表示（Boot
Display）]フィールドから [画像をダウンロード（Download Picture）]を選択します。[画像ダ
ウンロードURL（Picture Download URL）]フィールドに、画像が保存されている場所の URL
またはパスを入力します。
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ロゴは、.jpgまたは .png形式のファイルである必要があります。電話は、固有の表示領域を持
ちます。そのため、元のロゴのサイズが表示領域に収まらない場合、画面に収まるように縮小

する必要があります。Cisco IPPhone8800シリーズの表示領域は、電話画面の中央となります。
Cisco IP Phone 8800シリーズの表示領域サイズは 128 X 128です。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

電話機のWebページでのバックライトタイマーの調整
各電話機で事前設定した時間にバックライトをオフにすることで、電力を節約できます。

手順

ステップ 1 電話機のWebページで、ユーザログイン >詳細 >音声 >ユーザを選択します。

ステップ 2 [画面（Screen）]で、[バックライトタイマー（Back Light Timer）]パラメータの時間を選択し
ます。

ステップ 3 [画面の明るさ（DisplayBrightness）]フィールドに、目的の明るさを指定する値を入力します。

回線あたりのコールアピアランス数の設定

1つの回線上で複数のコールアピアランスをサポートする電話機は、回線上で許可するコール
数を指定するように設定できます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 [さまざまな回線キー設定（MiscellaneousLineKeySettings）]セクションで、[回線あたりのコー
ルアピアランス数（Call Appearances Per Line）]ドロップダウンリストボックスを使用して、
許可する回線あたりのコール数を指定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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着信コールおよび発信コールの名前の逆引きルックアップ

着信コール、発信コール、電話会議、コール転送で、番号の名前を逆引きルックアップしま

す。電話機がサービスプロバイダーディレクトリ、通話履歴、または連絡先を使用して名前

を検索できない場合、名前の逆引きルックアップ機能が活躍します。名前の逆引きルックアッ

プには、有効な LDAPディレクトリ設定または XMLディレクトリ設定が必要です。

名前の逆引きルックアップでは、電話機の外部ディレクトリを検索します。検索が成功する

と、コールセッションと通話履歴に名前が表示されます。同時に複数のコールがある場合、名

前の逆引きルックアップでは 1つ目の電話番号と一致する名前が検索されます。2つ目のコー
ルが接続または保留されたとき、名前の逆引きルックアップでは2つ目のコールに一致する名
前が検索されます。

名前の逆引きルックアップは、デフォルトで有効となっています。

名前の逆引きルックアップでは、以下の順序でディレクトリが検索されます。

1. 電話連絡先

2. Call History

3. LDAPディレクトリ

4. XMLディレクトリ

電話機は次の形式を使用して XMLディレクトリを検索します。
directory_url?n=incoming_call_number

例：サードパーティ製サービスを使用するマルチプラットフォームフォンの場合、電話番号

（1234）の検索クエリの形式は次の通りです。http://your-service.com/dir.xml?n=1234

（注）

名前の逆引きルックアップの有効化および無効化

始める前に

•名前の逆引きルックアップを有効化または無効化するには、以下のいずれかのディレクト
リを設定します。

• LDAP社内ディレクトリ

• XMLディレクトリ

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）
を参照してください。
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手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 補足サービスエリアで、電話機の逆引きルックアップサービスを以下に設定します。

•はい：名前の逆引きルックアップ機能を有効にします。
•いいえ：名前の逆引きルックアップ機能を無効にします。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

ステップ 4 代替方法としては config.xmlファイルを使用して、名前の逆引きルックアップ機能をプロ
ビジョニングすることがあげられます。

<Reverse_Phone_Lookup_Serv ua="na">Yes</Reverse_Phone_Lookup_Serv>

コール機能の設定

通話転送の有効化

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 [補足サービス（Supplementary Services）]で、有効にする転送サービスのそれぞれに対して [は
い（Yes）]を選択します。

• Attn Transfer Serv（在席転送サービス）：在席コール転送サービス。ユーザは、コールに
応答してから転送します。

• Blind Transfer Serv（ブラインド転送サービス）：ブラインドコール転送サービス。ユー
ザは、発信者と会話せずにコールを転送します。

ステップ 3 転送サービスを無効にするには、このフィールドを [いいえ（No）]に設定します。

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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コール転送

不在転送機能は、2つの場所で有効にすることができます。1つは [音声（Voice）]タブ、もう
1つは電話機Webページの [ユーザ（User）]タブです。

[音声（Voice）]タブでの不在転送のイネーブル化

ユーザのコール転送を有効にするには、このタスクを実行します。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 [補足サービス（Supplementary Services）]で、有効にする不在転送サービスのそれぞれに対し
て [はい（Yes）]を選択します。

• Cfwd All Serv（不在転送サービス）：すべてのコールを転送します。

• Cfwd Busy Serv（話中転送サービス）：回線が使用中の場合にのみコールを転送します。

• Cfwd No Ans Serv（無応答時転送サービス）：回線が応答されない場合にのみコールを転
送します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

関連トピック

DNDおよび不在転送ステータスの同期（268ページ）
機能キー同期の有効化（269ページ）
XSIサービスを介した不在転送ステータスの同期の有効化（270ページ）

[ユーザ（Users）]タブでの不在転送のイネーブル化

[設定ユーティリティ（Configuration Utility）]ページで、ユーザがコール転送の設定を変更で
きるようにするには、次の手順に従います。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。
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手順

ステップ 1 音声 >ユーザを選択します。

ステップ 2 [コール転送（Call Forward）]セクションの [CFWD設定（CFWD Setting）]で、[はい（Yes）]
を選択します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

会議の有効化

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 [補足サービス（Supplementary Services）]の [会議サービス（Conference Serv）]ドロップダウ
ンリストボックスで [はい（Yes）]を選択します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

SIP RECでリモート通話録音を有効にします。
電話上での通話録音を有効にすることで、ユーザがアクティブコールを録音できます。サーバ

コントロールで設定された記録モードは、各電話の録音ソフトキー表示を制御します。

表 20 :録音モードおよび録音ソフトキー

電話で利用可能な録音ソフトキーサーバ内の録音モード

利用可能なソフトキーはありません。

ユーザは、電話からの録音を制御できません。通話が接続された

とき、自動的に録音が開始されます。

常に（Always）

PauseRec

ResumeRec

通話が接続されたときに自動的に録音が開始され、ユーザが録音

を制御できます。

なし（Never）
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電話で利用可能な録音ソフトキーサーバ内の録音モード

録音

PauseRec

ResumeRec

通話が接続されたときに自動的に録音が開始されますが、ユーザ

が [録音（Record）]ソフトキーを押すまで録音は保存されません。
録音状態が変更された際のメッセージがユーザに表示されます。

オンデマンド

録音

PauseRec

StopRec

ResumeRec

ユーザが [録音（Record）]ソフトキーを押したときのみ、録音が
開始されます。録音状態が変更された際のメッセージがユーザに

表示されます。

ユーザ主導の開始による

オンデマンド

録音中は、録音状態に応じたさまざまなアイコンがユーザに表示されます。アイコンは通話画

面に表示されると同時に、ユーザが通話を録音している回線のキーにも表示されます。

表 21 :録音アイコン

意味アイコン

録音進行中

録音進行中（8811）

録音一時停止

記録一時停止 (8811)

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 [付加サービス（Supplementary Services）]セクションの [通話録音サービス（Call Recording
Serv）]フィールドで、[はい（Yes）または [いいえ（No）]をクリックして通話録音を有効化/
無効化します。
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ステップ 3 （任意）ソフトキーを有効化するには、[プログラム可能なソフトキー（ProgrammableSoftkeys）]
セクションの [接続キーリスト（Connected Key List）]および [会議キーリスト（Conferencing
Key List）]フィールド内で、この形式に従って文字列を追加します。

crdstart;crdstop;crdpause;crdresume

ステップ 4 電話機のWebページで通話録音が必要となる [内線（n）（Ext(n)）]タブをクリックします。

ステップ 5 [SIP設定（SIP Settings）]セクションの [通話録音プロトコル（Call Recording Protocol）]で、通
話録音プロトコルとして [SIPREC]を選択します。

[SIP設定（SIP Settings）]フィールドの詳細については、SIP設定（387ページ）を参照してく
ださい。

ステップ 6 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

SIP INFOでリモート通話録音を有効にする
電話上での通話録音を有効にすることで、ユーザがアクティブコールを録音できます。

録音中は、録音状態に応じたさまざまなアイコンがユーザに表示されます。アイコンは通話画

面に表示されると同時に、ユーザが通話を録音している回線のキーにも表示されます。

電話の録音の制御は、以下のソフトキーを押して行います。

•レコード

• StopRec（録音停止）

ユーザが [録音（Record）]ソフトキーを押したときのみ、録音が開始されます。録音のステー
タスが変更されると、ユーザにメッセージが表示され、録音アイコンが通話画面に表示されま

す。

電話の録音が開始されると、録音停止ソフトキーが機能します。ユーザが録音停止ソフトキー

押すと、録音が停止します。録音のステータスが変更されると、ユーザにメッセージが表示さ

れます。

表 22 :録音アイコン

意味アイコン

録音進行中

録音進行中（8811）

始める前に

•コール制御システムで通話録音を設定する必要があります。
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•電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）
を参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 [付加サービス（Supplementary Services）]セクションの [通話録音サービス（Call Recording
Serv）]フィールドで、[はい（Yes）または [いいえ（No）]をクリックして通話録音を有効化/
無効化します。

ステップ 3 （任意）ソフトキーを有効化するには、[プログラム可能なソフトキー（ProgrammableSoftkeys）]
セクションの [接続キーリスト（Connected Key List）]および [会議キーリスト（Conferencing
Key List）]フィールド内で、この形式に従って文字列を追加します。

crdstart;crdstop;crdpause;crdresume

ステップ 4 電話のWebページで通話録音が必要となる [Ext(n)]タブをクリックします。

ステップ 5 [SIP設定（SIPSettings）]セクション内の [通話録音プロトコル（Call Recording Protocol）]で、
通話録音プロトコルとして [SIPINFO] を選択します。

[SIP設定（SIP Settings）]フィールドの詳細については、SIP設定（387ページ）を参照してく
ださい。

ステップ 6 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

構成ユーティリティでの不在着信通知の設定

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >ユーザを選択します。

ユーザは [ユーザログイン（User Login）] > [音声（Voice）] > [ユーザ（User）]を選択できま
す。

ステップ 2 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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DND（応答不可）を有効にする
ユーザが応答不可機能をオンまたはオフにできるように設定することが可能です。発信者は、

ユーザが応答不可であることを伝えるメッセージを受信します。ユーザは電話機で無視ソフ

トキーを押すことで、着信コールを別の宛先に転送することができます。

電話機でこの機能が有効になっている場合は、DNDソフトキーを使用してこの機能をオンま
たはオフにします。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >ユーザを選択します。

ステップ 2 補足サービス領域で、DND設定ドロップダウンリストからはいを選択します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

回線（マルチライン電話機）を選択すると、電話画面の上部に応答不可バナーが表示されま

す。

次のタスク

別の設定を変更して、マルチライン電話機で選択済みまたは未選択の各回線の応答不可（現

在、緑色の点灯）ステータスが適切に表示されることを確認します。DNDおよび不在転送ス
テータスの同期（268ページ）を参照してください。

DNDにスターコードを設定した場合、ユーザは各電話機の DND機能を有効または無効にす
ることができます。DNDのスターコードの設定（186ページ）を参照してください。

関連トピック

DNDおよび不在転送ステータスの同期（268ページ）
機能キー同期の有効化（269ページ）
XSIサービスを介した DNDステータス同期の有効化（271ページ）

電話機とサーバ間の設定の同期を有効にする

電話機とサーバ間の設定の同期を有効にします。

この設定は、以下の機能とユーザのタイプに対して有効にしなければなりません。

• Call Forward All

• DND
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•エグゼクティブとアシスタント

以下の例に示す通り、XML設定ファイルでこの設定を有効にすることができます。
<!-- Call Feature Settings -->
<Feature_Key_Sync_1_ ua="na">Yes</Feature_Key_Sync_1_>

（注）

ラインキーが機能キー同期で設定され、DNDまたは自動転送機能でも有効になっている場合

は、それぞれのDND アイコンまたは自動転送 アイコンが、ラインキーラベルの横に表示

されます。ラインキーに不在着信、ボイスメッセージ、または緊急のボイスメールアラートが

ある場合、DNDアイコンまたはコール転送アイコンがアラート通知と共に表示されます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線 [n]を選択します。ここで、[n]は内線番号となります。

ステップ 2 [コール機能設定（Call Feature Settings）]セクションで、[機能キー同期（Feature Key Sync）]
フィールドを [はい（Yes）]に設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

DNDのスターコードの設定
ユーザがダイヤルして電話機の応答不可（DND）機能をオンまたはオフにするスターコード
を設定できます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >地域を選択します。

ステップ 2 [特定業種向けサービスアクティベーションコード（Vertical Service Activation Codes）]領域の
[DNDアクティベーションコード（DND Act Code）]フィールドに *78と入力します。

ステップ 3 [特定業種向けサービスアクティベーションコード（Vertical Service Activation Codes）]領域の
[DND非アクティベーションコード（DND Deact Code）]フィールドに *79と入力します。
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ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

コールセンターエージェントの電話機のセットアップ

自動着信呼分配（ACD）機能がある電話を有効にすることができます。この電話は、コール
センターのエージェント電話として機能し、顧客コールのトレース、緊急時に行う顧客コー

ルのスーパバイザへのエスカレーション、廃棄コードを利用した連絡先電話番号の分類、およ

び顧客コールの詳細表示を使用できます。

始める前に

• BroadSoftサーバにコールセンター電話として電話を設定します。

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）
を参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線(n)を選択します。

ステップ 2 [ACD設定（ACDSettings）]セクションで、ACDの設定（394ページ）の説明に従ってフィー
ルドをセットアップします。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

プレゼンス用の電話機のセットアップ

始める前に

• XMPPの Broadsoftサーバを設定します。

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）
を参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 [BroadSoft XMPP]セクションで、BroadSoft XMPP（376ページ）の説明に従いフィールドを設
定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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Bluetoothハンズフリープロファイルの音声ゲートウェイ
Cisco IP Phone 8851および 8861は、Bluetoothヘッドセットを使用するためのハンズフリー音
声ゲートウェイモードをサポートしています。

設定ユーティリティによる Bluetoothハンズフリーの設定

手順

ステップ 1 [設定ユーティリティ（Configuration Utility）]ページで、[管理者ログイン（Admin Login）] >
[詳細（advanced）] > [音声（Voice）] > [電話機（Phone）] > [ハンズフリー（Handsfree）]の
順にクリックします。

ステップ 2 [ハンズフリー（Handsfree）]で [Bluetoothモード（Bluetooth Mode）]を選択します。

ステップ 3 回線を選択します。

ハンズフリー用に 1～ 10の回線を選択できます。回線がハンズフリー回線として設定されて
いる場合は、携帯電話の番号が表示され、その回線は携帯電話用にしか使用できません。共有

回線または短縮ダイヤルに使用することはできません。

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

共有回線

共有回線とは、複数の電話機に表示される電話番号のことです。異なる電話機に同じ電話番号

を割り当てることで、共有回線を作成できます。

着信コールは回線を共有するすべての電話機に表示され、誰でもそのコールに応答できます。

1つの電話機でアクティブな状態になるコールは一度に 1つだけです。

コール情報は、回線を共有するすべての電話機に表示されます。ある電話機のプライバシー機

能をオンにした場合、その電話機からの発信コールは他の電話機から見えません。ただし、共

有回線への着信コールは表示されます。

共有回線に対してコールが発信されると、その回線を共有するすべての電話機で呼出音が鳴り

ます。共有回線での通話を保留中にした場合、回線を共有するいずれかの電話機で対応する回

線キーを押すと、その電話機で通話を再開できます。[再開（Resume）]アイコンが表示されて
いる場合は、[選択（Select）]ボタンを押すこともできます。

次の共有回線機能がサポートされています。

•回線捕捉

•パブリックホールド

•プライベートホールド
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•サイレント割り込み（有効にされているプログラム可能なソフトキーによってのみサポー
ト）

プライベート回線には、次の機能がサポートされています。

•転送

•会議

•コールパーク/コール取得

•コールピックアップ

•サイレント

•コール転送

それぞれの電話機を個別に設定できます。通常、アカウント情報はすべての IPPhoneで同じで
すが、ダイヤルプランや優先コーデック情報などは異なる設定にすることができます。

共有回線の設定

電話機のWebページで異なる電話機に同じ電話番号を割り当てることで、共有回線を作成で
きます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声を選択します。

ステップ 2 共有する内線番号の Ext_nタブをクリックします。

ステップ 3 [回線有効（Line Enable）]リストの [一般（General）]で、[はい（Yes）]を選択します。

ステップ 4 [内線共有（Share Ext）]リストの [共有回線アピアランス（Share Line Appearance）]で、[共有
（Shared）]を選択します。

内線を [プライベート（Private）]に設定すると、[電話機（Phone）]タブの [共有回線アピアラ
ンス（Share Line Appearance）]の設定に関わらず、その内線ではコールが共有されません。内
線を [共有（Shared）]に設定すると、コールは [電話機（Phone）]タブの [共有回線アピアラン
ス（Share Line Appearance）]の設定に従います。

ステップ 5 [共有ユーザ ID（Shared User ID）]フィールドに、回線が共有されている電話機のユーザ IDを
入力します。

ステップ 6 [サブスクリプション有効期限（Subscription Expires）]フィールドに、SIPサブスクリプション
の有効期限が切れるまでの秒数を入力します。デフォルトは 60秒です。
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サブスクリプションの有効期限が切れるまで、電話機は共有電話回線のステータスに関して

SIPサーバから NOTIFYメッセージを受け取ります。

ステップ 7 [MWIの制限（Restrict MWI）]フィールドに、メッセージ待機インジケータを設定します。

• [はい（Yes）]：専用回線（SP）のメッセージに対してのみ点灯します。
• [いいえ（No）]：すべてのメッセージに対して点灯します。

ステップ 8 [プロキシと登録（Proxy and Registration）]セクションの [プロキシ（Proxy）]フィールドに、
プロキシサーバの IPアドレスを入力します。

ステップ 9 [サブスクライバ情報（Subscriber Information）]セクションで、共有内線の表示名とユーザ ID
（内線番号）を入力します。

ステップ 10 [電話（Phones）]タブの [その他の回線キー設定（Miscellaneous LineKey Settings）]セクション
で、[SCA割り込み有効（SCA Barge-In Enable）]を設定します。

• [はい（Yes）]：ユーザが共有回線でコールを引き継げるようにします。
• [いいえ（No）]：ユーザが共有回線でコールを引き継げないようにします。

ステップ 11 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

ボイスメールの設定
ボイスメールシステムの内線/外線電話番号またはURLを設定できます。外部のボイスメール
サービスを使用している場合は、番号にダイヤルアウトするために必要なすべての数字と必要

な市外局番を含める必要があります

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話機を選択します。

ステップ 2 [全般（General）]で、[ボイスメール番号（Voice Mail Number）]を入力します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。電話機がリブートします。

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
190

Cisco IP Phoneの管理

ボイスメールの設定



内線ごとのボイスメールの設定

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線番号を選択します。

ステップ 2 [コール機能設定（Call Feature Settings）]セクションの [ボイスメールサーバ（Voice Mail
Server）]に、ボイスメールサーバを入力します。

ステップ 3 （オプション）[ボイスメールサブスクライブインターバル（Voice Mail Subscribe Interval）]
に、ボイスメールサーバへのサブスクリプションの有効期限を秒単位で入力します。

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

電話機がリブートします。

メッセージ待機インジケータの設定

電話機の個々の内線番号に対してメッセージ受信インジケータを設定することができます。

メッセージ待機インジケータは、メールボックス内の新しいボイスメールメッセージの有無に

基づいて点灯します。

IP電話上のインジケータは、ボイスメールが残っているときやメッセージ待機通知が表示され
ているときに点灯させることができます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線番号を選択します。

ステップ 2 メッセージ待機のコール機能設定の下のはいを選択して有効化します。

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
191

Cisco IP Phoneの管理

内線ごとのボイスメールの設定



内線への着信音の割り当て

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線（n）を選択します。（n）は、内線番号です。

ステップ 2 [コール機能設定（Call Feature Settings）]で、[デフォルト呼出音（n）（Default Ring (n)）]ド
ロップダウンリストボックスを使用して、次のいずれかを指定します。

• [呼出音なし（No Ring）]

•使用可能な 12種類の着信音のいずれかを選択します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

独自の着信音の追加
着信音スクリプトを使用して、各着信音の特徴を設定できます。SIPアラート情報メッセージ
を受信し、そのメッセージフォーマットが正しければ、指定された着信音が鳴ります。これに

当てはまらない場合、デフォルトの着信音が鳴ります。

手順

着信音スクリプトでは、着信音に名前を指定し、フォーマットに着信音の識別を設定するため

のスクリプトを追加します。

n=ring-tone-name;h=hint;w=waveform-id-or-path;c=cadence-id;b=break-time;t=total-time

引数の説明

n =この着信音を示す着信音名。この名前が電話の着信音メニューに表示されます。同じ名前
を着信 INVITE要求の SIPアラート情報ヘッダーに利用して、対応する着信音を鳴らすように
できます。名前は、URLで許可されたものと同じ文字のみを含む必要があります。

h = SIPアラート情報ルールで使用されたヒント。

w =着信音で使用したい波形のインデックスとなる波形の IDまたはパス。組み込まれた波形
は次のとおりです。

• 1 =昔の電話の鐘を叩く音
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• 2 =一般的な電話の呼出音

• 3 =黒電話の呼出音

• 4 =広帯域周波数掃引信号

ネットワークパス（URL）を入力して、着信音のデータファイルをサーバからダウンロードす
ることもできます。次の形式でパスを入力します。

w=[tftp://]hostname[:port]/path

c=指定された波形を再生に使用する任意のパターンのインデックスです。<パターン（Cadence）
1>から <パターン（Cadence） 8>で定義されるように 8パターン（1から 8）あります。w = 3
または 4、もしくは URLのとき、パターン idは 0になりえます。c = 0の設定は、動作時間が
着信音ファイルの自然長であることを意味します。

b = 2回の着信音間の無音時間を秒数で指定します。例 b = 2.5。

t =タイムアウトするまでの着信音の再生時間を合計して秒数で指定します。

音声設定の構成
ユーザは、電話機の音量調節ボタンを押してから、[保存（Save）]ソフトキーを押すことによ
り、音量設定を変更できます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >ユーザを選択します。

ステップ 2 音声の音量セクションで、1（最小音量）～ 10（最大音量）の音量レベルを設定します。

•呼出音音量：呼出音の音量を設定します。

•スピーカーの音量：全二重スピーカーフォンの音量を設定します。

•ヘッドセットの音量：ヘッドセットの音量を設定します。

•ハンドセットの音量：ハンドセットの音量を設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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音響の設定

[説明（Description）]パラメータ

電話機のスピーカー、ハンドセット、およびヘッドセットの音

声調整を設定します。

3.5mmジャックまたはUSBポートを使用するヘッド
セットのスピーカーを調整することはできません。

（注）

スピーカーの調整

電話機のハンドセットとヘッドセットの側音ゲインを設定しま

す。

側音ゲインとは、ユーザがコール中にヘッドセットまたはハン

ドセットで喋る際に聞こえるフィードバックを指します。

デフォルト値：低。

USBポートを使用する電話スピーカーおよびヘッド
セットの側音ゲインを調整することはできません。

（注）

側音

ハンドセットおよび接続されたヘッドセットのマイクゲインを

設定します。

デフォルトでは、マイクゲインは低に設定されています。

USBポートを使用する電話スピーカーとヘッドセッ
トのマイクゲインを調整することはできません。

（注）

マイクゲイン

音響の設定

電話機のスピーカー、ハンドセット、および接続されたヘッドセットの音声の設定を構成する

ことができます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >ユーザを選択します。

ステップ 2 音響設定エリアで、各フィールドの設定を以下の通り設定します。

• [スピーカーの調整 (チューンスピーカー)]:スピーカー、ハンドセット、およびヘッドセッ
トの音声調整を設定します。

•側音：側音ゲインを設定します。
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•マイクゲイン:マイクゲインを設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

ユーザアクセス制御

Cisco IP Phoneは "ua"ユーザアクセス属性だけを尊重します。特定のパラメータでは、"ua"属
性が管理Webサーバへのユーザアカウントによるアクセスを定義します。"ua"属性が指定さ
れなかった場合は、電話機が対応するパラメータの工場出荷時のユーザアクセスを適用しま

す。この属性は adminアカウントによるアクセスに影響しません。

要素属性の値は二重引用符で囲みます。（注）

"ua"属性は、次のいずれかの値にする必要があります。

• na：アクセスなし

• ro：読み取り専用

• rw：読み取り/書き込み

ビデオサービスの無効化
電話機ですべてのビデオ設定を無効または非表示にすることにより、電話機のビデオ機能を無

効にできます。ビデオサービスを無効にすると、ユーザの電話機にビデオ設定メニューが表示

されなくなり、ビデオおよびカメラ露出のパラメータが電話のWebページに表示されなくな
ります。カメラ露出については、カメラの露出の調整（196ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 電話のWebページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（Advanced）] > [音声
（Voice）] > [電話（Phone）]の順に選択します。

ステップ 2 [補足サービス（Supplementary Services）]セクションの [ビデオサービス（Video Serv）]リス
トで、ビデオサービスを有効にする場合は [はい（Yes）]を選択し、サービスを無効にする場
合は [いいえ（No）]を選択します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックして設定を保存します。
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ビデオ帯域幅の制御
ネットワークがビジー状態の場合やネットワークリソースが限られている場合は、ユーザが、

ビデオの問題（ビデオのラグや突然停止など）について不満を持つ可能性があります。

デフォルトでは、音声とビデオのネットワーク要件のバランスを考慮した帯域幅設定が電話機

で自動的に選択されます。

ネットワークの状況に応じて、固定帯域幅設定を指定して自動選択を無効にすることができま

す。固定帯域幅を設定する場合は、設定を選択し、ビデオラグがなくなるまで下向きに調整し

ます。

手順

ステップ 1 電話のWebページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [音声（Voice）] > [電話（Phone）]
の順に選択します。

ステップ 2 [ビデオの設定（Video Configuration）]セクションの [許容帯域幅（Bandwidth Allowance）]リ
ストから帯域幅を選択して、電話機が送受信できる情報の最大量を制限できます。詳細につい

ては、ビデオ構成（368ページ）とビデオ送信解像度のセットアップ（60ページ）を参照し
てください。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

カメラの露出の調整
オフィスの周辺光に合わせてカメラの露出を調整できます。送信ビデオの明るさを変更するに

は、露出を調整します。

ユーザが電話機で [アプリケーション（Applications）] > [ユーザ設定（User Preference）]>
[ビデオ（Video）] > [露出（Exposure）]メニューから露出を調整することもできます。

始める前に

カメラのシャッターが開いている必要があります。

手順

ステップ 1 電話機Webページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（Advanced）] > [音声
（Voice）] > [ユーザ（User）]の順に選択します。

ステップ 2 [ビデオの設定（VideoConfiguration）]セクションで、[カメラ露出（Camera Exposure）]フィー
ルドに値を入力します。
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露出の範囲は 0～ 15であり、デフォルト値は 8です。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

電話機Webサーバ
Webサーバを使用すれば、管理者とユーザは、電話機のWebユーザインターフェイスを使用
して電話機にログインすることができます。管理者とユーザは、そのロールに基づいて、別々

の権限を持ち、電話機に関する別々のオプションが表示されます。

電話スクリーンインターフェイスからWebサーバを設定する
次の手順を実行して、電話画面から電話機のWebユーザインターフェイスを有効にします。

手順

ステップ 1 [アプリケーション（Applications）] を押します。

ステップ 2 [ネットワークの設定（Network configuration）]> [Webサーバ（Web Server）]を選択します。

ステップ 3 有効化する場合は [オン（On）]を選択し、無効化する場合は[オフ（Off）]を選択します。

ステップ 4 [設定（Set）]を押します。

直接アクション URL
[直接アクション URLの有効化（Enable Direct Action Url）]設定を [はい（Yes）]に設定する
と、これら直接アクション URLは管理者のみがアクセスできるようになります。管理者ユー
ザのパスワードが保護されている場合、クライアントはこれらにアクセスする前にログインプ

ロンプトを表示します。直接アクションURLには、パス/admin/<direct_action>から電
話機のWebページを使ってアクセスできます。構文は次のとおりです。

http[s]://<ip_or_hostname>/admin/<direct_action>[?<url>]

例：http://10.1.1.1/admin/resync?http://server_path/config.xml

次の表に、サポートされているさまざまな直接アクション URLのリストを示します。

説明direct_action

URLで指定されている設定ファイルのワンタイム再同期を開始します。再同期する URLは ?
を前に付けて指定します。ここで指定された URLは電話機設定のどこにも保存されません。

例

http://10.1.1.1/admin/resync?http://my_provision_server.com/cfg/device.cfg

resync
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説明direct_action

指定のロードへの電話機のアップグレードを開始します。ロードはアップグレードルールで

指定します。ルールは、ロードする URLパスの前に ?を付けて指定します。指定されたアッ
プグレードルールの使用は 1回のみで、いずれのプロパティ設定にも保存されません。

例

http://10.1.1.1/admin/upgrade?http://my_upgrade_server.com/loads/sip88xx.11.0.0MP2.123.loads

upgrade

URLで指定したカスタム認証局（カスタム CA）のワンタイムインストールを開始します。
ダウンロードするURLは ?を前に付けて指定します。ここで指定されたURLは電話機設定の
どこにも保存されません。

例

http://10.1.1.1/admin/updateca?http://my_cert_server.com/certs/myCompanyCA.pem

updateca

電話機のリブートを開始します。?付きのパラメータは使いません。

例

http://10.1.1.1/admin/reboot

reboot

XML形式の電話機設定のスナップショットをダウンロードします。パスワードはセキュリ
ティ上の理由により非表示です。ここでの情報のほとんどは、電話機のWebページの [音声
（Voice）]タブ上のプロパティに対応しています。

例

http://10.1.1.1/admin/cfg.xml

cfg.xml

XML形式の電話機のステータスのスナップショットをダウンロードします。ここでの情報の
ほとんどは、電話機のWebページの [ステータス（Status）]タブに対応しています。

例

http://10.1.1.1/admin/status.xml

status.xml

このアクションを開始した時点の電話機のLCDUIのスクリーンショットをダウンロードしま
す。

例

http://10.1.1.1/admin/screendump.bmp

screendump.bmp

電話機に保存されている一連のアーカイブログをダウンロードします。

例

http://10.1.1.1/admin/log.tar

log.tar
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電話機のWebインターフェイスへのアクセスの有効化

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >システムを選択します。

ステップ 2 [システム設定（System Configuration）]セクションで、[Webサーバの有効化（Enable Web
Server）]ドロップダウンリストボックスから [はい（Yes）]を選択します。

ステップ 3 [プロトコルの有効化（Enable Protocol）]ドロップダウンリストボックスで、[Http]または
[Https]を選択します。

ステップ 4 [Webサーバポート（Web Server Port）]フィールドに、Webサーバにアクセスするためのポー
トを入力します。HTTPのデフォルトはポート 80、HTTPSのデフォルトはポート 443です。

ステップ 5 [Web管理者アクセスの有効化（Enable Web Admin Access）]ドロップダウンリストボックス
で、電話機のWebユーザインターフェイスの [管理者ログイン（Admin Login）]へのローカル
アクセスを有効または無効にすることができます。デフォルトは [はい（Yes）]（有効）に設
定されます。

ステップ 6 [管理パスワード（Admin Password）]フィールドには、システム管理者が電話機のWebユーザ
インターフェイスにログインするときに使用するパスワードを入力します。管理者が [管理者
ログイン（AdminLogin）]をクリックすると、パスワードプロンプトが表示されます。最小パ
スワード長は 4文字で、最大パスワード長は 127文字です。

パスワードには、スペースキーを除く任意の文字を含めることができます。（注）

ステップ 7 [ユーザパスワード（User Password）]フィールドには、ユーザが電話機のWebユーザイン
ターフェイスにログインするときに使用するパスワードを入力します。ユーザが [ユーザログ
イン（UserLogin）]をクリックすると、パスワードプロンプトが表示されます。最小パスワー
ド長は 4文字で、最大パスワード長は 127文字です。

パスワードには、スペースキーを除く任意の文字を含めることができます。（注）

ステップ 8 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

XMLサービス
電話機では、XMLディレクトリサービスなどの XMLサービスやその他の XMLアプリケー
ションがサポートされます。XMLサービスの場合、HTTPと HTTPSのサポートのみが利用可
能です。

サポートされている Cisco XMLオブジェクトは次のとおりです。
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• CiscoIPPhoneMenu

• CiscoIPPhoneText

• CiscoIPPhoneInput

• CiscoIPPhoneDirectory

• CiscoIPPhoneIconMenu

• CiscoIPPhoneStatus

• CiscoIPPhoneExecute

• CiscoIPPhoneImage

• CiscoIPPhoneImageFile

• CiscoIPPhoneGraphicMenu

• CiscoIPPhoneFileMenu

• CiscoIPPhoneStatusFile

• CiscoIPPhoneResponse

• CiscoIPPhoneError

• CiscoIPPhoneGraphicFileMenu

• Init:CallHistory

• Key:Headset

• EditDial:n

サポートされるURIの完全なリストは、次のURLの Cisco Unified Communications Manager and
Multiplatform Phones向け Cisco Unified IP Phone Servicesアプリケーション開発メモに掲載され
ています。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/
ip-phone-8800-series-multiplatform-firmware/products-programming-reference-guides-list.html

XMLディレクトリサービス
XML URLで認証が必要な場合、[XMLユーザ名（XML UserName）]および [XMLパスワード
（XML Password）]パラメータを使用します。

XMLURL内の [XMLユーザ名（XMLUserName）]パラメータは、$XMLユーザ名で置き換え
られます。

次に例を示します。

[XMLユーザ名（XML UserName）]パラメータは ciscoです。XMLディレクトリサービス
URLは http://www.sipurash.compath?username=$XML_User_Nameです。

この場合、要求 URLは http://www.sipurash.com/path?username=ciscoになりま
す。
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XMLアプリケーション
外部アプリケーション（Webアプリケーションなど）から電話機への POSTを介した CGI/実
行 URLで認証が必要な場合、[CISCO XML EXE認証モード（CISCO XML EXE Auth Mode）]
パラメータが次の 3つの異なるシナリオで使用されます。

• [信頼済み（Trusted）]：認証は行われません（ローカルユーザのパスワードが設定されて
いるかどうかに関わらず）。これがデフォルトです。

• [ローカルクレデンシャル（Local Credential）]：ローカルユーザパスワードが設定されて
いる場合、ローカルユーザパスワードを使ったダイジェスト認証に基づいて認証が行わ

れます。設定されていない場合、認証は行われません。

• [リモートクレデンシャル（RemoteCredential）]：（XMLアプリケーションサーバにアク
セスするために）Webページで XMLアプリケーションに設定されたリモートユーザ名/
パスワードを使用したダイジェスト認証に基づいて、認証が行われます。

マクロ変数

XMLURLでマクロ変数を使用することができます。次のマクロ変数がサポートされています。

•ユーザ ID：UID1、UID2 ... UIDn

•表示名：DISPLAYNAME1、DISPLAYNAME2 ... DISPLAYNAMEn

•認証 ID：AUTHID1、AUTHID2 ... AUTHIDn

•プロキシ：PROXY1、PROXY2 ... PROXYn

•小文字の 16進数を使用したMACアドレス：MA

•製品名：PN

•製品シリアル番号：PSN

•シリアル番号：SERIAL_NUMBER

次の表に、電話機でサポートされているマクロを一覧します。

マクロ展開マクロ名

$$形式は、単一の $文字に展開されます。$

汎用パラメータ GPP_A～ GPP_Pで置き換えられます。Aから P

特殊用途のパラメータGPP_SA～GPP_SDで置き換えられます。これらの
パラメータには、プロビジョニングで使われるキーまたはパラメータが格

納されます。

$SA～ $SDは、オプションの再同期 URL修飾子 --keyの引数と
して認識されます。

（注）

SAから SD
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マクロ展開マクロ名

小文字の 16進数を使用したMACアドレス（000e08aabbcc）。MA

大文字の 16進数を使用したMACアドレス（000E08AABBCC）。MAU

小文字の 16進数を使用し、16進数ペアがコロンで区切られたMACアド
レス（00:0e:08:aa:bb:cc）。

MAC

製品名（例：IP Phone 8861）。PN

製品シリーズ番号（例：8861）。PSN

シリアル番号の文字列（例：88012BA01234）。SN

SSLクライアント証明書のステータス（インストール済みまたは未インス
トール）。

CCERT

ローカルサブネット内の電話機の IPアドレス（例：192.168.1.100）。IP

インターネットで表示される電話機の外部 IP（例：66.43.16.52）。EXTIP

ソフトウェアバージョンの文字列（例：2.0.6(b)）。ソフトウェアバージョ
ンの文字列を使用して、次のいずかの方法で、現在の電話機のファーム

ウェアロードと比較します。

•引用符ありの "$SWVER"：ファームウェアロード名の比較で変数が
文字列として機能します。"$SWVER" eq

"sip8845_65.1-0129-18-0356dev.loads"の場合、電話機のモデル番号

とロード番号は比較の一部となります。

•引用符なしの $SWVER：変数が解析され、ビルド番号に加えて、メ
ジャー、マイナー、およびマイクロリビジョン番号が判別されます。

たとえば、sip88xx.11-1-1MSR-1dev.loadsと

sip8845_65.11-1-1MSR-1dev.loadsのファームウェア名が解析された場

合、その結果でモデル番号とロード番号は考慮されません。両方の

ファームウェア名の解析結果として、メジャーリビジョン=1、マイ
ナーリビジョン=1、マイクロリビジョン=1MSR、ビルド番号=1が得ら
れます。

SWVER

ハードウェアバージョンの文字列（例：1.88.1）。HWVER

プロビジョニングの状態（数字の文字列）：

• -1 =明示的な再同期要求

• 0 =電源投入再同期

• 1 =定期的な再同期

• 2 =再同期の失敗、再試行

PRVST
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マクロ展開マクロ名

アップグレードの状態（数字の文字列）：

• 1 =初回アップグレード試行

• 2 =アップグレード失敗、再試行

UPGST

前のアップグレード試行の結果メッセージ（ERR）（例：http_get failed）。UPGERR

最後の再同期試行から経過した秒数。PRVTMR

最後のアップグレード試行から経過した秒数。UPGTMR

SIPサーバで回線 1が登録解除されてから経過した秒数。REGTMR1

SIPサーバで回線 2が登録解除されてから経過した秒数。REGTMR2

レガシーマクロ名。UPGCOND

再同期またはアップグレード URLの解析後に取得されるファイルアクセ
ススキーム（TFTP、HTTP、または HTTPS）。

SCHEME

廃止された SCHEMEエイリアス。使用しないでください。METH

ターゲットサーバのホスト名を要求します。SERV

ターゲットサーバの IPアドレスを要求します（DNSルックアップの後）。SERVIP

ターゲット UDP/TCPポートを要求します。PORT

ターゲットのファイルパスを要求します。PATH

再同期またはアップグレード試行の結果メッセージ。ERR

回線 nの UserID設定パラメータの内容。UIDn

ユニットがカスタマイズされている場合、値は 1。それ以外の場合は 0。

Web UI情報ページで確認できるカスタマイズステータス。（注）

ISCUST

最初に接続されたコール、呼び出し中のコール、または着信コールに関連

付けられている名前。

INCOMINGNAME

最初に接続されたコール、呼び出し中のコール、または着信コールの電話

番号。複数のコールがある場合は、最初に検出されたコールに関連付けら

れているデータが渡されます。

REMOTENUMBER

[回線 N表示名（Line N Display Name）]設定パラメータの内容。DISPLAYNAMEn

[回線N認証 ID（LineNauth ID）]設定パラメータの内容が表示されます。AUTHIDn
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XMLアプリケーションに接続するための電話機の設定

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 次の情報を入力します。

• [XMLアプリケーションサービス名（XML Application Service Name）]：XMLアプリケー
ションの名前。ユーザの電話機でメニュー項目として表示されます。

• [XMLアプリケーションサービス URL（XML Application Service URL）]：XMLアプリ
ケーションが位置する URL。

XMLアプリケーションに接続するように未使用の回線ボタンを設定すると、そのボタンは上
記のフィールドで設定された URLに接続します。このようにしたくない場合は、回線ボタン
を設定する際に別の URLを入力する必要があります。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

XMLディレクトリサービスに接続するための電話機の設定

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 次の情報を入力します。

• [XMLディレクトリサービス名（XMLDirectory Service Name）]：XMLディレクトリの名
前。ディレクトリの選択肢としてユーザの電話機上に表示されます。

• [XMLディレクトリサービス URL（XML Directory Service URL）]：XMLディレクトリが
位置する URL。
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ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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第 11 章

電話機の機能および設定

•電話機の機能および設定の概要（208ページ）
• Cisco IP Phoneユーザのサポート（208ページ）
• Cisco IP Phoneのテレフォニー機能（209ページ）
•機能ボタンとソフトキー（216ページ）
•ユーザがラインキーの機能を設定できるようにする（219ページ）
•回線キーでの短縮ダイヤルの設定（220ページ）
• [設定ユーティリティ（ConfigurationUtility）]ページを使用した短縮ダイヤルの設定（221
ページ）

• DTMF待機と一時停止パラメータ（221ページ）
•短縮ダイヤル（223ページ）
•キー拡張モジュールでの短縮ダイヤルの設定（223ページ）
•スターコードで電話会議ボタンを有効化（224ページ）
•ダイヤルアシスタンスのイネーブル化（224ページ）
•追加回線キーのセットアップ（225ページ）
•その他の電話機を監視するための電話機の設定（225ページ）
•他の機能と連動する話中ランプフィールドの設定（228ページ）
•話中ランプフィールドラベルの設定（229ページ）
•英数字ダイヤリングの設定（229ページ）
•ページンググループの設定（マルチキャストページング）（230ページ）
•優先度ページングの追加（232ページ）
• Call Park（234ページ）
•キー拡張モジュールの LCDの明るさの設定（236ページ）
•プログラム可能なソフトキーの設定（237ページ）
•プロビジョニング権限の設定（246ページ）
•電話機のホテリングの有効化（248ページ）
•ユーザパスワードの設定（249ページ）
•問題レポートツールのログのダウンロード（249ページ）
• PRTアップロードの設定（250ページ）
•自動的にページングを受け入れるための電話機の設定（251ページ）
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•サーバ設定済みページング（252ページ）
• TR-069による電話機の管理（252ページ）
• TR-069ステータスの表示（253ページ）
•電子フックスイッチの有効化（253ページ）
•電話機のWebページから電話機のすべての問題を報告する（254ページ）
• Web UIボタンによる電話機の初期設定へのリセット（255ページ）
•セキュア内線のセットアップ（255ページ）
•パケットのキャプチャ（256ページ）
•緊急コール（257ページ）
• SIPトランスポートの設定（259ページ）
•電話機への非プロキシ SIPメッセージのブロック（260ページ）
•プライバシーヘッダの設定（260ページ）
• P-Early-Mediaサポートを有効にする（261ページ）
•ピアファームウェア共有（Peer Firmware Sharing）（262ページ）
•プロフィールアカウントの有効化（263ページ）
•プロファイル認証（264ページ）
•着信音をサイレント状態にする「無視」プログラム可能なソフトキーの追加（266ペー
ジ）

• BroadWorks Anywhereの有効化（266ページ）
•電話および BroadWords XSI Serverでのブロック発信者 ID機能の同期（267ページ）
•回線上の BroadWorks XSIコールログの表示の有効化 （268ページ）
• DNDおよび不在転送ステータスの同期（268ページ）
•エグゼクティブおよびアシスタント（272ページ）
•音声データおよびビデオデータの優先順位の設定（276ページ）

電話機の機能および設定の概要
Cisco IP Phoneをネットワークに設置して、ネットワーク設定を構成し、それらをサードパー
ティコール制御システムに追加したら、サードパーティコール制御システムを使用して、テ

レフォニー機能を設定したり、必要に応じて電話テンプレートを変更したり、サービスをセッ

トアップしたり、ユーザを割り当てたりする必要があります。

Cisco IP Phoneのその他の設定は、サードパーティコール制御設定ユーティリティから変更で
きます。このWebベースのアプリケーションを使用して、電話機登録基準とコーリングサー
チスペースのセットアップ、社内ディレクトリとサービスの設定、電話ボタンテンプレート

の修正、その他のタスクを行うことができます。

Cisco IP Phoneユーザのサポート
システム管理者は、多くの場合、ネットワーク内や社内の Cisco IP Phoneユーザの主な情報源
になります。最新の詳細な情報をエンドユーザに提供する必要があります。
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Cisco IP Phoneの機能（サービスおよびボイスメッセージシステムのオプションなど）を正常
に使用するには、ユーザはシステム管理者やシステム管理者のネットワークチームから情報を

入手する必要があります。また、支援を受けるためにシステム管理者に問い合わせ可能な環境

が必要です。支援を求める際の連絡先の担当者の名前、およびそれらの担当者に連絡する手順

をユーザに提供しておく必要があります。

エンドユーザにCisco IP Phoneに関する重要な情報を提供するために、社内のサポートサイト
にWebページを作成することを推奨します。

このサイトには、次のタイプの情報を含めるように考慮してください。

•サポートするすべての Cisco IP Phoneモデルのユーザガイド

• Cisco Unified Communicationsセルフケアポータルへのアクセス方法に関する情報

•サポートされている機能のリスト

•ボイスメールシステムのユーザガイドまたはクイックリファレンス

Cisco IP Phoneのテレフォニー機能
Cisco IP Phoneをサードパーティコール制御システムに追加した後、電話機に機能を追加でき
ます。次の表に、サポートされているテレフォニー機能のリストを示します。これらの多く

は、サードパーティコール制御システムを使用して設定できます。

サードパーティコール制御システムにも、各種テレフォニー機能を設定するためのサービス

パラメータがいくつかあります。

（注）

説明と詳細情報機能

TLS1.2および新しい暗号をサポートすることで、セキュリティが向上します。電話機での AES 256暗号化サポート

英数字を使用してコールを発信することができます。英数字ダイヤリングに使

用できる文字は、a～ z、A～ Z、0～ 9、-、_、.、+です。
英数字ダイヤリング

コールがどのように電話機にルーティングされたかに関係なく、ユーザはコー

ルピックアップグループ内の任意の回線でコールをピックアップできます。

すべてのコールピックアップ

電話機に接続された電話機のスピーカー、ハンドセット、およびヘッドセット

の音声設定を設定します。

音声設定

呼出音を 1～ 2回鳴らした後に、着信コールを自動的に接続します。

自動応答は、スピーカーフォンとヘッドセットのどちらでも機能します。

自動応答
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説明と詳細情報機能

ブラインド転送では、確立された2つのコール（保留状態または接続状態のコー
ル）を 1つのコールに結合します。コールを開始したユーザはコールから離脱
されます。ブラインド転送では、打診コールが開始されることも、アクティブ

なコールが保留になることもありません。

一部の JTAPI/TAPIアプリケーションには Cisco IP Phoneの結合およびブライン
ド転送機能との互換性がないため、同じ回線上の（場合によっては複数の回線

をまたいだ）結合および直接転送が無効になるように結合/直接転送ポリシーを
設定する必要が生じることがあります。

ブラインド転送

ユーザは、電話番号のコール状態をモニタすることができます。ビジーランプフィールド（BLF）

ユーザは、BLFを介してモニタされた電話番号への着信コールをピックアップ
することができます。

ビジーランプフィールド（BLF）
ピックアップ

通話の相手が話し中や通話不能だった場合、その相手が通話可能になったとき

に、ユーザの電話機に音声による通知と画面表示による通知が送信されます。

折り返し

発信回線および接続回線について表示する情報を、コールに関係する通話相手

に応じて決定します。RPIDおよび PAID発信者 IDの処理はサポートされてい
ません。

コール表示の制限

ユーザは、着信コールを別の番号にリダイレクトできます。コール転送オプショ

ンには、すべてのコール転送、話中転送、および無応答時転送があります。

コール転送

転送されたコールを受信したときに表示される情報を設定できます。コールの転送通知

電話機のコール履歴に共有回線のアクティビティを表示できるようにします。

この機能の目的は次のとおりです。

•共有回線の不在着信へのログイン

•共有回線のすべての応答済み着信と発信履歴のログへの記録

共有回線のコール履歴

ユーザがコールをパーク（一時的に保存）し、別の電話機を使用してそのコー

ルに応答できます。

Call Park

ユーザは、自分のピックアップグループに属する別の電話機で呼出音が鳴って

いる場合に、そのコールを自分の電話機にリダイレクトできます。

電話機のプライマリ回線に、音声によるアラートと画面表示によるアラートを

設定できます。このアラートによって、ピックアップグループ内でコールの呼

び出しがあることが通知されます。

コールピックアップ（Call Pickup）

コールの最中に別の着信コールの呼出音が鳴っていることを通知し、ユーザが

応答できるようにします。また、着信コールの情報を電話スクリーンに表示し

ます。

コールウェイティング
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説明と詳細情報機能

電話番号、名前、その他の説明テキストなど、発信者の識別情報を電話スクリー

ンに表示します。

発信者 ID

発信者 IDが有効になっている電話機から、ユーザが自分の電話番号または名
前をブロックできるようにします。

発信者 IDブロック（Caller ID
Blocking）

発信側の正規化では、ダイヤル可能な電話番号として電話番号がユーザに示さ

れます。エスケープコードが番号に付加されるため、ユーザは簡単に発信者に

再度接続できます。ダイヤル可能な番号は通話履歴に保存され、個人アドレス

帳に保存できます。

発信側の正規化

ユーザは、各参加者を個別に呼び出して、複数の通話相手と同時に話すことが

できます。

標準（アドホック）会議では、開催者以外でも参加者を追加または削除できま

す。また、どの会議参加者でも同じ回線上の 2つの標準会議を結合できます。

ユーザに対し、これらの機能がアクティブであるかどうかを必ず通知

してください。

（注）

会議

Real-Time Transport Protocol（RTP）と Secure Real-Time Transport Protocol（sRTP）
に設定可能なポート範囲（2048～65535）を提供します。

デフォルトの RTPおよび sRTPのポート範囲は 16384～16538です。

SIPプロファイルで RTPおよび sRTPのポート範囲を設定します。

設定可能な RTP/sRTPポート範囲

GPickUpソフトキーを押して呼出中のデバイスの電話番号を入力することによ
り、ユーザはその電話番号を呼び出しているコールに直接応答できます。

ダイレクトコールピックアップ

ユーザは、呼び出し中のコール、接続されたコール、または保留中のコールを、

ボイスメッセージシステムに直接転送できます。コールを転送した場合、その

回線は新しいコールの発信または受信に使用できるようになります。

転送

DNDをオンにすると、コールが呼び出し状態になっても呼出音が鳴らなくなり
ます。またあらゆる種類の表示や音による通知も、一切行われません。

応答不可（DND）

DNDおよびコール転送アイコンを回線キーラベルの隣に表示します。ライン
キーに関しては、機能キーの同期を有効にします。ラインキーは、DNDまたは
不在転送も有効にします。

DNDと、選択されていない回線キー
でのコール転送通知

ユーザに緊急通報機能を提供します。緊急サービスは、電話機の位置とコール

バック番号を受信して、緊急通報が予期せず切断された際に使用します。

緊急コール

エグゼクティブとそのアシスタントの共有コール制御を示します。エグゼクティブアシスタント

管理者は、有線ヘッドセットの側音レベルを設定できます。ヘッドセットの側音の制御
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説明と詳細情報機能

ユーザが、別のグループの電話番号で呼び出し音が鳴っているコールに応答す

ることができます。

グループコールピックアップ

共有回線を持つ電話機では、ローカル回線とリモート回線のいずれがコールを

保留したのかを区別できます。

保留状態

ユーザは、接続されたコールをアクティブな状態から保留状態に移行できます。

•保留音を使用しない限り、設定は必要ありません。この表の「保留音」を
参照してください。

•この表の「「保留復帰」」を参照してください。

保留/復帰

HTTPをデフォルトで使用することで、電話機へのファイルのダウンロードプ
ロセスが向上します。HTTPダウンロードが失敗した場合、電話機は TFTPダ
ウンロードの使用に戻ります。

HTTPダウンロード

HTTPSを使用した通信を要求することで、セキュリティが向上します。

Webが HTTPSモードの場合、電話機が HTTPSサーバになります。（注）

電話サービス用 HTTPS

発信者名と番号の表示が改善されています。発信者名がわかっている場合、

Unknownの代わりに発信者番号が表示されます。
発信者名と番号の表示の改善

ジッターバッファ機能は、オーディオストリームとビデオストリームの両方

について 10ミリ秒（ms）～ 1000 msのジッターを処理します。
ジッターバッファ

ユーザが、複数の電話回線上にある複数のコールを、1つの会議コールに結合
できるようになります。

一部の JTAPI/TAPIアプリケーションでは、Cisco IP Phoneの参加および直接転
送機能と互換性がないため、参加および直接転送ポリシーを設定して、同一回

線上や、場合によっては複数の回線をまたいだ参加と直接転送を無効にする必

要があります。

回線をまたいで参加

ユーザが、同一電話回線上にある 2つのコールを、1つの会議コールとして接
続したうえで、そのコールに留まることができます。

参加

メッセージ受信のオンおよびオフのインジケータに対する電話番号を定義しま

す。直接接続型のボイスメッセージシステムでは、指定された電話番号を使用

して、特定の Cisco IP Phoneのメッセージ受信インジケータを設定したりクリ
アしたりします。

待ちメッセージ

ハンドセットのランプの 1つで、ユーザに対する 1つまたは複数の新着ボイス
メッセージが届いていることを示します。

メッセージ受信インジケータ

IP Phoneの最小呼出音量レベルを設定します。最小呼出音量

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
212

Cisco IP Phoneの管理

Cisco IP Phoneのテレフォニー機能



説明と詳細情報機能

ユーザが、特定のラインアピアランスで不在履歴を不在履歴ディレクトリに記

録するかどうかを指定できるようにします。

不在履歴のログ

ユーザは電話機のグループまたはすべての電話機にページングできます。グルー

プページングが開始されたときに電話機で通話がアクティブである場合は、着

信ページングが無視されます。

マルチキャストページング

各回線は複数のコールに対応できます。デフォルトで、電話機は 1回線あたり
2つのアクティブコールをサポートし、最大で 1回線あたり 10のアクティブ
コールをサポートします。ある時点では 1コールだけが接続でき、他のコール
は自動的に保留になります。

システムでは、最大コール/ビジートリガーを 10/6以下で設定できます。10/6
を超える設定は公式にはサポートされていません。

ラインアピアランス 1つあたりの
コール数

発信者が保留状態になっている間、音楽を再生します。Music On Hold（保留音）

ハンドセットまたはヘッドセットのマイクをミュート状態にします。ミュート

元の発信者の電話番号を表示することで、エンドユーザが転送されたコールを

簡単に識別できるようにします。コールはアラートコールとして表示され、そ

の後に発信者の電話番号が表示されます。

アラート名なし

スピードダイヤル機能を設定すると、手動による操作をせずに、Forced
Authorization Code（FAC）、Client Matter Code（CMC）、ダイヤル一時停止、
追加の番号入力（ユーザ内線番号、会議のアクセスコード、ボイスメールパス

ワードなど）が必要な宛先に到達できます。スピードダイヤルを押すと、電話

機は指定したDNとのコールを確立し、指定した FAC、CMC、DTMFディジッ
トを宛先に送信し、必要なダイヤル一時停止を使用します。

スピードダイヤルの一時停止
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説明と詳細情報機能

リモートサイトの IP Phone間でのファームウェアファイルの共有を許可しま
す。アップグレードプロセスの実行時に帯域幅の節約となります。この機能

は、Cisco Peer-to-Peer-Distribution Protocol（CPPDP）を使用しています。CPPDP
は、デバイスのピアツーピア階層を形成するために使用される Cisco独自のプ
ロトコルです。CPPDPは、ファームウェアその他のファイルをピアデバイス
からネイバーデバイスにコピーする際にも使用します。

帯域幅が制限されたWANリンクを経由するブランチまたはリモートオフィス
導入シナリオでのファームウェアのアップグレードに役立ちます。

従来のアップグレード方法に比べて以下の利点を提供します。

•中央集中型リモート TFTPサーバへの TFTP転送における輻輳が制限され
ます。

•ファームウェアのアップグレードを手動で制御する必要がなくなります。

•アップグレード時に多数のデバイスが同時にリセットされた場合の電話機
のダウンタイムが削減されます。

IPフォンの数が多いほど、従来のファームウェアアップグレード方法に比べ、
パフォーマンスが向上します。

ピアファームウェア共有（PFS）

ユーザが先頭にプラス（+）記号を付けてE.164番号をダイヤルできるようにし
ます。

+記号をダイヤルするには、ユーザはアスタリスク（*）キーを1秒以上押し続
ける必要があります。これは、オンフック（編集モードを含む）またはオフフッ

クコールの最初の桁のダイヤルに適用されます。

プラスダイヤル

電話機ではLink Level Endpoint Discovery Protocol（LLDP）およびCiscoDiscovery
Protocol（CDP）を使用して電力をネゴシエートできます。

LLDPでの電力ネゴシエーション

電話機のログを送信するか、問題を管理者に報告します。問題レポートツール

発信、折り返し、不在転送などの機能を回線ボタンに割り当てることができま

す。

プログラム可能な機能ボタン

ユーザは、ボタンを押すか、[リダイヤル（Redial）]ソフトキーを押して、最
後にダイヤルした電話番号にコールをかけることができます。

リダイヤル

サービスプロバイダーがリモートから電話機の設定をカスタマイズできます。

サービスプロバイダーが物理的に電話機を触って取り扱う必要も、ユーザが電

話機の設定を行う必要もありません。サービスプロバイダーは、電話機の注文

時にセールスエンジニアと一緒にこの機能をセットアップできます。

リモートカスタマイズ（RC）

電話機に別のアクティブコールが着信したときに、回線で使用される呼出音タ

イプを指定します。

呼出音の設定
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説明と詳細情報機能

着信コールまたは発信コールの番号を使用して発信者名を識別します。LDAP
ディレクトリまたは XMLディレクトリを設定する必要があります。電話管理
のWebページを使用して名前の逆引きルックアップを有効または無効にするこ
とができます。

名前の逆引きルックアップ

保留中のコールがゲートウェイによってドロップされないようにします。ゲー

トウェイでは RTCPポートのステータスを確認して、コールがアクティブかど
うかが判別されます。電話ポートを開いたままにしておくことによって、ゲー

トウェイは保留中のコールを終了しません。

SIPの RTCP保留

管理者が電話機からデバッグ情報をより迅速かつ簡単に収集できるようにしま

す。

この機能は、各 IPフォンにリモートアクセスするために SSHを使用します。
この機能を使用するには、各 IPフォンの SSHが有効になっている必要があり
ます。

SIPエンドポイントの有用性

複数の電話機で同じ電話番号を共有したり、電話番号を同僚と共有したりでき

るようにします。

共有回線

電話機に、着信コールの発信者 IDと発信者番号の両方を表示できます。IP電
話機の LCDディスプレイのサイズによって、表示される発信者 IDと発信者番
号の長さが制限されます。

発信者 IDおよび発信者番号の表示機能は、着信コールのアラートのみに適用
されます。コール転送とハントグループの機能は変更されません。

この表の「発信者 ID」を参照してください。

発信者 IDおよび発信者番号の表示

通話履歴の詳細に発信、受信通話の通話時間を表示します。

通話時間が 1時間以上になった場合、時間、分、秒（HH:MM:SS）の形式で時
間が表示されます。

通話時間が 1時間を超えない場合、時間は分、秒（MM:SS）の形式で表示され
ます。

通話時間が 1分未満の場合は、秒（SS）形式で時間が表示されます。

通話履歴での通話時間の表示

無視ソフトキーを押すか、音量ボタンを押し下げて、着信コールの着信音を消

音することができます。

着信コールの呼出音を消す

DNSサーバ上の NAPTRレコードに基づき、適切な SIPトランスポートプロト
コルを自動的に選択するように電話機を設定します。

SIPトランスポートの設定（259ページ）を参照してください。

SIPトランスポートの自動選択

記憶されている指定番号をダイヤルします。短縮ダイヤル

タイムゾーンの変更に伴い、Cisco IP Phoneを更新します。タイムゾーンのアップデート
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説明と詳細情報機能

ユーザは、接続されているコールを自分の電話機から別の番号にリダイレクト

できます。

一部の JTAPI/TAPIアプリケーションでは、Cisco IP Phoneの参加および直接転
送機能と互換性がないため、参加および直接転送ポリシーを設定して、同一回

線上や、場合によっては複数の回線をまたいだ参加と直接転送を無効にする必

要があります。

転送

音声およびビデオパケットのさまざまな ToSフィールド値を指定することに
よって、制限された帯域幅で音声またはビデオデータに優先順位をつけて処理

することができます。

音声/ビデオデータの優先順位

コールに応答がない場合に、発信者がメッセージを残せるようにします。ボイスメッセージシステム

Webサービスはデフォルトで有効にされます。デフォルトで有効にされるWebアク
セス

電話機を設定して、BroadWorksサーバまたはローカル電話のいずれかからの最
近のコール履歴を表示させます。この機能を有効にすると、履歴画面に発信者

履歴の表示メニューが利用できるようになり、XSI通話ログあるいはローカル
通話ログから選択することが可能です。

XSIコールログの表示

機能ボタンとソフトキー
次の表に、ソフトキーで使用可能な機能、専用機能ボタンで使用可能な機能、さらにプログラ

ム可能な機能ボタンとして設定する必要がある機能を示します。この表の「X」は、その機能
が対応するボタンのタイプまたはソフトキーでサポートされることを意味します。2つのボタ
ンタイプとソフトキーのうち、プログラム可能な機能ボタンだけは Cisco IP Phoneの管理ペー
ジでの設定が必要です。

表 23 :機能および対応ボタンとソフトキー

ソフトキープログラム可能な機能

ボタン

専用機能ボタン機能名

××回答

××折り返し

××不在転送

××Call Park

Xコールパークの回線ス

テータス
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ソフトキープログラム可能な機能

ボタン

専用機能ボタン機能名

××コールピックアップ

（ピックアップ）

Xコールピックアップの

回線ステータス

X（接続される会議
コールシナリオでのみ

表示）

XConference

X転送

××Do Not Disturb

Xエグゼクティブ：通話

への参加

Xエグゼクティブ：通話

フィルタの有効化およ

び無効化

Xエグゼクティブ：自身

への通話転送

Xエグゼクティブ：設定

>アシスタントメ
ニューへのアクセス

Xエグゼクティブアシス

タント：コール転送ア

クティベーションおよ

び非アクティブ化

Xエグゼクティブアシス

タント：通話フィルタ

の有効化および無効化

Xエグゼクティブアシス

タント：エグゼクティ

ブの代理の通話開始

X（エグゼクティブの
通話または代理通話が

保留中の場合のみ表

示）

エグゼクティブアシス

タント：エグゼクティ

ブへの通話転送
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ソフトキープログラム可能な機能

ボタン

専用機能ボタン機能名

Xエグゼクティブアシス

タント：設定 >エク
ゼクティブメニューへ

のアクセス

××グループピックアップ

××保留

××ハントグループ

XIntercom

××迷惑呼 ID（MCID）

××ミートミー

××モバイルコネクト（モ

ビリティ）

Xミュート

××その他のピックアップ

××キューのステータス用

の PLKのサポート

XPrivacy

XQueue Status

××品質レポートツール

（QRT）

××Redial

××短縮ダイヤル

Xスピードダイヤルの回

線ステータス

X（接続される通話転
送のシナリオでのみ表

示）

XTransfer
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ユーザがラインキーの機能を設定できるようにする
ユーザがこれらの機能をラインキーに設定できるようにすることができます。

•短縮ダイヤル

•次のオプションを使用して、話中の同僚の回線を監視する話中ランプフィールド (BLF)。

•モニタ対象回線への短縮ダイヤル

•モニタ対象回線からのコールピックアップ

ユーザは、任意の利用可能な回線キーを選択して機能を設定することができます。また、短縮

ダイヤルキーまたは BLFキーとして機能する回線キーを選択することもできます。ユーザの
設定によって、ラインキーの既存の設定が上書きされます。ユーザは、他の機能を設定してい

るラインキーを選択することはできません。ユーザが BLFリストキーを選択すると、電話機
は次に利用可能なラインキーを使用して BLFリストキーの位置を調整します。

BLF機能オプションの場合、電話機は指定されたBLFリストURI(XMLパラメータBLF_List_URI)
にサブスクライブして、監視対象の回線のステータスが変更された場合に通知します。BLFリ
スト URIを指定しない場合、電話機は $USER@$PROXYにサブスクライブします。

手順

ステップ 1 電話管理のWebページで、 [管理者ログイン] > [詳細][音声]タブに移動します。

ステップ 2 機能を許可するにはAlt Console>Generalに移動し、「一般（414ページ）」で説明されている
ように、カスタマイズ可能な PLKオプションを設定します。

この手順が完了すると、ユーザはキー拡張モジュールキーの機能を設定できます。

ステップ 3 電話機のラインキーで機能の設定を有効にするには、次のいずれかを実行します。

•ラインキーの拡張機能を無効にします。

1. 音声 >フォンに移動します。

2. 対応するラインキー番号のセクションで内線を無効に設定します。

•対応する回線のサービスを無効にします。

1. 音声に移動します。

2. 対応する[内線番号]タブに移動します。

3. [全般 ]セクションで、回線の有効化を [いいえ]に設定します。
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回線キーでの短縮ダイヤルの設定
ユーザの電話機のアイドル回線に短縮ダイヤルを設定できます。これにより、ユーザはその回

線キーで短縮ダイヤルを使用できるようになります。回線キーで短縮ダイヤルを有効にする

と、短縮ダイヤルアイコンに短縮ダイヤル回線キーの名前が表示されます。ユーザがその回線

キーを押すと、割り当てられている内線番号がダイヤルされます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 短縮ダイヤルを設定する回線キーを選択します。

ステップ 3 [内線番号（Extension）]プルダウンメニューから、[無効（Disabled）]を選択して内線番号を
無効にします。

ステップ 4 [拡張機能（Extended Function）]フィールドに、次の形式で文字列を入力します。

fnc=sd;ext=9999@$PROXY;nme=xxxx

電話機に英数字ダイヤリング機能を設定し、従来の数字ではなく英数字を使ってコールを発信

できるようにするには、次の形式で文字列を入力します。

fnc=sd;ext=xxxx.yyyy@$PROXY;vid=n;nme=xxxx

引数の説明

• fnc=sdは短縮ダイヤル機能を意味します。
• Ext=9999は、回線キーで呼び出す電話機です。9999を適切な電話番号で置き換えます。

ext=xxxx.yyyyは、回線キーで呼び出す電話機です。xxxx.yyyyを英数字で置き換えます。
英数字ダイヤリングに使用できる文字は、a～ z、A～ Z、0～ 9、-、_、.、+です。

• vid=nは、電話機の回線インデックスです。

• nme=XXXXは、短縮ダイヤルの回線キーとして電話機に表示する名前です。XXXXを名
前で置き換えます。

また、回線キーで XMLサービスを設定できます。次の形式で文字列を入力します。

fnc=xml;url=http://xml.service.url;nme=name

ステップ 5 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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[設定ユーティリティ（Configuration Utility）]ページを使
用した短縮ダイヤルの設定

Webインターフェイスを使用して電話機に短縮ダイヤルを設定できます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >ユーザを選択します。

ステップ 2 [短縮ダイヤル（Speed Dial）]セクションで、短縮ダイヤルエントリに対応する名前と番号を
入力します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

DTMF待機と一時停止パラメータ
電話機で設定される短縮ダイヤル、ディレクトリ、拡張機能、およびその他の文字列に、待機

文字（X）と一時停止文字（,）を含めることができます。これらの文字は、手動および自動の
DTMF（デュアルトーン多重周波数）信号送信を可能にします。

短縮ダイヤル、拡張機能、またはディレクトリ文字列に、次の形式で待機文字と一時停止文字

を追加できます。

{Dial_String}[ ][,|X][DTMF_string][,|X][DTMF_string]

引数の説明

• Dial_String：ユーザが到達を試みている番号。8537777、14088537777などです。

• [ ]（スペース）：ダイヤル文字列の終わりを定義する（または区切る）ダイヤル終了文
字。スペースは必須です。スペースの前に Xまたはカンマ（,）があると、その文字はダ
イヤル文字列の一部として扱われます。

• ,（カンマ）：文字列のカンマごとに 2秒の一時停止が挿入されます。

• X（待機）：電話機がユーザ入力と確認応答を待つことを示します。

ユーザがキーパッドを使用して DTMF信号を手動で入力すると、手動入力の送信が完了
したことを確認するメッセージが表示されます。確認すると、電話機は、DTMF_stringに
よって定義された DTMF信号を送信します。電話機は次のパラメータを実行します。ダ
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イヤル文字列に実行するパラメータが残っていない場合、電話機はメイン画面を終了しま

す。

ユーザが待機プロンプトを確認するか、ユーザがコールを終了するか、リモートデバイス

によって終了されるまで、待機プロンプトウィンドウは消えません。

• DTMF_string：コールが接続された後にユーザがリモートデバイスに送信する DTMF信
号。電話機は、有効な DTMF信号以外の信号を送信できません。

例：

18887225555,,5552X2222

短縮ダイヤルを入力すると、電話機は18887225555にダイヤルします。スペースは、ダイヤ
ル文字列の終わりを示します。電話機は4秒間待って（2つのカンマ）から、「5552」という
DTMF信号を送信します。

ユーザに手動での番号入力を求めるメッセージが表示されます。番号のダイヤルを完了した

ら、ユーザは [OK]を押して手動入力が完了したことを確認します。電話機は「2222」という
DTMF信号を送信します。

使用上のガイドライン

ユーザは、コールが接続されているかぎり、いつでも番号を送信できます。

Xまたはカンマ（,）を含む文字列の最大長は、短縮ダイヤルエントリ、ダイヤル画面エント
リ、ディレクトリエントリ、およびその他のダイヤルされる文字列の長さに制限されます。

待機が開始されると、電話機はホーム画面を表示し、ユーザにキーパッドを使用して追加の番

号を入力することを求めます。ユーザが入力を編集しているときにこのアクションが発生する

と、編集内容が失われる可能性があります。

コールをダイヤルしているときにダイヤル文字列の最初の部分だけがダイヤルプランと一致す

る場合、ダイヤル文字列の一致しない部分は無視されます。次に例を示します。

85377776666,,1,23

8537777がダイヤルプランと一致する場合、「6666」という文字列は無視されます。電話機
は4秒間待って「1」という DTMF信号を送信します。その後、2秒間待って「23」という
DTMF信号を送信します。

コールのログを記録している場合は、ダイヤル文字列だけが記録され、DTMF文字列は記録さ
れません。

有効な DTMF信号は 0～ 9、*、または #です。他の文字はすべて無視されます。

制限事項

コールが接続直後に転送される場合、電話機は DTMF信号を処理できないことがあります。
これは、コールが転送される前に接続されている時間の長さによって異なります。
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短縮ダイヤル

説明パラメータ

短縮ダイヤルに付けられた名前が表示されま

す。

短縮ダイヤル名（Speed Dial Name）

短縮ダイヤルに割り当てられた番号が表示さ

れます。

短縮ダイヤル番号（Speed Dial Number）

キー拡張モジュールでの短縮ダイヤルの設定
キー拡張モジュールの回線に短縮ダイヤルを設定することができます。その場合、ユーザは回

線キーを押すことで、頻繁にダイヤルする番号に発信できるようになります。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >アテンダントコンソールを選択します。

ステップ 2 短縮ダイヤルを有効にするキー拡張モジュールの回線キーを選択します。

ステップ 3 次の形式で文字列を入力します。

fnc=sd;ext=9999@$PROXY;vid=n;nme=xxxx

引数の説明

• fnc=sdは短縮ダイヤル機能を意味します。

• Ext=9999は、回線キーで呼び出す電話機です。9999を数値で置き換えます。

• vid=nは、電話機の回線インデックスです。

• nme=XXXXは、短縮ダイヤルの回線キーとして電話機に表示する名前です。XXXXを名
前で置き換えます。

また、キー拡張モジュールキーにXMLサービスを設定できます。次の形式で文字列を入力し
ます。

fnc=xml;url=http://xml.service.url;nme=name

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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スターコードで電話会議ボタンを有効化
電話会議ボタンにスターコードを付け、1回ボタンを押下するだけで電話会議への多くのアク
ティブコールを追加できるようにします。電話のwebページからこの機能を有効にできます。

始める前に

•電話サーバは、この機能をサポートする必要があります。

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）
を参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線(n)を選択します。ここで、「n」は内線番号です。

ステップ 2 [コール機能の設定（Call Feature Settings）]セクションの [電話会議シングルハードキー
（Conference Single Hardkey）]フィールドで [はい（Yes）]を選択し、[会議ブリッジの URL
（Conference Bridge URL）]にスターコードを入力して [すべての変更を送信（Submit All
Changes）]を押下します。たとえば、*55を入力して電気通信サービスプロバイダーの会議ブ
リッジの URLを表すこともできます。

また、xmlファイルを使用して電話会議ボタンを有効にすることもできます。次の形式で文字
列を入力します。

<Conference_Bridge_URL_1_ ua="na">*55</Conference_Bridge_URL_1_>

<Conference_Single_Hardkey_1_ ua="na">Yes</Conference_Single_Hardkey_1_>

ダイヤルアシスタンスのイネーブル化
ダイヤルアシスタンスを設定すると、ユーザがさらに素早くコールを発信できるようになりま

す。ユーザがダイヤルするに伴い、電話機の画面に、ダイヤルした番号に最も近い電話番号が

リストされます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >ユーザを選択します。
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ステップ 2 [補足サービス（Supplementary Services）]セクションで、[ダイヤルアシスタンス（Dial
Assistance）]フィールドを [はい（Yes）]に設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

追加回線キーのセットアップ
電話画面の両側にあるボタンを回線キーとして使用できるようにするには、この機能を有効に

します。

手順

ステップ 1 [設定ユーティリティ（Configuration Utility）]ページで、[管理者ログイン（Admin Login）] >
[音声（Voice）] > [電話機（Phone）]の順にクリックします。

ステップ 2 回線キーを選択し、その回線キーを有効にする内線を選択します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

その他の電話機を監視するための電話機の設定
他の電話機の回線のステータスを監視するように電話機を設定することができます。この機能

は、ユーザが定期的に同僚のコールを処理し、コールに応答できるかどうかを確認する必要が

ある場合に便利です。電話機は、個別のラインキーで各回線を監視します。モニタリングライ

ンキーは、話中ランプフィールド (BLF)キーとして機能します。BLFは、モニタされている回
線のステータスを示すために色を変更する LEDです。

表 24 : BLFキー LEDステータス

意味LEDカラー

モニタ対象の回線を利用できます。グリーン

モニタ対象の回線がビジー状態です。赤

モニタ対象の回線が呼出音を出しています。赤色に点滅

BLFキーの設定でエラーが発生しています。オレンジ

電話機が BroadSoftサーバに登録されている場合、電話機を設定して、1つの設定を使用して
複数のユーザを監視することができます。
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複数のユーザの回線を監視するように電話機を設定する

電話機が BroadSoftサーバに登録されている場合は、すべての BLFリストを監視するように電
話機を設定できます。電話機は、BLFリストエントリを監視するために利用可能な回線キーを
順番に割り当て、BLFキーの監視対象回線のステータスを表示し始めます。

始める前に

•電話機が BroadSoftサーバに登録されていることを確認します。

• BroadSoftサーバ上の電話機のユーザのための BLFリストを設定します。

手順

ステップ 1 電話管理のWebページで、管理者ログイン >詳細、音声 > Altコンソール >全般に移動しま
す。

ステップ 2 一般（414ページ）で説明しているように、BLFリスト URI、BLFリストを設定し、BLFリ
ストのラインキーを使用します。

ユーザが個々のBLFキー (ユーザがラインキーの機能を設定できるようにする（219ページ）
を参照)を設定できるようにする場合は、BLFリストを非表示に設定することを推奨します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

電話機設定ファイルでの話中ランプフィールドの設定

電話機が BroadSoftサーバに登録されている場合、電話設定ファイルを使用して話中ランプ
フィールドを設定できます。

手順

ステップ 1 BroadSoftサーバにある電話設定ファイルの BLF_List_URIパラメータを編集します。

ステップ 2 List URI: sip:パラメータ@ドメイン名を追加します。

List URIは、BroadSoftサーバで定義されているものと一致する必要があります。

ステップ 3 変更内容を保存します。

電話機のラインキーを設定して、1人のユーザの回線を監視する
同僚がコールを処理できるかどうかをユーザが監視する必要がある場合、電話回線で話中ラン

プフィールドを設定できます。
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話中ランプフィールドを、短縮ダイヤルまたはコールピックアップと任意に組み合わせて連

動するように設定できます。たとえば、話中ランプフィールドを単独で設定することも、話中

ランプフィールドと短縮ダイヤル、話中ランプフィールドとコールピックアップ、または話

中ランプフィールドと短縮ダイアルおよびコールピックアップが連動するように設定するこ

ともできます。ただし、短縮ダイヤルだけは別の設定が必要になります。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 話中ランプフィールドを設定する回線キーを選択します。

ステップ 3 [無効（Disabled）]を選択して内線を無効にします。

ステップ 4 [拡張機能（Extended Function）]フィールドに、次の形式で文字列を入力します。

fnc=blf;sub=xxxx@$PROXY;usr=yyyy@$PROXY

fnc=blf;sub=xxxx@$PROXY;ext=yyyy@$PROXY

ここで、

• fnc= blfは、機能（function）=話中ランプフィールド（busy lamp field）の意味です。

• sub=は、SUBSCRIBEメッセージを送信する URIです。BroadSoftサーバの場合、この名
前は、List URI: sip:パラメータで定義されている名前と同じでなければなりません。xxxx
は List URI: sip:パラメータで定義されている名前です。xxxxを、定義されている正確な
名前に置き換えてください。$PROXYはサーバです。$PROXYをサーバアドレスまたは
サーバ名に置き換えます。

• usr/ext=は、話中ランプフィールドで監視されるユーザです。yyyyは、話中ランプフィー
ルドで監視される電話機のユーザ IDです。yyyyを監視対象の電話機の正確なユーザ ID
で置き換えます。$PROXYはサーバです。$PROXYをサーバアドレスまたはサーバ名に
置き換えます。

ステップ 5 （任意）話中ランプフィールドを、短縮ダイヤルまたはコールピックアップと任意に組み合
わせて連動するように設定できます。話中ランプフィールドを短縮ダイヤルやコールピック

アップと連動させるには、[拡張機能（Extended Function）]フィールドに次の形式で文字列を
入力します。

fnc=blf+sd+cp;sub=xxxx@$PROXY;usr=yyyy@$PROXY.

ここで：

sd=短縮ダイヤル

cp=コールピックアップ
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ステップ 6 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

他の機能と連動する話中ランプフィールドの設定
キー拡張モジュールの他の機能（短縮ダイヤル、コールピックアップなど）と連動するように

話中ランプフィールドを設定できます。正しい文字列形式を選択するために、次の表の情報を

参考にしてください。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >アテンダントコンソールを選択します。

ステップ 2 キー拡張モジュール回線キーを選択します。

ステップ 3 適切な形式で文字列を入力します。

文字列形式機能

fnc=blf+sd;sub=xxx@proxy;ext=monitored userID@proxy.話中ランプフィールドと短

縮ダイヤル

fnc=blf+sd+cp;sub=xxx@proxy;ext=monitored userID@proxy.話中ランプフィールド、短

縮ダイヤル、およびコール

ピックアップ

fnc=blf+sd;sub=xxx@proxy;ext=monitored userID@proxy.

拡張機能を使用してこの組み合わせを設定することはできません。この組み合わせは

BroadSoftサーバでのみサポートされます。これを設定するには、サーバの BLFリスト
および関連する設定を使用します。

話中ランプフィールド、短

縮ダイヤル、およびパーク通

知

fnc=blf+sd+cp;sub=xxx@proxy;ext=monitored userID@proxy.

拡張機能を使用してこの組み合わせを設定することはできません。この組み合わせは

BroadSoftサーバでのみサポートされます。これを設定するには、サーバの BLFリスト
および関連する設定を使用します。

話中ランプフィールド、短

縮ダイヤル、パーク通知、お

よびコールピックアップ

fnc=blf;sub=xxx@proxy;ext=monitored userID@proxy.

拡張機能を使用してこの組み合わせを設定することはできません。この組み合わせは

BroadSoftサーバでのみサポートされます。これを設定するには、サーバの BLFリスト
および関連する設定を使用します。

話中ランプフィールドと

パーク通知
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文字列形式機能

fnc=blf+cp;sub=xxx@proxy;ext=monitored userID@proxy.

拡張機能を使用してこの組み合わせを設定することはできません。この組み合わせは

BroadSoftサーバでのみサポートされます。これを設定するには、サーバの BLFリスト
および関連する設定を使用します。

話中ランプフィールド、

パーク通知、およびコール

ピックアップ

fnc=blf+cp;sub=xxx@proxy;ext=monitored userID@proxy話中ランプフィールドと

コールピックアップ

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

話中ランプフィールドラベルの設定
キー拡張モジュールまたはデバイスで話中ランプフィールドを設定して、電話機のユーザ名、

内線番号、またはその両方を表示できます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >アテンダントコンソールを選択します。

ステップ 2 [BLFラベル表示モード（BLF Label Display Mode）]を次のいずれかに設定します。

• [両方（Both）]：ユーザ名と内線番号の両方を表示します。
• [名前（Name）]：ユーザ名だけを表示します。
• [内線（Extension）]：ユーザの内線番号だけを表示します。

英数字ダイヤリングの設定
電話機のユーザが数字のみをダイヤルする代わりに、英数字をダイヤルして電話をかけること

ができるように、電話機を設定できます。電話の webページで、スピードダイヤル、BLF、
コールピックアップとともに英数字ダイヤルを設定することができます。
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始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線を選択します。

ステップ 2 [URIダイヤル 1の有効化（Enable URI Dialing 1）]で、[はい（Yes）]を選択します。これで、
英数字ダイヤリングが有効になります。

[電話（phone）]ページで、この形式で回線キーに文字列を追加して、英数字ダイヤリング機
能付きの短縮ダイヤルを有効にできます。

fnc=sd;ext=xxxx.yyyy@$PROXY;nme=yyyy,xxxx

次に例を示します。

fnc=sd;ext=first.last@$PROXY;nme=Last,First

上記の例では、ユーザは「first.dial」とダイヤルして電話をかけることができます。

英数字ダイヤリングに使用できる有効な文字は、a～ z、A～ Z、0～ 9、-、_、.、お
よび +です。

（注）

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

ページンググループの設定（マルチキャストページン

グ）
ユーザがサーバを介さずにすべての電話機または電話機のグループを一度にページングできる

ようにするには、マルチキャストページングを設定できます。[設定ユーティリティ
（Configuration Utility）]ページで電話機をページンググループの一部として設定した後、グ
ループに含まれる複数の電話機を同じマルチキャストアドレスにサブスクライブできます。こ

れにより、ユーザは特定の電話機のグループに直接ページングできるようになります。各ペー

ジンググループに固有の番号を割り当てると、ユーザはそのページンググループ番号をダイ

ヤルしてページングを開始することになります。（同じく [設定ユーティリティ（Configuration
Utility）]ページで設定された）同じマルチキャストアドレスにサブスクライブされているす
べての電話機がページを受信します。ページングコールが着信すると、3回連続した短いビー
プ音のページングトーンが鳴ります。

次の点に注意してください。

•同じページンググループに属するすべてのデバイスが対応するマルチキャストグループ
に参加できるよう、ネットワークでマルチキャストがサポートされていなければなりませ

ん。
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•ページンググループでは、偶数番号のポート番号を使用しなければなりません。

•グループページングが開始されている間、電話機でアクティブな通話が行われると、着信
ページングが無視されます。

•グループページングは片方向であり、G711コーデックを使用します。ページングされた
電話機では、発信者からのコールしか聞こえません。

• DNDが有効にされている場合、着信ページは無視されます。

•ハンドセットやヘッドセットが使用されていない限り、ページングが発生すると、ページ
ングされた電話機のスピーカーが自動的にオンになります。

•グループページングが開始されている間、電話機でアクティブな通話が行われると、着信
ページングが無視されます。コールが終了した時点で、ページングへの応答が行われます

（ページがアクティブな場合）。

•複数のページが発生した場合、ページングの応答は発生順で行われます。アクティブな
ページが終了するまで、次のページへの応答は行われません。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 [複数ページグループのパラメータ（Multiple Paging Group Parameters）]セクションの [グルー
プページングスクリプト（Group Paging Script）]フィールドに、次の形式で文字列を入力し
ます。

pggrp=multicast-address:port;[name=xxxx;]num=yyy;[listen={yes|no}]];

ここで：

• multicast-addressは、ページをリッスンして受信する電話機のマルチキャスト IPアドレス
です。

• port：ページングするポートです。ページンググループごとに異なる偶数番号のポートを
使用する必要があります。

マルチキャストページングは、奇数番号のポートでは動作しません。注意

• name=xxxx（オプション）は、ページンググループの名前です。xxxxを名前で置き換えま
す。最大 64文字の名前を指定できます。

• num=yyyは、ユーザがページンググループにアクセスする際にダイヤルする一意の番号
です。yyyを数値で置き換えます。最大64文字の番号を指定できます。許容される範囲は
1024～ 32767です。
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• listenは、電話機がページンググループをリッスンするかどうかを指定します。listenが
yesに設定されている最初の 2つのグループだけがグループページを聞くことができま
す。このフィールドが定義されていない場合、デフォルトで値は noに設定されます。グ
ループページをリッスンするには、このフィールドを設定する必要があります。

設定文字列の最後にページンググループを追加することで、さらにページンググループを追

加できます。以下に、ページンググループの例をいくつか示します。

pggrp=224.168.168.168:34560;name=All;num=500;listen=yes;
pggrp=224.168.168.168:34562;name=GroupA;num=501;listen=yes;
pggrp=224.168.168.168:34564;name=GroupB;num=502;
pggrp=224.168.168.168:34566;name=GroupC;num=503;

この例では、4つのページンググループ（All、GroupA、GroupB、GroupC）を作成します。
すべての電話機にページを送信する場合は 500をダイヤルします。GroupAグループの一部と
して設定されている電話機にページを送信する場合は 501を、GroupBグループの一部として
設定されている電話機にページを送信する場合は 502を、GroupCグループの一部として設定
されている電話機にページを送信する場合は 503をダイヤルします。設定されている電話機
が、Allグループおよび GroupAグループ宛てのページを受信します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

優先度ページングの追加
ページングの優先順位を設定することができます。電話にページを送受信する登録をする必要

がなく、この機能は、「アウトオブバンドページング（Out of Band Paging）」と呼ばれてい
ます。最大 5つのページンググループを電話に設定できます。

アクティブコール中にページングが開始されると、ユーザの電話上に受信ページまたは送信

ページのアイコンが表示されます。

優先順位は、通常ページの最中は影響を与えません。アクティブなページの最中に電話に受信

した時のみ、優先順位がアクティブな通話に影響を与えます。次のシナリオでは、アクティブ

なページの優先度がアクティブな通話にどのように影響するかについて説明します。

• PG_PRI_EMERGENT（優先順位0）：通話中に電話が優先順位0のページを受信すると、
通話が保留中になります。ページングの完了後、通話が再開されます。

• PG_PRI_IMPRORTANT（優先順位 1）：通話中に電話が優先順位 1のページを受信する
と、通話とページオーディオが混合されます。

• PG_PRI_NORMAL（優先順位 2）：通話中にデバイスが優先順位 2のページを受信する
と、電話画面に任意の受信ページアイコンが表示されなくなり、ユーザは通知音のみが聞

こえる状態になります。通話を終了してもページがアクティブな場合、ユーザの電話には

ページング通知が表示されます。

• PG_PRI_MINOR（優先順位 3）：通話中に電話が優先度 3のページを受信すると、ページ
は無視されます。
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手順

ステップ 1 電話のWebページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（Advanced）] > [音声
（Voice）] > [電話（Phone）]の順に選択します。

ステップ 2 [複数ページンググループパラメーター（MultipagingGroup Parameters）]セクションの [グルー
プページングスクリプト（Group Paging Script）]フィールドに次のフォーマットで文字列を
入力します。

pggrp=multicast-address:port;[name=xxxx;]num=yyy;[listen={yes|no}]];pri=n

引数の説明

• multicast-addressは、ページをリッスンして受信する電話機のマルチキャスト IPアドレス
です。

• portは、ページング対象のポートです。ページンググループごとに異なるポートを使用す
る必要があります。

• name=xxxx（オプション）は、ページンググループの名前です。xxxxを名前で置き換えま
す。最大 64文字の名前を指定できます。

• num=yyyは、ユーザがページンググループにアクセスする際にダイヤルする一意の番号
です。yyyを数値で置き換えます。最大64文字の番号を指定できます。許容される範囲は
1024～ 32767です。

• listenは、電話機がページンググループをリッスンするかどうかを指定します。listenが
yesに設定されている最初の 2つのグループだけがグループページを聞くことができま
す。このフィールドが定義されていない場合、デフォルトで値は noに設定されます。グ
ループページをリッスンするには、このフィールドを設定する必要があります。

• pri = nは、ページングの優先度レベルを示します。優先度レベルの範囲は 0～ 4です。

設定文字列とページングの優先順位設定を追加することで、さらにページンググループを追加

できます。次に例を示します。

pggrp=224.168.168.168:34560;name=All;num=500;listen=yes;pri=0
pggrp=224.168.168.168:34562;name=GroupA;num=501;listen=yes;pri=1
pggrp=224.168.168.168:34564;name=GroupB;num=502;pri=2
pggrp=224.168.168.168:34566;name=GroupC;num=503;pri=3

この例では、4つのページンググループ（All、GroupA、GroupB、GroupC）を作成します。す
べての電話にページを送信するため、ユーザは500にダイヤルします。通話中に電話が「すべ
て」のグループにあるページを受信した場合、その通話は保留中になります。

ユーザは 501をダイヤルして、GroupAグループの一部として設定された電話機にページを送
信します。コール中に電話機が「GroupA」グループでページを受信すると、ページからの音
声とコールが混在します。

ユーザは 502をダイヤルして、GroupBグループの一部として設定された電話機にページを送
信します。GroupAで設定された電話機がアクティブコール中にページを受信すると、ページ
ング UIはデバイスに表示されず、ページの受信時に通知音が再生されます。アクティブコー
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ルが終了し、ページがまだアクティブである場合は、ページング UIがデバイスに表示されま
す。

ユーザは 503をダイヤルして、GroupCグループの一部として設定された電話機にページを送
信します。GroupCで設定された電話機がアクティブコール中にページを受信すると、そのペー
ジは無視されます。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

Call Park
コールパーク機能では、コールをパーク保留中にした後、この電話機または別の電話機からそ

のコールを取得できます。この機能を設定すると、以下の色の LEDが回線キーに表示される
ようになります。

•緑の LED：コールパークは正常に設定されています。

•オレンジの LED：コールパークは設定されていません。

•赤くゆっくり点滅する LED：コールがパーク保留中になっています。

スターコードによるコールパークの設定

ユーザがコールを保留中にした後で、自分の電話機からでも別の電話機からでもそのコールを

取れるようにコールパークを設定できます。

コールパークを設定する際は、コールパークコードとコールパーク解除コードを、サーバ上

に設定されている機能アクセスコードと一致させる必要があります。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >地域を選択します。

ステップ 2 [コールパークコード（Call Park Code）]フィールドに *68と入力します。

ステップ 3 [コールパーク解除コード（Call Unpark Code）]フィールドに *88と入力します。

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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プログラム可能な回線キーへのコールパークの追加

回線キーにコールパークを追加すると、ユーザが一時的にコールを保存して取得できるように

なります。コールパークはプライベート回線および共有回線でサポートされます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 回線キーを選択します。

ステップ 3 [無効（Disabled）]を選択して内線を無効にします。

ステップ 4 [拡張機能（Extended Function）]フィールドに、次の形式で文字列を入力します。

プライベート回線の場合は、fnc=prk;sub=$USER@$PROXY;nme=CallPark-Slot1と入力
します。

共有回線の場合は、fnc=prk;sub=$USER@$PROXY;nme=Call-Park1;orbit=<DN of
primary line>と入力します。

引数の説明

• fnc=prkはコールパーク機能であることを意味します。

• sub=999999はコールパーク先の電話機です。999999を数値で置き換えます。

• nme=XXXXは、コールパーク回線キーとして電話機に表示される名前です。XXXXを名
前で置き換えます。

ステップ 5 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

キー拡張モジュールの回線キーでのコールパークの追加

キー拡張モジュールの回線キーにコールパークを追加すると、ユーザはキー拡張モジュールが

接続されているのと同じ電話機に一時的にコールを保存したり、別の電話機にコールを保存し

たりできるようになります。さらに、ユーザは回線キーからコールをパーク解除することもで

きます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。
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手順

ステップ 1 音声 >アテンダントコンソールを選択します。

ステップ 2 コールパークを有効にするキー拡張モジュール回線キーを選択します。

ステップ 3 次の形式で文字列を入力します。

プライベート回線の場合は、fnc=park;sub=$USER@$PROXY;nme=CallPark-Slot1と入力します。

共有回線の場合は、fnc=prk;sub=$USER@$PROXY;nme=Call-Park1;orbit=<DN of primary line>と

入力します。

引数の説明

• fnc=prkはコールパーク機能であることを意味します。
• sub=999999はコールパーク先の電話機です。999999を数値で置き換えます。
• nme=XXXXは、コールパーク回線キーとして電話機に表示される名前です。XXXXを名
前で置き換えます。

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

キー拡張モジュールの LCDの明るさの設定
アテンダントコンソールで、キー拡張モジュールの LCD表示の明るさを設定できます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >アテンダントコンソールを選択します。

ステップ 2 [アテンダントコンソール LCDコントラスト（Attendant Console LCD Contrast）]を 1～ 15の
値に設定します。

数値が大きいほど、キー拡張モジュール画面の明るさが増します。値を入力しないと、LCDの
明るさレベルは 1に設定されます。この値では、画面が最も薄暗くなります。

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
236

Cisco IP Phoneの管理

キー拡張モジュールの LCDの明るさの設定



プログラム可能なソフトキーの設定
電話機上に表示されるソフトキーをカスタマイズできます。デフォルトのソフトキー（電話機

がアイドル状態のとき）は、[リダイヤル（Redial）]、[ディレクトリ（Directory）]、[コール転
送（Call Forward）]および [応答不可（Do Not Disturb）]です。その他のソフトキーは、特定
のコール状態のときに使用できます（たとえば、コールが保留中であれば、[復帰（Resume）]
ソフトキーが表示されます）。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 [プログラム可能なソフトキー（Programmable Softkeys）]で、ソフトキーを表示するコール状
態に基づいてソフトキーを編集します。詳細については、プログラム可能なソフトキー（239
ページ）を参照してください。

[プログラム可能なソフトキー（Programmable Softkeys）]セクションでは、各電話機の状態が
表示され、その状態のときに表示される使用可能なソフトキーが列挙されます。各ソフトキー

はセミコロンで区切られます。ソフトキーは次の形式で表示されます。

softkeyname |[ position ]

ここで、softkeynameはキーの名前で、positionはキーが IP電話画面上に表示される位置です。
位置には番号が付けられています。位置 1が IP電話画面の左下に表示され、その後に位置 2
～ 4が続きます。その他の位置（5以降）は、電話機の右矢印キーを押すことによってアクセ
スされます。ソフトキーの位置が指定されなかった場合は、キーがフローティングして、IP電
話画面の最初の使用可能な空の位置に表示されます。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

プログラム可能なソフトキーのカスタマイズ

この電話機には、16個のプログラム可能なソフトキー（フィールドPSK1～PSK16）が用意さ
れています。これらのフィールドは、短縮ダイヤルスクリプトによって定義できます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。
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手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 [プログラム可能なソフトキー（Programmable Softkeys）]セクションで、[プログラム可能なソ
フトキー有効（Programmable Softkey Enable）]を [はい（Yes）]に設定します。

ステップ 3 電話機の機能を設定するプログラム可能なソフトキーの番号フィールドを選択します。

ステップ 4 プログラム可能なソフトキーの文字列を入力します。各種のプログラム可能なソフトキーの説
明については、プログラム可能なソフトキーでの短縮ダイヤルの設定（238ページ）を参照し
てください。

ステップ 5 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

プログラム可能なソフトキーでの短縮ダイヤルの設定

プログラム可能なソフトキーを短縮ダイヤルとして設定できます。短縮ダイヤルは、内線番号

でも電話番号でも構いません。プログラム可能なソフトキーに短縮ダイヤルを設定して、特定

業種向けサービスアクティベーションコード（またはアスタリスク（*）コード）が定義する
アクションを実行することもできます。たとえば、プログラム可能なソフトキーに*67の短縮
ダイヤルを設定した場合、ソフトキーでコールを保留中にすることができます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 [プログラム可能なソフトキー（Programmable Softkeys）]セクションで、[プログラム可能なソ
フトキー有効（Programmable Softkey Enable）]を [はい（Yes）]に設定します。

ステップ 3 短縮ダイヤル PSKを設定するには、[PSK番号（PSK number）]フィールドに次の形式で文字
列を入力します。

fnc=sd;ext=extensionname/starcode@$PROXY;vid=n;nme=name

ここで、

• fncは、キーの機能（短縮ダイヤル）です。

• extensionnameは、ダイヤルする内線番号または実行するアスタリスクコードです。

• vid= nは、短縮ダイヤルがダイヤルアウトする内線番号です。

• nameは、設定対象の短縮ダイヤルの名前です。
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[名前（name）]フィールドの値は、IP Phone画面のソフトキーに表示される名前で
す。電話機に表示する名前は 10文字以下にすることを推奨します。これよりも多い
文字を使用すると、電話画面上でラベルの超過部分が切り捨てられます。

（注）

ステップ 4 次のフィールドを編集します。

• [アイドルキーリスト（Idle Key List）]：次の例に示すように編集します。

redial|1;newcall|2;dnd;psk1

ユーザが電話機でプログラム可能なソフトキーの機能リストを誤って設定すると、電話機

の LCD上のキーリストは更新されません。次に例を示します。

•ユーザが rdeial;newcall;cfwdと入力した場合（redialのスペルが誤っていま
す）、キーリストは更新されず、LCDには変更が反映されません。

•ユーザが redial;newcall;cfwd;delcharと入力した場合、delcharソフトキーは
[アイドルキーリスト（Idle Key List）]で使用できないため、LCDに変更は反映され
ません。したがって、このようなプログラム可能なソフトキーリストの設定は誤って

います。

• PSK1：

fnc=sd;ext=5014@$PROXY;nme=sktest1

この例では、電話機のソフトキーを内線番号 5014の短縮ダイヤル番号（sktest1）と
して設定しています。

（注）

また、プログラム可能なソフトキーにXMLサービスを設定できます。次の形式で文字列を入
力します。

fnc=xml;url=http://xml.service.url;nme=name

ステップ 5 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

プログラム可能なソフトキー

利用可能な電話のステータス定義キーラベルキーワード

アイドル（Idle）ユーザが自動着信呼分配

（ACD）にログインします。
Agtサインイン
（Agt signin）

acd_login

アイドル（Idle）ユーザが ACDからログアウト
します。

Agtサインアウト
（AgtSignOut）

acd_logout

呼び出し中（Ringing）着信コールに応答します。応答answer

アイドル（Idle）ACDステータスを確認します。Agtステータス
（Agt Status）

astate
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利用可能な電話のステータス定義キーラベルキーワード

アイドル（Idle）ACDサーバにログインしてい
るユーザが自分のステータスを

応対可能に設定していることを

示します。

利用可能

（Avail）
avail

共有アクティブ

（Shared-Active）、共有保留
（Shared-Held）

他のユーザが共有コールに割り

込めるようにします。

割り込み割り込み

共有アクティブ

（Shared-Active）
他のユーザがマイクは使用でき

ない状態で共有コールに割り込

めるようにします。

[バージ無音
（BargeSilent）]

bargesilent

接続中（Connected）

接続中のビデオ

ブラインドコール転送（コール

の転送先の相手と話さずにコー

ルを転送する）を実行します。

[ブラインド転送サービス
（Blind Xfer Serv）]が有効に
なっている必要があります。

[ブラインド転送
（BlindXfer）]

bxfer

ダイヤリング入力（Dialing
Input）

リスト内の選択した項目に発信

します。

コール（Call）call（また
は dial）

処理中（Progressing）コール情報を表示コール情報（Call
Info）

コール情報

接続、接続中のビデオビデオ通話接続中にコールリス

トへアクセスできるようにしま

す。

コールリスト

（Call list）
calllist

オフフック（Off-Hook)コールをキャンセルします（電

話会議の開催時に相手が応答し

なかったときなど）。

キャンセル

（Cancel）
cancel

アイドル（Idle）、オフフック
（Off-Hook）、共有アクティ
ブ（Shared-Active）、保留
（Hold）、共有保留
（Shared-Held）

すべてのコールを指定された番

号に転送します。

転送/Clr転送
（Forward / Clr
fwd）

cfwd

接続、会議録音の一時停止録音の一時停止

（PauseRec）
crdpause

接続、会議録音の再開ResumeReccrdresume

接続、会議録音の開始録音（Record）crdstart
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利用可能な電話のステータス定義キーラベルキーワード

接続、会議録音を停止します。StopRec（録音停
止）

crdstop

接続中（Connected）

接続中のビデオ

会議通話を開始します。[会議
サーバ（Conf Server）]が有効
になっており、アクティブまた

は保留中の2つ以上のコールが
存在する必要があります。

会議中

（Conference）
conf

接続中（Connected）

接続中のビデオ

電話機の会議アクティブ回線。

[会議サービス（ConfServ）]が
有効になっており、アクティブ

または保留中の2つ以上のコー
ルが存在する必要があります。

会議回線（Conf
line）

confLx

ダイヤリング入力（Dialing
Input）

テキストの入力中に文字を削除

します。

delChar：バック
スペースアイコ

ン

delchar

アイドル（Idle）、ミス
（Miss）、オフフック（入力
なし）（Off-Hook）、接続中
（Connected）、転送開始
（Start-Xfer）、会議開始
（Start-Conf）、会議中
（Conferencing）、保留
（Hold）、呼び出し中
（Ringing）、共有アクティブ
（Shared-Active）、共有保留
（Shared-Held）

電話帳へのアクセスを提供しま

す。

Dirdir

アイドル、接続、会議、保留廃棄コードの入力DispCodedisp_code

[アイドル（Idle）]、[オフフッ
ク（Off-Hook）]、[共有アク
ティブ（Shared-Active）]、[共
有保留（Shared-Held）]、[会議
中（Conferencing）]、[会議開
始（Start-Conf）]、[転送開始
（Start-Xfer）]、[ビデオ接続中
（Connected video）]

応答不可を設定して着信時に電

話機が鳴動しないようにしま

す。

DND / Clr Dnddnd

接続中（Connected）緊急番号の入力緊急

（Emergency）
emergency
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アイドル（Idle）ユーザがエクステンションモビ

リティにログインします。

サインイン

（Sign in）
em_login
（または

signin）

アイドルユーザがエクステンションモビ

リティからログアウトします。

サインアウト

（Sign Out）
em_logout
（または

signout）

[接続中（Connected）]、[オフ
フック（Off-Hook）]、[進行中
（Progressing）]、[転送開始
（Start-Xfer）]、[会議開始
（Start-Conf）]、[会議中
（Conferencing）]、[リリース
（Releasing）]、[保留
（Hold）]、[接続中のビデオ
（Connected Video）]

通話を終了します。コール終了endcall

アイドル、ミス、オフフック

（入力なし）、接続、

Start-Xfer、Start-Conf、会議、
保留、リンギング、共有アク

ティブ、共有開催

接続中のビデオ

「短縮ダイヤル」へのアクセス

を提供します。

お気に入り

（Favorites）
お気に入り

アイドル（Idle）、オフフック
（Off-Hook）

ユーザが呼び出し中の内線番号

を検出することにより、その

コールに応答できるようにしま

す。

GrPickupグループ

ピックアッ

プ

接続中、転送開始、会議開

始、会議中、接続中のビデオ

コールを保留にします。保留（Hold）hold

[呼び出し中（Ringing）]着信コールを無視します。拒否（Decline）ignore

[呼び出し中（Ringing）]着信コールの呼出音を消す無視ignoresilent

会議中（Conferencing）会議コールに接続します。会議

のホストがユーザAで、ユーザ
BとユーザCが参加者である場
合、Aが [参加（Join）]を押す
と、Aは離脱して、ユーザBと
ユーザ Cが接続されます。

参加参加
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アイドル（Idle）、不在着信
（Missed-Call）、オフフック
（入力なし）（Off-Hook）

最後の不在着信を返します。Call Rtn/lcrlcr

ダイヤリング入力（Dialing
Input）

カーソルを左に移動します。左矢印アイコンleft

アイドル、ミス、オフフック

（入力なし）、接続、

Start-Xfer、Start-Conf、会議、
保留、リンギング、共有アク

ティブ、共有開催

接続中のビデオ

ボイスメールへのアクセスを提

供します。

メッセージ

（Messages）
メッセージ

不在着信（Missed Calls）不在着信のリストを表示しま

す。

Missmiss

アイドル（Idle）、保留
（Hold）、共有アクティブ
（Shared-Active）、共有保留
（Shared-Held）

新しいコールを開始します。発信（NewCall）newcall

オフフック（Off-Hook)入力オプションのメニューを開

きます。

オプションオプション

接続中（Connected）

接続中のビデオ

指定された「パーク」番号で

コールを保留にします。

パーク（Park）park

接続中（Connected）

接続中のビデオ（Connected
Video）

アクティブ共有回線上のコール

を保留にします。

PrivHoldphold

アイドル（Idle）、オフフック
（Off-Hook）

別の内線番号で呼出音が鳴って

いても、その内線番号を入力し

てそのコールに応答できます。

ピック

（PickUp）
pickup

接続中のビデオ（Connected
Video）

PIPを画面の四隅のいずれかに
移動したり、PIPをオフにする
ことができます。

PIPアイコンpip

アイドル（Idle）、オフフック
（Off-Hook）、保留
（Hold）、共有アクティブ
（Shared-Active）、共有保留
（Shared-Held）

コール履歴からすべてのコール

リストを表示します。

履歴（Recents）recents
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アイドル（Idle）、接続中
（Connected）、会議開始
（Start-Conf）、転送開始
（Start-Xfer）、オフフック
（入力なし）（Off-Hook）、
保留（Hold）

接続中のビデオ（Connected
Video）

リダイヤルリストを表示しま

す。

リダイヤルリダイヤル

保留（Hold）、共有保留
（Shared-Held）

保留中のコールを再開します。復帰復帰

ダイヤリング（入力）カーソルを右に移動します。右矢印アイコンright

すべて（All）「情報と設定」にアクセスでき

ます。

設定（Settings）settings

接続中（Connected）ビデオ通話接続中かつコールス

トの表示中にビデオセッション

へのアクセスを提供します。

ビデオの表示

（Show video）
ビデオの表

示

オフフック（Off-Hook）、ダ
イヤリング（入力）（

Dialing）

選択可能なスターコードのリス

トを表示します。

スターコード/*
コードの入力

（Input Star
Code/*code）

starcode

接続中のビデオ（Connected
Video）

ビデオ通話中にリモートビデオ

ストリームとセルフビューを入

れ替えることができます。

切り替え

（Swap）
swap

アイドル（Idle）、接続中
（Connected）、会議中
（Conferencing）、保留
（Hold）

トリガートレーストレース

（Trace）
trace

アイドルACDサーバにログインしてい
るユーザが自分のステータスを

応対不可に設定していることを

示します。

応対不可

（Unavail）
unavail
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アイドル（Idle）、オフフック
（Off-Hook）、接続中
（Connected）、共有アクティ
ブ（Shared-Active）

接続中のビデオ（Connected
Video）

パークされたコールを再開しま

す。

パーク解除

（Unpark）
unpark

接続中、転送開始、会議開始コール転送を実行します。[在
席転送サービス（Attn Xfer
Serv）]が有効になっており、
少なくとも1つの接続済みコー
ルと1つのアイドルコールが存
在する必要があります。

転送（Transfer）xfer

接続中（Connected）

接続中のビデオ（Connected
Video）

電話機上のアクティブ回線を着

信者番号に転送します。[在席
転送サービス（AttnXferServ）]
が有効になっており、アクティ

ブまたは保留中の 2つ以上の
コールが存在する必要がありま

す。

転送回線（Xfer
line）

xferLx

エグゼクティブとアシスタント用のプログラム可能なソフトキー

利用可能な電話のステータス定義キーラベ

ル

キーワー

ド

アイドル、共有アクティブアシスタントを持つエグゼクティブの

みが使用することができます。アシス

タントによって、ユーザ（エグゼク

ティブ）が通話に参加します。

ブリッジ

イン

bridgein

Holdエグゼクティブアシスタントのみが使

用できます。対応中の通話をユーザ(ア
シスタント)からエグゼクティブに転
送します。

コール

プッシュ

callpush

アイドル、共有アクティブアシスタントを持つエグゼクティブの

みが使用することができます。対応中

のコールをアシスタントからユーザ

（エグゼクティブ）に転送します。

検索callretrieve
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利用可能な電話のステータス定義キーラベ

ル

キーワー

ド

コール転送が有効である場合に

のみ使用することができます。

メニューで、設定 >エクゼク
ティブを選択します。

また、エグゼクティブとして

設定された回線キーを押して利

用することもできます。

エグゼクティブアシスタントのみが使

用することができます。ユーザ（アシ

スタント）のコール転送を非アクティ

ブ化します。

Clr divert転送

メニューで、設定 >エクゼク
ティブを選択すると利用でき

ます。

また、 Executiveとして設定さ
れたラインキーを押して利用す

ることもできます。

エグゼクティブアシスタントのみが使

用することができます。ユーザ（アシ

スタント）のコール転送をアクティブ

にします。ユーザが処理するエグゼク

ティブユーザに対するすべての着信

コールは、指定された通知先に転送さ

れます。

転送

メニューで、設定 >エクゼク
ティブを選択すると利用でき

ます。

また、 Executiveとして設定さ
れたラインキーを押して利用す

ることもできます。

エグゼクティブアシスタントのみが使

用できます。選択したエグゼクティブ

の代理で通話を開始します。

プロキシ

コール

proxycall

プロビジョニング権限の設定
プロビジョニング権限を設定することで、ユーザが自分個人用の電話機の設定に別の電話機か

らアクセスできるようになります。たとえば、曜日によって異なるシフトや異なるデスクで勤

務する複数のユーザが内線番号を共有しながらも、それぞれに自分用の個人設定を使用するこ

とができます。

電話機でプロビジョニング権限を有効にすると、[サインイン（Sign in）]ソフトキーが表示さ
れるようになります。ユーザは自分のユーザ名とパスワードを入力して、個人用の電話機の設

定にアクセスします。また、サインインを無視して、ゲストとして電話機を使用することもで

きます。サインインした後、ユーザは電話機で個人用の電話番号にアクセスできます。ユーザ

がサインアウトすると、電話機は機能が限定された基本プロファイルに戻ります。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。
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手順

ステップ 1 音声 >プロビジョニングを選択します。

ステップ 2 [設定プロファイル（ConfigurationProfile）]セクションで、[プロファイルルール（ProfileRule）]
フィールドを電話設定ファイルの URLに設定します。

例：

http://192.0.2.1:80/dms/CP-MMxx-MPP/MMxxSystem.xml

値は次のとおりです。

MM：マルチプラットフォームファームウェアを搭載した Cisco IP Phone MMシリーズ（68、
78、または 88）

MMxx：Cisco専用電話機モデル（7841、7861、8845、8865、7832）

ステップ 3 [管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（advanced）] > [音声（Voice）] > [電話（Phone）]
の順で選択します。

ステップ 4 [エクステンションモビリティ（Extension Mobility）]セクションの[EM有効（EM Enable）]
および [EMユーザドメイン（EM User Domain）]フィールドに電話設定ファイルで指定され
ている情報に基づく値を入力します。

ステップ 5 Set the amount of time (in minutes) that the phone session will last for in theセッションタイマー（秒）
フィールドで、通話セッションの期間を（分単位で）設定します。セッションがタイムアウト

になると、電話機がサインアウトします。

ステップ 6 [カウントダウンタイマー（s）（Countdown Timer(s)）]に、ユーザのサインアウトをキャンセ
ルするまでの期間（秒数）を設定します。

ステップ 7 [パスワードの優先入力モード（Preferred Password Input Mode）]フィールドからパスワードの
入力タイプを選択します。

[エクステンションモビリティ（ExtensionMobility）]フィールドの詳細については、エクステ
ンションモビリティ（373ページ）を参照してください。

ユーザは電話からパスワードの入力タイプを変更することもできます。

ステップ 8 （任意） [プログラム可能なソフトキー（Programmable Softkeys）]セクションの [プログラム
可能なソフトキー有効（Programmable Softkey Enable）]フィールドが [はい（Yes）]に設定さ
れている場合、[アイドルキーリスト（Idle Key List）]に signinを追加します。

例：

newcall|1;signin|2

ステップ 9 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

電話機設定ファイルでのプロビジョニング権限の設定

電話機のデフォルト設定ファイルでプロビジョニング権限を有効にすることができます。その

場合、電話機ごとにこの機能を手動でセットアップする必要がなくなります。
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始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 電話設定ファイルで、次のパラメータを設定します。

a) [Profile_Rule]パラメータに、プロビジョニング権限プロファイルルールを設定します。

例：

<Profile_Rule ua="na">("$EMS" eq "mobile" and "$MUID" ne "" and "$MPWD" ne "")?[--uid
$MUID$PDOM --pwd $MPWD]
http://10.74.121.51:80/dms/CP-8851-3PCC/8851System.xml|http://10.74.121.51:80/dms/CP-8851-3PCC/8851System.xml</Profile_Rule>

b) [EM_Enable]パラメータを [はい（Yes）]に設定します。

例：

<EM_Enable ua="na">Yes</EM_Enable>

c) [EM_User_Domain]パラメータに、電話機のドメインまたは認証サーバを入力します。

例：

<EM_User_Domain ua="na">@10.74.121.51</EM_User_Domain>

ステップ 2 設定ファイルを保存して、プロビジョニングサーバにアップロードします。

ステップ 3 音声 >プロビジョニングを選択します。

ステップ 4 [プロファイルルール（Profile Rule）]フィールドのいずれかに、設定ファイルのファイルパ
スを入力します。

例：

http://<SERVER IP ADDRESS>:80/dms/td_8861/8861System.xml

ステップ 5 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

電話機のホテリングの有効化
Broadworksのホテル機能を設定し、ホストまたはゲストとして電話を設定します。

手順

ステップ 1 音声 >内線[n]を選択します。ここで、[n]は内線番号となります。

ステップ 2 [コール機能設定（Call Feature Settings）]セクションで、[Broadsoftホテリングの有効化（Enable
Broadsoft Hoteling）]を [はい（Yes）]に設定します。
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ステップ 3 ユーザがゲストとして電話機にサインインしていることができる時間を [ホテリングサブスク
リプション期限切れ（Hoteling Subscription Expires）]に秒単位で設定します。

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

ユーザパスワードの設定
ユーザのパスワードは、ユーザ自身が電話機で設定することも、ユーザに代わって設定するこ

ともできます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >システムを選択します。

ステップ 2 [ユーザパスワード（User Password）]フィールドにパスワードを入力します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

問題レポートツールのログのダウンロード
ユーザが問題レポートを送信する際は、問題レポートツールを使用します。

Cisco TACと協力して問題をトラブルシューティングする場合、通常は問題を解決するための
参考として、Cisco TACから問題報告ツールのログを提出するよう求められます。

問題レポートを発行するには、ユーザは問題レポートツールにアクセスし、問題の発生日時、

および問題の説明を入力します。問題レポートをダウンロードするには、[設定ユーティリティ
（Configuration Utility）]ページを使用する必要があります。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 情報 >デバッグ情報 >デバイスログを選択します。
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ステップ 2 [問題レポート（Problem Reports）]領域で、ダウンロードする問題レポートファイルをクリッ
クします。

ステップ 3 ファイルをローカルシステムに保存し、ファイルを開いて問題レポートのログにアクセスしま
す。

PRTアップロードの設定
サーバでは、ユーザが電話機から送信する問題レポートを受信するためのアップロードスクリ

プトを使用する必要があります。

• [PRTアップロードルール（PRT Upload Rule）]フィールドに指定されている URLが有効
であれば、ユーザの電話機UIには、問題レポートが正常に送信されたことを伝えるアラー
トが表示されます。

• [PRTアップロードルール（PRT Upload Rule）]フィールドに値が指定されていなかった
り無効なURLが設定されていたりすると、ユーザの電話機UIにはデータをアップロード
できなかったことを伝えるアラートが表示されます。

電話機は、HTTPフォームベースのアップロードに類似したパラメータと共に HTTP/HTTPS
POSTメカニズムを使用します。アップロードには次のパラメータが含まれます（マルチパー
トMIME符号化を使用）。

• devicename（例："SEP001122334455"）

• serialno（例："FCH12345ABC"）

• username（ユーザ名は [ステーション表示名（Station Display Name）]または内線の [ユー
ザ ID（User ID）]のいずれかに指定されている値です。[ステーション表示名（Station
Display Name）]が最初に考慮されます。このフィールドが空の場合、[ユーザ ID（User
ID）]が使用されます）。

• prt_file（例："probrep-20141021-162840.tar.gz"）

指定した間隔で PRTを自動的に生成でき、また、PRTファイル名も定義できます。

スクリプト例を次に示します。このスクリプトは参考用の目的のみに掲載されています。シス

コでは、お客様のサーバにインストールされたアップロードスクリプトをサポートしていませ

ん。

<?php

// NOTE: you may need to edit your php.ini file to allow larger
// size file uploads to work.
// Modify the setting for upload_max_filesize
// I used: upload_max_filesize = 20M

// Retrieve the name of the uploaded file
$filename = basename($_FILES['prt_file']['name']);

// Get rid of quotes around the device name, serial number and username if they exist
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$devicename = $_POST['devicename'];
$devicename = trim($devicename, "'\"");

$serialno = $_POST['serialno'];
$serialno = trim($serialno, "'\"");

$username = $_POST['username'];
$username = trim($username, "'\"");

// where to put the file
$fullfilename = "/var/prtuploads/".$filename;

// If the file upload is unsuccessful, return a 500 error and
// inform the user to try again

if(!move_uploaded_file($_FILES['prt_file']['tmp_name'], $fullfilename)) {
header("HTTP/1.0 500 Internal Server Error");
die("Error: You must select a file to upload.");

}

?>

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >プロビジョニングを選択します。

ステップ 2 [問題レポートツール（Problem Report Tool）]セクションで、問題レポートツール（350ペー
ジ）の説明に従いフィールドを設定します。

XML（cfg.xml）コードを使用して、電話構成ファイルにパラメータを設定することもできま
す。次の形式で文字列を入力します。

<PRT_Upload_Rule ua="na">

http://64.101.234.132:8000//Users/abcd/uploads/prt/test-prt.tar.gz

</PRT_Upload_Rule>

<PRT_Upload_Method ua="na">POST</PRT_Upload_Method>

<PRT_Max_Timer ua="na">20</PRT_Max_Timer>

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

自動的にページングを受け入れるための電話機の設定
シングルページングまたはインターコム機能により、ユーザは別のユーザと電話で直接連絡す

ることができます。ページング先ユーザの電話機がページングを自動的に受け入れるように設
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定されている場合、電話機の呼出音は鳴りません。ページングが開始されると、2台の電話機
間で直接接続が自動的に確立されます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >ユーザを選択します。

ステップ 2 [補足サービス（Supplementary Services）]セクションの [ページ自動応答（Auto Answer Page）]
フィールドで、[はい（Yes）]を選択します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

サーバ設定済みページング
ユーザが電話機のグループをページングできるように、サーバ上のページンググループを設定

できます。詳細については、サーバのマニュアルを参照してください。

TR-069による電話機の管理
Technical Report 069（TR-069）で定義されているプロトコルおよび標準を使用して電話機を管
理できます。TR-069では、大規模な展開において電話機や他の顧客宅内機器（CPE）のすべて
を管理する際に一般なプラットフォームについて説明しています。このプラットフォームは電

話機のタイプや製造元には依存しません。

双方向 SOAP/HTTPベースのプロトコルとして、TR-069では CPEと自動設定サーバ（ACS）
間の通信を規定しています。

TR-069の機能拡張の詳細は、TR-069パラメータの比較（451ページ）を参照してください。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 > TR-069を選択します。

ステップ 2 TR-069（419ページ）の説明に従ってフィールドをセットアップします。
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ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

TR-069ステータスの表示
ユーザの電話機でTR-069を有効にした場合、[設定（Configuration）]ページでTR-069パラメー
タのステータスを確認できます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

情報 >ステータス > TR-069ステータスを選択します。

TR-069（419ページ）で、TR-069パラメータのステータスを確認できます。

電子フックスイッチの有効化
電子フックスイッチ機能を使用すると、ワイヤレスヘッドセットを電話機に電子的に接続する

ヘッドセットを使用することができます。通常、ヘッドセットには、電話機に接続して、ヘッ

ドセットと通信するベースが必要となります。サポートされるヘッドセットは以下の通りで

す。

• Plantronics Savi 740

• Jabra PRO920

• Jabra PRO9400

• Sennheiser DW Pro1

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >ユーザを選択します。
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ステップ 2 音量（410ページ）の説明に従ってフィールドをセットアップします。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

電話機のWebページから電話機のすべての問題を報告す
る

Cisco TACと協力して問題をトラブルシューティングする場合、通常は問題を解決するための
参考として、Cisco TACから問題報告ツールのログを提出するよう求められます。電話機の
Webページを使用して PRTのログを生成し、リモートログサーバにアップロードできます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 情報 >デバッグ情報を選択します。

ステップ 2 [問題レポート（Problem Reports）]セクションで、[PRTの生成（Generate PRT）]をクリック
します。

ステップ 3 [問題のレポート（Report Problem）]画面に次の情報を入力します。

a) [日付（Date）]フィールドに問題が発生した日付を入力します。このフィールドには、現
在の日付がデフォルトで表示されます。

b) [時刻（Time）]フィールドに、問題が発生した時刻を入力します。このフィールドには、
現在の時刻がデフォルトで表示されます。

c) [問題の選択（Select Problem）]ドロップダウンリストボックスで、利用可能なオプショ
ンから問題の説明を選択します。

ステップ 4 [問題のレポート（Report Problem）]画面の [送信（Submit）]をクリックします。

[送信（Submit）]ボタンは、[問題の選択（Select Problem）]ドロップダウンリストボックス
で値を選択した場合にのみ有効になります。

PRTアップロードが成功したかどうかを示す通知アラートが電話機のWebページに表示され
ます。
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Web UIボタンによる電話機の初期設定へのリセット
電話のWebページから電話を初期設定へのリセットすることができます。リセットは、電話
がアイドル状態の場合にのみ発生します。電話がアイドル状態ではない場合、電話のwebペー
ジには電話が通話中であるため再度一度やり直す必要がある旨のメッセージが表示されます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 管理者ログイン >詳細 >情報 >デバッグ情報を選択します。

ステップ 2 [初期設定へのリセット（Factory Reset）]セクションで、[初期設定へのリセット（Factory
Reset）]をクリックします。

ステップ 3 [初期設定へのリセットの確認（Confirm Factory Reset）]をクリックします。

セキュア内線のセットアップ
セキュア内線のみを許可するように拡張機能を設定することができます。セキュア内線のみを

許可するように拡張機能を設定した場合、拡張機能が発信するすべての通話はセキュアになり

ます。

XMLサービスを使用してセキュアな拡張機能を設定することもできます。次の形式で文字列
を入力します。

<Secure_Call_Serv ua="na">Yes</Secure_Call_Serv>

<Secure_Call_Option_1_ ua="na">Optional</Secure_Call_Option_1_>

始める前に

• [音声 >フォン]タブの [補足サービス (Supplementary Services)]セクションで、セキュア
コールサービスが有効になっていることを確認します。

•拡張機能のSIPトランスポートのパラメータがTLSに設定されていることを確認します。

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）
を参照してください。
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手順

ステップ 1 音声 >内線(n)を選択します。

ステップ 2 [コール機能の設定（Call Feature Settings）]セクションの [セキュアコールオプション（Secure
Call Option）]で、[オプション（Optional）]を選択して電話の現状のセキュアコールオプショ
ンを維持するか、あるいは [必須（Required）]を選択して他の電話からの非セキュアなコール
を拒否するようにします。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

パケットのキャプチャ

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 情報 >デバッグ情報を選択します。

ステップ 2 [問題レポートツール（Problem Report Tool）]セクションで、[パケットキャプチャ（Packet
Capture）]フィールドの [パケットキャプチャの開始（Start Packet Capture）]ボタンをクリッ
クします

ステップ 3 電話が受信したすべてのパケットをキャプチャするには [すべて（All）]をクリックし、送信
元や送信先がその電話の IPである場合のみパケットをキャプチャするには [ホスト IPアドレ
ス（Host IP Address）]をクリックします。

ステップ 4 選択した電話から発信します。

ステップ 5 パケットのキャプチャを停止する場合は、[パケットキャプチャの停止（StopPacketCapture）]
をクリックします。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
[キャプチャファイル（CaptureFile）]フィールドにあるファイルを確認します。このファイル
には、フィルタされたパケットが含まれています。
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緊急コール

緊急通報のサポートバックグラウンド

緊急通報サービスプロバイダーは、会社の各 IPベースの電話機のロケーションを登録するこ
とができます。ロケーション情報サーバ（LIS）は、緊急応答ロケーション（ERL）を電話機
に転送します。電話機は再起動した後、およびユーザが電話機にサインインしたとき、登録時

にそのロケーションを保存します。ロケーションエントリでは、番地、建物番号、階、室、お

よびオフィスのその他のロケーション情報を指定することができます。

緊急通報を発信すると、電話機はそのロケーションをコールサーバに転送します。コールサー

バは、コールとロケーションを緊急通報サービスプロバイダーに転送します。緊急通報サービ

スプロバイダーは、コールと一意のコールバック番号（ELIN）を緊急サービスに転送します。
緊急サービスまたは公安応答局（PSAP）は、電話機のロケーションを受け取ります。PSAP
は、コールが切断された場合、コールバックする番号も受け取ります。

電話機からの緊急通報の説明に使用される用語の詳細は、緊急通報のサポート用語（258ペー
ジ）を参照してください。

内線番号の電話機のロケーションを取得するには、以下のパラメータを挿入します。

•企業 ID：NG9-1-1サービスプロバイダーによって企業に割り当てられる一意の番号
（UUID）。

•プライマリ要求URL：電話機の場所を取得する際に使用されるプライマリサーバのHTTPS
アドレス。

•セカンダリ要求 URL：電話機の場所を取得する際に使用されるセカンダリサーバ（バッ
クアップ）の HTTPSアドレス。

•緊急電話番号：緊急通報を特定する数字のシーケンス。複数の緊急電話番号を指定するに
は、各番号をコンマで区切ります。

一般的な緊急サービス番号を以下に示します。

•北米：911

•欧州諸国：112

•香港：999

電話機は、以下のアクティビティに関して新しいロケーション情報を要求します。

•コールサーバへの電話機の登録時。

•すでにコールサーバに登録された電話機がユーザによって再起動された時。

•ゲストの電話機へのログイン時。
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• SIP登録で使用されるネットワークインターフェイスの変更時。（たとえば、WiFiをイー
サネットに変更する、など）。

•電話機の IPアドレスの変更時。

すべてのロケーションサーバがロケーション応答を送信しない場合、電話機は、2分ごとにロ
ケーションリクエストを再送信します。

緊急通報のサポート用語

Ciscoマルチプラットフォームフォンの緊急通報のサポートに関する用語を以下で説明しま
す。

•緊急ロケーション識別番号（ELIN）：1台以上の内線電話を表すために使用する番号であ
り、緊急サービスにダイヤルしたユーザを識別します。

•緊急応答ロケーション（ERL）：一連の内線電話をグループ化した論理ロケーション。

• HTTP対応ロケーション配信（HELD）：ロケーション情報サーバ（LIS）から電話機の
PIDF-LOロケーションを取得する暗号化されたプロトコル。

•ロケーション情報サーバ（LIS）：SIPベースの電話機のHELDリクエストに応答し、HELD
XML応答を使用して電話機のロケーションを提供するサーバ。

•緊急通報サービスプロバイダー：電話機のロケーションを使用して電話機の HELDリク
エストに応答する会社。緊急通報（電話機のロケーションを伝送する）をかけると、コー

ルサーバが通報をこの会社に転送します。緊急通報サービスプロバイダーは、ELINを追
加して、通報を緊急サービス（PSAP）に転送します。通話が切断された場合、PSAPは
ELINを使用して、緊急通報に使用された電話機に再接続します。

•緊急応答機関（PSAP）：緊急サービス IPネットワークに参加している緊急サービス（た
とえば、消防署、警察、救急車など）。

•汎用一意識別子（UUID）：緊急通報サポートを使用して会社を一意に識別するために使
用される 128ビットの数値。

緊急通報を発信するための電話機の設定

始める前に

•緊急通報サービスプロバイダーから電話用の E911地理位置情報構成 URLと会社識別子
を取得します。同じオフィス内の複数の電話機の内線には、同じ地理位置情報 URLと会
社識別子を使用できます。

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）
を参照してください。
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手順

ステップ 1 音声 >内線nをクリックします。nは、電話機のWebダイアログの内線番号（1～10）です。

ステップ 2 ダイアルプランエリアで、緊急電話番号を顧客の緊急サービス番号に対応する数字に設定し
ます。

複数の緊急電話番号を指定するには、各緊急電話番号をカンマで区切ります。

ステップ 3 E911地理位置情報構成エリアで、会社のUUIDを、緊急通報サービスプロバイダーから取得
した一意の顧客識別子に設定します。

次に例を示します。

07072db6-2dd5-4aa1-b2ff-6d588822dd46

ステップ 4 暗号化したプライマリリクエストURLを主な地理的冗長サーバに指定します。この位置情報
サーバは、この電話機の場所を返します。

次に例を示します。

https://prod.blueearth.com/e911Locate/held/held_request.action

ステップ 5 暗号化したセカンダリリクエスト URLを、位置情報を返すことのできるバックアップサー
バに指定します。

次に例を示します。

https://prod2.blueearth.com/e911Locate/held/held_request.action

ステップ 6 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

SIPトランスポートの設定
SIPメッセージの場合は、選択したトランスポートプロトコルを指定するか、または、内線ご
とに電話機に適切なプロトコルを自動的に選択させることができます。

自動選択を設定すると、電話機は DNSサーバの Name Authority Pointer（NAPTR）レコードに
基づいて、トランスポートプロトコルを決定します。電話機は、レコードに指定されている順

序および優先順位が最も低いプロトコルを使用します。同じ順序と優先順位を持つ複数のレ

コードがある場合、電話機はレコード内のプロトコルを以下の優先順位で検索します。1.UDP、
2. TCP、3. TLS。電話機は、検出した最初のプロトコルをその優先順位に従って使用します。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。
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手順

ステップ 1 音声 >内線(n)を選択します。ここで、「n」は内線番号です。

ステップ 2 SIP設定セクションで、SIPトランスポートパラメータをSIP設定（387ページ）の説明に従っ
て設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

電話機への非プロキシ SIPメッセージのブロック
非プロキシサーバからの着信SIPメッセージを受信できるようにするには、電話機の機能を無
効にします。この機能を有効にすると、電話機は以下からのSIPメッセージのみを受け入れま
す。

•プロキシサーバ

•発信プロキシサーバ

•代替プロキシサーバ

•代替発信プロキシサーバ

•プロキシサーバおよびプロキシサーバ以外からのINダイアログメッセージ。例：通話
セッションダイアログおよびサブスクライブダイアログ

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >システムを選択します。

ステップ 2 システム設定セクションで、the非プロキシ SIPのブロックフィールドをシステム設定（313
ページ）の説明通りに設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

プライバシーヘッダの設定
SIPメッセージのユーザプライバシーヘッダは、信頼されたネットワークからのユーザのプラ
イバシーのニーズを設定します。
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電話機の webページを使用して、回線拡張ごとにユーザプライバシーヘッダの値を設定しま
す。

プライバシーヘッダのオプション：

• [Disabled]（デフォルト）

•なし：ユーザはプライバシーサービスがこのSIPメッセージにプライバシー機能を適用し
ないように要求します。

•ヘッダ：ユーザは、識別情報を削除できない不明瞭なヘッダに対してプライバシーサービ
スを必要とします。

•セッション：ユーザは、プライバシーサービスにセッションの匿名性を提供するよう要求
します。

•ユーザ：ユーザは、中継を介してのみプライバシーレベルを要求します。

• ID：ユーザーは、システムに IPアドレスまたはホスト名を提示しない IDに置き換えるよ
うに要求します。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線番号を選択します。

ステップ 2 SIP設定セクションで、プライバシーヘッダフィールドを SIP設定（387ページ）の説明に
従って設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

P-Early-Mediaサポートを有効にする
発信コールの SIPメッセージに、P-初期メディアヘッダーを含めるかどうかを決定できます。
P-Early-Mediaヘッダーには、初期メディアストリームのステータスが含まれています。ステー
タスが、ネットワークが初期メディアストリームをブロックしていることを示している場合、

電話機はローカルの ringbackトーンを再生します。それ以外の場合、電話機は、接続されるの
を待機している間に初期のメディアを再生します。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。
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手順

ステップ 1 音声 >内線 (n)を選択します。

ステップ 2 SIP設定セクションで、P-Early-MediaサポートフィールドをSIP設定（387ページ）の説明に
従って設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

ピアファームウェア共有（Peer Firmware Sharing）
ピアファームウェア共有（PFS）は、Cisco IPPhoneがサブネット上で同じモデルまたはシリー
ズの他の電話機を検索し、同時に複数の電話機をアップグレードする必要がある際に、更新

ファームウェアファイルを共有することができるファームウェア配布モデルです。PFSはCisco
Peer-to-Peer-Distribution Protocol（CPPDP）を使用しています。これは、Ciscoの専用プロトコ
ルです。CPPDPを使用すると、サブネット内のすべてのデバイスがピアツーピア階層を形成
してから、ファームウェアまたは他のファイルをピアデバイスから隣接デバイスにコピーしま

す。ファームウェアのアップグレードを最適化するために、ルート電話機はロードサーバから

ファームウェアイメージをダウンロードしてから、TCP接続を使用してサブネット上の他の
電話機にファームウェアを転送します。

ピアファームウェア共有：

•中央集中型リモートロードサーバへの TFTP転送における輻輳が制限されます。

•ファームウェアのアップグレードを手動で制御する必要がなくなります。

•アップグレード時に多数の電話機が同時にリセットされた場合の電話機のダウンタイムが
削減されます。

•複数の電話機を同時にアップグレードするように設定されていない限り、ピアファーム
ウェア共有は機能しません。NOTIFYが「Event:resync」と共に送信された場合に、電話機
で再同期が開始されます。アップグレードを開始する構成を含めることが可能なxmlの例
を次に示します。

“Event:resync;profile="http://10.77.10.141/profile.xml
•ピアファームウェア共有ログサーバを IPアドレスとポートに設定すると、PFS固有のロ
グが UDPメッセージとしてそのサーバに送信されます。各電話機でこの設定を行う必要
があります。次に、ログメッセージを使用して、PFS関連の問題をトラブルシューティ
ングすることができます。

（注）

Peer_Firmware_Sharing_Log_Serverは、UDPリモート syslogサーバのホスト名およびポートを
指定します。ポートのデフォルト値は syslog 514に設定されています。
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次に例を示します。

<Peer_Firmware_Sharing_Log_Server>192.168.5.5</ Peer_Firmware_Sharing_Log_Server>

この機能を使用するには、電話機の PFSを有効にします。

ピアファームウェアの共有を有効にする

ピアファームウェア共有（PFS）を有効にすると、電話機でサブネット上の同じモデルまたは
シリーズの他の電話機を検索したり、最新のファームウェアファイルを共有することができま

す。電話機は階層に編成され、その階層内の電話機の1台がルート電話機として機能します。
階層化された後、ルート電話はロードサーバからファームウェアイメージをダウンロードし

て、そのファームウェアを階層内の他の電話機に転送します。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >プロビジョニングを選択します。

ステップ 2 ファームウェアのアップグレードセクションで、ピアファームウェア共有を選択して、ピア
ファームウェア共有ログサーバフィールドを Firmwareアップグレード（346ページ）に従っ
て設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

プロフィールアカウントの有効化
プロファイルアカウント機能は、電話機のwebページから設定することができます。これで、
ユーザが認証情報を収集できるようになります。電話機が設定ファイルを再同期化してダウン

ロードする際に認証情報が必要となり、初回は、HTTPまたはHTTPS 401認証エラーが発生し
ます。この機能を有効にすると、以下の状況下で、プロファイルアカウントの設定画面が自動

的に電話機表示されます。

•電話機の再起動後、初めてのプロビジョニング中に HTTPまたは HTTPS 401認証エラー
が発生した場合

•プロファイルアカウントのユーザ名およびパスワードが空の場合

•プロファイルルールにユーザ名およびパスワードが存在しない場合

プロファイルアカウントの設定画面をトリガーするには2つの方法があります。初めてHTTP
またはHTTPS401認証エラーが発生した場合に、画面がトリガーされることがあります。ユー
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ザがポップアップ画面を見逃したり、無視した場合は、電話画面のメニューを使用してトリ

ガーすることができます。

この機能を無効にすると、プロファイルアカウントの設定画面が電話機に表示されません。

この情報を利用すると、この問題のトラブルシューティングに役立ちます。

プロファイルルールのユーザ名とパスワードは、プロファイルアカウントよりも高い優先順

位を持ちます。

•ユーザ名およびパスワードなしで正確なURLをプロファイルルールフィールドで提供す
ると、電話機がプロファイルを再同期するために HTTPあるいは HTTPS基本承認か、ダ
イジェストを求めます。正しいプロファイルアカウントを使用すれば、認証が正常に完了

します。無効なプロファイルアカウントでは、認証に失敗します。

•正しいユーザ名およびパスワードで正確なURLをプロファイルルールフィールドで提供
すると、電話機がプロファイルを再同期するために HTTPあるいは HTTPS基本承認か、
ダイジェストを求めます。プロファイルアカウントは、電話再同期には使用されません。

ログインが正常に完了しました。

•正しいユーザ名およびパスワードで不正確なURLをプロファイルルールフィールドで提
供すると、電話機がプロファイルを再同期するためにHTTPあるいはHTTPS基本承認か、
ダイジェストを求めます。プロファイルアカウントは、電話再同期には使用されません。

ログインは常に失敗します。

•不正確なURLをプロファイルルールフィールドで使用すると、ログインは常に失敗しま
す。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >プロビジョニングを選択します。

ステップ 2 設定プロファイルセクションで、設定プロファイル（337ページ）の説明に従って、プロファ
イルアカウントの有効化フィールドを設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

プロファイル認証
プロファイル認証を使用すると、電話機のユーザはプロビジョニングプロファイルを電話機に

再同期することができます。電話機が最初に設定ファイルを再同期化してダウンロードする際
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に認証情報が必要となり、HTTPまたはHTTPS 401認証エラーが発生します。この機能を有効
にすると、以下の状況下で、プロファイルアカウントの設定画面が表示されます。

•電話機の再起動後、初めてのプロビジョニング中に HTTPまたは HTTPS 401認証エラー
が発生した場合

•プロファイルアカウントのユーザ名およびパスワードが空の場合

•プロファイルルールにユーザ名およびパスワードが存在しない場合

プロファイルアカウントのセットアップ画面が見つからないか、または無視された場合、ユー

ザは [電話 (phone)]メニュー、または電話機に登録されている回線が登録されていない場合に
のみ表示される[セットアップ (setup)]ソフトキーを使用してセットアップ画面にアクセスでき
ます。

この機能を無効にすると、プロファイルアカウントの設定画面が電話機に表示されません。

プロファイルルールィールドのユーザ名とパスワードは、プロファイルアカウントよりも高

い優先順位を持ちます。

•ユーザ名およびパスワードなしで正確なURLをプロファイルルールフィールドで提供す
ると、電話機がプロファイルを再同期するために承認か、ダイジェストを求めます。正し

いプロファイルアカウントを使用すれば、認証が正常に完了します。無効なプロファイル

アカウントでは、認証に失敗します。

•正確なユーザ名およびパスワードで正確なURLをプロファイルルールフィールドで提供
すると、電話機がプロファイルを再同期するために承認か、ダイジェストを求めます。プ

ロファイルアカウントは、電話再同期には使用されません。ログインが正常に完了しまし

た。

•不正確なユーザ名およびパスワードで正確なURLをプロファイルルールフィールドで提
供すると、電話機がプロファイルを再同期するために承認か、ダイジェストを求めます。

プロファイルアカウントは、電話再同期には使用されません。ログインは常に失敗しま

す。

•不正確なURLをプロファイルルールフィールドで使用すると、ログインは常に失敗しま
す。

プロファイル認証タイプの指定

電話機の管理 webページからプロファイル認証タイプを指定できます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。
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手順

ステップ 1 音声 >プロビジョニングを選択します。

ステップ 2 設定プロファイルセクションで、設定プロファイル（337ページ）の説明に従って、プロファ
イル認証タイプフィールドを設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

着信音をサイレント状態にする「無視」プログラム可能

なソフトキーの追加
電話機に無視ソフトキーを追加することができます。ユーザが多忙で邪魔されたくない時に、

このソフトキーを押すと、着信音をサイレント状態にすることができます。ユーザがソフト

キーを押すと、着信音は停止しますが、視覚的なアラートが表示され、コールに応答すること

ができます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 [プログラム可能なソフトキー（Programmable Softkeys）]セクションで、[プログラム可能なソ
フトキー有効（Programmable Softkey Enable）]を [はい（Yes）]に設定します。

ステップ 3 呼出中キーリストフィールドに以下の値を入力します。

answer|1;ignore|2;ignoresilent|3;

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

BroadWorks Anywhereの有効化
通話をある固定電話（場所）から別の携帯電話または固定電話（場所）にシームレスに移動さ

せることができるように、電話を設定することができます。

この機能を有効にするとAnywhereメニューが電話画面に追加されます。ユーザはこのメニュー
を使用して、その内線に複数の電話機をロケーションとして追加することができます。その内
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線に着信があると、追加されたすべての電話が鳴り、ユーザーは任意の場所から着信に応答す

ることができます。ロケーションリストは、BroadWorks XSIサーバにも保存されます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線（番号）を選択します。

ステップ 2 XSI Line Serviceセクションで、XSIホストサーバ、XSI認証タイプ、ログインユーザ ID、ロ
グインパスワードを選択して、Anywhereの有効化フィールドをXSI回線サービス（401ペー
ジ）の説明に従って設定します。

XSI認証タイプで、SIPクレデンシャルを選択する場合、サブスクライバ情報セクションで、
サブスクライバの認証 IDおよびパスワードを入力します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

電話および BroadWords XSI Serverでのブロック発信者 ID
機能の同期

電話機のブロック発信者 IDステータスと、BroadWorks XSIサーバのライン IDブロッキング
ステータスを同期させることができます。同期を有効にすると、ユーザがブロック発信者 ID
の設定で行う変更が、BroadWorksサーバの設定にも反映されます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線（番号）を選択します。

ステップ 2 XSI回線サービスセクションで、CIDのブロックの有効化フィールドを XSI回線サービス（
401ページ）の説明に従って設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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回線上の BroadWorks XSIコールログの表示の有効化
電話機を設定して、BroadWorksサーバまたはローカル電話のいずれかからの通話履歴のログ
を表示することができます。この機能を有効にすると、履歴画面に、発信者履歴の表示メニュー

が表示され、ユーザは、XSI通話ログあるいはローカル通話ログを選択することができます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 XSI電話機サービスセクションで、XSIホストサーバ、XSI認証タイプ、ログインユーザ
ID、ログインパスワードを選択して、ディレクトリの有効化フィールドをXSI電話サービス
（373ページ）の説明に従って設定します。

XSI認証タイプで SIP認証を選択する場合は、このセクションで、SIP認証 IDおよび SIPパ
スワードを入力します。

ステップ 3 CallLog関連回線および発信者履歴フィールドを XSI電話サービス（373ページ）の説明に
従って設定します。

CallLogの有効化フィールドをいいえに設定した場合、発信者履歴の表示メニュー
は、電話機の履歴画面に表示されません。

（注）

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

DNDおよび不在転送ステータスの同期
電話機の管理webページの設定を構成して、[応答不可 (DND)]のステータス同期と、電話機と
サーバ間の不在転送を有効にすることができます。

機能のステータスを同期するには、次の 2つの方法があります。

•機能キーの同期 (FKS)

• XSI同期

機能キー同期は、すべてのエグゼクティブとアシスタントのユーザに対して有効になっている

必要があります。

（注）
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FKSは、SIPメッセージを使用して機能のステータスを通知します。XSI同期では、HTTPメッ
セージを使用します。FKSと XSI同期が両方とも有効になっている場合、FKSは XSI同期の
優先順位を取得します。FKSがXSI同期と対話する方法については、次の表を参照してくださ
い。

表 25 : FKSと XSI同期の間の対話

CFWD同期DND同期CFWD有効DND有効機能キー同期

（Feature Key
Sync）

はい (SIP)はい (SIP)対応対応対応

はい (SIP)はい (SIP)××Yes

はい (SIP)はい (SIP)Yes×Yes

はい (SIP)はい (SIP)××Yes

はい (HTTP)はい (HTTP)対応対応×

はい (HTTP)×Yes××

×はい (HTTP)×Yes×

×××××

ラインキーが FKSまたは XSI同期で設定され、DNDまたは自動転送機能でも有効になってい

る場合は、それぞれのDND アイコンまたは不在転送 アイコンが、ラインキーラベルの横

に表示されます。ラインキーに不在着信、ボイスメッセージ、または緊急のボイスメールア

ラートがある場合、DNDアイコンまたは不在転送アイコンがアラート通知と共に表示されま
す。

関連トピック

機能キー同期の有効化（269ページ）
XSIサービスを介した不在転送ステータスの同期の有効化（270ページ）
XSIサービスを介した DNDステータス同期の有効化（271ページ）

機能キー同期の有効化

機能キーの同期 (FKS)を有効にすると、サーバ上の不在転送と応答不可 (DND)の設定が電話
機に同期されます。電話機で行われた DNDおよび不在転送の設定の変更もサーバに同期され
ます。

機能キーの同期 (FKS)を有効にすると、サーバ上の不在転送と応答不可 (DND)の設定が電話
機に同期されます。電話機で行われた DNDおよび不在転送の設定の変更もサーバに同期され
ます。設定されている場合、エグゼクティブは電話機の [設定>アシスタント]メニューにアク
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セスできます。同様に、アシスタントも設定 >エグゼクティブメニューにアクセスできるよ
うになります。

機能キー同期は、すべてのエグゼクティブとアシスタントのユーザに対して有効になっている

必要があります。

（注）

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線 [n]を選択します。ここで、[n]は内線番号となります。

ステップ 2 [コール機能設定（Call Feature Settings）]セクションで、[機能キー同期（Feature Key Sync）]
フィールドを [はい（Yes）]に設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

関連トピック

DNDおよび不在転送ステータスの同期（268ページ）
XSIサービスを介した不在転送ステータスの同期の有効化（270ページ）
XSIサービスを介した DNDステータス同期の有効化（271ページ）

XSIサービスを介した不在転送ステータスの同期の有効化
不在転送同期が有効になっている場合、サーバ上の不在転送に関連した設定が電話機に同期さ

れます。電話機で行われた不在転送の設定の変更もサーバに同期されます。

不在転送のXSI syncが有効になっていて、XSIホストサーバまたはXSIアカウントが正しく設
定されていない場合、電話機のユーザは電話機でコールの転送できません。

（注）

始める前に

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）
を参照してください。

• [音声 >内線 (n) ]タブで、XSIホストサーバとそれに対応するクレデンシャルを設定しま
す。
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• Xsiサーバ認証用のログイン認証情報を使用する場合は、xsi Host server、ログイン
ユーザ ID、およびログインパスワードを [xsi Line Service (xsi Line Service)]セクショ
ンに入力します。

• Xsiサーバ認証用のSIP認証情報を使用する場合は、xsi Host server、ログインユーザ
ID、を[xsi Line Service (xsi Line Service)]セクションに、認証 IDおよびパスワードを
登録情報セクションに入力します。

•音声 >内線 (n)からの通話機能の設定セクションで、機能キー同期 (fks)を無効にします。

手順

ステップ 1 音声 >内線[n]を選択します。ここで、[n]は内線番号となります。

ステップ 2 [転送有効化 (Cfwd Enable )]フィールドを [はい (Yes)]に設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

関連トピック

DNDおよび不在転送ステータスの同期（268ページ）
機能キー同期の有効化（269ページ）

XSIサービスを介した DNDステータス同期の有効化
応答不可 (DND)同期が有効になっている場合、サーバ上の DND設定は電話機と同期されま
す。電話機で行われた DND設定の変更もサーバに同期されます。

DND XSI syncが有効になっていて、XSIホストサーバまたは XSIアカウントが正しく設定さ
れていない場合、電話機のユーザは電話機で DNDモードをオンにできません。

（注）

始める前に

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）
を参照してください。

• [音声 >内線 (n) ]タブで、XSIホストサーバとそれに対応するクレデンシャルを設定しま
す。

• Xsiサーバ認証用のログイン認証情報を使用する場合は、XSI Host server、ログイン
ユーザ ID、およびログインパスワードを [xsi Line Service (xsi Line Service)]セクショ
ンに入力します。

• Xsiサーバ認証用のSIP認証情報を使用する場合は、XSI Host server、ログインユーザ
ID、を[xsi Line Service (xsi Line Service)]セクションに、認証 IDおよびパスワードを
登録情報セクションに入力します。
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•音声>内線 (n)からの通話機能の設定セクションで、機能キー同期 (FKS)を無効にします。

手順

ステップ 1 音声 >内線[n]を選択します。ここで、[n]は内線番号となります。

ステップ 2 DND Enableフィールドを [はい (Yes)]に設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

関連トピック

DNDおよび不在転送ステータスの同期（268ページ）
機能キー同期の有効化（269ページ）

エグゼクティブおよびアシスタント
通話制御を共有するエグゼクティブおよびそのアシスタントを設定することができます。

BroadWorksのエグゼクティブとアシスタントとしてユーザを設定します。また、BroadWorks
の設定で、エグゼクティブとアシスタントの間の関係も構成されます。詳細は、BroadWorks
のマニュアルを参照してください。

BroadWorksの設定後に、以下の電話機の設定を行います。

•電話機とサーバの間でエグゼクティブとアシスタント設定の同期を有効にします。

•ダイヤルプランを更新して、ユーザがサービスアクティベーションコードをダイヤルで
きるようにします。

•必要に応じて、エグゼクティブあるいはアシスタントのメニューの回線キーのアクセス
を設定します。

•必要に応じてサービスアクティベーションコードを変更します。

•必要に応じて、プログラム可能なソフトキーを変更します。

•エグゼクティブとアシスタントは、電話機を共有することはできません。エグゼクティブ
とアシスタントに、同じ電話機で内線を設定しないでください。

•エグゼクティブとアシスタント機能は、プライベート回線で使用することを推奨します。

•アシスタントが同時に開始できる通話数は、電話機のWebページのその他の回線キー設
定 >音声 >電話タブの下の回線あたりのコールアピアランス数設定によって制限されま
す。

重要
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エグゼクティブとアシスタント設定の同期

エグゼクティブとアシスタント機能を使用するには、電話機とサーバの間で機能キー同期

（FKS）により同期を行う設定が必要です。FKSを有効にすると、エグゼクティブは電話機
で、設定 >アシスタントメニューを利用することができるようになります。同様に、アシス
タントも設定 >エグゼクティブメニューにアクセスできるようになります。

FKSを有効にするには、機能キー同期の有効化（269ページ）を参照してください。

エグゼクティブおよびアシスタント

エグゼクティブとアシスタントのダイヤルプランには、以下の数字シーケンスが含まれている

必要があります。

• #xxまたはその式を含む variantで、ユーザが #コードをダイヤルできるようにします。

• * xxまたはその式を含むバリアントで、ユーザが「 *」コードをダイヤルできるようにし
ます。

• #xx + xxxxxxxxxxx * xxxxxxxxxxを使用すると、ユーザは「 #」コードの後に番号をダイ
ヤルすることができます。

ダイアルプランの情報は、ダイヤルプランの概要（85ページ）を参照してください。

ダイヤルプランにエントリを追加する方法の詳細は、IP電話上でのダイヤルプランの編集（
93ページ）を参照してください。

エグゼクティブとアシスタントメニューアクセス用の回線キーの設

定

エグゼクティブの電話機の設定 >アシスタントメニューで、回線キーを設定することができ
ます。アシスタントの電話機では、設定 >エグゼクティブメニューを使用します。

下の例に示すように、XML設定ファイルに回線キー設定を含めることができます。
<!-- Line Key 2 -->
<Extension_2_ ua="na">Disabled</Extension_2_>
<Short_Name_2_ ua="na">$USER</Short_Name_2_>
<Share_Call_Appearance_2_ ua="na">private</Share_Call_Appearance_2_>
<Extended_Function_2_ ua="na">fnc=bw-exec-assist</Extended_Function_2_>

（注）

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。
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手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 設定する回線キーセクションで、拡張機能を fnc=bw-exec-assistと指定します。

回線キーの内線番号は無効にする必要があります。

共有コールのアピアランスはプライベートに設定することを推奨します。

（注）

回線キーセクションのフィールドの詳細は、回線キー（368ページ）を参照してください。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

エグゼクティブおよびアシスタント用のサービスアクティベーション

コード

エグゼクティブとアシスタントは、サービスアクティベーションコードまたはプログラム可

能なソフトキーを使用して、ほとんどの機能にアクセスすることができます。

以下の機能を利用するには、サービスアクティベーションコードを使用しなければなりませ

ん。

こういった機能を実行するには、これらの機能のサービスアクティベーションコードをユー

ザーに通知する必要があります。

重要

•アシスタントによるプールからのオプトインおよびオプトアウト

•アシスタントによる通話中のコールへの参加

•アシスタントによる通話中のコールの転送

この機能のすべてのサービスアクティベーションコードは、デフォルトで設定されています。

組織の要件に応じて、特定の機能のサービスアクティベーションコードを変更することがで

きます。詳細については、特定業種向けサービスのアクティベーションコード（354ページ）
を参照してください。

電話機の webサイトを使用してサービスアクティベーションコードを変更する場合は、対応
する設定を BroadWorksで更新します。また、その逆も同様です。

重要
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XML設定ファイル内のエグゼクティブとアシスタントサービスアクティベーションコード

XML設定ファイル内のサービスアクティベーションコードを変更する場合は、BroadWorks
の対応する設定も更新してください。

重要

次のXML設定ファイルの例では、エグゼクティブアシスタントの機能サービスアクティベー
ションコードのパラメータ（XMLタグ）および値を示します。
<!-- Vertical Service Activation Codes -->
<Exec_Assistant_Call_Initiate_Code ua="na">#64</Exec_Assistant_Call_Initiate_Code>
<Exec_Call_Filter_Act_Code ua="na">#61</Exec_Call_Filter_Act_Code>
<Exec_Call_Filter_Deact_Code ua="na">#62</Exec_Call_Filter_Deact_Code>
<Exec_Assistant_Call_Push_Code ua="na">#63</Exec_Assistant_Call_Push_Code>
<Exec_Call_Retrieve_Code ua="na">*11</Exec_Call_Retrieve_Code>
<Exec_Call_Bridge_Code ua="na">*15</Exec_Call_Bridge_Code>

以下の表で、パラメータについて説明します。

説明値パラメータ

エグゼクティブの代理で通話

を開始するアシスタントの場

合

機能に使用する #および *
コード

Exec_Assistant_Call_Initiate_Code

エグゼクティブがコールフィ

ルタをアクティブ化する場合

機能に使用する #および *
コード

Exec_Call_Filter_Act_Code

エグゼクティブがコールフィ

ルタを非アクティブ化する場

合

機能に使用する #および *
コード

Exec_Call_Filter_Deact_Code

対応中のコールをエグゼク

ティブに転送するアシスタン

トの場合

機能に使用する #および *
コード

Exec_Assistant_Call_Push_Code

エグゼクティブまたはアシス

タントが対応中のコールに参

加する場合

機能に使用する #および *
コード

Exec_Call_Bridge_Code

エグゼクティブまたはアシス

タントが対応中のコールを自

分に転送する場合

機能に使用する #および *
コード

Exec_Call_Retrieve_Code

エグゼクティブとアシスタント用のプログラム可能なソフトキー

エグゼクティブとアシスタントのプログラム可能なすべてのソフトキーは、デフォルトで設定

されています。
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プログラム可能なソフトキーの詳細は、プログラム可能なソフトキー（239ページ）およびプ
ログラム可能なソフトキー（383ページ）を参照してください。

XML設定ファイル内のエグゼクティブとアシスタントのプログラム可能なソフトキー

次の XML設定ファイルの例では、エグゼクティブアシスタントのプログラム可能なソフト
キーのパラメータ（XMLタグ）および値を示します。
<!-- Programmable Softkeys -->
<Programmable_Softkey_Enable ua="na">No</Programmable_Softkey_Enable>
<Idle_Key_List ua="na">em_login;acd_login;acd_logout;astate;avail;unavail;redial;
recents;cfwd;dnd;lcr;pickup;gpickup;unpark;em_logout;guestin;guestout;callretrieve;
bridgein;</Idle_Key_List>
<Hold_Key_List ua="na">resume|1;endcall|2;newcall|3;redial;dir;cfwd;dnd;
callpush;</Hold_Key_List>
<Shared_Active_Key_List ua="na">newcall|1;barge|2;bargesilent|3;cfwd|4;dnd|5;
callretrieve;bridgein</Shared_Active_Key_List>
<Shared_Held_Key_List ua="na">resume|1;barge|2;cfwd|3;dnd|4;</Shared_Held_Key_List>
<Exec_Assistant_Key_List ua="na">proxycall|2;divert|3;</Exec_Assistant_Key_List>

以下の表で、パラメータについて説明します。

説明値パラメータ

エグゼクティブが対応中の通

話に参加できるようにします

bridgeinIdle_Key_List、
Shared_Active_Key_List

エグゼクティブが対応中の

コールを自分に転送できるよ

うにする

callretrieveIdle_Key_List、
Shared_Active_Key_List

コールを保留にした後に、ア

シスタントが対応中のコール

をエグゼクティブに転送でき

るようにします。

callpushHold_Key_List

設定 >エグゼクティブメ
ニューで、アシスタントがエ

グゼクティブの代理で通話を

開始できるように設定します

proxycallExec_Assistant_Key_List

設定 >エグゼクティブメ
ニューで、アシスタントが

コール転送をアクティブ化あ

るいは非アクティブ化するこ

とができるように設定します

divertExec_Assistant_Key_List

音声データおよびビデオデータの優先順位の設定
音声またはビデオデータは、制限された帯域幅で優先順位を付けることができます。
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電話機の各回線で優先順位を個別に設定する必要があります。

トラフィックのさまざまな領域に対して、さまざまな優先順位を設定することができます。た

とえば、内線と外線で異なる設定を設定して、内部トラフィックと外部トラフィックに対して

さまざまな優先順位を設定することが可能です。グループ内のすべての電話回線で同じ設定を

指定すると、トラフィック管理が効果的になります。

データパケットのサービスの種類（ToS）フィールドで、データトラフィック内のパケットの
優先順位を指定します。電話回線ごとに、音声パケットおよびビデオパケットの ToSフィー
ルドに適切な値を指定することによって、希望する優先順位を設定することができます。

音声データの場合、電話機は LLDPが受信した ToS値を適用します。LLDPで使用可能な ToS
値が存在しない場合、電話機は、音声パケット用に指定した値を適用します。

ビデオデータの場合、電話機は常に、ビデオパケット用に指定した ToS値を適用します。

デフォルト値では、音声がビデオよりも優先されます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >内線(n)を選択します。ここで、「n」は内線番号です。

ステップ 2 ネットワーク設定のセクションで、パラメータの値をネットワーク設定（387ページ）の説明
に従って設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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第 12 章

社内ディレクトリとパーソナルディレク

トリのセットアップ

•パーソナルディレクトリのセットアップ（279ページ）
• LDAP設定（279ページ）
• BroadSoft設定の構成（281ページ）
• XMLディレクトリサービスの設定（281ページ）
•着信コールおよび発信コールの名前の逆引きルックアップ（282ページ）

パーソナルディレクトリのセットアップ
パーソナルディレクトリには、ユーザが一連の個人の番号を保存できます。

パーソナルディレクトリは、次の機能で構成されています。

•個人アドレス帳（PAB）

ユーザはこれらの方法を使用してパーソナルディレクトリの機能を利用できます。

• Webブラウザから：ユーザは、[設定ユーティリティ（Configuration Utility）]のWebペー
ジから PABや短縮ダイヤル機能にアクセスできます。

• Cisco IP Phoneから：連絡先を選択して、社内ディレクトリやユーザのパーソナルディレ
クトリを検索できます。

パーソナルディレクトリをWebブラウザから設定するには、ユーザが設定ユーティリティに
アクセスする必要があります。管理者は、ユーザに対して URLとサインイン情報を提供する
必要があります。

LDAP設定
Cisco IP PhoneはLightweightDirectoryAccess Protocol（LDAP）v3をサポートしています。LDAP
社内ディレクトリ検索を使用すれば、指定したLDAPディレクトリで名前と電話番号のどちら
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かまたはその両方を検索することができます。MicrosoftActiveDirectory 2003やOpenLDAPベー
スのデータベースなどの LDAPベースのディレクトリがサポートされます。

ユーザは、IP電話のディレクトリメニューから LDAPにアクセスします。LDAP検索は最大
20件のレコードを返します。

この項の手順では、次の設備とサービスを使用していることを前提とします。

• OpenLDAPやMicrosoft Active Directory Server 2003などの LDAPサーバ。

LDAP社内ディレクトリ検索の準備

手順

ステップ 1 [管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（advanced）] > [音声（Voice）] > [システム
（System）]をクリックします。

ステップ 2 [IPv4設定（IPv4 Settings）]セクションの [プライマリ DNS（Primary DNS）]フィールドに、
DNSサーバの IPアドレスを入力します。

この手順は、認証がMD5に設定された Active Directoryを使用している場合にのみ必要です。

ステップ 3 [オプションネットワーク設定（Optional Network Configuration）]セクションの [ドメイン
（Domain）]フィールドに、LDAPドメインを入力します。

この手順は、認証がMD5に設定された Active Directoryを使用している場合にのみ必要です。

サイトによっては、DNSを内部的に導入しない代わりに Active Directory 2003を使用している
場合があります。この場合は、プライマリ DNSアドレスと LDAPドメインを入力する必要が
ありません。ただし、Active Directory 2003では、認証方式が Simpleに制限されます。

ステップ 4 [電話機（Phone）]タブをクリックします。

ステップ 5 [LDAP]セクションで、[LDAPディレクトリ有効（LDAP Dir Enable）]ドロップダウンリスト
ボックスを使用して [はい（Yes）]を選択します。

このアクションにより、LDAPが有効にされ、[社内ディレクトリ名（Corp Dir Name）]フィー
ルドで定義された名前が電話帳に表示されます。

ステップ 6 [LDAPの設定（Configure the LDAP）]フィールドをLDAP（378ページ）の説明に従って設定
します。

ステップ 7 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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BroadSoft設定の構成
BroadSoftディレクトリサービスを使用すれば、個人、グループ、または会社の連絡先を検索
して表示することができます。このアプリケーション機能は、BroadSoftの Extended Services
Interface（XSI）を使用します。

セキュリティを強化するために、電話機のファームウェアがホストサーバとディレクトリ名の

入力フィールドにアクセス制限をかけます。

電話機では、2種類の XSI認証方法を使用します。

•ユーザログインクレデンシャル（User login credentials）：電話では XSIユーザ IDとパス
ワードを使用します。

• SIPクレデンシャル（SIP credentials）：電話に登録された SIPアカウントの登録名とパス
ワードこのメソッドでは、認証にXSIユーザ IDとともに SIP認証クレデンシャルを使用
できます。

手順

ステップ 1 電話のWebページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（Advanced）] > [音声
（Voice）] > [電話（Phone）]に移動します。

ステップ 2 XSIサービスセクションで、ディレクトリの有効化ドロップダウンリストボックスで、はい
を選択します。

ステップ 3 XSI電話サービス（373ページ）の説明に従ってフィールドをセットアップします。

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

XMLディレクトリサービスの設定

手順

ステップ 1 電話のWebページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（Advanced）] > [音声
（Voice）] > [電話（Phone）]の順にクリックします。

ステップ 2 [XMLディレクトリサービス名（XML Directory Service Name）]フィールドに、XMLディレ
クトリの名前を入力します。

ステップ 3 [XMLディレクトリサービスURL（XMLDirectory Service URL）]フィールドに、XMLディレ
クトリが配置されている URLを入力します。

ステップ 4 [XMLユーザ名（XML User Name）]フィールドに、XMLサービスのユーザ名を入力します。
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ステップ 5 [XMLパスワード（XML Password）]フィールドに、XMLサービスのパスワードを入力しま
す。

ステップ 6 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

着信コールおよび発信コールの名前の逆引きルックアッ

プ
着信コール、発信コール、電話会議、コール転送で、番号の名前を逆引きルックアップしま

す。電話機がサービスプロバイダーディレクトリ、通話履歴、または連絡先を使用して名前

を検索できない場合、名前の逆引きルックアップ機能が活躍します。名前の逆引きルックアッ

プには、有効な LDAPディレクトリ設定または XMLディレクトリ設定が必要です。

名前の逆引きルックアップでは、電話機の外部ディレクトリを検索します。検索が成功する

と、コールセッションと通話履歴に名前が表示されます。同時に複数のコールがある場合、名

前の逆引きルックアップでは 1つ目の電話番号と一致する名前が検索されます。2つ目のコー
ルが接続または保留されたとき、名前の逆引きルックアップでは2つ目のコールに一致する名
前が検索されます。

名前の逆引きルックアップは、デフォルトで有効となっています。

名前の逆引きルックアップでは、以下の順序でディレクトリが検索されます。

1. 電話連絡先

2. Call History

3. LDAPディレクトリ

4. XMLディレクトリ

電話機は次の形式を使用して XMLディレクトリを検索します。
directory_url?n=incoming_call_number

例：サードパーティ製サービスを使用するマルチプラットフォームフォンの場合、電話番号

（1234）の検索クエリの形式は次の通りです。http://your-service.com/dir.xml?n=1234

（注）

名前の逆引きルックアップの有効化および無効化

始める前に

•名前の逆引きルックアップを有効化または無効化するには、以下のいずれかのディレクト
リを設定します。
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• LDAP社内ディレクトリ

• XMLディレクトリ

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）
を参照してください。

手順

ステップ 1 音声 >電話を選択します。

ステップ 2 補足サービスエリアで、電話機の逆引きルックアップサービスを以下に設定します。

•はい：名前の逆引きルックアップ機能を有効にします。
•いいえ：名前の逆引きルックアップ機能を無効にします。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

ステップ 4 代替方法としては config.xmlファイルを使用して、名前の逆引きルックアップ機能をプロ
ビジョニングすることがあげられます。

<Reverse_Phone_Lookup_Serv ua="na">Yes</Reverse_Phone_Lookup_Serv>
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第 V 部

Cisco IP Phoneのトラブルシューティング
•電話システムの監視（287ページ）
•トラブルシューティング（423ページ）
• Maintenance（441ページ）





第 13 章

電話システムの監視

•電話システムの監視の概要（287ページ）
•アップロードした Syslogメッセージにデバイス識別子を含める（287ページ）
• Cisco IP Phoneのステータス（288ページ）
• Cisco IP Phone Webページ（294ページ）

電話システムの監視の概要
電話機および電話機Webページの電話機ステータスメニューを使用すると、電話機に関する
さまざまな情報を表示できます。次の情報が含まれます。

•デバイス情報

•ネットワークのセットアップ情報

•ネットワーク統計

•デバイスログ

•ストリームの統計

この章では、電話機のWebページから取得可能な情報について説明します。この情報は、電
話機の操作のリモートモニタやトラブルシューティングに役立てることができます。

アップロードしたSyslogメッセージにデバイス識別子を
含める

Syslogサーバにアップロードされるデバイス idを syslogメッセージに含めるかどうかを選択
できます。電話機の IPアドレスは時間の経過とともに変更されますが、デバイス識別子は変
更されません。これにより、複数の電話機から受信したメッセージのストリーム内で、各メッ

セージの送信元を識別するプロセスが容易になります。各メッセージのタイムスタンプの後に

デバイス識別子が表示されます。
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始める前に

Syslogメッセージをアップロードするように、電話機の syslogサーバを設定します。詳細につ
いては、オプションネットワーク設定（317ページ）の Syslogサーバを参照してください。

手順

ステップ 1 電話機の管理 webページで、[音声 >システム >オプションのネットワーク設定]に移動しま
す。

ステップ 2 オプションネットワーク設定（317ページ）の説明に従って、Syslog識別子のパラメータを設
定します。

Cisco IP Phoneのステータス
ここでは、Cisco IP Phoneのモデル情報、ステータスメッセージ、およびネットワーク統計を
表示する方法について説明します。

• [モデル情報（Model Information）]：電話機のハードウェアとソフトウェアに関する情報
を表示します。

• [ステータス（Status）]メニュー：ステータスメッセージ、ネットワーク統計、および現
在のコールに関する統計を表示する画面にアクセスできます。

これらの画面に表示される情報は、電話機の操作のモニタやトラブルシューティングに役立て

ることができます。

また、これらの情報の大半およびその他の関連情報は、電話機のWebページからリモートで
取得することもできます。

[電話の情報（Phone Information）]ウィンドウの表示

手順

ステップ 1 [アプリケーション（Applications）] を押します。

ステップ 2 [ステータス（Status）] > [製品情報（Product Information）]を選択します。

ユーザパスワードが設定されると、対応するアイコン（ロックまたは証明書）が電話画面の右

上隅に表示されます。

ステップ 3 [モデル情報（Model Information）]画面を終了するには、 を押します。
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電話機ステータスの表示

手順

ステップ 1 [アプリケーション（Applications）] を押します。

ステップ 2 [ステータス（Status）]> [電話ステータス（Phone Status）]> [電話ステータス（Phone Status）]
を選択します。

以下の情報を確認できます。

• [経過時間（Elapsed time）]：システムを前回リブートしてから経過した時間の合計。

• [Tx（パケット）（Tx (Packets)）]：電話機から送信されたパケット。

• [Rx（パケット）（Rx (Packets)）]：電話機で受信されたパケット。

電話機でのステータスメッセージの表示

手順

ステップ 1 [アプリケーション（Applications）] を押します。

ステップ 2 [ステータス（Status）] > [ステータスメッセージ（Status messages）]の順で選択します。

プロビジョニングが最後に実行された後の、さまざまな電話機のステータスのログを確認でき

ます。

ステータスメッセージは UTC時間を反映し、電話機のタイムゾーン設定の影響を受
けません。

（注）

ステップ 3 [戻る（Back）] を押します。

ネットワークステータスの表示

手順

ステップ 1 [アプリケーション（Applications）] を押します。

ステップ 2 [ステータス（Status）] > [ネットワークステータス（Network Status）]を選択します。

以下の情報を確認できます。
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• [ネットワークタイプ（Network type）]：電話機が使用するローカルエリアネットワーク
（LAN）接続の種類を示す。

• [ネットワークステータス（Network status）]：電話機がネットワークに接続されているか
どうかを示す。

• IPv4 status—電話の IPアドレス.。電話の IPアドレス、アドレスタイプ、IPステータス、
サブネットマスク、既定のルータ、ドメインネームサーバ（DNS）1、DNS2に関する情
報を見ることができます。

• IPv6 status—電話の IPアドレス。電話の IPアドレス、アドレスタイプ、IPステータス、
サブネットマスク、既定のルータ、ドメインネームサーバ（DNS）1、DNS2に関する情
報を見ることができます。

• [VLAN ID]：電話機の VLAN ID。

• [MACアドレス（MACaddress）]：電話機固有のメディアアクセスコントロール（MAC）
アドレス。

• [ホスト名（Host name）]：電話機に割り当てられた現在のホスト名を表示する。

• [ドメイン（Domain）]：電話機のネットワークドメイン名を表示する。デフォルト：
cisco.com

• [スイッチポートリンク（Switch port link）]：スイッチポートのステータス。

• [スイッチポートの設定（Switch port config）]：ネットワークポートの速度と二重化方式
の設定を示す。

• [PCポートの設定（PC port config）]：PCポートの速度と二重化方式の設定を示す。

• [PCポートリンク（PC port link）]：PCポートの速度と二重化方式の設定を示す。

[コール統計（Call Statistics）]ウィンドウの表示
電話機の [コールの統計（Call Statistics）]画面にアクセスすると、最新のコールのカウンタ、
統計、および音声品質メトリックを表示できます。

またWebブラウザを使用して [ストリームの統計（Streaming Statistics）] Webページにアクセ
スすることにより、リモートでコール統計情報を表示することもできます。このWebページ
には、電話機では表示できない追加の RTCP統計が含まれています。

（注）

単一のコールが複数の音声ストリームを使用する場合がありますが、最後の音声ストリームに

関するデータだけがキャプチャされます。音声ストリームは、2つのエンドポイント間のパケッ
トストリームです。一方のエンドポイントが保留になると、コールが引き続き接続されている
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場合でも、音声ストリームは停止します。コールが再開されると、新しい音声パケットスト

リームが開始され、以前のコールデータは新しいコールデータによって上書きされます。

[コール統計（Call Statistics）]画面に音声ストリームに関する最新情報を表示するには、次の
手順を実行します。

手順

ステップ 1 [アプリケーション（Applications）] を押します。

ステップ 2 [ステータス（Status）]> [電話機のステータス（Phone Status）]> [コール統計（Call Statistics）]
を選択します。

ステップ 3 [ステータス（Status）]メニューを終了するには、[戻る（Back）] を押します。

[コール統計（Call Statistics）]フィールド

次の表に、[コール統計（Call Statistics）]画面の項目を示します。

表 26 : Cisco IP Phoneの [コール統計（Call Statistics）]の項目

説明項目

受信した音声ストリームの種類（コーデック

からの RTPストリーミングオーディオ）：

• G.729

• G.722

• G.711 mu-law

• G.711 A-law

• OPUS

• iLBC

受信コーデック（Receiver Codec）

送信した音声ストリームの種類（コーデック

からの RTPストリーミングオーディオ）：

• G.729

• G.722

• G.711 mu-law

• G.711 A-law

• OPUS

• iLBC

送信コーデック（Sender Codec）
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説明項目

受信中の音声ストリーム（RTPストリーミン
グオーディオ）の音声パケットサイズ（ミリ

秒）。

受信サイズ（Receiver Size）

送信中の音声ストリームの音声パケットサイ

ズ（ミリ秒）。

送信サイズ（Sender Size）

音声ストリームが開始されてから受信された

RTP音声パケットの数。

コールが保留されていた可能性があ

るため、この数値は、必ずしもコー

ルが開始されてから受信された RTP
音声パケットの数と同じであるとは

限りません。

（注）

受信パケット（Rcvr Packets）

音声ストリームが開始されてから送信された

RTP音声パケットの数。

コールが保留されていた可能性があ

るため、この数値は、必ずしもコー

ルが開始されてから送信された RTP
音声パケットの数と同じであるとは

限りません。

（注）

送信パケット（Sender Packets）

受信中の音声ストリームが開始されてから測

定された、RTPパケットジッターの推定平均
値（パケットがネットワークを経由する際の

動的な遅延）（ミリ秒単位）。

平均ジッター（Avg Jitter）

受信中の音声ストリームが開始されてから測

定された最大ジッター（ミリ秒単位）。

Max Jitter

受信中の音声ストリームで廃棄された RTPパ
ケットの数（不良パケット、過度の遅延など

による）。

シスコゲートウェイが生成したペイ

ロードタイプ 19のコンフォートノ
イズパケットはこのカウンタを増分

するため、電話機はこれらのパケッ

トを破棄します。

（注）

受信破棄（Receiver Discarded）

失われた RTPパケット（転送中の喪失）。受信喪失パケット（Rcvr Lost Packets）

音声品質メトリック（Voice Quality Metrics）
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説明項目

隠蔽フレームの総数を、音声ストリームの開

始以降に受信された音声フレームの総数で割っ

た値。

累積フレーム損失率（Cumulative Conceal
Ratio）

アクティブな音声に先行する 3秒間の間隔に
おける、音声フレームに対する隠蔽フレーム

の比率。音声アクティビティ検出（VAD）を
使用する場合は、アクティブな音声を 3秒集
めるために、もっと長い間隔が必要になる可

能性があります。

直近フレーム損失率（Interval Conceal Ratio）

音声ストリームの開始以降、最も高い間隔の

隠蔽率。

最大フレーム損失率（Max Conceal Ratio）

音声ストリームの開始以降、隠蔽イベント（フ

レーム損失）があった秒数（[深刻なフレーム
損失発生秒数（SeverelyConceal Secs）]の値を
含む）。

フレーム損失発生秒数（Conceal Seconds）

音声ストリームの開始以降、5 %を超える隠
蔽イベント（フレーム損失）があった秒数。

深刻なフレーム損失発生秒数（SeverelyConceal
Seconds）

ネットワーク遅延の推定値（ミリ秒単位）。

ラウンドトリップ遅延の実行中の平均値を表

します。これは RTCP受信レポートブロック
の受信時に測定されます。

遅延（Latency）

設定ユーティリティでのカスタマイズ状態の表示

EDOSサーバからの RCダウンロードが完了した後、Webインターフェイスを使用して電話機
のカスタマイズ状態を確認できます。

以下に、リモートカスタマイズ状態について説明します。

• [オープン（Open）]：電話機が初めて起動し、まだ設定されていない状態です。

• [中断されました（Aborted）]：リモートカスタマイズは、DHCPオプションのようなその
他のプロビジョニングによって中断されています。

• [保留中（Pending）]：プロファイルはすでに EDOSサーバからダウンロードされていま
す。

• [カスタム保留中（Custom-Pending）]：電話機が EDOSサーバからリダイレクトURLをダ
ウンロードしました。
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• [取得済み（Acquired）]：EDOSサーバからダウンロードされたプロファイルに、プロビ
ジョニング設定のリダイレクト URLが含まれています。プロビジョニングサーバからの
リダイレクト URLのダウンロードが正常に完了した場合、この状態が示されます。

• [利用不可（Unavailable）]：EDOSサーバが空のプロビジョニングファイルで応答し、
HTTP応答が 200 OKであったため、リモートカスタマイズが停止しました。

手順

ステップ 1 電話機のWebページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [情報（Info）] > [ステータス
（Status）]の順に選択します。

ステップ 2 [製品情報（Product Information）]セクションの [カスタマイズ（Customization）]フィールド
で、電話機のカスタマイズ状態を確認できます。

プロビジョニングにエラーがある場合、同じページの [プロビジョニングステータス
（Provisioning Status）]セクションでその詳細を確認できます。

Cisco IP Phone Webページ
ここでは、電話機のWebページから取得可能な情報について説明します。この情報は、電話
機の操作のリモートモニタやトラブルシューティングに役立てることができます。

関連トピック

電話機Webページへのアクセス（107ページ）
電話機の IPアドレスの特定（108ページ）
Cisco IP PhoneへのWebアクセスの許可（108ページ）

情報

このタブのフィールドは読み取り専用で、変更できません。

ステータス

システム情報

説明パラメータ

電話機に割り当てられた現在のホスト名が表

示されます。

ホスト名（Host Name）
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説明パラメータ

電話機のネットワークドメイン名が表示され

ます。

デフォルト：cisco.com

ドメイン（Domain）

電話機に割り当てられたプライマリNTPサー
バが表示されます。

プライマリNTPサーバ（PrimaryNTPServer）

電話機に割り当てられたセカンダリNTPサー
バが表示されます。

セカンダリ NTPサーバ（Secondary NTP
Server）

電話機でBluetoothが有効になっているかどう
かを示します。

Bluetoothが有効（Bluetooth Enabled）

電話機のBluetoothが接続されているかどうか
を示します。

Bluetoothに接続済み（Bluetooth Connected）

BluetoothデバイスのMACアドレスを表示し
ます。

Bluetooth MAC

接続されているデバイス IDを表示します。接続されているデバイスの ID（Connected
Device ID）

展開オプションとして電話機でイーサネット

ケーブルを使用するかどうかを表示します。

Cisco IP Phone 8861限定。

アクティブインターフェイス（Active
Interface）

電話機のMACアドレスを表示します。

Cisco IP Phone 8861限定。

ワイヤレスMAC（Wireless MAC）

電話機の SSIDを表示します。

Cisco IP Phone 8861限定。

SSID

展開オプションとして電話機で802.11インター
フェイスを使用するかどうかを表示します。

Cisco IP Phone 8861限定。

モード 802.11（Mode 802.11）

電話機がWLANへのアクセスに使用する認証
のタイプを表示します。

セキュリティモード（Security Mode）

シャッターの状態を表示します。

Cisco IP Phone 8845および 8865限定

カメラのシャッター（Camera Shutter）
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IPv4情報

説明パラメータ

接続が確立されていることを示します。IPステータス（IP Status）

電話機のインターネット接続のタイプを示し

ます。

• DHCP

•静的 IP

Connection Type

IP電話に割り当てられた現在の IPアドレスが
表示されます。

現在の IP（Current IP）

電話機に割り当てられたネットワークマスク

が表示されます。

現在のネットマスク（Current Netmask）

電話機に割り当てられたデフォルトルータが

表示されます。

現在のゲートウェイ（Current Gateway）

電話機に割り当てられたプライマリDNSサー
バが表示されます。

プライマリ DNS（Primary DNS）

電話機に割り当てられたセカンダリDNSサー
バが表示されます。

セカンダリ DNS（Secondary DNS）

IPv6情報

説明パラメータ

接続が確立されていることを示します。IPステータス（IP Status）

電話機のインターネット接続のタイプを示し

ます。

•静的 IP

• DHCP

Connection Type

IPフォンに割り当てられている現在の IPv6ア
ドレスが表示されます。

現在の IP（Current IP）

ネットワークの一部であるグローバルユニキャ

スト IPv6アドレスのビット数を識別します。
たとえば、IPv6アドレスが
2001:0DB8:0000:000b::/64である場合、数値の
64によって最初の64ビットがネットワークの
一部であることを識別します。

プレフィックス長（Prefix Length）
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説明パラメータ

電話機に割り当てられたデフォルトルータが

表示されます。

現在のゲートウェイ（Current Gateway）

電話機に割り当てられたプライマリDNSサー
バが表示されます。

プライマリ DNS（Primary DNS）

電話機に割り当てられたセカンダリDNSサー
バが表示されます。

セカンダリ DNS（Secondary DNS）

リブート履歴

リブート履歴の詳細については、再起動の理由（448ページ）を参照してください。

製品情報

説明パラメータ

電話機のモデル番号。製品名（Product Name）

電話ファームウェアのバージョン番号。ソフトウェアバージョン（Software Version）

電話機のハードウェアアドレス。MACアドレス（MAC Address）

RCユニットの場合は、このフィールドで、ユ
ニットがカスタマイズされているかどうかを

示します。保留中は、プロビジョニングの準

備ができている新しい RCユニットを意味し
ます。ユニットがすでにカスタマイズされた

プロファイルを取得している場合は、この

フィールドにユニットをプロビジョニングし

た会社の名前が表示されます。

カスタマイゼーション

電話機のシリアル番号。シリアル番号（Serial Number）

電話機のハードウェアのバージョン番号。ハードウェアバージョン（HardwareVersion）

ITSPネットワークで使用するために電話機を
認証するクライアント証明書のステータス。

このフィールドは、クライアント証明書が電

話機に正しくインストールされているかどう

かを示します。

Client Certificate
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ダウンロードしたロケールパッケージ

説明パラメータ

ダウンロードしたロケールパッケージのステー

タスが表示されます。

ロケールダウンロードステータス（Locale
download status）

ローカルパッケージがダウンロードされた場

所が表示されます。

ロケールダウンロードURL（Locale download
URL）

ダウンロードしたフォントファイルのステー

タスが表示されます。

フォントダウンロードステータス（Font
download status）

フォントファイルがダウンロードされた場所

が表示されます。

フォントダウンロード URL（Font download
URL）

電話機のステータス

説明パラメータ

システムの現在の日時。たとえば、08/06/14
1:42:56 a.m.など。

現在の日時（Current Time）

システムの最後のリブート以降に経過した時

間の合計。たとえば、7 days, 02:13:02など。
経過時間（Elapsed Time）

送信された SIPメッセージの合計数（再送信
を含む）。

送信された SIPメッセージ数（SIP Messages
Sent）

受信された SIPメッセージの合計数（再送信
を含む）。

送信された SIPバイト数（SIP Bytes Sent）

送信された SIPメッセージのバイトの合計数
（再送信を含む）。

受信された SIPメッセージ数（SIP Messages
Recv）

受信された SIPメッセージのバイトの合計数
（再送信を含む）。

受信された SIPバイト数（SIP Bytes Recv）

送信されたネットワークパケットの合計数。送信されたネットワークパケット数（Network
Packets Sent）

受信されたネットワークパケットの合計数。受信されたネットワークパケット数（Network
Packets Recv）

電話機の外部 IP。外部 IP（External IP）

該当する場合の現在使用中の VLANの ID。接続先 VLAN ID（Operational VLAN ID）

IP電話からスイッチへのイーサネット接続の
タイプが表示されます。

スイッチポート（SW Port）
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説明パラメータ

PCポートからのイーサネット接続のタイプが
表示されます。

PCポート（PC Port）

最後の電話機のアップグレードのステータス

を表示します。

Upgrade Status

SWポート設定のタイプを表示します。SWポート設定（SW Port Config）

PCポート設定のタイプを表示します。PCポート設定（PC Port Config）

電話機が最後にログインに成功した時刻を表

示します。

最終ログイン（Last Successful Login）

電話機が最後にログインに失敗した時刻を表

示します。

最後に失敗したログイン（Last Failed Login）

Dot1x認証

説明パラメータ

電話機が認証されているかどうかを示します。トランザクションステータス（Transaction
status）

登録済み電話機のプロトコルを表示します。プロトコル

内線の状態（Ext Status）

説明パラメータ

電話機が ITSPに登録されると、「登録済み
（Registered）」と表示され、登録されていな
いと「未登録（Not Registered）」と表示され
ます。

登録の状態（Registration State）

回線が最後に登録された日付と時刻。最終登録（Last Registration At）

次の登録更新までの秒数。次回の登録（秒）（Next Registration In
Seconds）

メッセージの待機が有効であるか無効である

かを示します。

メッセージ受信

NATによりマップされた SIPポートのポート
番号。

マップされた SIPポート（Mapped SIP Port）

ホテリングを有効にするか無効にするかを指

定します。

ホテリング状態（Hoteling State）
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説明パラメータ

拡張機能が有効になっているかどうかを示し

ます。

拡張機能ステータス（Extended Function
Status）

回線のコールステータス

説明パラメータ

コールのステータス。コール状態(Call State)

コールで使用するトーンのタイプ。トーン（Tone）

符号化に使用されるコーデック。エンコーダ（Encoder）

復号化に使用されるコーデック。デコーダ（Decoder）

コールの方向。タイプ（Type）

相手先がコールを保留にしているかどうかを

示します。

リモート回線の保留（Remote Hold）

コールがコールバック要求によってトリガー

されたかどうかを示します。

コールバック（Callback）

コールの Real-Time Transport Protocol（RTP）
にマッピングされたポート。

マッピングされた RTPポート（Mapped RTP
Port）

内線電話の名前。Peer Name

内線電話の電話番号。ピア電話（Peer Phone）

コールの継続時間。時間（Duration）

送信されたパケット数。送信パケット数（Packets Sent）

受信したパケット数。受信パケット数（Packets Recv）

送信されたバイトの数。送信バイト数（Bytes Sent）

受信したバイト数。受信バイト数（Bytes Recv）

デコーダ遅延のミリ秒数。復号化の遅延（Decode Latency）

受信機ジッターのミリ秒数。ジッター（Jitter）

RTP-to-RTPインターフェイスラウンドトリッ
プにおける遅延のミリ秒数。

ラウンドトリップ遅延（Round Trip Delay）

パケット損失数。パケットロス（Packets Lost）
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説明パラメータ

受信開始時からの失われた送信元からの RTP
データパケットの割合です。RFC 3611：RTP
制御プロトコル拡張レポート（RTCP XR）で
定義されています。

損失率（Loss Rate）

受信開始時からの失われた送信元からの RTP
データパケットの割合です。RFC 3611：RTP
制御プロトコル拡張レポート（RTCP XR）で
定義されています。

廃棄済みパケット（Packet Discarded）

受信側のジッターバッファにおける遅延、早

期到達、アンダーラン、またはオーバーフロー

が原因による、受信開始時からの廃棄された

送信元からの RTPデータパケットの割合で
す。RFC3611：RTP制御プロトコル拡張レポー
ト（RTCP XR）で定義されています。

廃棄率（Discard Rate）

受信開始時からの発生したバースト期間の平

均期間（ミリ秒単位）です。RFC 3611：RTP
制御プロトコル拡張レポート（RTCP XR）で
定義されています。

バースト期間（Burst Duration）

受信開始時からの発生したギャップ期間の平

均期間（ミリ秒単位）です。RFC 3611：RTP
制御プロトコル拡張レポート（RTCP XR）で
定義されています。

ギャップ期間（Gap Duration）

この RTPセッションを介して伝送されるコー
ルのセグメントを表す音声品質メトリック。

RFC 3611：RTP制御プロトコル拡張レポート
（RTCP XR）で定義されています。

R-Factor

リスニング品質（MOS-LQ）の推定平均オピ
ニオン評点は、1～5で表される音声品質メト
リックです。5は「優秀」、1は「許容範囲
外」を表します。RFC 3611：RTP制御プロト
コル拡張レポート（RTCP XR）で定義されて
います。

MOS-LQ

会話品質（MOS-CQ）の推定平均オピニオン
評点は、遅延の影響および会話品質に影響を

及ぼすその他の影響を含む値として定義され

ます。RFC 3611：RTP制御プロトコル拡張レ
ポート（RTCP XR）で定義されています。

MOS-CQ
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説明パラメータ

ビデオのエンコードに使用されるコーデック。

例： H264 HP

Cisco IP Phone 8845および 8865向け

ビデオエンコーダ

ビデオの復号化に使用するコーデック。例：

H264 HPビデオパケットの送信： 3791

Cisco IP Phone 8845および 8865向け

ビデオデコーダ

4202のビデオジッター： 27

Cisco IP Phone 8845および 8865向け

受信されたビデオパケット数

149ビデオ受信機のパケット破棄： 0

Cisco IP Phone 8845および 8865向け

ビデオ最大ジッター

0ビデオ送信側解像度： 640 x 360

Cisco IP Phone 8845および 8865向け

ビデオの受信機のパケット損失数

640 x 360ビデオ送信機フレーム： 755

Cisco IP Phone 8845および 8865向け

ビデオ受信機解像度

1ビデオ送信機の iフレーム要求： 0

Cisco IP Phone 8845および 8865向け

ビデオ送信機の IDRフレーム

747ビデオ受信機 IDRフレーム： 0

Cisco IP Phone 8845および 8865向け

ビデオ受信機フレーム

0ビデオ送信機フレームレート： 16 fps

Cisco IP Phone 8845および 8865向け

ビデオ受信機 iフレーム要求

16 fpsのビデオの遅延： 0 ms

Cisco IP Phone 8845および 8865向け

ビデオ受信機フレームレート

232ビデオ受信機帯域幅： 226

Cisco IP Phone 8845および 8865向け

ビデオ送信側帯域幅

ページングステータス

説明パラメータ

マルチキャストページング時の Rxパケット
を示します。

マルチキャスト Rxパケット（Multicast Rx
Pkts）
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説明パラメータ

マルチキャストページング時の Txパケット
を示します。

マルチキャスト Txパケット（Multicast Tx
Pkts）

TR-069ステータス

説明パラメータ

TR-069機能が有効になっているか、無効に
なっているかを示します。

[TR-069機能（TR-069 Feature）]

CPEからACSに通知する時間間隔を表示しま
す。

定期通知時間（Periodic Inform Time）

前回の通知時間を示します。前回の通知時間（Last Inform Time）

成功または失敗のステータスを表示します。前回のトランザクションステータス（Last
Transaction Status）

セッションの開始時刻と終了時刻を示します。前回のセッション（Last Session）

設定されているパラメータセットの参照チェッ

クポイントのキーを表示します。

パラメータキー（ParameterKey）

PRTステータス

説明パラメータ

最後に開始された問題レポートの生成の開始

と状態の場所。

問題レポートは、電話機の LCDユーザイン
ターフェイスから開始することも、電話機の

webページから開始することも、リモートで
開始することもできます。詳細については、

「電話機のWebページから電話機のすべての
問題を報告する（254ページ）」および「リ
モートでの電話機の問題の報告」を参照して

ください。

status.xmlの XMLタグ:
PRT_Generation_Status

PRT生成ステータス
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説明パラメータ

最後に開始された問題レポートのアップロー

ドのステータス。

問題レポートのアップロードルールの設定の

詳細については、PRTアップロードの設定（
250ページ）を参照してください。

status.xmlの XMLタグ: PRT_Upload_Status

PRTアップロードステータス

カスタム CAステータス

これらのフィールドには、カスタム認証局（CA）を使用したプロビジョニングのステータス
が表示されます。

説明パラメータ

カスタム CAを使用したプロビジョニングが
成功したか失敗したかを示します。

•最後のプロビジョニングが mm/dd/yyyy
HH:MM:SSに成功した

•最後のプロビジョニングが mm/dd/yyyy
HH:MM:SSに失敗した

カスタム CAプロビジョニングステータス
（Custom CA Provisioning Status）

カスタム CAに関する情報が表示されます。

• [インストール済み（Installed）]：「CN「
」値」が表示されます。ここで、「CN「
」値」は最初の証明書の [件名（Subject）]
フィールドの CNパラメータの値です。

• [未インストール（Not Installed）]：カス
タム CA証明書がインストールされてい
ない場合に表示されます。

カスタム CA情報（Custom CA Info）

カスタム CA証明書は [プロビジョニング（Provisioning）]タブで設定します。カスタム CA認
証の情報についての詳細は、『Cisco IP Phone 8800シリーズマルチプラットフォーム電話プロ
ビジョニングガイド』を参照してください。

プロビジョニングステータス

説明パラメータ

電話機のプロファイルファイル名が表示され

ます。

プロビジョニングプロファイル（Provisioning
Profile）
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説明パラメータ

電話機のプロビジョニングステータス（再同

期）が表示されます。

プロビジョニングステータス 1（Provisioning
Status 1）

プロビジョニングステータス 2（Provisioning
Status 2）

プロビジョニングステータス 3（Provisioning
Status 3）

電話機のプロビジョニングの失敗理由が表示

されます。

プロビジョニングの失敗理由（Provisioning
Failure Reason）

アップグレードおよびプロビジョニングステータスは、新しい順に表示されます（リブート履

歴と同様）。各エントリには、スタータス、時間、および理由が含まれます。

（注）

デバッグ情報

コンソールログ

メッセージが最新のものである場合、電話機のsyslog出力を逆順で表示します。表示には個々
のログファイルへのハイパーリンクが含まれています。コンソールログファイルには、電話

機で受信したデバッグメッセージとエラーメッセージが含まれています。タイムスタンプに

は、タイムゾーンの設定に関係なく UTC時間が反映されます。

説明パラメータ

[メッセージ（Messages）]リンクをクリック
すると、デバッグメッセージが表示されます。

デバッグメッセージ（Debug Message）

問題レポート

説明パラメータ

[PRTの生成（Generate PRT）]タブが表示され
ます。

問題の報告（Report Problem）

PRTログのファイル名が表示されます。Prtファイル（Prt file）
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説明パラメータ

[パケットキャプチャの開始（Start Packet
Capture）]タブが表示されます。このタブをク
リックして、パケットのキャプチャを開始し

ます。電話機が受信するすべてのパケットを

キャプチャするには [すべて（All）]をクリッ
クし、送信元と宛先が電話機の IPアドレスの
場合のみパケットをキャプチャするには [ホス
トIPアドレス（Host IP Address）]をクリック
します。

キャプチャプロセスは、開始した後に停止す

ることもできます。

パケットキャプチャ（Packet Capture）

キャプチャされたパケットを含むファイルが

表示されます。パケットの詳細を確認するに

は、ファイルをダウンロードします。

キャプチャファイル（Capture File）

初期設定へのリセット

説明パラメータ

電話がアイドル状態の時に [初期設定へのリ
セット（Factory Reset）]タブをクリックする
と電話をリセットします。

工場出荷時の状態へのリセット（Factory
Reset）

ダウンロードステータス（Download Status）

ファームウェアアップグレードステータス（Firmware Upgrade Status）

説明パラメータ

アップグレードステータス（失敗または成功）

が、その理由と共に表示されます。

ファームウェアアップグレードステータス 1
（Firmware Upgrade Status 1）

ファームウェアアップグレードステータス2
（Firmware Upgrade Status 2）

ファームウェアアップグレードステータス3
（Firmware Upgrade Status 3）
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プロビジョニングステータス

説明パラメータ

電話機のプロファイルファイル名が表示され

ます。

プロビジョニングプロファイル（Provisioning
Profile）

電話機のプロビジョニングステータス（再同

期）が表示されます。

プロビジョニングステータス 1（Provisioning
Status 1）

プロビジョニングステータス 2（Provisioning
Status 2）

プロビジョニングステータス 3（Provisioning
Status 3）

電話機のプロビジョニングの失敗理由が表示

されます。

プロビジョニングの失敗理由（Provisioning
Failure Reason）

アップグレードおよびプロビジョニングステータスは、新しい順に表示されます（リブート履

歴と同様）。各エントリには、スタータス、時間、および理由が含まれます。

（注）

カスタム CAステータス

これらのフィールドには、カスタム認証局（CA）を使用したプロビジョニングのステータス
が表示されます。

説明パラメータ

カスタム CAを使用したプロビジョニングが
成功したか失敗したかを示します。

•最後のプロビジョニングが mm/dd/yyyy
HH:MM:SSに成功した

•最後のプロビジョニングが mm/dd/yyyy
HH:MM:SSに失敗した

カスタム CAプロビジョニングステータス
（Custom CA Provisioning Status）

カスタム CAに関する情報が表示されます。

• [インストール済み（Installed）]：「CN「
」値」が表示されます。ここで、「CN「
」値」は最初の証明書の [件名（Subject）]
フィールドの CNパラメータの値です。

• [未インストール（Not Installed）]：カス
タム CA証明書がインストールされてい
ない場合に表示されます。

カスタム CA情報（Custom CA Info）
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カスタム CA証明書は [プロビジョニング（Provisioning）]タブで設定します。カスタム CA認
証の情報についての詳細は、『Cisco IP Phone 8800シリーズマルチプラットフォーム電話プロ
ビジョニングガイド』を参照してください。

アテンダントコンソールのステータス

一般

説明パラメータ

電話機に追加されたキー拡張モジュールのサ

ブスクリプションの有効期限が切れる時刻を

表示します。

サブスクライブの有効期限（SubscribeExpires）

電話機に追加されたキー拡張モジュールのサ

ブスクリプションが再度登録を試行する時刻

を表示します。

サブスクライブ再試行インターバル（Subscribe
Retry Interval）

部門

アテンダントコンソールユニットの各回線キーのプログラミング情報を入力します。

説明パラメータ

電話機に追加されたキー拡張モジュールが有

効になっているかどうかを示します。

ユニット有効（Unit Enable）

電話機に追加されたキー拡張モジュールがア

クティブになっているかどうかを示します。

オンラインユニット（Unit Online）

電話機に追加されたキー拡張モジュールのハー

ドウェアバージョンを表示します。

HWバージョン（HW Version）

電話機に追加されたキー拡張モジュールのソ

フトウェアバージョンを表示します。

SWバージョン（SW Version）

ネットワーク統計

イーサネット情報

説明パラメータ

電話機が送信したパケットの合計数。TxFrames

電話機が送信したブロードキャストパケット

の合計数。

TxBroadcasts
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説明パラメータ

電話機が送信したマルチキャストパケットの

合計数。

TxMulticasts

電話機が送信したユニキャストパケットの合

計数。

TxUnicasts

電話機が受信したパケットの総数。RxFrames

電話機が受信したブロードキャストパケット

の合計数。

RxBroadcasts

電話機が受信したマルチキャストパケットの

合計数。

RxMulticasts

電話機が受信したユニキャストパケットの合

計数。

RxUnicasts

ネットワークポート情報

説明パラメータ

電話機が受信したパケットの合計数。RxtotalPkt

電話機が受信したユニキャストパケットの合

計数。

Rxunicast

電話機が受信したブロードキャストパケット

の合計数。

Rxbroadcast

電話機が受信したマルチキャストパケットの

合計数。

Rxmulticast

破棄されたパケットの総数。RxDropPkts

長さが64オクテット未満（フレーミングビッ
トは除くが、FCSオクテットは含む）で、そ
れ以外は適切な形式の受信パケット数の合計。

RxUndersizePkts

長さが1518オクテットより長く（フレーミン
グビットは除くが、FCSオクテットは含む）、
それ以外は適切な形式の受信パケット数の合

計。

RxOversizePkts
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説明パラメータ

長さが1518オクテットより長く（フレーミン
グビットは除くが、FCSオクテットは含む）、
オクテットの偶数で終了しない（アライメン

トエラー）か、または FCSエラーが発生して
いる受信パケット数の合計。

RxJabbers

受信された長さが64～1522バイトで、フレー
ムチェックシーケンス（FCS）が不正なパケッ
トの合計数。

RxAlignErr

無効なパケットを含め、サイズが 0～ 64バイ
トまでの受信されたパケットの合計数。

Rxsize64

無効なパケットを含め、サイズが 65～ 127バ
イトまでの受信されたパケットの合計数。

Rxsize65to127

無効なパケットを含め、サイズが 128～ 255
バイトまでの受信されたパケットの合計数。

Rxsize128to255

無効なパケットを含め、サイズが 256～ 511
バイトまでの受信されたパケットの合計数。

Rxsize256to511

無効なパケットを含め、サイズが 512～ 1023
バイトまでの受信されたパケットの合計数。

Rxsize512to1023

無効なパケットを含め、サイズが1024～1518
バイトまでの受信されたパケットの合計数。

Rxsize1024to1518

電話機が受信した有効なパケット（マルチキャ

スト、ブロードキャスト、およびユニキャス

ト）の合計数。

TxtotalGoodPkt

電話機から送信された LLDPフレームの合計
数。

lldpFramesOutTotal

キャッシュ内でタイムアウトになった LLDP
フレームの合計数。

lldpAgeoutsTotal

必須 TLVのいずれかについて、欠落してい
る、順序に誤りがある、または範囲を超える

文字列長が含まれているために廃棄された

LLDPフレームの合計数。

lldpFramesDiscardedTotal

検出可能なエラーが 1つ以上含まれる状態で
受信された LLDPフレームの合計数。

lldpFramesInErrorsTotal

電話機が受信した LLDPフレームの合計数。lldpFramesInTotal
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説明パラメータ

破棄された LLDP TLVの総数。lldpTLVDiscardedTotal

電話機で認識されなかったLLDPTLVの総数。lldpTLVUnrecognizedTotal

CDPが検出した、このポートに接続されてい
るデバイスの ID。

CDPNeighborDeviceId

CDPで検出されたネイバーデバイスの IPア
ドレス。

CDPNeighborIP

CDPで検出された、電話機が接続されている
ネイバーデバイスのポート。

CDPNeighborPort

LLDPで検出された、このポートに接続されて
いるデバイスの ID。

LLDPNeighborDeviceId

LLDPで検出されたネイバーデバイスの IPア
ドレス。

LLDPNeighborIP

LLDPで検出された、電話機が接続されている
ネイバーデバイスのポート。

LLDPNeighborPort

速度と二重化モード。PortSpeed

アクセスポート情報

説明パラメータ

電話機が受信したパケットの合計数。RxtotalPkt

電話機が受信したユニキャストパケットの合

計数。

Rxunicast

電話機が受信したブロードキャストパケット

の合計数。

Rxbroadcast

電話機が受信したマルチキャストパケットの

合計数。

Rxmulticast

破棄されたパケットの総数。RxDropPkts

長さが64オクテット未満（フレーミングビッ
トは除くが、FCSオクテットは含む）で、そ
れ以外は適切な形式の受信パケット数の合計。

RxUndersizePkts
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説明パラメータ

長さが1518オクテットより長く（フレーミン
グビットは除くが、FCSオクテットは含む）、
それ以外は適切な形式の受信パケット数の合

計。

RxOversizePkts

長さが1518オクテットより長く（フレーミン
グビットは除くが、FCSオクテットは含む）、
オクテットの偶数で終了しない（アライメン

トエラー）か、または FCSエラーが発生して
いる受信パケット数の合計。

RxJabbers

受信された長さが64～1522バイトで、フレー
ムチェックシーケンス（FCS）が不正なパケッ
トの合計数。

RxAlignErr

無効なパケットを含め、サイズが 0～ 64バイ
トまでの受信されたパケットの合計数。

Rxsize64

無効なパケットを含め、サイズが 65～ 127バ
イトまでの受信されたパケットの合計数。

Rxsize65to127

無効なパケットを含め、サイズが 128～ 255
バイトまでの受信されたパケットの合計数。

Rxsize128to255

無効なパケットを含め、サイズが 256～ 511
バイトまでの受信されたパケットの合計数。

Rxsize256to511

無効なパケットを含め、サイズが 512～ 1023
バイトまでの受信されたパケットの合計数。

Rxsize512to1023

無効なパケットを含め、サイズが1024～1518
バイトまでの受信されたパケットの合計数。

Rxsize1024to1518

電話機が受信した有効なパケット（マルチキャ

スト、ブロードキャスト、およびユニキャス

ト）の合計数。

TxtotalGoodPkt

電話機から送信された LLDPフレームの合計
数。

lldpFramesOutTotal

キャッシュ内でタイムアウトになった LLDP
フレームの合計数。

lldpAgeoutsTotal

必須 TLVのいずれかについて、欠落してい
る、順序に誤りがある、または範囲を超える

文字列長が含まれているために廃棄された

LLDPフレームの合計数。

lldpFramesDiscardedTotal
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説明パラメータ

検出可能なエラーが 1つ以上含まれる状態で
受信された LLDPフレームの合計数。

lldpFramesInErrorsTotal

電話機が受信した LLDPフレームの合計数。lldpFramesInTotal

破棄された LLDP TLVの総数。lldpTLVDiscardedTotal

電話機で認識されなかったLLDPTLVの総数。lldpTLVUnrecognizedTotal

CDPが検出した、このポートに接続されてい
るデバイスの ID。

CDPNeighborDeviceId

CDPで検出されたネイバーデバイスの IPア
ドレス。

CDPNeighborIP

CDPで検出された、電話機が接続されている
ネイバーデバイスのポート。

CDPNeighborPort

LLDPで検出された、このポートに接続されて
いるデバイスの ID。

LLDPNeighborDeviceId

LLDPで検出されたネイバーデバイスの IPア
ドレス。

LLDPNeighborIP

LLDPで検出された、電話機が接続されている
ネイバーデバイスのポート。

LLDPNeighborPort

速度と二重化モード。PortSpeed

音声

システム

システム設定

説明パラメータ

この機能はソフトウェアのカスタマイズを実

装するときに使用されます。

制限付きアクセスドメイン（Restricted Access
Domains）

IP PhoneのWebサーバを有効または無効にし
ます。

デフォルト：[はい（Yes）]

Webサーバ有効（Enable Web Server）
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説明パラメータ

プロトコルのタイプを選択します。

• Http

• Https

HTTPSプロトコルを指定する場合は、URLに
https:を含める必要があります。

デフォルト値：HTTP

プロトコル有効（Enable Protocol）

URLのダイレクトアクションを有効にしま
す。

デフォルト：[はい（Yes）]

ダイレクトアクション URLを有効（Enable
Direct Action Url）

セッションの最大タイムアウト値を入力でき

ます。

デフォルト：3600

セッション最大タイムアウト（Session Max
Timeout）

セッションのアイドルタイムアウト値を入力

できます。

デフォルト：3600

セッションアイドルタイムアウト（Session
Idle Timeout）

電話機のWebユーザインターフェイスのポー
ト番号を入力できます。

デフォルト：80

• HTTPプロトコルの場合は 80。

• HTTPSプロトコルの場合は 443。

プロトコルのデフォルト値以外のポート番号

を指定する場合は、サーバURLにそのデフォ
ルト以外のポート番号を含める必要がありま

す。

例：https://192.0.2.1:999/admin/advanced

Web Server Port

電話機のWebユーザインターフェイスへの
ローカルアクセスを有効または無効にできま

す。ドロップダウンメニューから [はい
（Yes）]または [いいえ（No）]を選択しま
す。

デフォルト：[はい（Yes）]

Web管理者アクセスの有効化（Enable Web
Admin Access）
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説明パラメータ

管理者のパスワードを入力できます。

デフォルト：空白

Adminパスワード（Admin Password）

ユーザのパスワードを入力できます。

デフォルト：空白

[User Password]

電話機のユーザが目視する電話機のメニュー

とオプションを読み取り専用フィールドにで

きます。

デフォルト：[いいえ（No）]

電話機 UI読み取り専用（Phone-UI-readonly）

電話インターフェイスを使用している電話機

ユーザに表示されるメニューとオプションを

制限できます。このパラメータを有効にして

アクセスを制限する場合は、[はい（Yes）]を
選択します。

デフォルト：[いいえ（No）]

プロビジョニングファイルを使用して、個別

のパラメータを「na」、「ro」、または
「rw」と指定します。「na」として指定した
パラメータは、電話画面には表示されません。

「ro」と指定したパラメータは、ユーザは編
集できません。「rw」と指定したパラメータ
は、ユーザが編集することができます。

電話機 UIユーザモード
（Phone-UI-User-Mode）

非プロキシサーバから SIPメッセージを受信
する電話機を有効または無効にします。はい

を選択した場合、電話機は、IN-Dialog メッ
セージ以外の非プロキシ SIP着信メッセージ
をブロックします。いいえを選択した場合、

電話機は非プロキシ SIPメッセージの受信を
ブロックしません。

TCPまたは TLSを使用して SIPメッセージを
転送する電話機では、非プロキシSIPのブロッ
クを「いいえ」と設定します。TCPまたは
TLSを介して伝送される非プロキシ SIPメッ
セージは、デフォルトでブロックされます。

デフォルト：[いいえ（No）]

非プロキシ SIPのブロック
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ネットワーク設定

説明パラメータ

電話機が動作するインターネットプロトコル

モードを選択できます。オプションは [IPv4の
み（IPv4 Only）]、[IPv6のみ（IPv6 Only）]、
および [デュアルモード（DualMode）]です。
[デュアルモード（DualMode）]の場合、電話
機に IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を設
定できます。

デフォルト：[デュアルモード（Dual Mode）]

IPモード（IP Mode）

IPv4設定

説明パラメータ

電話機に設定されたインターネット接続タイ

プ。オプションは、[DHCP]および[スタティッ
ク IP（Static IP）]です。

デフォルト：DHCP

Connection Type

電話機のサブネットマスク。ネットマスク（NetMask）

電話機の IPアドレス。スタティック IP（Static IP）

ゲートウェイの IPアドレス。Gateway

電話機に割り当てられたプライマリドメイン

ネームサーバ（DNS）。
プライマリ DNS（Primary DNS）

セカンダリドメインネームサーバ（DNS）
（電話機に割り当てられている場合）。

セカンダリ DNS（Secondary DNS）

IPv6設定

説明パラメータ

電話機に設定されたインターネット接続タイ

プ。オプションは、[DHCP]および[スタティッ
ク IP（Static IP）]です。

デフォルト：DHCP

Connection Type

電話機の IPv6アドレス。スタティック IP（Static IP）
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説明パラメータ

ネットワークの一部であるグローバルユニキャ

スト IPv6アドレスのビット数を識別します。
たとえば、IPv6アドレスが
2001:0DB8:0000:000b::/64である場合、数値の
64によって最初の64ビットがネットワークの
一部であることを識別します。

プレフィックス長（Prefix Length）

ゲートウェイの IPアドレス。Gateway

電話機に割り当てられたプライマリドメイン

ネームサーバ（DNS）。
プライマリ DNS（Primary DNS）

セカンダリドメインネームサーバ（DNS）
（電話機に割り当てられている場合）。

セカンダリ DNS（Secondary DNS）

オプションは、[無効（Disabled）]と [有効
（Enabled）]です。

デフォルト：[無効（Disabled）]

エコーのブロードキャスト（Broadcast Echo）

有効になっている場合、ルータから送信され

るプレフィックス長を使用して、デフォルト

で IPv6アドレスが生成されます。オプション
は、[無効（Disabled）]と [有効（Enabled）]
です。

デフォルト：有効

自動構成（Auto Config）

802.1X認証

説明パラメータ

802.1Xを有効/無効にします。

デフォルト：[いいえ（No）]

802.1X認証の有効化（Enable 802.1X
Authentication）

オプションネットワーク設定

説明パラメータ

Cisco IP Phoneのホスト名。ホスト名（Host Name）

Cisco IP Phoneのネットワークドメイン。

LDAPを使用している場合は、LDAP設定（
279ページ）を参照してください。

ドメイン（Domain）
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説明パラメータ

DNSサーバの選択方法を指定します。

•手動、DHCP

•手動

• DHCP、手動

DNSサーバ順序（DNS Server Order）

指定された DNSクエリのモード。

•パラレル

•逐次

DNSクエリモード（DNS Query Mode）

[はい（Yes）]に設定した場合は、DNSクエリ
の結果がキャッシュされません。

デフォルト：[はい（Yes）]

DNSキャッシング有効（DNSCachingEnable）

ネットワークポートの速度とデュプレックス

を選択できます。値は次のとおりです。

• Auto

• 10MBハーフ（10MB half）

• 10MBフル（10MB full）

• 100 MBハーフ（100 MB half）

• 100MBフル（100MB full）

• 100ハーフ（100 half）

• 1000フル（1000 full）

スイッチポートの設定（Switch Port Config）

コンピュータ（アクセス）ポートの速度とデュ

プレックスを選択できます。

• Auto

• 10MBハーフ（10MB half）

• 10MBフル（10MB full）

• 100 MBハーフ（100 MB half）

• 100MBフル（100MB full）

• 100ハーフ（100 half）

• 1000フル（1000 full）

PCポート設定（PC Port Config）
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説明パラメータ

PCポートを有効にするかどうかを指定しま
す。オプションは [はい（Yes）]または [いい
え（No）]です。

PC PORT有効（PC PORT Enable）

PCポート上のポートミラーに機能を追加しま
す。有効にすると、電話のパケットを見るこ

とができます。PCポートミラーリングを有効
にする場合は [はい（Yes）] を選択し、無効
にする場合は [いいえ（No）]を選択します。

PCポートミラーの有効化（Enable PC Port
Mirror）

syslogサーバの名前とポートを指定します。
この機能は、IP電話システム情報や重要なイ
ベントを記録するためのサーバを指定します。

デバッグサーバと Syslogサーバの両方が指定
されている場合は、Syslogメッセージもデバッ
グサーバに記録されます。

Syslogサーバ（Syslog Server）

デバイス識別子を Syslogサーバにアップロー
ドされる syslogメッセージに含めるかどうか
を選択できます。各メッセージのタイムスタ

ンプの後にデバイス識別子が表示されます。

•なし：デバイス識別子なし。

• $MA:電話機のMACアドレス。これは、
連続した小文字と数字で表されます。例:
c4b9cd811e29

• $MAU:電話機のMACアドレス。連続し
た大文字のアルファベットと数字で表し

ます。例: C4B9CD811E29

• $MAC:標準のコロン区切り形式の電話機
のMACアドレス。例: c4: b9: cd:81:

1e:29

• $SN:電話機の製品シリアル番号。

デフォルト：[なし（None）]

XML設定の例を次に示します。
<Syslog_Identifier
ua="na">$MAC</Syslog_Identifier>

Syslog識別子
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説明パラメータ

0～2のデバッグレベル。レベルが高いほど、
詳細なデバッグ情報が生成されます。ゼロ

（0）は、デバッグ情報が生成されないことを
意味します。SIPメッセージを記録するには、
デバッグレベルを 2以上に設定する必要があ
ります。

デフォルト：0

デバッグレベル（Debug Level）

時刻の同期に使用されるプライマリNTPサー
バの IPアドレスまたは名前。

デフォルト：空白

プライマリNTPサーバ（PrimaryNTPServer）

時刻の同期に使用されるセカンダリNTPサー
バの IPアドレスまたは名前。

デフォルト：空白

セカンダリ NTPサーバ（Secondary NTP
Server）

SSLv3を有効にする場合は [はい（Yes）]を選
択します。無効にする場合は [いいえ（No）]
を選択します。

デフォルト：いいえ（No）

SSLv3の有効化（Enable SSLv3）

Wi-Fi設定

説明パラメータ

Wi-Fiをオンにする場合は [はい (Yes)]を選択
できます。オフにする場合は [いいえ (no)]を
選択します。

デフォルト：[はい（Yes）]

Phone-wifi-on

Wi-Fiプロファイル (n)

説明パラメータ

SSIDの名前を入力できます。電話機にこの名
前が表示されます。複数のプロファイルは、

異なるセキュリティモードの同じネットワー

ク名を持つことができます。電話機にこの名

前が表示されます。

ネットワーク名（Network Name）
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説明パラメータ

Wi-Fiネットワークに安全にアクセスするため
に使用する認証方法を指定できます。選択す

る方法に応じて、パスワード、パスフレーズ、

またはキーフィールドが表示されます。これ

により、このWi-Fiネットワークに参加する
ために必要なクレデンシャルを指定できます。

オプションは次のとおりです。

• Auto

• EAP-FAST

• PEAP-GTC

• PEAP-MSCHAPV2

• PSK

• WEP

•なし（None）

デフォルト：[なし（None）]

Security Mode

ネットワークプロファイルのユーザ IDを入
力できます。

このフィールドは、セキュリティモードを

Auto、EAP-FAST、PEAP-GTC、PEAP、また
は (MSCHAPV2)に設定するときに使用できま
す。これは必須フィールドであり、最大長が

32英数字であることが許可されています。

Wi-Fiユーザ ID

作成するネットワークプロファイルのパスワー

ドを入力できます。この値は、セキュリティ

モードが、Auto、EAP-FAST、PEAP-GTC、
PEAP-MSCHAPV2の場合に入力する必要があ
ります。

Wi-Fiパスワード

作成するネットワークプロファイルのパスワー

ドを入力できます。セキュリティモードが

WEPの場合は、この値を入力する必要があり
ます。

WEPキー（WEP Key）

作成するネットワークプロファイルのパスワー

ドを入力できます。セキュリティモードがPSK
の場合は、この値を入力する必要があります。

PSKパスフレーズ
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説明パラメータ

WLANで使用されるワイヤレス信号周波数バ
ンドを選択できます。オプションは次のとお

りです。

• Auto

• 2.4 GHz

• 5 GHz

デフォルトは Autoです。

周波数帯域

[Wi-Fiプロファイル (Wi-fi profile)]リストでプ
ロファイルが表示される順序を選択できます。

デフォルト値：

• 1: Wi-Fiプロファイル 1用

• 2: Wi-Fiプロファイル 2用

• 3: Wi-Fiプロファイル 3用

• 4: Wi-fiプロファイル 4用

Wi-Fiプロファイル順序

VLAN設定

説明パラメータ

VLANを有効にするには、はいを選択します。
無効にするにはいいえを選択します。

VLANの有効化（Enable VLAN）

CiscoDiscovery Protocolのあるスイッチを使用
している場合にのみ、CDPを有効にします。
CDPはネゴシエーションに基づき、どのVLAN
に IP Phoneが存在するかを決定します。

CDPの有効化（Enable CDP）
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説明パラメータ

このディスカバリプロトコルを使用するデバ

イスに対して、電話機が自身をアドバタイズ

できるようにするには、はいを選択して

LLDP-MEDを有効にします。

LLDP-MED機能を有効にすると、電話機が初
期化され、レイヤ 2接続が確立した後、電話
機はLLDP-MEDPDUフレームを送信します。
電話機が確認応答を受信しないと、手動で設

定されたVLANまたはデフォルトVLANが必
要に応じて使用されます。CDPが同時に使用
される場合、6秒の待機期間が使用されます。
この待機期間により、電話機の全体的な起動

時間が長くなります。

LLDP-MEDの有効化（Enable LLDP-MED）

この値を設定すると、スイッチが転送状態に

なるのに遅延が起こり、その後に電話機は最

初の LLDP-MEDパケットを送信します。デ
フォルト遅延値は 3秒です。一部のスイッチ
の設定では、LLDP-MEDが機能するためにこ
の値を高く設定する必要があります。遅延の

設定は、スパニングツリープロトコルを使用

するネットワークで重要になることがありま

す。

ネットワーク起動遅延（Network Startup
Delay）

CDPなしでVLANを使用する（VLANを有効
にし、CDPを無効にする）場合は、IP Phone
の VLAN IDを入力します。VLAN IDのタグ
が付くのは音声パケットだけであることに注

意してください。VLAN IDには 1を使用しな
いでください。

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

PCポートの VLAN ID。PCポート VLAN ID（PC Port VLAN ID）
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説明パラメータ

音声 VLAN IDを学習するための定義済み
DHCP VLANオプション。この機能は、
CDP/LLDPおよび手動VLAN方式で音声VLAN
情報が利用できない場合にのみ使用すること

ができます。CDP/LLDPおよび手動 VLANは
すべて無効です。

有効な値は次のとおりです。

•ヌル

• 128～ 149

• 151～ 158

• 161～ 254

DHCP VLANオプションを無効にするには、
この値を [Null]に設定します。

Ciscoでは、DHCPオプション 132の使用を推
奨しています。

DHCP VLANオプション

インベントリ設定

説明パラメータ

LLDP-MEDを使用するときにインベントリ管
理のためにアセット IDを入力できます。ア
セット IDのデフォルト値は空です。この
フィールドを使用する場合には、32文字未満
の文字列を入力します。

アセット IDはWeb管理インターフェイスま
たはリモートプロビジョニングを使用するこ

とによってのみプロビジョニングできます。

アセット IDは電話機の画面には表示されませ
ん。

アセット IDフィールドを変更すると、電話が
再起動します。

アセット ID（Asset ID）
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SIP

SIPパラメータ

説明パラメータ

SIP最大転送（SIP Max Forward）の値。範囲
は 1～ 255です。

デフォルト：70

最大転送（Max Forward）

無限ループを回避するために INVITEをリダ
イレクトできる回数。

デフォルト：5

最大リダイレクション（Max Redirection）

要求にチャレンジすることができる最大回数

（0～ 255回）。

デフォルト：2

最大認証（Max Auth）

アウトバウンド REGISTER要求で使用されま
す。

デフォルト：$VERSION

この値が空であれば、このヘッダーは含まれ

ません。$Aから $Dのマクロ展開は、許可さ
れる GPP_Aから GPP_Dに相当します。

SIPユーザエージェント名（SIP User Agent
Name）

着信応答への応答で使用される Serverヘッ
ダー。

デフォルト：$VERSION

SIPサーバ名（SIP Server Name）

REGISTER要求で使用されるユーザエージェ
ント名。このパラメータが指定されていない

場合、[SIPユーザエージェント名（SIP User
Agent Name）]も REGISTER要求で使用され
ます。

デフォルト：空白

SIP登録ユーザエージェント名（SIP Reg User
Agent Name）

Accept-Languageヘッダーが使用されます。ア
クセスするには [SIP]タブをクリックし、[SIP
承認言語（SIP Accept Language）]フィールド
に入力します。

デフォルトはありません。この値が空であれ

ば、このヘッダーは含まれません。

SIP承認言語（SIP Accept Language）
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説明パラメータ

DTMFイベントに信号を送るために SIP INFO
メッセージで使用されるMIMEタイプ。この
フィールドは、サービスプロバイダーのフィー

ルドに一致する必要があります。

デフォルト：application/dtmf-relay

DTMFリレーMIMEタイプ（DTMF Relay
MIME Type）

フックフラッシュイベントに信号を送るため

に SIPINFOメッセージで使用されるMIMEタ
イプ。

フックフラッシュMIMEタイプ（Hook Flash
MIME Type）

値が異なる場合、新しい登録を行う前に最後

の登録を削除することができます。ドロップ

ダウンメニューから [はい（yes）]または [い
いえ（no）]を選択します。

最後の登録の削除（Remove Last Reg）

[はい（Yes）]に設定すると、電話機はアウト
バウンド SIPメッセージでコンパクトな SIP
ヘッダーを使用します。インバウンド SIP要
求に通常のヘッダーが含まれている場合、着

信ヘッダーをコンパクトなヘッダーに置き換

えます。[いいえ（No）]に設定すると、電話
機は通常の SIPヘッダーを使用します。イン
バウンド SIP要求にコンパクトヘッダーが含
まれていた場合、電話機はこの設定にかかわ

らず、応答の生成時にその同じコンパクトヘッ

ダーを再利用します。

デフォルト：[いいえ（No）]

コンパクトなヘッダーを使用（Use Compact
Header）

表示名をプライベートに維持できます。

アウトバウンドSIPメッセージ用に、IPPhone
で（[表示名（DisplayName）]で設定された）
文字列を二重引用符のペアで囲むようにする

場合は、[はい（Yes）]を選択します。

デフォルト：[はい（Yes）]。

表示名のエスケープ（Escape Display Name）

外部アプリケーションのボタンをクリックす

ることにより、ユーザがコールに応答したり

再開したりできる、BroadSoft Talk Packageの
サポートを有効にします。

デフォルト：いいえ（No）

Talk Package
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説明パラメータ

外部アプリケーションのボタンをクリックす

ることにより、ユーザがコールを保留にでき

る、BroadSoft Hold Packageのサポートを有効
にします。

デフォルト：いいえ（No）

Hold Package

外部アプリケーションのボタンをクリックす

ることにより、ユーザが電話会議を開始でき

る、BroadSoft Conference Packageのサポート
を有効にします。

デフォルト：いいえ（No）

Conference Package

これを [はい（Yes）]に設定すると、ユニット
はコールを保留にするためにピアに SIP
re-INVITEを送信するときに、SDPに c=0.0.0.0
構文を含めます。[いいえ（No）]に設定した
場合は、ユニットの SDPに c=0.0.0.0構文が含
まれません。いずれに設定した場合も、ユニッ

トは常に SDPに a=sendonly構文を含めます。

デフォルト：[はい（Yes）]

RFC 2543コール保留（RFC 2543 Call Hold）

[はい（yes）]に設定すると、電話機は次のソ
フトウェアの再起動後に異なるランダムなコー

ル IDを登録に使用します。[いいえ（no）]に
設定すると、Cisco IP Phoneは、次のソフト
ウェアの再起動後に同じコール IDを登録に使
用することを試行します。Cisco IP Phoneは、
この設定に関係なく、電源サイクル後は常に

新しいランダムなコール IDを登録に使用しま
す。

デフォルト： [いいえ（No）]。

再起動時のランダムなREGCID（RandomREG
CID on Reboot）

SIPセッションに使用できる最小の TCPポー
ト番号を指定します。

デフォルト：5060

SIP TCPポートの最小値（SIP TCP Port Min）

SIPセッションに使用できる最大の TCPポー
ト番号を指定します。

デフォルト：5080

SIP TCPポートの最大値（SIP TCP Port Max）
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説明パラメータ

PAID-RPID-FROM、PAID-FROM、
RPID-PAID-FROM、RPID-FROM、または
FROMヘッダーから、発信者 IDを選択するオ
プションを提供します。

デフォルト：PAID-RPID-FROM

発信者 IDヘッダー（Caller ID Header）

完全在籍コール転送（転送ターゲットが応答

した場合）を開始するときにREFERを転送先
に送信する前に、転送ターゲットを含むコー

ルレッグを保留するかどうかを制御します。

デフォルト：[いいえ（No）]

参照前にターゲットを保留する（Hold Target
Before Refer）

有効になっていて、通知メッセージの本文が

大きすぎてフラグメンテーションが発生して

いる場合、通知メッセージの xmlダイアログ
は簡略化されます。SessionDescription Protocol
（SDP）は、ダイアログのXMLコンテンツに
含まれていません。

ダイアログ SDP有効（Dialog SDP Enable）

[はい（yes）]に設定すると、NOTIFY sipfrag
メッセージをすぐに処理するように電話機が

設定されます。

参照が失敗したときに Refereeを維持する
（Keep Referee When Refer Failed）

SIPメッセージに含まれる転送情報を LCDに
表示、または非表示にします。

転送情報の表示（Display Diversion Info）

[はい（Yes）]に設定すると、非通知コールの
発信でも、SIP INVITEメッセージの「From」
ヘッダーにある発信者 IDが表示されます。パ
ラメータが [いいえ（No）]に設定されている
場合、電話機には [非通知の発信者
（AnonymousCaller）]が発信者 IDとして表示
されます。

非表示の名前をヘッダーから表示（Display
Anonymous From Header）

content-encoding gzip機能をサポートします。
選択肢は、[なし（none）]と [gzip]です。

[gzip]を選択すると、SIPメッセージのヘッ
ダーには文字列「Accept-Encoding: gzip」が含
まれ、電話機は gzipフォーマットでエンコー
ドされている SIPメッセージ本文を処理でき
ます。

エンコーディング可能 SIP（Sip Accept
Encoding）
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説明パラメータ

選択肢は、[いいえ（No）]と [はい（Yes）]
です。[いいえ（No）]を選択すると、変更は
行われません。デフォルト値は[いいえ（No）]
です。

[はい（Yes）]を選択すると、「ディレクト
リ」、「通話履歴」および発信コール時の

「To」ヘッダーで表示名が無効になります。

ヘッダーのローカル名の無効化（DisableLocal
Name To Header）

電話機で IPv4と IPv6のどちらを使用するか設
定します。

デフォルト：IPv4。

SIP IPプリファレンス（SIP IP Preference）

SIPタイマー値（秒）

説明パラメータ

0～ 64秒の範囲の RFC 3261 T1値（RTT推
定）。

デフォルト： 0.5秒

SIP T1

0～ 64秒の範囲のRFC 3261 T2値（非 INVITE
要求と INVITE応答の最大再送信インターバ
ル）。

デフォルト： 4秒

SIP T2

RFC3261T4の値（メッセージがネットワーク
に残っている最長期間）。0～ 64秒の範囲に
することができます。

デフォルト：5秒。

SIP T4

INVITEタイムアウト値。0～ 64秒の範囲に
することができます。

デフォルト：16秒。

SIPタイマー B（SIP Timer B）

非 INVITEタイムアウト値。0～ 64秒の範囲
にすることができます。

デフォルト：16秒。

SIPタイマー F（SIP Timer F）

INVITE最終応答、タイムアウト値。0～ 64
秒の範囲にすることができます。

デフォルト：16秒。

SIPタイマー H（SIP Timer H）
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説明パラメータ

ACKハングアラウンド時間。0～ 64秒の範囲
にすることができます。

デフォルト：16秒。

SIPタイマー D（SIP Timer D）

非 INVITE応答ハングアラウンド時間。0～
64秒の範囲にすることができます。

デフォルト：16秒。

SIPタイマー J（SIP Timer J）

INVITE要求の Expiresヘッダーの値。0を入
力した場合は、要求にExpiresヘッダーが含ま
れません。範囲は 0～ 2000000です。

デフォルト： 240秒

INVITE Expires

ReINVITE要求の Expiresヘッダーの値。0を
入力した場合は、要求にExpiresヘッダーが含
まれません。範囲は 0～ 2000000です。

デフォルト：30

ReINVITE Expires

[期限切れ（Expires）]ヘッダーで、または [連
絡先（Contact）]ヘッダーパラメータとして
プロキシから許可される最小登録有効期限。

プロキシがこの設定より小さい値を返す場合

は、最小値が使用されます。

登録最小有効期限（Reg Min Expires）

[最小有効期限（Min-Expires）]ヘッダーでプ
ロキシから許可される最大登録有効期限。値

がこの設定より大きい場合、最大値が使用さ

れます。

登録最大有効期限（Reg Max Expires）

最後の登録中の失敗後にCisco IPPhoneが登録
を再試行するまでのインターバル。範囲は 1
～ 2147483647です。

デフォルト：30

詳細については、後述する注を参照してくだ

さい。

登録再試行間隔（Reg Retry Intv）
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説明パラメータ

<Retry Reg RSC>に一致しない SIP応答コード
で登録が失敗した場合、Cisco IP Phoneは指定
された長さの時間、待機してから再試行を行

います。このインターバルが 0の場合は、電
話機が試行を停止します。この値は、[登録再
試行間隔（Reg Retry Intvl）]の値（0にするこ
とはできません）よりもずっと大きくする必

要があります。

デフォルト：1200

詳細については、後述する注を参照してくだ

さい。

登録再試行ロング間隔（RegRetry Long Intvl）

失敗後に REGISTERを再試行するときに
<Register Retry Intvl>に追加する任意の遅延範
囲（秒数）。短時間タイマーに追加される最

小と最大の任意の遅延。指定できる範囲は 0
～ 2147483647です。

デフォルト：0

登録再試行ランダム遅延（Reg Retry Random
Delay）

失敗後に REGISTERを再試行するときに
<Register Retry Long Intvl>に追加する任意の遅
延範囲（秒数）。

デフォルト：0

登録再試行ロングランダム遅延（Reg Retry
Long Random Delay）

指数的遅延の最大値。指数的バックオフ再試

行遅延（[登録再試行間隔（Register Retry
Intvl）]から始まり、再試行のたびに倍増す
る）の上限を指定する最大値。デフォルトは

0で、指数的バックオフは無効になっています
（エラー再試行間隔は常に Register Retry Intvl
で開始）。この機能を有効にすると、指数的

バックオフ遅延値に [登録再試行ランダム遅延
（RegRetryRandomDelay）]が追加されます。
指定できる範囲は 0～ 2147483647です。

デフォルト：0

登録再試行間隔上限（Reg Retry Intvl Cap）

プロキシサーバから返される REGISTER
expires値の下限を設定します。

サブ最小有効期限（Sub Min Expires）

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
331

Cisco IP Phoneのトラブルシューティング

SIPタイマー値（秒）



説明パラメータ

プロキシサーバから返される REGISTER
minexpires値の上限を [最小有効期限
（Min-Expires）]ヘッダーに設定します。

デフォルト：7200。

サブ最大有効期限（Sub Max Expires）

この値（秒単位）によって、最後のサブスク

ライブ要求が失敗したときの再試行インター

バルが決定されます。

デフォルト：10。

サブスクライブ再試行間隔（Sub Retry Intvl）

電話機は、忙しすぎて要求を処理できないSIPプロキシサーバから受け取ったRETRY-AFTER
値を使用できます（503サービス使用不可メッセージ）。応答メッセージに RETRY-AFTER
ヘッダーが含まれている場合は、電話機が指定された長さの時間だけ待機してから再度

REGISTERを試みます。RETRY-AFTERヘッダーがない場合、電話機は [登録再試行間隔（Reg
Retry Interval）]または [登録再試行ロング間隔（Reg Retry Long Interval）]で指定された値の時
間待機します。

（注）

応答ステータスコード処理

説明パラメータ

このパラメータは、指定された応答コードの

受信時にフェールオーバーを呼び出すように

設定できます。

デフォルト：空白

たとえば数値500、または複数の値が考えられ
える場合は数値とワイルドカードを組み合わ

せて入力できます。後者の場合、5??を使用す
ると、500の範囲内にあるすべての SIP応答
メッセージを表すことができます。複数の範

囲を使用するには、カンマ（,）を追加して値
5??と値 6??を区切ります。

バックアップ RSCの試行（Try Backup RSC）
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説明パラメータ

電話機が最後の登録に失敗してから登録を再

試行するまでのインターバル。

デフォルト：空白

たとえば数値500、または複数の値が考えられ
える場合は数値とワイルドカードを組み合わ

せて入力できます。後者の場合、5??を使用す
ると、500の範囲内にあるすべての SIP応答
メッセージを表すことができます。複数の範

囲を使用するには、カンマ（,）を追加して値
5??と値 6??を区切ります。

登録 RSCの再試行（Retry Reg RSC）

RTPパラメータ

説明パラメータ

RTPの送受信用の最小ポート番号。RTPの送
受信用の最小ポート番号。少なくとも10個の
偶数ポート（回線数の 2倍）を含む範囲を定
義する必要があります。たとえば、RTPポー
ト最小を 16384に、RTPポート最大を 16538
に設定します。

デフォルト：16384

RTPポート最小（RTP Port Min）

RTPの送受信用の最大ポート番号。少なくと
も 10個の偶数ポート（回線数の 2倍）を含む
範囲を定義する必要があります。たとえば、

RTPポート最小を 16384に、RTPポート最大
を 16538に設定します。

RTPポートの最大値は 49152以下とします。

デフォルト：16538

RTPポート最大（RTP Port Max）

秒単位のパケットサイズ。0.01～ 0.13の範囲
にすることができます。有効値は 0.01秒の倍
数にする必要があります。

デフォルト：0.02

RTPパケットサイズ（RTP Packet Size）

電話機がコールを終了する前にピアに RTPパ
ケットを送信するときに許可される ICMP連
続エラーの数。値が 0に設定されると、電話
機は ICMPエラー数の制限を無視します。

最大 RTP ICMPエラー（Max RTP ICMP Err）
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説明パラメータ

アクティブな接続で RTCP送信者レポートを
送信する間隔。範囲は 0～ 255秒です。

デフォルト：0

RTCP Tx間隔（RTCP Tx Interval）

IPv4または IPv6を選択します。

デフォルト：IPv4

電話機がデュアルモードになっていて、IPv4
と IPv6の両方のアドレスがある場合、属性
「a=altc」によって SDPには常に両方のアド
レスが含まれます。

IPv4アドレスが選択されている場合、SDP内
では IPv4アドレスが IPv6アドレスよりも優先
順位が高くなり、電話機では IPv4 RTPアドレ
スが優先して使用されます。

電話機に IPv4アドレスまたは IPv6アドレスの
みある場合、SDPにはALTC属性は含まれず、
RTPアドレスは「c=」行で指定されます。

SDP IPプリファレンス（SDP IP Preferences）

SDPペイロードタイプ

説明パラメータ

G722動的ペイロードのタイプ。

デフォルト：96

G722.2動的ペイロード（G722.2 Dynamic
Payload）

iLBC動的ペイロードのタイプ。

デフォルト：97

iLBC動的ペイロード（iLBCDynamicPayload）

iSAC動的ペイロードのタイプ。

デフォルト：98

iSAC動的ペイロード（iSACDynamicPayload）

OPUS動的ペイロードのタイプ。

デフォルト：99

OPUS動的ペイロード（OPUS Dynamic
Payload）

AVTの動的ペイロードのタイプ。範囲は 96
～ 127です。

デフォルト：101

AVTダイナミックペイロード（AVT Dynamic
Payload）

INFOREQ動的ペイロードのタイプ。INFOREQ動的ペイロード（INFOREQDynamic
Payload）
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説明パラメータ

H264 BPO動的ペイロードのタイプ。

デフォルト：110

H264BP0動的ペイロード（H264BP0Dynamic
Payload）

H264 HP動的ペイロードのタイプ。

デフォルト：110

H264 HP動的ペイロード（H264 HP Dynamic
Payload）

SDPで使用される G711uコーデックの名前。

デフォルト：PCMU

G711uコーデックの名前（G711uCodecName）

SDPで使用される G711aコーデックの名前。

デフォルト：PCMA

G711aコーデックの名前（G711aCodecName）

SDPで使用される G729aコーデックの名前。

デフォルト：G729a

G729aコーデックの名前（G729aCodecName）

SDPで使用される G729bコーデックの名前。

デフォルト：G729b

G729bコーデックの名前（G729bCodecName）

SDPで使用される G722コーデックの名前。

デフォルト：G722

G722コーデックの名前（G722 Codec Name）

SDPで使用されるG722.2コーデックの名前。

デフォルト：G722.2

G722.2コーデックの名前（G722.2 Codec
Name）

SDPで使用される iLBCコーデックの名前。

デフォルト：iLBC

iLBCコーデックの名前（iLBC Codec Name）

SDPで使用される iSACコーデックの名前。

デフォルト：iSAC

iSACコーデックの名前（iSAC Codec Name）

SDPで使用される OPUSコーデックの名前。

デフォルト：OPUS

OPUSコーデックの名前（OPUSCodecName）

SDPで使用される AVTコーデックの名前。

デフォルト：telephone-event

AVTコーデックの名前（AVT Codec Name）
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NATサポートパラメータ

説明パラメータ

電話機で VIAヘッダー内の受信パラメータを
処理できるようにします。

デフォルト：いいえ（No）

受信 VIAの処理（Handle VIA received）

電話機でVIAヘッダー内の rportパラメータを
処理できるようにします。

デフォルト：いいえ（No）

VIA rportの処理（Handle VIA rport）

received-from IP値とVIA sent-by IP値が異なる
場合に、SIP応答の VIAヘッダーに受信パラ
メータを挿入できるようにします。

デフォルト：いいえ（No）

受信 VIAの挿入（Insert VIA received）

received-from IP値とVIA sent-by IP値が異なる
場合に、SIP応答の VIAヘッダーに rportパラ
メータを挿入できるようにします。

デフォルト：いいえ（No）

VIA rportの挿入（Insert VIA rport）

ユーザが VIAヘッダー内の NATでマッピン
グされたIP:port値を使用できるようにします。

デフォルト：いいえ（No）

VIAアドレスの置換（Substitute VIA Addr）

VIAsent-byポートの代わりに、要求送信元ポー
トに応答を送信できるようにします。

デフォルト：いいえ（No）

送信元ポートへの応答の送信（Send Resp To
Src Port）

STUNを使用して NATマッピングを検出でき
るようにします。

デフォルト：いいえ（No）

STUN有効（STUN Enable）

STUN有効機能が有効で、有効な STUNサー
バを使用可能な場合は、電話機が電源オン時

にNATタイプ検出操作を実行できます。電話
機が、設定された STUNサーバに接続し、検
出の結果が後続のすべての REGISTER要求内
のWarningヘッダーで報告されます。電話機
が対称NATまたは対称ファイアウォールを検
出すると、NATマッピングが無効になりま
す。

デフォルト：いいえ（No）

STUNテスト有効（STUN Test Enable）
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説明パラメータ

NATマッピング検出のために接続する STUN
サーバの IPアドレスまたは完全修飾ドメイン
名。パブリック STUNサーバを使用すること
も、独自の STUNサーバをセットアップする
こともできます。

デフォルト：空白

STUNサーバ（STUN Server）

すべての発信 SIPメッセージ内の電話機の実
際の IPアドレスを置き換える外部 IPアドレ
ス。0.0.0.0を指定した場合は、どの IPアドレ
ス置換も実行されません。

このパラメータが指定された場合は、電話機

が SIPメッセージと SDPを生成するときにこ
の IPアドレスを想定します（その回線でNAT
マッピングが有効になっている場合）。

デフォルト：空白

外部 IP（EXT IP）

RTPポートの最小番号の外部ポートマッピン
グ番号。この値が 0以外の場合は、すべての
発信 SIPメッセージ内の RTPポート番号が外
部 RTPポート範囲内の対応するポート値に置
き換えられます。

デフォルト：0

外部 RTPポート最小（EXT RTP Port Min）

NATマッピングキープアライブメッセージ
間のインターバル。

デフォルト：15

NATキープアライブインターバル（NATKeep
Alive Intvl）

有効にされている場合、登録の応答として

SIP_301_MOVED_PERMANENTLYを受信す
ると、IP Phoneがキープアライブメッセージ
をリダイレクトします。

キープアライブをリダイレクト（RedirectKeep
Alive）

プロビジョニング

設定プロファイル

説明パラメータ

再同期アクションを許可または拒否します。

デフォルト：66、160、159、150、60、43、125

プロビジョン有効（Provision Enable）
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説明パラメータ

[はい（Yes）]に設定された場合は、電源投入
直後やアップグレードのたびに、デバイスが

再同期操作を実行します。

デフォルト：[はい（Yes）]

リセット時の再同期（Resync On Reset）

秒単位で指定される、リセットを実行する前

のブートアップシーケンスに続くランダム遅

延。同時に電源がオンになるようにスケジュー

ルされた IPテレフォニーデバイスのプールで
は、これにより、各ユニットがプロビジョニ

ングサーバに再同期要求を送信する時間が延

びます。この機能は、地域の停電時に、大規

模な宅内導入で役立つ場合があります。

このフィールドの値には、0 ~ 65535の範囲の
整数を指定する必要があります。

デフォルト値は 2です。

再同期ランダム遅延（Resync Random Delay）

デバイスがプロビジョニングサーバによって

再同期する時間（HHmm）。

このフィールドの値は、0000 ~ 2400の範囲の
4桁の数字である必要があり、HHmm形式で
時刻を示します。たとえば、0959は 09:59を
示します。

デフォルト値は空です。この値が無効な場合、

パラメータは無視されます。このパラメータ

が有効な値に設定されると、[定期再同期
（Resync Periodic）]パラメータが無視されま
す。

再同期時刻（Resync At (HHmm)）
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説明パラメータ

多数のデバイスの電源が同時にオンになった

ときに、プロビジョニングサーバの過負荷状

態を回避できます。

複数の電話からサーバへの再同期要求のフラッ

ディングを回避するため、電話は、時間と分

の範囲と、時間と分およびランダム遅延

（hhmm、hhmm+random_delay）を再同期しま
す。例えば、ランダム遅延 = (ランダム遅延で
の再同期 + 30)/60分の場合、秒単位の入力値
は、最終的な random_delayの間隔を計算する
ため、繰り上げて分単位に丸められます。

有効値の範囲は 0 ~ 65535です。

この機能は、パラメータをゼロに設定すると

無効になります。デフォルト値は 600秒（10
分）です。

再同期時刻ランダム遅延（Resync At Random
Delay）

プロビジョニングサーバによる定期的な再同

期の時間間隔。関連する再同期タイマーは、

サーバとの最初の同期が成功した後に初めて

アクティブになります。

有効な形式は、次のとおりです。

•整数

例: 3000の入力は、次の再同期が 3000秒
で発生することを示しています。

•複数の整数

例:600、1200、300という入力は、最初
の再同期が 600秒後に発生することを示
しており、2番目の再同期は1台目の1200
秒後に発生し、3番目の再同期は2台目の
300秒後に発生します。

•時間範囲

たとえば、2400 + 30 の入力は、再同
期が成功した後、2400 ~ 2430秒の間に次
の再同期が発生することを示しています。

定期的な再同期を無効にするには、このパラ

メータをゼロに設定します。

デフォルト値は 3600秒です。

定期再同期（Resync Periodic）
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説明パラメータ

IPテレフォニーデバイスがサーバからプロ
ファイルを取得できなかったために再同期操

作が失敗した場合、ダウンロードしたファイ

ルが破損していた場合、または内部エラーが

発生した場合は、指定された時間（秒単位）

後に、デバイスが再度、再同期を試みます。

有効な形式は、次のとおりです。

•整数

例: 300の入力は、次の再試行が 300秒で
発生することを示しています。

•複数の整数

例:600、1200、300という入力は、最初
の再試行が 600秒後に発生することを示
しており、2番目の再試行は1台目の1200
秒後に発生し、3番目の再試行は2番目の
再試行の失敗の 300秒後に発生します。

•時間範囲

たとえば、2400 + 30という入力は、再
同期の失敗後に、2400 ~ 2430秒の間に次
の再試行が発生することを示しています。

遅延が 0に設定されている場合、再同期の試
行が失敗した後、デバイスは再同期を試みま

せん。

再同期エラー再試行遅延（Resync Error Retry
Delay）
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説明パラメータ

電話機が再同期を実行するまでの待機時間の

最大遅延（秒単位）。

電話回線の1つがアクティブになっている間、
デバイスは再同期しません。再同期は数秒か

かる場合があるため、デバイスが長時間アイ

ドルになるまで待機してから再同期すること

を推奨します。そうすることにより、ユーザ

は中断されずに通話を続けることができます。

デバイスは、すべての回線がアイドルになっ

たときにカウントダウンを開始するタイマー

を備えています。このパラメータは、カウン

タの初期値です。再同期イベントは、このカ

ウンタがゼロになるまで遅延します。

有効値の範囲は 0 ~ 65535です。

デフォルト値は 14,400秒です。

強制再同期遅延（Forced Resync Delay）

サービスプロバイダーのプロキシサーバから

IPテレフォニーデバイスに送信される SIP
NOTIFYイベント経由の再同期操作に対する
要求を制御します。有効にされた場合は、プ

ロキシが Event: resyncヘッダーを含む SIP
NOTIFYメッセージをデバイスに送信するこ
とによって、再同期を要求できます。

デフォルト：[はい（Yes）]

SIPからの再同期（Resync From SIP）

アップグレードが行われた後の再同期操作を

有効または無効にします。[はい（Yes）]を選
択すると、同期がトリガーされます。

デフォルト：[はい（Yes）]

アップグレード試行後の再同期（Resync After
Upgrade Attempt）

これらのパラメータの論理式がFALSEと評価
した場合、[リセット時の再同期（Resync On
Reset）]が TRUEに設定されていても再同期
はトリガーされません。直接アクション URL
と SIP通知による再同期のみがこれらの再同
期トリガーを無視します。

デフォルト：空白

再同期トリガー 1（Resync Trigger 1）

再同期トリガー 2（Resync Trigger 2）
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説明パラメータ

再同期は、要求されたプロファイルがサーバ

から受信されなかった場合に失敗と見なされ

ます。この動作は、このパラメータによって

オーバーライドできます。これが [いいえ
（No）]に設定された場合は、デバイスがサー
バからの file-not-found応答を正常な再同期

として受け入れます。

デフォルト：[はい（Yes）]

FNF時の再同期失敗（Resync Fails On FNF）

プロファイルアカウントの認証に使用する資

格情報を指定します。次のオプションを使用

できます。

•無効:プロファイルアカウント機能を無効
にします。この機能を無効にすると、プ

ロファイルアカウントの設定メニューが

電話機に表示されません。

•基本HTTP認証:プロファイルアカウント
を認証するために HTTPログイン資格情
報が使用されます。

• XSI認証: XSIログイン資格情報または
XSISIPクレデンシャルが、プロファイル
アカウントを認証するために使用されま

す。認証の資格情報は、電話機のXSI認
証タイプによって異なります。

•電話機の XSI認証タイプがログイン
資格情報に設定されている場合は、

XSIログイン資格情報が使用されま
す。

•電話機の XSI認証タイプがSIP資格
情報に設定されている場合は、XSI
SIP資格情報が使用されます。

デフォルト:基本 HTTP認証

プロファイル認証タイプ
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説明パラメータ

各プロファイルルールは、プロファイル (設定
ファイル)の取得元を電話機に通知します。す
べての再同期操作中に、電話機はすべてのプ

ロファイルを順番に適用します。

デフォルト：/$PSN.xml

AES-256-CBC暗号化を設定ファイルに適用す
る場合は、次のように、--keyキーワードを
使用して暗号化キーを指定します。

[--key <encryption key>]

暗号化キーを二重引用符 (")で囲むこともでき
ます。

プロファイルルール（Profile Rule）

プロファイルルール B（Profile Rule B）

プロファイルルール C（Profile Rule C）

プロファイルルール D（Profile Rule D）

ファームウェアとプロファイルを取得するた

めに使用されるカンマで区切られた DHCPオ
プション。

デフォルト：66、160、159、150、60、43、125

使用する DHCPオプション（DHCP Option To
Use）

ファームウェアとプロファイルを取得するた

めに使用されるカンマで区切られた DHCPオ
プション。

デフォルト：17,160,159

使用するDHCPv6オプション（DHCPv6Option
To Use）

再同期の試みの開始時点で syslogサーバに送
信されるメッセージ。

デフォルト：

$PN $MAC –Requesting %
$SCHEME://$SERVIP:$PORT$PATH

ログ要求メッセージ（Log Request Msg）

再同期の試みの正常終了時点で発行される

syslogメッセージ。

デフォルト：

$PN $MAC -Successful Resync %

$SCHEME://$SERVIP:$PORT$PATH

ログ成功メッセージ（Log Success Msg）

ダウンロードの試行が失敗した後に発行され

る syslogメッセージ。

デフォルト値：

$PN $MAC -- Resync failed: $ERR

ログ失敗メッセージ（Log Failure Msg）
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説明パラメータ

ユーザが電話画面から電話機を再同期できる

ようにします。

デフォルト：[はい（Yes）]

ユーザ設定可能再同期（User Configurable
Resync）

アップロード設定オプション

説明フィールド

電話機が現在の内部設定をプロビジョニングサーバにレポートする方法を指

定します。このフィールドのURLはレポートの送信先を指定し、暗号化キー
を含めることができます。

以下のキーワード、暗号化キー、ファイルの場所および名前を使用して、電

話機の設定情報を保存する方法を制御することができます。

•キーワードがなく、XMLファイルのみの場合は、設定データ全体が
サーバにレポートされます。

• [--status]キーワードの場合は、ステータスデータがサーバにレポー
トされます。

• [--delta]キーワードの場合は、変更された設定がサーバにレポート
されます。

• [--key <encryption key>]キーワードは、指定された暗号化キーを
使用してAES-256-CBC暗号化をサーバに送信する前に、設定レポートに
適用するよう電話機に指示します。

暗号化キーを二重引用符 (")で囲むこともできます。

入力キー素材 (IKM)を使用して電話機をプロビジョニングした
場合、電話機が RFC 8188ベースの暗号化をファイルに適用す
るようにするには、AES-256-CBC暗号化キーを指定しないでく
ださい。

（注）

•次のように 2つのルールを同時に使用することができます。
[--delta]http://my_http_server/config-mpp-delta.xml
[--status]http://my_http_server/config-mpp-status.xml

[--delta]xml-deltaファイルルールと [--status]xml-statusファイルルー
ルを一緒に使用する必要がある場合、2つのルールをスペースで区
切る必要があります。

注意

レポートルー

ル（Report
Rule）
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説明フィールド

電話機が送信する HTTP要求をHTTP PUTにするか、またはHTTP POSTにす
るかを指定します。

• PUT方式：サーバ上の既知の場所で新しいレポートを作成するか、既存
のレポートを上書きします。たとえば、送信した各レポートを上書きし

続けて、最新の設定のみをサーバに保存する場合などに使用します。

• POSTメソッド: PHPスクリプトを使用するなどして、処理のためにレ
ポートデータをサーバに送信します。このアプローチでは、より柔軟に

設定情報を保存することが可能です。たとえば、電話機の一連のステー

タスレポートを送信し、すべてのレポートをサーバに格納する場合など

に利用します。

HTTPレポー
トメソッド:

電話機が設定をプロビジョニングサーバにいつレポートするかを指定します。

•要求時:電話機は管理者が sip notifyイベントを送信するか、電話機が再起
動する場合にのみ、電話機の設定をレポートします。

•ローカル変更時:電話機または電話機のwebページでの動作によって設定
パラメータが変更された場合、電話機はその設定をレポートします。電

話機は、変更が行われてから数秒待ってから、設定をレポートします。

この遅延によって、一度に 1つの変更をレポートするのではなく、バッ
チで変更を webサーバにレポートすることが保証されます。

•定期的に:電話機は、定期的に設定を通知します。間隔は秒単位で表され
ます。

XML設定の例を次に示します。

< Report_to_Server ua = "na" >

Periodically

< Report_to_Server>

サーバにレ

ポートします:
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説明フィールド

電話機がプロビジョニングサーバに設定を通知する間隔 (秒)を定義します。

このフィールドは、サーバへのレポートが定期的に設定されている場合にの

み使用されます。

デフォルト：3600

最小: 600

最大: 2592000 (30日)

XML設定の例を次に示します。

< Report_to_Server ua = "na" >

Periodically

< Report_to_Server>

<!available options: On Request | On Local Change| Periodically-->

< periodic_upload_to_server ua = "na" >

3600

</< >User_Configurable_Resync ua = "na" > (_l)

Yes

</User_Configurable_Resync_

サーバへの定

期的なアップ

ロード:

変更が行われてから、設定をレポートするまでの電話機が待機する遅延（秒

単位）を定義します。

このフィールドは、サーバへのレポートがローカルでの変更時に設定されて

いる場合にのみ使用されます。

デフォルト：60

最小値：10

最大: 900

XML設定の例を次に示します。

< Upload_Delay_On_Local_Change ua = "na" >

60

</Upload_Delay_On_Local_Change >

ローカルでの

変更時のアッ

プロード遅延:

Firmwareアップグレード

説明パラメータ

再同期操作とは独立したファームウェアの更

新操作を許可します。

デフォルト：[はい（Yes）]

アップグレードを有効（Upgrade Enable）
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説明パラメータ

アップグレードルール（Upgrade Rule）

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
347

Cisco IP Phoneのトラブルシューティング

Firmwareアップグレード



説明パラメータ

アップグレードの条件および関連するファー

ムウェアのURLを定義するファームウェアの
アップグレードスクリプト。これはプロファ

イルルールと同じ構文を使用します。

アップグレードルールを入力するには、次の

書式を使用します。

protocol://server[:port]/profile_pathname

次に例を示します。

tftp://192.168.1.5/image/sip88xx.11-1-1MPP-221.loads

プロトコルが指定されていない場合、TFTPが
選択されます。サーバ名が指定されていない

場合、URLを要求するホストがサーバ名とし
て使用されます。ポートが指定されなかった

場合は、デフォルトポートが使用されます

（TFTP用の69、HTTP用の80、またはHTTPS
用の 443）。

サーバへのアクセスに使用する資格情報を含

めることもできます。次に、アップグレード

ルールは次のとおりです。

[--uid $userID --pwd

$password]protocol://server[:port]/profile_pathname

次に例を示します。

[--uid TEST --pwd

TestAbC123]tftp://192.168.1.5/image/sip88xx.11-1-1MPP-221.loads

ユーザ IDまたはパスワードに特殊文字 (/[&}
(*) #など)が含まれている場合は、アップグ
レードルールでそれらを引用する必要があり

ます。特殊文字をクォートするには、次の 2
つの方法があります。

•ユーザ IDまたは特殊文字を含むパスワー
ドを二重引用符 ("")で囲みます。このオ
プションは、"" []などの一部の特殊文字
に対しては使用できません。

次に例を示します。

[--uid TEST --pwd

"Test#\AbC123"]tftp://192.168.1.5/image/sip88xx.11-1-1MPP-221.loads

•特殊文字の 8進数エンコーディングを使
用します。
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説明パラメータ

たとえば、次のルールのパスワード

「Test# \AbC123」の「\043」のポンド (#)
と、「\ 057」のバックスラッシュをエス
ケープします。

[--uid テスト--pwd Test\043\057AbC123]

tftp://192.168.1.5/image/sip88xx.11-1-1MPP-221.loads

デフォルト：空白

ファームウェアアップグレードの試行の開始

時に発行された syslogメッセージ。

デフォルト：$PN $MAC -- Requesting upgrade
$SCHEME://$SERVIP:$PORT$PATH

ログアップグレード要求メッセージ（Log
Upgrade Request Msg）

ファームウェアアップグレードの試行が正常

に完了した後に発行されるsyslogメッセージ。

デフォルト：$PN $MAC -- Successful upgrade
$SCHEME://$SERVIP:$PORT$PATH -- $ERR

ログアップグレード成功メッセージ（Log
Upgrade Success Msg）

ファームウェアアップグレードの試行が失敗

した後に発行される syslogメッセージ。

デフォルト：$PN$MAC --Upgrade failed: $ERR

ログアップグレード失敗メッセージ（Log
Upgrade Failure Msg）

ピアファームウェア共有機能を有効または無

効にします。機能を有効または無効にするに

は、はいあるいはいいえを選択します。

デフォルト：[はい（Yes）]

ピアファームウェア共有（Peer Firmware
Sharing）

UDPメッセージが送信される IPアドレスおよ
びポートを示します。

例：[10.98.76.123:514]の場合、[10.98.76.123]
は、IPアドレスで、[514]はポート番号です。

ピアファームウェア共有ログサーバ

[プロビジョニング（Provisioning）]ページの詳細については、Cisco IP Phone 8800シリーズマ
ルチプラットフォーム電話機プロビジョニングガイド [英語]を参照してください。

CAの設定

説明パラメータ

カスタム CAをダウンロードする URL。

デフォルト：空白

カスタム CAルール（Custom CA Rule）
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HTTP設定

説明パラメータ

HTTPユーザの名前を入力できます。

デフォルト：空白

HTTPユーザエージェント名（HTTP User
Agent Name）

問題レポートツール

説明パラメータ

PRTアップロードスクリプトのパスを指定し
ます。パスは次の形式で入力できます。

https://proxy.example.com/prt_upload.php

または

http://proxy.example.com/prt_upload.php

[PRT最大タイマー（PRTMax Timer）]フィー
ルドと [PRTアップロードルール（PRTUpload
Rule）]フィールドが空の場合、問題レポート
は生成されません。

PRTアップロードルール（PRT Upload Rule）

PRTログをリモートサーバにアップロードす
るために使用する方法を決定します。オプショ

ンは [HTTP POST]と [PUT]です。

デフォルト：POST

PRTアップロード方法（PRT Upload Method）

電話機で問題レポートの自動生成が開始され

る間隔（分単位）を決定します。設定できる

間隔の範囲は、15～ 1440分です。

デフォルト：空

[PRT最大タイマー（PRTMax Timer）]フィー
ルドと [PRTアップロードルール（PRTUpload
Rule）]フィールドが空の場合、問題レポート
は生成されません。

a

PRT最大タイマー（PRT Max Timer）

生成された PRTファイルの名前を定義しま
す。次の形式で名前を入力します。

prt-string1-$MACRO

PRT名（PRT Name）
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汎用パラメータ

説明パラメータ

汎用パラメータ GPP_*は、特定のプロビジョ
ニングサーバソリューションと連携するよう

にCisco IPPhoneを設定するときに、自由文字
列のレジスタとして使用されます。これらは、

次を含むさまざまな値に設定できます。

•暗号化キー

• URL

•マルチステージプロビジョニングステー
タス情報

• Post要求テンプレート

•パラメータ名エイリアスマップ

•最終的に完全なパラメータ値に組み込ま
れる部分文字列値。

デフォルト：空白

GPP A～ GPP P

地域拠点

コールプログレストーン

説明パラメータ

ユーザに電話番号を入力するように促します。ダイヤルトーン（Dial Tone）

ダイヤルトーンの代わり。内線番号とは対照

的に、外部の電話番号を入力するようユーザ

に促します。これは、ダイヤルプランで検出

される ,（カンマ）文字によってトリガーされ
ます。

外部ダイヤルトーン（Outside Dial Tone）

ユーザに不在転送電話番号を入力するように

促します。

プロンプトトーン（Prompt Tone）

486 RSCが発信コールに受信されると再生さ
れます。

ビジートーン（Busy Tone）
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説明パラメータ

発信コールが失敗した場合、または相手先が

確立されたコール中に電話を切った後に再生

されます。リオーダー音は、<ダイヤルトー
ン>またはその代わりとなるものがタイムア
ウトすると自動的に再生されます。

リオーダー音（Reorder Tone）

受話器が一定期間オフフックになると再生さ

れます。

オフフックジの警告トーン（OffHookWarning
Tone）

相手先を呼び出しているときの発信コール中

に再生されます。

リングバックトーン（Ring Back Tone）

コールの待機時に再生されます。コールウェイティングトーン（Call Waiting
Tone）

最後の入力値が受け入れられたことをユーザ

に通知する短いトーン。

トーンの確認（Confirm Tone）

発信者のメールボックスに未開封メッセージ

がある場合に、ダイヤルトーンの代わりに再

生されます。

MWIダイヤルトーン（MWI Dial Tone）

すべてのコールが転送されたときに再生され

ます。

Cfwdダイヤルトーン（Cfwd Dial Tone）

相手先がコールを保留にしたことをローカル

発信者に通知します。

保留音（Holding Tone）

3者間の電話会議が進行中の場合に、すべての
当事者向けに再生されます。

会議トーン（Conference Tone）

コールが正常にセキュアモードに切り替えら

れたときに再生されます。会話に干渉しない

ように、短時間（30秒未満）にわたって低い
レベル（-19dBm未満）でのみ再生する必要が
あります。

セキュアコール通知トーン（Secure Call
Indication Tone）

ページング機能が有効な場合に送信するトー

ンを指定します。

ページトーン（Page Tone）

アラートが発生すると再生されます。アラートトーン（Alert Tone）

電話をミュートするには、[ミュート（Mute）]
ボタンを押下します。

ミュートトーン（Mute Tone）

電話をミュート解除するには、[ミュート
（Mute）]ボタンを押下します。

ミュート解除トーン（Unmute Tone）

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
352

Cisco IP Phoneのトラブルシューティング

コールプログレストーン



説明パラメータ

システムエラーが発生したときに再生される

可聴通知音。

システムビープ（System Beep）

コールピックアップの音声表示を設定する機

能を提供します。

コールピックアップトーン（Call Pickup
Tone）

特殊呼び出し音のパターン

説明パラメータ

特殊呼び出し音のパターンスクリプト 1。

デフォルトは 60(2/4)。

パターン 1（Cadence 1）

特殊呼び出し音のパターンスクリプト 2。

デフォルトは 60(.3/.2, 1/.2,.3/4)。

パターン 2（Cadence 2）

特殊呼び出し音のパターンスクリプト 3。

デフォルトは 60(.8/.4,.8/4)。

パターン 3（Cadence 3）

特殊呼び出し音のパターンスクリプト 4。

デフォルトは 60(.4/.2,.3/.2,.8/4)。

パターン 4（Cadence 4）

特殊呼び出し音のパターンスクリプト 5。

デフォルトは 60(.2/.2,.2/.2,.2/.2,1/4)。

パターン 5（Cadence 5）

特殊呼び出し音のパターンスクリプト 6。

デフォルトは 60(.2/.4,.2/.4,.2/4)。

パターン 6（Cadence 6）

特殊呼び出し音のパターンスクリプト 7。

デフォルトは 60(4.5/4)。

パターン 7（Cadence 7）

特殊呼び出し音のパターンスクリプト 8。

デフォルトは 60(0.25/9.75)。

パターン 8（Cadence 8）

特殊呼び出し音のパターンスクリプト 9。

デフォルトは 60(.4/.2,.4/2)。

パターン 9（Cadence 9）
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制御タイマー値（秒）

説明パラメータ

相手先が電話を切ってからリオーダー（ビ

ジー）音が再生されるまでの遅延。0=すぐに
再生、inf =再生しない。範囲：0～ 255秒電
話機をすぐにオンフック状態に戻し、トーン

を再生しないようにするには、255に設定しま
す。

リオーダーの遅延（Reorder Delay）

ダイヤル中に番号を入力する間隔の長い方の

タイムアウト。桁間タイマー値は、ダイヤル

中にデフォルトとして使用されます。ダイヤ

ルプラン内のすべての有効な一致シーケンス

のダイヤリングが完了していない場合は、1つ
の番号が入力されるたびに

Interdigit_Long_Timerが使用されます。範囲：
0～ 64秒

デフォルト：10

桁間ロングタイマー（Interdigit Long Timer）

ダイヤル中に番号を入力する間隔の短い方の

タイムアウト。少なくとも 1つの一致シーケ
ンスのダイヤリングが完了しているが、さら

にダイヤルされた番号がまだ完了していない

他のシーケンスと一致する場合は、1つの番号
が入力されるたびに Interdigit_Short_Timerが
使用されます。範囲：0～ 64秒

デフォルト：3

桁間ショートタイマー（Interdigit Short Timer）

特定業種向けサービスのアクティベーションコード

説明パラメータ

このコードは最後の発信者を呼び出します。

デフォルトは *69です。

コール戻りコード（Call Return Code）

アクティベーションコードの後に指定された

内線番号に現在のコールのブラインド転送を

開始します。

デフォルトは *88です。

ブラインド転送コード（Blind Transfer Code）

アクティベーションコードの後に指定された

内線番号にすべてのコールを転送します。

デフォルトは *72です。

Cfwd All Actコード（Cfwd All Act Code）
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説明パラメータ

すべてのコールの不在転送を取り消します。

デフォルトは *73です。

Cfwd All Deactコード（Cfwd All Deact Code）

アクティベーションコードの後に指定された

内線番号に話中コールを転送します。

デフォルトは *90です。

Cfwd Busy Actコード（Cfwd Busy Act Code）

話中コールの不在転送を取り消します。

デフォルトは *91です。

Cfwd Busy Deactコード（Cfwd Busy Deact
Code）

アクティベーションコードの後に指定された

内線番号に無応答コールを転送します。

デフォルトは *92です。

Cfwd No Ans Actコード（Cfwd No Ans Act
Code）

無応答コールの不在転送を取り消します。

デフォルトは *93です。

Cfwd No Ans Deactコード（Cfwd No Ans Deact
Code）

すべてのコールでコールウェイティングを有

効にします。

デフォルトは *56です。

CW Actコード（CW Act Code）

すべてのコールでコールウェイティングを無

効にします。

デフォルトは *57です。

CW Deactコード（CW Deact Code）

次のコールのコールウェイティングを有効に

します。

デフォルトは *71です。

CWPerCall Actコード（CWPerCall Act Code）

次のコールのコールウェイティングを無効に

します。

デフォルトは *70です。

CW Per Call Deactコード（CW Per Call Deact
Code）

すべてのアウトバウンドコール上の発信者 ID
をブロックします。

デフォルトは *67です。

ブロック CIDアクティベーションコード
（Block CID Act Code）

すべての発信コールに対する発信者 IDブロッ
クを削除します。

デフォルトは *68です。

CIDブロックアクティベーション解除コード
（Block CID Deact Cod）
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説明パラメータ

次の着信コールで発信者 IDブロックを削除し
ます。

デフォルトは *81です。

Block CID Per Call Actコード（Block CID Per
Call Act Code）

次の着信コールで発信者 IDブロックを削除し
ます。

デフォルトは *82です。

コール単位のCIDブロック非アクティベーショ
ンコード（Block CID Per Call Deact Code）

すべての非通知着信をブロックします。

デフォルトは *77です。

非通知着信ブロックアクティベーションコー

ド（Block ANC Act Code）

すべての非通知着信のブロックを解除します。

デフォルトは *87です。

非通知着信ブロックアクティベーション解除

コード（Block ANC Deact Code）

応答不可機能を有効にします。

デフォルトは *78です。

DNDアクティベーションコード（DND Act
Code）

応答不可機能を無効にします。

デフォルトは *79です。

DND非アクティベーションコード（DND
Deact Code）

すべてのアウトバウンドコールをセキュアに

します。

デフォルトは *16です。

全コールのセキュア化アクティベーションコー

ド（Secure All Call Act Code）

すべてのアウトバウンドコールを非セキュア

にします。

デフォルトは *17です。

コールの非セキュア化アクティベーションコー

ド（Secure No Call Act Code）

セキュアコールを発信します。

デフォルト：*18。

Secure One Call Actコード（Secure One Call Act
Code）

セキュアコール機能を無効にします。

デフォルト：*19。

Secure One Call Deactコード（Secure One Call
Deact Code）

グループ内の他のクライアントをページング

するために使用されるスターコード。

デフォルトは *96です。

ページングコード（Paging Code）

現在のコールをパークするために使用される

スターコード。

デフォルトは *38です。

コールパークコード（Call Park Code）
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説明パラメータ

呼び出し中のコールをピックアップするため

に使用されるスターコード。

デフォルトは *36です。

コールピックアップコード（Call Pickup
Code）

コールパークからコールをピックアップする

ために使用されるスターコード。

デフォルトは *39です。

コールパーク解除コード（CallUnparkCode）

グループコールをピックアップするために使

用されるスターコード。

デフォルトは *37です。

グループコールピックアップコード（Group
Call Pickup Code）

エグゼクティブとアシスタントの場合：ユー

ザの（アシスタント）内線番号からエグゼク

ティブの代理で通話を開始します。

デフォルト値： #64

エグゼクティブアシスタントコール開始コー

ド

アシスタントを使用しているエグゼクティブ

の場合：コールフィルタをアクティブ化しま

す。コールフィルタがオンの場合、アシスタ

ントはエグゼクティブの着信コールを受信し

ます。

デフォルト値：#61

エグゼクティブコールフィルタアクティブ化

コード

アシスタントを使用しているエグゼクティブ

の場合：コールフィルタを非アクティブ化し

ます。

デフォルト値： #62

エグゼクティブコールフィルタ非アクティブ

化コード

エグゼクティブアシスタントの場合：対応中

のコールをユーザ（アシスタント）からエグ

ゼクティブに転送します。

デフォルト値： #63

エグゼクティブアシスタントコールプッシュ

コード

アシスタントを持つエグゼクティブの場合：

対応中のコールをアシスタントからユーザ（エ

グゼクティブ）に転送します。

エグゼクティブアシスタントの場合：対応中

のコールをエグゼクティブからユーザ（アシ

スタント）に転送します。

デフォルト値： * 11

エグゼクティブコール取得コード
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説明パラメータ

アシスタントを使用しているエグゼクティブ

の場合：対応中のアシスタントのコールにユー

ザ（エグゼクティブ）を参加させます。

アシスタントを使用しているエグゼクティブ

の場合：エグゼクティブが対応中のコールに

ユーザ（アシスタント）を参加させます。

デフォルト値：*15

エグゼクティブコールブリッジコード

エグゼクティブまたはアシスタントが使用するサービスアクティベーションコー

ドを変更した場合は、対応する BroadWorksの設定を更新する必要があります。。
重要
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説明パラメータ

これらのコードは、ユーザが現在のコールを

保留にして 2番目のダイヤルトーンを聞いて
いるときに、IP Phoneに何をすべきかを伝え
ます。

*98、または *97|*98|*123など、1つ以上の *
コードをこのパラメータに設定することがで

きます。最大トータル長は79文字です。この
パラメータは、ユーザが現在のコールを保留

にして（フックフラッシュによって）、2番
目のダイヤルトーンを聞いているときに適用

されます。2番目のダイヤルトーンに入力さ
れた各 *コード（および現在のダイヤルプラ
ンに従った次の有効なターゲット番号）によっ

て、電話機は、サービス *コードによって前
に付加されたターゲット番号へのブラインド

転送を実行します。

たとえば、ユーザが *98をダイヤルした後、
IPフォンは、プロンプトトーンと呼ばれる特
別なダイヤルトーンを再生し、ユーザがター

ゲット番号を入力するまで待機します（通常

のダイヤリングのようにダイヤルプランに従っ

てチェックされます）。完全な番号が入力さ

れると、電話機はブラインド REFERを
Refer-Toターゲットが *98<target_number>に
等しい保留パーティに送信します。この機能

を使用すると、電話機からアプリケーション

サーバにコールを渡して、コールパークなど

の追加の処理を実行できます。

*コードは、IPフォンで内部処理されるその
他の特定業種向けサービスコードと競合して

はなりません。電話機で処理しない場合は、

対応する*コードを空にすることができます。

参照サービスコード（Referral ServicesCodes）
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説明パラメータ

機能ダイヤルサービスコード（Feature Dial
Services Codes）
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説明パラメータ

これらのコードは、ユーザが 1番目または 2
番目のダイヤルトーンを聞いているときに何

をすべきかを電話機に伝えます。

*72、または *72|*74|*67|*82など、1つ以上の
*コードをこのパラメータに設定することがで
きます。最大トータル長は79文字です。この
パラメータは、ユーザにダイヤルトーン（1
番目または 2番目のダイヤルトーン）がある
場合に適用されます。ダイヤルトーンで入力

された *コード（および現在のダイヤルプラ
ンに従った次のターゲット番号）を入力する

と、電話機は、*コードによって前に付加され
たターゲット番号に電話をかけます。たとえ

ば、ユーザが *72をダイヤルした後、電話機
はプロンプトトーンを再生し、ユーザが有効

なターゲット番号を入力するまで待機します。

完全な番号が入力されると、電話機は、通常

のコールの場合と同様に *72<target_number>
に INVITEを送信します。この機能により、
プロキシは、コール転送（*72）やブロック発
信者 ID（*67）などの機能を処理できます。

*コードは、電話機で内部処理されるその他の
特定業種向けサービスコードと競合してはな

りません。電話機で処理しない場合は、対応

する *コードを空にすることができます。

フィーチャダイヤルサービスコードの各 *
コードにパラメータを追加して、*72‘c‘|*67‘p‘
のように *コードが入力された後に再生する
トーンを示すことができます。次に、許可さ

れたトーンパラメータのリストを示します（ス

ペースを含まないパラメータを囲む逆引用符

の使用に注意してください）。

• c = Cfwdダイヤルトーン

•d =ダイヤルトーン

• m = MWIダイヤルトーン

• o =外部ダイヤルトーン

• p =プロンプトダイヤルトーン

• s = 2番目のダイヤルトーン

• x =トーンはありません。xは上記で使用さ
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説明パラメータ

れていない任意の数字です

トーンパラメータが指定されていない場合、

電話機はデフォルトでプロンプトトーンを再

生します。

不在転送をキャンセルする *73のように、*
コードの後に電話番号がない場合は、このパ

ラメータには含めないでください。その場合

は、単にダイヤルプランにその *コードを追
加するだけで、ユーザが *73をダイヤルした
ときに、電話は通常どおりに INVITE*73@.....
を送信します。

特定業種向けサービスアナウンスコード

説明パラメータ

デフォルトは空白に設定されます。サービスアナウンスの基本番号（ServiceAnnc
Base Number）

デフォルトは空白に設定されます。サービスアナウンスの拡張コード（Service
Annc Extension Codes）

発信コールのコーデック選択コード

説明パラメータ

このコーデックを、関連付けられているコー

ルの優先コーデックにします。

デフォルトは *017110です。

G711uコードを優先する（PreferG711uCode）

このコーデックを、関連付けられているコー

ルに使用できる唯一のコーデックにします。

デフォルトは *027110です。

G711uコードを強制する（ForceG711uCode）

このコーデックを、関連付けられているコー

ルの優先コーデックにします。

デフォルトは *017111です。

G711aコードを優先する（PreferG711aCode）

このコーデックを、関連付けられているコー

ルに使用できる唯一のコーデックにします。

デフォルトは *027111です。

G711aコードを強制する（Force G711a Code）
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説明パラメータ

このコーデックを、関連付けられているコー

ルの優先コーデックにします。

デフォルトは *01722です。

一度に許可されるのは 1つの G.722コールだ
けです。会議コールが行われると、コールを

狭帯域オーディオに切り替えるための SIP再
招待メッセージが送信されます。

G722コードを優先する（Prefer G722 Code）

このコーデックを、関連付けられているコー

ルに使用できる唯一のコーデックにします。

デフォルトは *02722です。

一度に許可されるのは 1つの G.722コールだ
けです。会議コールが行われると、コールを

狭帯域オーディオに切り替えるための SIP再
招待メッセージが送信されます。

G722コードを強制する（Force G722 Code）

このコーデックを、関連付けられているコー

ルの優先コーデックにします。

G722.2コードを優先する（PreferG722.2Code）

このコーデックを、関連付けられているコー

ルに使用できる唯一のコーデックにします。

G722.2コードを強制する（ForceG722.2Code）

このコーデックを、関連付けられているコー

ルの優先コーデックにします。

デフォルトは *01729です。

G729aコードを優先する（PreferG729aCode）

このコーデックを、関連付けられているコー

ルに使用できる唯一のコーデックにします。

デフォルトは *02729です。

G729aコードを強制する（Force G729a Code）

このコーデックを、関連付けられているコー

ルの優先コーデックにします。

iLBCコードを優先する（Prefer iLBC Code）

このコーデックを、関連付けられているコー

ルに使用できる唯一のコーデックにします。

iLBCコードを強制する（Force iLBC Code）

このコーデックを、関連付けられているコー

ルの優先コーデックにします。

ISACコードを優先する（Prefer ISAC Code）

このコーデックを、関連付けられているコー

ルに使用できる唯一のコーデックにします。

ISACコードを強制する（Force ISAC Code）
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説明パラメータ

このコーデックを、関連付けられているコー

ルの優先コーデックにします。

OPUSコードを優先する（Prefer OPUS Code）

このコーデックを、関連付けられているコー

ルに使用できる唯一のコーデックにします。

OPUSコードを強制する（Force OPUS Code）

時刻（Time）

説明パラメータ

ローカルの日付を設定します（mmは月を、
ddは日を表します）。年は任意で、2桁また
は 4桁の数字を使用します。

デフォルト：空白

ローカルの日付の設定（mm/dd/yyyy）（Set
Local Date (mm/dd/yyyy)）

現地時間を設定します（hhは時間を、mmは
分を表します）。秒はオプションです。

デフォルト：空白

ローカル時刻の設定（HH/mm）（Set Local
Time (HH/mm)）

発信者 IDを生成するには、GMTに追加する
時間数を選択し、現地時間を生成します。選

択肢は、GMT-12:00、GMT-11:00、…、GMT、
GMT+01:00、GMT+02:00、…、GMT+13:00で
す。

デフォルト：GMT-08:00

タイムゾーン(Time Zone)

これは、ローカルシステム時刻に使用される

GMTからのオフセットを指定します。

デフォルト：00/00

時間オフセット（HH/mm）（Time Offset
(HH/mm)）

DHCPに時間オフセット値が設定されたルー
タが使用されている場合は、IP電話がルータ
の設定を使用して、IP電話のタイムゾーンと
オフセットの設定を無視します。ルータの

DHCP時間オフセット値を無視して、ローカ
ルタイムゾーンとオフセットの設定を使用す

るには、このオプションに対して [はい
（Yes）]を選択します。[いいえ（No）]を選
択した場合は、IP電話がルータの DHCP時間
オフセット値を使用します。

デフォルト：[はい（Yes）]。

DHCP時間オフセットを無視（Ignore DHCP
Time Offset）
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説明パラメータ

夏時間を計算するルールを入力します。開始、

終了、および保存の値を含める必要がありま

す。このルールは 3つのフィールドで構成さ
れます。各フィールドは、次のように ;（セミ
コロン）で区切られます。角括弧（[ ]）内の
オプションの値を指定しないと、0と見なされ
ます。深夜は指定された日付の0:0:0で表され
ます。

これは、ルール（Start = <start-time>;
end=<end-time>; save = <save-time>）の形式で
す。

<start-time>と <end-time>の値は、夏時間の開
始日付、終了日付、および時刻を示します。

各値の形式は、<month>/<day>/<weekday>
[/HH:[mm [:ss]]]です。

<save-time>値は、夏時間中に現在の時刻に加
算される時間数、分数、および秒数です。加

算ではなく、減算が望ましい場合は、

<save-time>値の先頭に負（-）記号を付加する
ことができます。<save-time>値の形式は
[+|-]/[HH:[mm [:ss]]]です。

<month>値は、1～ 12（1月～ 12月）の範囲
内でいずれかの値と一致します。

<day>値は、1～ 31の範囲内の [+|-]値と一致
します。

<day>が 1の場合は、月末の、または月末前
の <weekday>（つまり、その月の最後の
<weekday>）を表します。

夏時間ルール（Daylight Saving Time Rule）
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時刻（Time）



説明パラメータ

<weekday>値は、1～ 7（月曜日～日曜日）の
範囲内でいずれかの値と一致します。ただし

0と一致する場合もあります。<weekday>値が
0の場合は、夏時間調整の開始日または終了日
が指定された日付と正確に一致することを意

味します。この場合は、<day>値を負にしな
いでください。<weekday>値が 0ではなく、
<day>値が正の場合は、夏時間調整が
<weekday>値または指定された日付後に開始
または終了します。<weekday>値が 0ではな
く、<day>値が負の場合は、夏時間調整が
<weekday>値または指定された日付前に開始
または終了します。ここで、

• HHは時間を表します（0～ 23）。

• mmは分を表します（0～ 59）。

• ssは秒を表します（0～ 59）。

デフォルト：3/-1/7/2;end=10/-1/7/2;save=1

サマータイムルール（Daylight Saving Time
Rule）（続き）

サマータイムを有効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

サマータイムが有効（Daylight Saving Time
Enable）

[言語（Language）]

説明パラメータ

このフィールドを使用して、電話機のディス

プレイの言語オプション、および各言語に必

要なディクショナリファイルおよびフォント

ファイルを指定します。ディクショナリおよ

びフォントのセットアップ（98ページ）を参
照してください。

デフォルト：空白

ディクショナリサーバスクリプト（Dictionary
Server Script）
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説明パラメータ

このフィールドでデフォルトの言語を指定し

ます。この値はディクショナリサーバでサポー

トされている言語のいずれかと一致する必要

があります。電話機のディスプレイ言語の指

定（100ページ）を参照してください。

言語は、XML構成ファイルを使用して設定す
ることができます。次に例を示します。

<Language_Selection ua="na"> Spanish
</Language_Selection>

言語名には、最大 512文字を含めることがで
きます。

言語の選択（Language Selection）

このドロップダウンリストボックスを使用し

て、サポートされる言語を表示します。電話

機のディスプレイでサポートされる言語（98
ページ）を参照してください。

ロケール

電話

一般

説明パラメータ

電話機の名前。ステーション名（Station Name）

電話機を識別する名前。電話画面に表示され

ます。このフィールドにスペースを入力する

ことができます。名前を一意にする必要はあ

りません。

ステーション表示名（Station Display Name）

ボイスメールをチェックする電話番号または

URL。

デフォルト：[なし（None）]

ボイスメール番号（Voice Mail Number）
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ビデオ構成

説明パラメータ

電話機が送受信できる情報の最大量を制限で

きます。オプションは次のとおりです。

• Auto

• 2 Mbps

• 1 Mbps

• 750 Kbps

• 500 Kbps

• 250 Kbps

デフォルト：[自動（Auto）]

許容帯域幅（Bandwidth Allowance）

ハンズフリー

説明パラメータ

Bluetooth接続の方式を示します。

• [電話（Phone）]：Bluetoothヘッドセット
付きのペアのみ。

• [ハンズフリー（Handsfree）]：Bluetooth
対応携帯電話を使用するハンズフリーデ

バイスとして動作します。

• [両方（Both）]：Bluetoothヘッドセット
を使用するか、またはBluetooth対応携帯
電話で動作します。

Bluetoothモード（Bluetooth Mode）

Bluetoothが有効な回線番号を指定します。回線（Line）

回線キー

回線キーごとに一連の設定があります。
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説明パラメータ

回線キー nに割り当てる n内線番号を指定し
ます。

デフォルト：n

XML設定の例：

回線キー 1を内線 1に設定するには、次のよ
うにします。

<Extension_1_
ua="na">1</Extension_1_>

ラインキー 2の拡張機能を無効にするには、
次のようにします。

<Extension_2_
ua="na">Disabled</Extension_2_>

内線番号（Extention）

回線キーのユーザ名を指定します。

デフォルト：$USER

ショート名（Short Name）

着信コールアピアランスを他の電話機と共有

するか、またはプライベートにするかを指定

します。

コールアピアランスの共有（Share Call
Appearance）

電話機の未使用の回線キーに以下のいずれか

の機能または機能を割り当てることができる

ようにします。

•ビジーランプフィールド

•コールピックアップ

•短縮ダイヤル

•エグゼクティブまたはアシスタントメ
ニュー

拡張機能（Extended Function）
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各種回線キーの設定

説明パラメータ

共有コールアピアランス回線 IDマッピング
を指定します。[垂直優先（Vertical First）]が
設定されている場合、2番目のコールでは、次
に利用可能な回線 IDの LEDが点滅します。
[水平優先（Horizontal First）]が設定されてい
る場合、2番目のコールでは、最初のコールを
受信したのと同じLEDが点滅します。また、
発信コールと着信コールの動作はどちらも同

じです。

デフォルト：[水平優先（Horizontal First）]

回線 IDマッピング（Line ID Mapping）

SCA割り込みを有効にします。

デフォルト：[いいえ（No）]

SCA割り込みの有効化（SCABarge-InEnable）

有効にすると、電話機をオフフックにしたと

きに、共有回線で着信コールを自動的にピッ

クアップするように制限されます。

SCAスティッキ自動回線占拠（SCAStickyAuto
Line Seize）

このパラメータでは、回線ボタンあたりのコー

ル数を選択することができます。2～ 10の値
を選択できます。

デフォルト：2

回線あたりのコールアピアランス数（Call
Appearances Per Line）

捕足サービス

説明パラメータ

三者会議サービスを有効または無効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

会議サービス（Conference Serv）

在籍コール転送サービスを有効または無効に

します。

デフォルト：[はい（Yes）]

在席コール転送サービス（AttnTransfer Serv）

ブラインドコール転送サービスを有効または

無効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

ブラインドコール転送サービス（BlindTransfer
Serv）

応答不可サービスを有効または無効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

DNDサービス（DND Serv）

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
370

Cisco IP Phoneのトラブルシューティング

各種回線キーの設定



説明パラメータ

ブロック匿名コールサービスを有効または無

効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

非通知着信ブロックサービス（Block ANC
Serv）

アウトバウンド発信者 IDブロックサービス
を有効または無効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

発信者 IDブロックサービス（BlockCIDServ）

セキュアコールサービスを有効または無効に

します。

デフォルト：[はい（Yes）]

セキュアコールサービス（Secure Call Serv）

不在転送サービスを有効または無効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

全コール転送サービス（Cfwd All Serv）

話中転送サービスを有効または無効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

話中転送サービス（Cfwd Busy Serv）

無応答時転送サービスを有効または無効にし

ます。

デフォルト：[はい（Yes）]

無応答時転送サービス（Cfwd No Ans Serv）

電話機のページングサービスを有効または無

効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

ページングサービス（Paging Serv）

電話機のコールパークサービスを有効または

無効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

コールパークサービス（Call Park Serv）

電話機のコールピックアップサービスを有効

または無効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

コールピックアップサービス（Call Pick Up
Serv）

電話機の ACDログインサービスを有効また
は無効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

ACDログインサービス（ACD Login Serv）

電話機のグループコールピックアップサービ

スを有効または無効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

グループコールピックアップサービス

（Group Call Pick Up Serv）
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説明パラメータ

電話機の特定業種向けサービスアナウンスメ

ントサービスを有効または無効にします。

デフォルト：[いいえ（No）]

サービスアナウンスメントサービス（Service
Annc Serv）

電話機の通話録音サービスを有効または無効

にします。

デフォルト：[いいえ（No）]

通話録音サービス（Call Recording Serv）

電話機のビデオサービスを有効または無効に

します。

有効にすると、[ユーザ（User）]タブに [ビデ
オの有効化（Video Enable）]フィールドが表
示されます。無効にすると、[ビデオの有効化
（Video Enable）]フィールドは表示されませ
ん。

デフォルト：[いいえ（No）]

ビデオサービス（Video Serv）

電話機で名前の逆引きルックアップを有効ま

たは無効にします。

有効にすると、電話機で個人アドレス帳と通

話履歴、サーバディレクトリ、および設定さ

れた LDAPまたは XMLディレクトリを検索
することができます。

デフォルト：[はい（Yes）]

電話の逆引きルックアップサービス

呼出音

説明パラメータ

さまざまな呼出音の着信音スクリプト。Ring1から Ring12まで

サイレント呼び出しの時間を制御します。

たとえば、パラメータが20秒に設定されてい
る場合、電話機は20秒間サイレント呼び出し
音を再生し、その後 INVITEメッセージに480
応答を送信します。

サイレント呼び出し時間（Silent Ring
Duration）
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エクステンションモビリティ

説明パラメータ

電話機のエクステンションモビリティサポー

トを有効または無効にするオプション。

デフォルト：[いいえ（No）]

EM有効（EM Enable）

電話機または認証サーバのドメインの名前。

デフォルト：空白

EMユーザドメイン（EM User Domain）

電話セッションの継続時間を指定します。セッションタイマー（分）

ログアウトするまで待機する時間を指定しま

す。

デフォルト：10

カウントダウンタイマー（秒）（Countdown
Timer(s)）

エクステンションモビリティ PINのパスワー
ドの入力方法を指定するオプション。オプショ

ンは [英数字（Alpha-numeric）]と [数字
（Numeric）]です。

デフォルト:英数字

パスワードの優先入力モード（Preferred
Password Input Mode）

XSI電話サービス

説明パラメータ

サーバの名前（xsi.iop1.broadworks.netなど）
を入力します。

XSIホストサーバは、デフォルトで
HTTPプロトコルを使用します。
HTTPSを介したXSIを有効にするに
は、サーバでhttps://を指定するこ

とができます。

（注）

デフォルト：空白

XSIホストサーバ（XSI Host Server）
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説明パラメータ

XSI認証タイプを決定します。XSI IDとパス
ワードによるアクセスを認証する場合は、[ロ
グインクレデンシャル（LoginCredentials）]を
選択します。電話機に登録されている SIPア
カウントの登録ユーザ IDとパスワードによる
アクセスを認証する場合は、[SIPクレデンシャ
ル（SIP Credentials）]を選択します。

デフォルト：[ログインクレデンシャル（Login
Credentials）]

XSI認証タイプ（XSI Authentication Type）

電話機ユーザの BroadSoftユーザ ID
（johndoe@xdp.broadsoft.comなど）。

XSI認証タイプとして [ログインクレデンシャ
ル（Login Credentials）]または [SIPクレデン
シャル（SIPCredentials）]を選択した場合は、
SIP認証 IDを入力します。

[SIPクレデンシャル（SIPCredentials）]として
SIP認証 IDを選択する場合は、ログインユー
ザ IDを入力する必要があります。ログイン
ユーザ IDを入力しない場合、電話機のディレ
クトリリストの下に BroadSoftディレクトリ
が表示されません。

デフォルト：空白

ログインユーザ ID（Login User ID）

ユーザ IDに関連付けられた英数字パスワー
ド。

XSI認証タイプに [ログインクレデンシャル
（LoginCredentials）]を選択する場合は、ログ
インパスワードを入力します。

デフォルト：空白

ログインパスワード（Login Password）

電話機に登録されている SIPアカウントの登
録ユーザ ID。

XSI認証タイプに [SIPクレデンシャル（SIP
Credentials）]を選択する場合は、SIP認証 ID
を入力します。

SIP認証 ID（SIP Auth ID）
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説明パラメータ

電話機に登録されている SIPアカウントのパ
スワード。

XSI認証タイプに [SIPクレデンシャル（SIP
Credentials）]を選択した場合は、SIPパスワー
ドを入力します。

SIPパスワード（SIP Password）

電話機ユーザのBroadSoftディレクトリを有効
にします。[はい（Yes）]を選択してディレク
トリを有効化し、[いいえ（No）]を選択して
無効化します。

デフォルト：[いいえ（No）]

ディレクトリ有効（Directory Enable）

ディレクトリの名前。ディレクトリの選択肢

として電話機上に表示されます。

デフォルト：空白

ディレクトリ名（Directory Name）

BroadSoftディレクトリのタイプを選択しま
す。

[企業（Enterprise）]：姓、名、ユーザまたはグ
ループ ID、電話番号、内線番号、部門、また
はメールアドレスで検索できるようにします。

[グループ（Group）]：姓、名、ユーザ ID、電
話番号、内線番号、部門、またはメールアド

レスで検索できるようにします。

[個人（Personal）]：姓、名、または電話番号
で検索できるようにします。

デフォルト：[企業（Enterprise）]

ディレクトリタイプ（Directory Type）

XSI通話のログ記録を有効にします。XSI通話
をログに記録する場合は [はい（Yes）]を選択
し、無効化する場合は [いいえ（No）]を選択
します。

デフォルト：[いいえ（No）]

通話履歴の有効化（CallLog Enable）

通話履歴ログを表示する電話回線を選択する

ことができます。

行番号の範囲は、1~10の範囲で選択します。

CallLog関連回線
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説明パラメータ

電話機が表示する通話履歴ログの種類を設定

することができます。BroadSoft XSIの通話履
歴ログを表示するには、サーバを選択し、ロー

カルの通話履歴ログを表示するには、電話機

を選択します。

CallLogの有効化をはいにして、発
信者履歴の表示タイプをサーバと

指定すると、発信者履歴の表示が電

話機の履歴画面のみに表示されま

す。

（注）

発信者履歴の表示

BroadSoft XMPP

説明パラメータ

電話機ユーザのBroadSoftXMPPディレクトリ
を有効にするには、[はい（Yes）]に設定しま
す。

デフォルト：[いいえ（No）]

XMPPの有効化（XMPP Enable）

XMPPサーバの名前（xsi.iop1.broadworks.net
など）を入力します。

デフォルト：空白

サーバ（Server）

ディレクトリのサーバポートです。

デフォルト：空白

ポート（Port）

電話機ユーザの BroadSoftユーザ ID
（johndoe@xdp.broadsoft.comなど）。

デフォルト：空白

ユーザ ID（User ID）

ユーザ IDに関連付けられた英数字パスワー
ド。

デフォルト：空白

パスワード（Password）

有効になっている場合、ユーザのサインイン

時にユーザのプレゼンス情報が公開されませ

ん。

デフォルト：[いいえ（No）]

ログインを非表示（Login Invisible）
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説明パラメータ

クライアントがサーバから切断された後、ロ

グインせずに再接続が可能な間隔（秒単位）。

この間隔を過ぎると、クライアントの再認証

が必要です。

デフォルト：30

再試行間隔（Retry Intvl）

XMLサービス

説明パラメータ

XMLディレクトリの名前。ディレクトリの選
択肢としてユーザの電話機上に表示されます。

デフォルト：空白

XMLディレクトリサービス名（XMLDirectory
Service Name）

XMLディレクトリが配置された URL。

デフォルト：空白

XMLディレクトリサービス URL（XML
Directory Service URL）

XMLアプリケーションの名前。Webアプリ
ケーションの選択肢としてユーザの電話機上

に表示されます。

XMLアプリケーションサービス名（XML
Application Service Name）

XMLアプリケーションが配置された URL。XMLアプリケーションサービス URL（XML
Application Service URL）

認証用の XMLサービスユーザ名。

デフォルト：空白

XMLユーザ名（XML User Name）

認証用の XMLサービスパスワード。

デフォルト：空白

XMLパスワード（XML Password）

Cisco XML EXE認証を有効または無効にしま
す。

デフォルト：[いいえ（No）]

CISCO XML EXE有効
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説明パラメータ

Cisco XML EXE認証のモードを指定します。
次のオプションを使用できます。

• [信頼済み（Trusted）]：認証は行われませ
ん（ローカルユーザのパスワードが設定

されているかどうかに関わらず）。

• [ローカルクレデンシャル（Local
Credential）]：ローカルユーザパスワー
ドが設定されている場合、ローカルユー

ザパスワードを使ったダイジェスト認証

に基づいて認証が行われます。設定され

ていない場合、認証は行われません。

• [リモートクレデンシャル（Remote
Credential）]：（XMLアプリケーション
サーバにアクセスするために）Webペー
ジでXMLアプリケーションに設定された
リモートユーザ名/パスワードを使用した
ダイジェスト認証に基づいて、認証が行

われます。

デフォルト:ゼロトラスト

CISCO XML EXE認証モード

複数ページンググループのパラメータ

追加または変更されたセクション機能

電話登録を必要としない、グループページン

グの設定およびページングの優先順位（アウ

トオブバンドページング）のための文字列を

入力します。

グループページングスクリプト（GroupPaging
Script）

LDAP

説明パラメータ

LDAPを有効にするには、[はい（Yes）]を選択します。

デフォルト：[いいえ（No）]

LDAPディレクトリ有効（LDAP Dir Enable）

「CorporateDirectory」などの自由形式のテキストで名前を
入力します。

デフォルト：空白

社内ディレクトリの名前（Corp Dir Name）
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説明パラメータ

LDAPサーバの完全修飾ドメイン名または IPアドレスを、
次の形式で入力します。

nnn.nnn.nnn.nnn

MD5認証方式が使用される場合は、LDAPサーバのホス
ト名を入力します。

デフォルト：空白

サーバ（Server）

検索するディレクトリツリーで開始ポイントを指定しま

す。各ドメインコンポーネント [dc]はカンマで区切りま
す。次に、例を示します。

dc=cv2bu,dc=com

デフォルト：空白

検索ベース（Search Base）

識別名のドメインコンポーネント [dc]を入力します。例
を以下に示します。

dc=cv2bu,dc=com

デフォルトの Active Directoryスキーマ
（Name(cn)->Users->Domain）を使用している場合、クラ
イアント DNは次のようになります。

cn=”David Lee”,dc=users,dc=cv2bu,dc=com

cn=”David Lee”,dc=cv2bu,dc=com

username@domainは、Windowsサーバのクライアント DN
形式です。

例：DavidLee@cv2bu.com

デフォルト：空白

クライアント DN（Client DN）

LDAPサーバに対するクレデンシャルを持つユーザのユー
ザ名を入力します。

デフォルト：空白

ユーザ名（User Name）

LDAPユーザ名のパスワードを入力します。

デフォルト：空白

パスワード（Password）
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説明パラメータ

LDAPサーバに必要な認証方式を選択します。選択肢は次
のとおりです。

なし（None）：クライアントとサーバの間ではどの認証も
使用されません。

シンプル（Simple）：クライアントはLDAPサーバに完全
修飾ドメイン名とパスワードを送信します。セキュリティ

の問題が生じる可能性があります。

ダイジェストMD5（Digest-MD5）：LDAPサーバはクラ
イアントに認証オプションおよびトークンを送信します。

クライアントは暗号化された応答を返し、それがサーバに

よって復号化され検証されます。

デフォルト：なし（None）

認証方式（Auth Method）

ユーザが連絡先を検索するときに、電話機が名字または姓

(sn)に基づいて検索を実行する必要があるかどうかを指定
する場合にこのフィールドを使用します。

例：

sn: (sn = $VALUE *)は、入力された検索文字列で始
まる最後の名前をすべて検索するように電話機に指示しま

す。

sn: (sn = * $VALUE *)を使用すると、入力した検索
文字列が最後の名前の任意の場所に含まれている姓をすべ

て検索するように電話機に指示します。この方法はより包

括的であり、より多くの検索結果が取得されます。この方

法は、検索方法と、Broadsoftディレクトリや電話機のユー
ザの個人アドレス帳など、他のディレクトリにある検索メ

ソッドと同じです。

デフォルト：空白

姓フィルタ（Last Name Filter）

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
380

Cisco IP Phoneのトラブルシューティング
LDAP



説明パラメータ

ユーザが連絡先を検索するときに、電話機がファースト

ネームまたは一般名 (cn)に基づいて検索を実行する方法を
指定する場合にこのフィールドを使用します。

例：

cn: (cn = $VALUE *)は、入力された検索文字列で始
まる最初の名前をすべて検索するように電話機に指示しま

す。

cn: (cn = * $VALUE *)は、入力した検索文字列が最
初の名前の任意の場所に表示されている名前をすべて検索

するように、電話機に指示します。この方法はより包括的

であり、より多くの検索結果が取得されます。この方法

は、検索方法と、Broadsoftディレクトリや電話機のユー
ザの個人アドレス帳など、他のディレクトリにある検索メ

ソッドと同じです。

デフォルト：空白

名フィルタ（First Name Filter）

カスタマイズされた追加の検索項目。不要な場合は空白に

できます。

デフォルト：空白

検索項目 3（Search Item 3）

検索項目に対するカスタマイズされたフィルタ。不要な場

合は空白にできます。

デフォルト：空白

検索項目 3フィルタ（Search Item 3 Filter）

カスタマイズされた追加の検索項目。不要な場合は空白に

できます。

デフォルト：空白

検索項目 4（Search Item 4）

検索項目に対するカスタマイズされたフィルタ。不要な場

合は空白にできます。

デフォルト：空白

検索項目 4フィルタ（Search Item 4 Filter）
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説明パラメータ

電話機に表示される LDAP結果のフォーマット。

• a：属性名

• cn：一般名

• sn：苗字（姓）

• telephoneNumber：電話番号

• n：表示名

たとえば、n=Phoneとすると、詳細ソフトボタンを押した
ときに、LDAPクエリ結果の電話番号の先頭に "Phone:"と
表示されます。

• t：タイプ

t=p、つまり tが電話番号タイプである場合、取得した番号
にダイヤルできます。ダイヤルできるのは1つの番号だけ
です。2つの番号をダイヤル可能として定義した場合は、
最初の番号だけが使用されます。たとえば、a=ipPhone, t=p;
a=mobile, t=p;のように定義したとします。

この例では IPPhoneの電話番号のみをダイヤルでき、携帯
電話番号は無視されます。

• p：電話番号

t=pのようにpがタイプ属性に割り当てられている場合は、
検索された番号を電話機からダイヤルできます。

たとえば、
a=givenName,n=firstname;a=sn,n=lastname;a=cn,n=cn;a=telephoneNumber,n=tele,t=p
のように定義します。

デフォルト：空白

表示属性（Display Attrs）
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説明パラメータ

不要な場合は空白にできます。

LDAP番号マッピングを使用すると、LDAPサー
バから取得した番号を操作できます。たとえば、

ダイヤルプランでダイヤルする前に 9を入力す
るように要求されている場合は、9を番号に付加
することができます。プレフィックス 9を付加
するには、(<:9xx.>)を [LDAP番号マッピング
（LDAPNumberMapping）]フィールドに追加し
ます。たとえば、555 1212は 9555 1212になりま
す。

（注）

この方法で番号を操作しない場合は、ダイヤル編集機能を

使用して、ダイヤルアウトする前に番号を編集できます。

デフォルト：空白

番号マッピング（Number Mapping）

プログラム可能なソフトキー

説明パラメータ

プログラム可能なソフトキーを有効にします。プログラム可能なソフトキー有効

（Programmable Softkey Enable）

電話機がアイドルになっているときに表示さ

れるソフトキー。

アイドルキーリスト（Idle Key List）

不在着信があるときに表示されるソフトキー。不在着信キーリスト（Missed Call Key List）

電話機がオフフックになっているときに表示

されるソフトキー。

オンフックキーリスト（Off Hook Key List）

ユーザがダイヤルデータを入力しなければな

らないときに表示されるソフトキー。

ダイヤル入力キーリスト（Dialing Input Key
List）

コールで接続を試行しているときに表示され

るソフトキー。

進行中キーリスト（Progressing Key List）

コールが接続されると表示されるソフトキー。接続済みキーリスト（Connected Key List）

コールの転送が開始されると表示されるソフ

トキー。

転送開始キーリスト（Start-Xfer Key List）

電話会議が開始されると表示されるソフト

キー。

会議開始キーリスト（Start-Conf Key List）

電話会議の進行中に表示されるソフトキー。会議中キーリスト（Conferencing Key List）
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説明パラメータ

コールがリリースされたときに表示されるソ

フトキー。

リリースキーリスト（Releasing Key List）

1つ以上のコールが保留中であるときに表示さ
れるソフトキー。

保留キーリスト（Hold Key List）

コールの着信中に表示されるソフトキー。

着信コールをサイレント状態にするには無視

ソフトキーを追加します。

呼出中キーリスト（Ringing Key List）

コールが共有回線上でアクティブになったと

きに表示されるソフトキー。

共有アクティブキーリスト（Shared Active
Key List）

コールが共有回線上で保留にされたときに表

示されるソフトキー。

共有保留キーリスト（Shared Held Key List）

エグゼクティブおよびエグゼクティブアシス

タントのソフトキー

エグゼクティブアシスタントキーリスト

接続中のビデオ通話を表示するソフトキー。接続中ビデオキーリスト（Connected Video
Key List）

プログラム可能なソフトキーフィールド。こ

れらのフィールドに文字列を入力して、電話

画面に表示するソフトキーを設定します。番

号または内線番号の短縮ダイヤル、特定業種

向けサービスのアクティベーションコード（*
コード）、またはXMLスクリプト用にソフト
キーを作成できます。

PSK 1～ PSK 16
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内線番号

一般

説明パラメータ

サービスに対してこの回線を有効にするには、

[はい（Yes）]を選択します。そうしない場合
は、[いいえ（No）]を選択します。

デフォルト：[はい（Yes）]

XML設定の例を次に示します。

内線番号 2の回線でサービスを無効にするに
は、次のようにします。

< Line_Enable_2_ ua = "na" >いいえ
（No）</line enable>

回線を有効（Line Enable）

ビデオ構成

説明パラメータ

[はい（yes）]を選択すると H264 Base Profile
0コーデックが有効になり、[いいえ（No）]
を選択すると無効になります。

デフォルト：[はい（Yes）]

H264 BP0有効（H264 BP0 Enable）

[はい（yes）]を選択すると H264 High Profile
コーデックが有効になり、[いいえ（No）]を
選択すると無効になります。

デフォルト：[はい（Yes）]

H264 HP有効（H264 HP Enable）

セキュアなコールで使用される暗号化方式を

選択します。オプションは [AES 128]と [AES
256 GCM]です。

デフォルト：[AES 128]

暗号化方式（Encryption Method）

回線アピアランスの共有

説明パラメータ

この内線番号を他のCisco IPPhoneと共有する
のか、プライベートにするのかを指定します。

デフォルト：[はい（Yes）]

共有内線（Share Ext）
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説明パラメータ

共有回線アピアランスに割り当てられたユー

ザ識別子。

デフォルト：空白

共有ユーザ ID（Shared User ID）

SIPサブスクリプションが期限切れになるまで
の秒数。サブスクリプションが期限切れにな

る前に、電話機は SIPサーバから共有電話内
線のステータスに関する NOTIFYメッセージ
を受信します。

デフォルト：3600

サブスクリプションの有効期限（Subscription
Expires）

有効にすると、メッセージ待機インジケータ

が専用回線上のメッセージに対してのみ点灯

します。

デフォルト：いいえ（No）

MWIの制限（Restrict MWI）

NATの設定

説明パラメータ

SIPメッセージで外部にマップされた IPアド
レスと SIP/RTPポートを使用する場合は、[は
い（Yes）]を選択します。そうでない場合は、
[いいえ（No）]を選択します。

デフォルト：いいえ（No）

NATマッピング有効（NAT Mapping Enable）

設定された NATキープアライブメッセージ
を定期的に送信する場合は、[はい（Yes）]を
選択します。そうでない場合は、[いいえ
（No）]を選択します。

デフォルト：いいえ（No）

NATキープアライブ有効（NAT Keep Alive
Enable）

現在のNATマッピングを維持するために定期
的に送信する必要があるキープアライブメッ

セージを入力します。この値が$NOTIFYの場
合は、NOTIFYメッセージが送信されます。
この値が$REGISTERの場合は、連絡先を含ま
ない REGISTERメッセージが送信されます。

デフォルト：$NOTIFY

NATキープアライブメッセージ（NAT Keep
Alive Msg）
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説明パラメータ

NATキープアライブメッセージを受信する宛
先。値が $PROXYの場合、メッセージは現在
のプロキシまたはアウトバウンドプロキシに

送信されます。

NATキープアライブ宛先（NAT Keep Alive
Dest）

ネットワーク設定

説明パラメータ

SIPメッセージを伝送する UDP IPパケットの
サービス時間（ToS）/差別化サービス
（DiffServ）フィールド値。デフォルト値：
0x68。

SIP TOS/DiffServ値（SIP TOS/DiffServ Value）

音声データパケットの ToSフィールドの値。

データトラフィックの音声パケットの優先順

位を設定します。

デフォルト値：0xb8。

RTP ToS/DiffServ値（RTP ToS/DiffServ Value）

ビデオデータパケットの ToSフィールドの
値。

データトラフィックのビデオパケットの優先

順位を設定します。

デフォルト値：0x54。

ビデオの RTP ToS/DiffServ値

SIP設定

説明パラメータ

SIPメッセージのトランスポートプロトコル
を選択します。

• UDP

• [TCP]

• TLS

• AUTO

自動サーバ上のNAPTRレコードに基づいて、
電話機に適切なプロトコルを自動的に選択さ

せます。詳細については、SIPトランスポート
の設定（259ページ）を参照してください。

デフォルト：UDP

SIPトランスポート（SIP Transport）
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説明パラメータ

SIPメッセージのリスニングおよび送信用の電
話のポート番号。

ここでは、SIPトランスポートプロトコルとし
てUDPを使用している場合にのみポート番号
を指定します。

TCPを使用している場合、システムは [音声 >
SIP ]タブの [SIP TCPポート最小値]と [SIP
TCPポート最大値]に指定された範囲内でラ
ンダムポートを使用します。

SIPプロキシサーバのポートを指定する必要が
ある場合は、プロキシフィールド (プロキシと
登録（395ページ）)またはXSIホストサーバ
フィールド (XSI回線サービス（401ページ）)
を使用して指定することができます。

デフォルト：5060

SIP Port

暫定応答（18x）の信頼性の高い送信用に
100REL SIP拡張をサポートし、PRACK要求
を使用します。有効にするには、[はい（Yes）]
を選択します。

デフォルト：いいえ（No）

SIP 100REL有効（SIP 100REL Enable）

外部の SIPポート番号。外部 SIPポート（EXT SIP Port）

Cisco IP Phoneは次の要求のNOTIFYメッセー
ジを受信すると、送信者を認証します。

• resync

• reboot

• report

• restart

• XML-service

有効にするには、[はい（Yes）]を選択しま
す。

デフォルト：[はい（Yes）]

認証再同期リブート（Auth Resync-Reboot）
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説明パラメータ

ユーザエージェントからこのヘッダーが渡さ

れた場合、SIPプロキシは特定の内線または動
作をサポートすることができます。このフィー

ルドが設定されていても、プロキシがこれを

サポートしていない場合、プロキシは非サポー

トメッセージで応答します。提供されたフィー

ルドに適切なヘッダーを入力します。

SIPプロキシが必要（SIP Proxy-Require）

Fromヘッダーの代わりに使用する
Remote-Party-IDヘッダー。有効にするには、
[はい（Yes）]を選択します。

デフォルト：[はい（Yes）]

SIPリモート側 ID（SIP Remote-Party-ID）

コール転送の終了時に古くなったコールレッ

グを終了するために電話機からBYEを送信す
るタイミングを制御します。この画面で、複

数の遅延設定（Referor、ターゲット参照、
Referee、参照先ターゲット）を構成できます。
[Referror BYE遅延（Referror Bye Delay）]に
は、適切な遅延時間を秒数で入力します。

デフォルト：4

Referor BYE遅延（Referor Bye Delay）

参照先ターゲットを示します。SIP Referを連
絡先に送信する場合は、[はい（Yes）]を選択
します。

デフォルト：[いいえ（No）]

参照先ターゲットの連絡先（Refer-To Target
Contact）

[RefereeBYE遅延（RefereeByeDelay）]には、
適切な遅延時間を秒数で入力します。

デフォルト：0

Referee BYE遅延（Referee Bye Delay）

[ターゲット参照 BYE遅延（Refer Target Bye
Delay）]には、適切な遅延時間を秒数で入力
します。

デフォルト：0

ターゲット参照 BYE遅延（Refer Target Bye
Delay）
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説明パラメータ

有効にすると、IPテレフォニーは発信 INVITE
に対する最初の183SIP応答を取得後、それ以
降の180SIP応答を無視します。この機能を有
効にするには、[はい（Yes）]を選択します。
そうしない場合は、[いいえ（No）]を選択し
ます。

デフォルト：いいえ（No）

Sticky 183

有効にすると、SIPプロキシからの最初の着信
INVITE要求に許可が必要になります。この機
能を有効にする場合は、[はい（Yes）]を選択
します。

デフォルト：[いいえ（No）]

INVITE許可（Auth INVITE）

[はい（Yes）]に設定すると、転送コールレッ
グで転送ターゲットから返された 1xx応答に
関して、Event:Referを設定した NOTIFYが電
話機から転送元に送られます。

[いいえ（No）]に設定すると、電話機は最終
応答（200以降）に関してのみ NOTIFYを送
信します。

Ntfy参照オン 1xx-To-Inv（Ntfy Refer On
1xx-To-Inv）

G.729 Annex Bの設定を構成します。G.729 Annex Bの設定（Set G729 annexb）

電話URLが SIPURLに変換され、電話番号が
URLのユーザ部分に示されると、SIP URLに
はオプションの :user=phoneパラメータ
（RFC3261）が組み込まれます。次に例を示
します。

To: sip:+12325551234@example.com; user=phone

このオプションパラメータを有効にするには、

[はい（Yes）]を選択します。

デフォルト：[いいえ（No）]

ユーザの電話（User Equal Phone）

電話機で使用する録音プロトコルのタイプを

決定します。オプションは次のとおりです。

• SIPINFO

• SIPREC

デフォルト：SIPREC

通話録音プロトコル（Call Recording Protocol）
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説明パラメータ

信頼されたネットワークの SIPメッセージで
ユーザのプライバシーを設定します。

プライバシーヘッダのオプション：

• [Disabled]（デフォルト）

•なし：ユーザはプライバシーサービスが
この SIPメッセージにプライバシー機能
を適用しないように要求します。

•ヘッダ：ユーザは、識別情報を削除でき
ない不明瞭なヘッダに対してプライバシー

サービスを必要とします。

•セッション：ユーザは、プライバシー
サービスにセッションの匿名性を提供す

るよう要求します。

•ユーザ：ユーザは、中継を介してのみプ
ライバシーレベルを要求します。

• ID：ユーザーは、システムに IPアドレス
またはホスト名を提示しない IDに置き換
えるように要求します。

デフォルト：[無効（Disabled）]

プライバシーヘッダ

発信コールのSIPメッセージに、P-Early-Media
ヘッダーを含めるかどうかを決定できます。

P-Early-Mediaヘッダーを含める場合は、[はい
(Yes)]を選択します。そうしない場合は、[い
いえ（No）]を選択します。

デフォルト：いいえ（No）

P-Early-Mediaサポート
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コール機能の設定

説明パラメータ

現在のコールレッグを終了して他のコール

レッグのブラインド転送を実行することによ

り、電話機で在籍転送操作を実行できるよう

にします。この機能を無効にすると、電話機

が在籍転送操作を実行する際に、現在のコー

ルレッグと他のコールレッグの両方を維持し

た状態で、他のコールレッグを現在のコール

レッグに参照させます。この機能を使用する

場合は、[はい（Yes）]を選択します。そうで
ない場合は、[いいえ（No）]を選択します。

デフォルト：[いいえ（No）]

ブラインド Attn-Xfer有効（Blind Attn-Xfer
Enable）

電話機のメッセージ待機インジケータが点灯

しているかどうかを示します。このパラメー

タは、SIPプロキシからのメッセージを切り替
えて、メッセージが待機中かどうかを示しま

す。

メッセージ待機（Message Waiting）

ページに自動応答する前に招待を認証するか

どうかを指定します。

デフォルト：[いいえ（No）]

ページを認証（Auth Page）

聞こえてくる呼出音のタイプ。[呼出音なし
（No Ring）]または 1～ 10を選択します。

リングオプションは、[Sunlight]、[Chirp 1]、
[Chirp 2]、[Delight]、[Evolve]、[Mellow]、
[Mischief]、[Reflections]、[Ringer]、[Ascent]、
[Are you there]、[Chime]です。

デフォルト呼出音（Default Ring）

[ページを認証（AuthPage）]パラメータを [は
い（Yes）]に設定した場合、受け入れられる
認証のレルム部分を特定します。このパラメー

タでは英数字が可能です。

ページの認証レルム（Auth Page Realm）

会議コールに参加するために使用する URL。
通常は、単語の conferenceまたは
user@IPaddress:portの形式。

会議ブリッジのURL（ConferenceBridgeURL）

[ページを認証（AuthPage）]パラメータを [は
い（Yes）]に設定した場合、使用されるパス
ワードを特定します。このパラメータでは英

数字が可能です。

ページの認証パスワード（Auth Page
Password）
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説明パラメータ

電話機のボイスメールボックス番号/IDを特
定します。

メールボックス ID（Mailbox ID）

電話機の SpecVMサーバを識別します。通常
は、VMサーバの IPアドレスとポート番号で
す。

ボイスメールサーバ（Voice Mail Server）

ボイスメールサーバへのサブスクリプション

の秒単位の有効期限。

ボイスメールサブスクライブインターバル

（Voice Mail Subscribe Interval）

ページコールが到着したときの電話機の動作

を決定します。

アクティブコール時の自動応答ページ（Auto
Ans Page On Active Call）

必要に応じて、回線とサーバ間の設定の同期

を有効にします。

以下の機能またはユーザに設定された回線に

対して、機能キー同期を有効にする必要があ

ります。

• Call Forward All

• DND

•エグゼクティブとアシスタント

機能キー同期（Feature Key Sync）

BroadSoftサーバ専用の機能。サーバまたはプ
ログラム可能なラインキーのいずれかでコー

ルパークが有効になっている場合は、コール

パーク通知が機能するように、このフィール

ドを有効にする必要があります。

デフォルト：[いいえ（No）]

コールパークモニタ有効（Call Park Monitor
Enable）

このパラメータを [はい（Yes）]に設定する
と、電話機からサーバにサブスクリプション

メッセージ（本文なし）が送信されます。

デフォルト：[いいえ（No）]

BroadSoftホテリングの有効化（Enable
Broadsoft Hoteling）

サブスクリプションメッセージに追加される

有効期限値。デフォルト値は 3600です。
ホテリングサブスクリプション期限切れ

（Hoteling Subscription Expires）
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説明パラメータ

内線番号でのセキュアなコールを有効にしま

す。オプションは次のとおりです。

• [任意（Optional）]：電話機は現在のセキュ
アコールの動作を維持します。

• [必須（Required）]：電話機は他の電話機
からの非セキュアコールを拒否します。

デフォルト：[任意（Optional）]

セキュアコールのオプション（Secure Call
Option）

ACDの設定

説明パラメータ

電話機の自動着信呼分配（ACD）を有効にし
ます。有効化する場合は [はい（Yes）]を選択
し、無効化する場合は [いいえ（No）]を選択
します。

デフォルト：[いいえ（No）]

Broadsoft ACD

電話機にコールセンターのコールの詳細を表

示できるようにします。有効にする場合は [は
い（Yes）]を選択し、無効にする場合は [いい
え（No）]を選択します。

デフォルト：[いいえ（No）]

コール情報の有効化（Call InformationEnable）

廃棄コードを追加することができます。有効

にする場合は [はい（Yes）]を選択し、無効に
する場合は [いいえ（No）]を選択します。

デフォルト：[いいえ（No）]

廃棄コードの有効化（DispositionCodeEnable）

ユーザによる直近の着信コールをトレースを

有効にします。有効にする場合は [はい
（Yes）]を選択し、無効にする場合は [いいえ
（No）]を選択します。

デフォルト：[いいえ（No）]

トレースの有効化（Trace Enable）

緊急の場合、ユーザがコールをスーパバイザ

にエスカレートすることができます。有効に

する場合は [はい（Yes）]を選択し、無効にす
る場合は [いいえ（No）]を選択します。

デフォルト：[いいえ（No）]

緊急エスカレーションの有効化（Emergency
Escalation Enable）
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説明パラメータ

コールセンターステータスおよびエージェン

トのステータスが表示されます。有効化する

場合は [はい（Yes）]を選択し、無効化する場
合は [いいえ（No）]を選択します。

デフォルト：[いいえ（No）]

キューステータス通知の有効化（QueueStatus
Notification Enable）

プロキシと登録

説明パラメータ

すべてのアウトバウンド要求のためにサービ

スプロバイダーによって設定された SIPプロ
キシサーバとポート番号。例：

192.168.2.100:6060。

ポート番号は任意です。ポートを指定しない

場合は、デフォルトのポート 5060が UDPに
使用され、デフォルトポート5061がTLS用に
使用されます。

このプロキシを別の設定（短縮ダイヤル回線

キー設定など）で参照する必要がある場合は、

$PROXYマクロ変数を使用します。

プロキシ（Proxy）

すべてのアウトバウンド要求が最初のホップ

として送信されます。IPアドレスまたはドメ
イン名を入力します。

アウトバウンドプロキシ（Outbound Proxy）
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説明パラメータ

この機能は、ネットワークパーティションが

インターネット上に設置されている場合やプ

ライマリプロキシ（またはプライマリアウト

バウンドプロキシ）が応答不可または応対不

可の場合に迅速なフォールバックを提供しま

す。この機能は、代替プロキシがアナログア

ウトバウンド電話接続を備えたサービス統合

型ルータ（ISR）であるため、Verizon導入環
境でうまく機能します。

これらのフィールドにプロキシサーバのアド

レスとポート番号を入力します。電話機がプ

ライマリプロキシと代替プロキシ（またはプ

ライマリアウトバウンドプロキシと代替アウ

トバウンドプロキシ）に登録されたら、電話

機は常にプライマリプロキシ経由で INVITE
SIPメッセージと非 INVITESIPメッセージ（登
録以外）を送信します。電話機は、必ずプラ

イマリプロキシと代替プロキシの両方に登録

します。新しい INVITEのタイムアウト（SIP
RFC仕様に基づく）後にプライマリプロキシ
から応答がなかった場合は、電話機が代替プ

ロキシに接続しようとします。電話機は、必

ず最初にプライマリプロキシを試してから、

プライマリが到達不能な場合にすぐに代替プ

ロキシを試します。

アクティブトランザクション（コール）は、

プライマリプロキシと代替プロキシの間で

フォールバックしません。新しい INVITEで
フォールバックが発生した場合は、それに応

じてサブスクライブ/通知トランザクションが
フォールバックするため、電話機の状態を適

切に維持できます。[プロキシおよび登録
（Proxy and Registration）]セクションの [デュ
アル登録（DualRegistration）]も [はい（Yes）]
に設定する必要があります。

代替プロキシ（Alternate Proxy）

代替発信プロキシ（AlternateOutbound Proxy）
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説明パラメータ

ダイアログ内でアウトバウンドプロキシへの

SIP要求の送信を強制するかどうかを決定しま
す。[アウトバウンドプロキシを使用（Use
Outbound Proxy）]フィールドが [いいえ
（No）]に設定されている場合または [アウト
バウンドプロキシ（Outbound Proxy）]フィー
ルドが空の場合は、無視されます。

デフォルト：[はい（Yes）]

ダイアログで OBプロキシを使用（Use OB
Proxy in Dialog）

プロキシへの定期登録を可能にします。プロ

キシが指定されていない場合、このパラメー

タは無視されます。この機能を有効にする場

合は、[はい（Yes）]を選択します。

デフォルト：[はい（Yes）]

登録（Register）

電話機による登録が成功（動的）しなくても

アウトバウンドコールを発信できるようにし

ます。[いいえ（No）]に設定した場合は、登
録が成功した場合にのみダイヤルトーンが鳴

ります。この機能を有効にする場合は、[はい
（Yes）]を選択します。

デフォルト：いいえ（No）

登録なしでコールを発信（Make Call Without
Reg）

電話機がプロキシへの登録を更新する頻度を

定義します。プロキシが短い期限切れ値で

REGISTERに応答した場合は、電話機が、設
定された値ではなく、その短い値に基づいて

登録を更新します。

登録が "Expires too brief"エラー応答で失敗し
た場合は、電話機がエラーのMin-Expiresヘッ
ダーで指定された値で再試行します。

指定できる範囲は 32～ 2000000です。

デフォルト：3600秒

登録期限切れ（Register Expires）

有効になっている場合、ユーザはコールに応

答するためにプロキシに登録される必要があ

りません。

デフォルト：[いいえ（No）]

登録なしでコールに応答（Ans Call Without
Reg）
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説明パラメータ

プロキシとアウトバウンドプロキシの DNS
SRVルックアップを有効にします。この機能
を有効にする場合は、[はい（Yes）]を選択し
ます。そうしない場合は、[いいえ（No）]を
選択します。

デフォルト：[いいえ（No）]

DNS SRVを使用（Use DNS SRV）

プロキシまたはアウトバウンドプロキシの名

前を基準にDNSSRVルックアップを実行する
とき、電話機でその名前の先頭に _sip._udpを
自動的に追加できるようにします。

デフォルト：[いいえ（No）]

DNSSRV自動プレフィックス（DNSSRVAuto
Prefix）

最高優先順位のプロキシ（またはアウトバウ

ンドプロキシ）がそれよりも低い優先順位の

サーバにフェールオーバーしてから、電話機

が再試行するまでの時間を設定します。

電話機には、サーバ名に対する DNS SRVレ
コードルックアップからのプライマリおよび

バックアッププロキシサーバのリストが必要

です。プロキシの優先順位がわかっている必

要があります。優先順位がわからない場合、

電話機は再試行しません。

指定できる範囲は 0～ 65535です。

デフォルト：3600秒

プロキシのフォールバック間隔（ProxyFallback
Intvl）

[標準（Normal）]または [SRVポートベース
（Based on SRV Port）]を選択します。電話機
は、DNS SRVレコードで返されるプロキシの
内部リストを作成します。

[標準（Normal）]を選択すると、重みと優先
度でランク付けされたプロキシがリストに含

まれます。

[SRVポートベース（Based on SRV Port）]を
選択すると、電話機は標準方式を使用し、最

初にリストされているプロキシポートに基づ

いてポート番号を検査します。

デフォルト：[標準（Normal）]

プロキシ冗長性法式（Proxy Redundancy
Method）
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説明パラメータ

デュアル登録/高速フォールバック機能を有効
にする場合は、はいに設定します。この機能

を有効にするには、[プロキシおよび登録
（Proxy and Registration）]セクションの代替
プロキシ/代替発信プロキシフィールドも設定
する必要があります。

デュアル登録（Dual Registration）

[いいえ（No）]に設定すると、フォールバッ
クが即時かつ自動的に行われます。[プロキシ
フォールバックインターバル（Proxy Fallback
Intvl）]を超えると、すべての新しい SIPメッ
セージはプライマリプロキシに送信されます。

これを [はい（Yes）]に設定すると、現在の登
録の有効期限が切れた場合にのみフォールバッ

クが行われます。つまり、REGISTERメッセー
ジだけがフォールバックをトリガーできます。

たとえば [登録期限切れ（Register Expires）]
の値が 3600秒、[プロキシフォールバックイ
ンターバル（Proxy Fallback Intvl）]の値が 600
秒である場合、フォールバックは 600秒後で
はなく 3600秒後にトリガーされます。[登録
期限切れ（Register Expires）]の値が 600秒、
[プロキシフォールバックインターバル（Proxy
Fallback Intvl）]の値が 1000秒である場合は、
フォールバックが1200秒後にトリガーされま
す。プライマリサーバへの再登録が成功する

と、すべてのSIPメッセージがプライマリサー
バに送信されます。

フェールオーバー時に自動登録（AutoRegister
When Failover）

サブスクライバ情報

説明パラメータ

発信者 IDとして表示される名前。表示名（Display Name）

この回線の内線番号。

このユーザ IDを別の設定で参照する必要があ
る場合（たとえば、回線キーの短縮名など）、

$USERマクロ変数を使用します。

ユーザ ID（User ID）

この回線のパスワード。

デフォルト：空白（パスワード不要）

パスワード
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説明パラメータ

SIP認証の認証 ID。

デフォルト：空白

認証 ID（Auth ID）

プロキシの IPアドレス以外の認証レルムの IP
アドレス。デフォルト値は空白。プロキシの

IPアドレスは認証レルムとして使用されます。

内線 1のパラメータは次のように電話機設定
ファイルに表示されます。

<Reversed_Auth_Realm_1_ ua=”na”>
</Reversed_Auth_Realm_1_>

反転認証レルム（Reversed Auth Realm）

ユーザエージェントがこの回線で自身を識別

するために使用するパラメータ。このフィー

ルドが空白の場合、SIPシグナリングで使用さ
れる実際の URIは自動的に以下の形式になり
ます。

sip:UserName@Domain

ここで、UserNameは [ユーザ ID（User ID）]
でこの回線に指定されているユーザ名、Domain
は [ユーザエージェントドメイン（UserAgent
Domain）]でこのプロファイルに指定されて
いるドメインです。[ユーザエージェントド
メイン（UserAgentDomain）]が空の文字列に
なっている場合は、電話機の IPアドレスがド
メインとして使用されます。

[URI]フィールドは空でないが、SIPまたは
SIPS URLに@文字が含まれない場合は、SIP
シグナリングで使用される実際のURIとして、
このパラメータの末尾に@とデバイスの IP
アドレスが自動的に追加されます。

SIP URI
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XSI回線サービス

説明パラメータ

サーバ名を入力します。例：

xsi.iop1.broadworks.net

XSIホストサーバは、デフォルトで
HTTPプロトコルを使用します。
HTTPSを介したXSIを有効にするに
は、サーバでhttps://を指定するこ

とができます。

（注）

次に例を示します。

https://xsi.iop1.broadworks.net

サーバのポートを指定することもできます。

次に例を示します。

https://xsi.iop1.broadworks.net:5061

ポートを指定しない場合は、指定されたプロ

トコルのデフォルトポートが使用されます。

デフォルト：空白

XSIホストサーバ（XSI Host Server）

XSI認証タイプを決定します。XSI IDとパス
ワードによるアクセスを認証する場合は、ロ

グインクレデンシャルを選択します。電話機

に登録されている SIPアカウントの登録ユー
ザ IDとパスワードによるアクセスを認証する
場合は、SIPクレデンシャルを選択します。

デフォルト：[ログインクレデンシャル（Login
Credentials）]

XSI認証タイプ（XSI Authentication Type）

電話機ユーザの BroadSoftユーザ ID
（johndoe@xdp.broadsoft.comなど）。

XSI認証タイプの場合は、ログインユーザ ID
を入力する必要があります。ログインユーザ

IDがない場合、BroadWorks Anywhereの機能
は動作しません。

デフォルト：空白

ログインユーザ ID（Login User ID）
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説明パラメータ

ログインユーザ IDに関連付けられた英数字
パスワード。

XSI認証タイプにログインクレデンシャルを
選択する場合は、ログインパスワードを入力

します。

デフォルト：空白

ログインパスワード（Login Password）

BroadWorksAnywhere機能を内線番号で有効に
します。

はいを選択すると、Anywhereはこの回線で有
効になり、ユーザは [電話]メニューを使用し
て、この特定の回線に複数の場所を追加する

ことができます。

デフォルト：[はい（Yes）]

Anywhereの有効化

回線でのXSI発信者 IDブロック機能を有効に
します。

[はい（Yes）]を選択して、XSIインターフェ
イスを使用したサーバでの発信者 IDステータ
スブロックの同期を有効にします。電話機の

ローカルブロック発信者 idの設定を使用する
場合は、[いいえ (No)]を選択します。

ブロック CIDの有効化

XSIサービスを介して回線上の不在転送ステー
タスの同期を有効または無効にします。

[はい (Yes)]を選択して、電話機がXSIサービ
スを使用してサーバと不在転送のステータス

を同期するようにします。この機能を無効に

するにはいいえを選択します。

（注） •機能キー同期が [はい]に設定さ
れている場合、fksは XSI同期
の優先順位を取得します。

• XSIホストサーバとクレデン
シャル情報が入力されず、[Cfwd
Enable]フィールドが[はい
(Yes)]に設定されている場合、
電話機のユーザは電話機でコー

ルを転送することはできませ

ん。

CFWD有効
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説明パラメータ

XSIサービスを介して回線上のDNDステータ
ス同期を有効または無効にします。

[はい (Yes)]を選択して、電話機がXSIサービ
スを使用してDNDステータスをサーバと同期
するようにします。この機能を無効にするに

はいいえを選択します。

（注） •機能キー同期が [はい]に設定さ
れている場合、fksは XSI同期
の優先順位を取得します。

• XSIホストサーバとクレデン
シャル情報が入力されず、DND
Enableフィールドが [はい(Yes)]
に設定されている場合、電話機

のユーザは電話機で DNDモー
ドをオンにすることができませ

ん。

DND有効

音声の設定

説明パラメータ

すべてのコールに対する優先コーデックコー

ルで実際に使用されるコーデックは、コーデッ

クのネゴシエーションプロトコルの結果によっ

ても異なります。

次のいずれかを選択します。

• G711u

• G711a

• G729a

• G729ab

• G722

• G722.2

• iLBC

• OPUS

• iSAC

デフォルト：G711u

優先コーデック（Preferred Codec）
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説明パラメータ

他のいずれかのコードを使用するには、[いい
え（No）]選択します。優先コードのみを使
用するには、[はい（Yes）]を選択します。[は
い（Yes）]を選択すると、遠端側が優先コー
デックをサポートしていない場合、コールは

失敗します。

デフォルト：[いいえ（No）]

優先コーデックのみを使用（Use Pref Codec
Only）

最初のコーデックが失敗する場合に使用する

コーデック。

デフォルト：Unspecified

第 2優先コーデック（Second PreferredCodec）

2番目のコーデックが失敗する場合に使用する
コーデック。

デフォルト：Unspecified

第 3優先コーデック（Third Preferred Codec）

G.711uコーデックの使用を有効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

G711u有効（G711u Enable）

G.711aコーデックの使用を有効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

G711a有効（G711a Enable）

8 kbpsで G.729aコーデックの使用を有効にす
るには、はいを選択します。そうしない場合

は、[いいえ（No）]を選択します。

デフォルト：[はい（Yes）]

G729a有効（G729a Enable）

G.722コーデックの使用を有効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

G722有効（G722 Enable）

G.722.2コーデックの使用を有効にします。

デフォルト：[いいえ（No）]

G722.2有効（G722.2 Enable）

iLBCコーデックの使用を有効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

iLBC有効（iLBC Enable）

iSACコーデックの使用を有効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

iSAC有効（iSAC Enable）

OPUSコーデックの使用を有効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

OPUS有効（OPUS Enable）
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説明パラメータ

無音抑制を有効にして無音音声フレームが転

送されないようにするには、[はい（Yes）]を
選択します。そうしない場合は、[いいえ
（No）]を選択します。

デフォルト：いいえ（No）

無音抑制有効（Silence Supp Enable）

DTMF信号を遠端に送信する方式。次のオプ
ションがあります。

• [AVT]：音声ビデオトランスポート。
DTMFを AVTイベントとして送信しま
す。

• [インバンド（InBand）]：音声パスを使用
して DTMFを送信します。

• [自動（Auto）]：コーデックネゴシエー
ションの結果に基づいてインバンドまた

は AVTを使用します。

• [INFO]：SIP INFO方式を使用します。

DTMF送信方式（DTMF Tx Method）

[デフォルト（Default）]に設定すると、Cisco
IP Phoneは、200 OK応答で招待に応答し、優
先コーデックのみをアドバタイズします。[す
べてリスト（List All）]に設定すると、Cisco
IP Phoneは、電話機がサポートするすべての
コーデックをリスト化して応答します。デフォ

ルト値は [デフォルト（Default）]です。また
は優先コーデックのみで応答します。

コーデックネゴシエーション（Codec
Negotiation）

セキュアコール中に使用される暗号化方式。

オプションは [AES 128]と [AES 256 GCM]で
す。

デフォルト：128。

暗号化方式（Encryption Method）
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ダイヤルプラン

説明パラメータ

選択した内線のダイヤルプランスクリプト。

ダイヤルプラン構文を使用すると、特定のゲー

トウェイで使用する次の 3つのパラメータを
指定できます。

• uid：認証ユーザ ID

• pwd：認証パスワード

• nat：このパラメータが存在する場合は、
NATマッピングを使用します。

各パラメータはセミコロン（;）で区切ります。

ダイヤルプラン(Dial Plan)

インバウンド発信者 ID番号を別の文字列に
マッピングできます。たとえば、+44xxxxxx
で始まる番号を 0xxxxxxにマッピングできま
す。この機能の構文はダイヤルプランパラ

メータの構文と同じです。このパラメータを

使用すると、画面に表示される発信者 ID番号
とコールログ記録をマッピングする方法を指

定できます。

発信者 IDマップ（Caller ID Map）

URIダイヤルを有効または無効にします。URIダイヤルの有効化(Enable URI Dialing)

緊急番号のカンマ区切りのリストを入力しま

す。このいずれかの番号がダイヤルされると、

装置のCONF、HOLD、または他の同様のソフ
トキーやボタンの処理が無効になり、現在の

コールが誤って保留にされるのを防ぎます。

また、電話機ではフックフラッシュイベント

処理も無効になります。

緊急通報を終了できるのは遠端だけです。コー

ルが終了されて受話器がオンフックの状態に

戻されると、電話機は通常の状態に復元され

ます。

最大63文字を入力できます。デフォルトは空
白（緊急番号なし）です。

緊急番号（Emergency Number）
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E911地理位置情報の設定

E911地理位置情報の設定

説明パラメータ

緊急通報サービスプロバイダーがお客様に割

り当てる汎用一意識別子（UUID）。

識別子の最大長は 128文字です。デフォルト
は空白に設定されます。

会社の UUID

暗号化された HTTPS電話機ロケーションリ
クエスト。このリクエストでは、電話機の IP
アドレス、MACアドレス、ネットワークアク
セス識別子（NAI）、ネットワークスイッチ
メーカーが割り当てたシャーシ IDおよびポー
ト IDが使用されます。このリクエストには、
ロケーションサーバ名とカスタマー IDも含
まれます。

緊急通報サービスプロバイダーが使用するサー

バは、ユーザの電話機の IPアドレスに関連付
けられているロケーション Uniform Resource
Identifier（URI）を保持している緊急応答ロ
ケーション（ERL）を使用して応答します。

デフォルトは空白に設定されます。

プライマリリクエスト URL

ユーザの電話機のロケーションを取得するた

めに、緊急通報サービスプロバイダーのバッ

クアップサーバに送信される暗号化された

HTTPSリクエスト。

デフォルトは空白に設定されます。

セカンダリリクエスト URL

電話機の緊急通報サポートに関する用語の説明は、緊急通報のサポート用語（258ページ）を
参照してください。

ユーザ

保留リマインダ

説明パラメータ

別のコールが保留にされたときにアクティブ

コールでリングスプラッシュが聞こえる時間

遅延（秒単位）を指定します。

デフォルト：0

保留リマインダタイマー（Hold Reminder
Timer）
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説明パラメータ

タイマー呼出音の音量を指定します。保留リマインダ呼出音（Hold Reminder
Ringtone）

コール転送

説明パラメータ

不在転送を有効にするには、[はい（Yes）]を
選択します。

Cfwd設定（Cfwd Setting）

コールを転送する内線番号を入力します。不在転送宛先（Cfwd All Dest）

回線が使用中のときにコールを転送する内線

番号を入力します。

デフォルト：[ボイスメール（voicemail）]

話中転送宛先（Cfwd Busy Dest）

コールが応答されないときにコールを転送す

る内線番号を入力します。

デフォルト：[ボイスメール（voicemail）]

無応答時転送宛先（Cfwd No Ans Dest）

無応答のコールを転送する前に待機する遅延

時間（秒単位）を入力します。

デフォルトは 20秒です。

無応答時転送遅延（Cfwd No Ans Delay）

スピードダイヤル

説明パラメータ

特定の短縮ダイヤル番号に割り当てられた名

前。

デフォルト：空白

短縮ダイヤル名（2～ 9）

短縮ダイヤル2、3、4、5、6、7、8、または9
に割り当てられたターゲット電話番号（また

はURL）。番号キー（2～9）を押すと、割り
当てた番号にダイヤルされます。

デフォルト：空白

短縮ダイヤル番号（2～ 9）
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捕足サービス

説明パラメータ

コールウェイティングサービスを有効または

無効にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

CW設定（CW Setting）

ブロック CIDサービスを有効または無効にし
ます。

デフォルト：[いいえ（No）]

ブロック CID設定（Block CID Setting）

非通知着信ブロックサービスを有効または無

効にします。

デフォルト：[いいえ（No）]

ブロック ANC設定（Block ANC Setting）

ユーザに関するDND設定オプションを有効ま
たは無効にします。

DNDの設定（DND Setting）

ハンドセットのLEDアラートを有効または無
効にします。オプション：[ボイスメール
（Voicemail）]および [ボイスメール、不在着
信（Voicemail, Missed Call）]。

デフォルト：[ボイスメール（Voicemail）]

ハンドセット LEDアラート（Handset LED
Alert）

セキュアコールを有効または無効にします。

デフォルト：[いいえ（No）]

セキュアコール設定（Secure Call Setting）

ダイヤルアシスタンス機能を有効または無効

にします。

デフォルト：[いいえ（No）]

[ダイヤルアシスタンス（Dial Assistance）]

ページ化コールの自動応答を有効または無効

にします。

デフォルト：[はい（Yes）]

自動応答ページ（Auto Answer Page）
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説明パラメータ

電話機で使用するオーディオのタイプを選択

します。[スピーカー（Speaker）]および [ヘッ
ドセット（Headset）]のオプションがありま
す。

電話機で使用するオーディオのタイプを選択

します。[スピーカー（Speaker）]および [ヘッ
ドセット（Headset）]のオプションがありま
す。

デフォルト：[なし（None）]

優先オーディオデバイス（Preferred Audio
Device）

電話機の時間形式を選択します（12時間また
は 24時間）。

デフォルト：12hr

時間フォーマット（Time Format）

電話機の日付形式を選択します（[月/日
（month/day）]または [日/月
（day/month）]）。

デフォルト：[月/日（month/day）]

日付書式(Date Format)

不在着信のショートカットを作成するための

オプションを有効または無効にします。

不在着信のショートカット（Miss Call
Shortcut）

アラートトーンを有効または無効にします。アラートトーンオフ（Alert Tone Off）

特定の内線に関する不在着信ログを有効また

は無効にします。

内線（n）の不在着信を記録（LogMissedCalls
for EXT (n)）

共有回線DNDコール転送を有効または無効に
します。

共有回線 DNDコール転送有効（Shared Line
DND Cfwd Enable）

音量

説明パラメータ

呼出音のデフォルトの音量を設定します。

デフォルト：9

呼出音音量（Ringer Volume）

スピーカーフォンのデフォルトの音量を設定

します。

デフォルト：8

スピーカーの音量（Speaker Volume）
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説明パラメータ

ハンドセットのデフォルトの音量を設定しま

す。

デフォルト：10

ハンドセットの音量（Handset Volume）

ヘッドセットのデフォルトの音量を設定しま

す。

デフォルト：10

ヘッドセットの音量（Headset Volume）

Bluetoothデバイスのデフォルトの音量を設定
します。

Bluetoothの音量（Bluetooth Volume）

電子フックスイッチ（EHS）機能を有効また
は無効にします。

EHSが有効にされると、AUXポートから電話
機のログが出力されなくなります。

電子フックスイッチ制御

画面

説明パラメータ

電話機のスクリーンセーバーを有効にします。

指定された期間にわたって電話機のアイドル

状態が続くと、スクリーンセーバーモードが

開始されます。

デフォルト：いいえ（No）

スクリーンセーバー有効（Screen Saver
Enable）

スクリーンセーバーが表示されるまでのアイ

ドル時間。

スクリーンセーバーを起動するまでのアイド

ル時間を秒数で入力します。

デフォルト：300

スクリーンセーバー待機（Screen SaverWait）
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説明パラメータ

スクリーンセーバーのタイプ。次のオプショ

ンを選択できます。

• [クロック（Clock）]：壁紙を背景にした
丸いクロックを表示します。

• [クロック（Clock）]：画像のない背景に
デジタルクロックを表示します。

• [画像をダウンロード（Download
Picture）]：写真Webページからプッシュ
された画像を表示します。

• [ロゴ（Logo）]：ロゴを電話機の背景とし
て追加できます。

• [ロック（Lock）]：スクリーンセーバー
のロックを有効にします。

スクリーンセーバータイプ（Screen Saver
Type）

スクリーンセーバーを更新するまでの秒数（画

像の回転を選択した場合など）。

スクリーンセーバー更新期間（Screen Saver
Refresh Period）

バックライトタイマーをオンにする秒数。バックライトタイマー（Back Light Timer）

適切な明るさの値を入力します。画面の明るさ（Display Brightness）

電話機の起動時に表示される電話画面表示の

タイプ。次のオプションを選択できます。

•デフォルト（Default）

•画像をダウンロード（Download Picutre）

•ロゴ（Logo）

•テキスト（Text）

起動表示（Boot Display）
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説明パラメータ

電話機の起動時に表示されるテキスト。たと

えば、サービスプロバイダーは次のようなロ

ゴテキストを入力できます。

•最大 2行までのテキスト

•各行は 32文字未満にする必要がある

•行間に改行文字（\n）を挿入する

•エスケープコード %0aを挿入する

次に例を示します。

Super\n%0aTelecom

表示：

Super

Telecom

書式設定用のスペースを追加するには、+記
号を使用します。たとえば、テキストを中央

に配置するためにその前後に複数の +記号を
追加できます。

テキスト表示（Text Display）

[画像をダウンロード（Download Picture）]を
設定した場合、画像をダウンロードして電話

画面の背景をカスタマイズできます。

電話機の背景のタイプ（Phone Background
Type）

電話画面の背景に表示されるファイル（.png）
を検索する URL。

詳細については、電話機の情報とディスプレ

イの設定（171ページ）を参照してください。

画像ダウンロード URL（Picture Download
URL）

電話画面にロゴを表示するためのファイル

（.png）を検索する URL。
ロゴURL（Logo URL）

ビデオ構成

説明パラメータ

電話機のビデオを有効にします。有効にする

場合は [はい（Yes）]を選択し、無効にする場
合は [いいえ（No）]を選択します。

デフォルト：[はい（Yes）]

ビデオ（Video）
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説明パラメータ

ビデオ送信時の露光量を決定します。0～ 15
の範囲の値を入力します。

デフォルト：8

カメラ露出（Camera Exposure）

アテンダントコンソール

一般

[アテンダントコンソール（Att Console）]というラベルが付いたアテンダントコンソールタ
ブは、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（advanced）]モードでのみ使用できます。

（注）

説明パラメータ

サブスクリプションが有効な期間を指定しま

す。指定された期間が経過すると、Cisco
AttendantConsoleは新しいサブスクリプション
を開始します。

デフォルト：1800

サブスクライブの有効期限（SubscribeExpires）

サブスクリプションが失敗した場合に再試行

するまで待機する時間を指定します。

デフォルト：30

サブスクライブ再試行インターバル（Subscribe
Retry Interval）

Cisco Attendant Consoleユニットの数を指定し
ます。

デフォルト：0

ユニット数（Number of Units）

サブスクライブを試行するまでの遅延の長さ。

デフォルトは 1です。

サブスクライブの遅延（Subscribe Delay）

電話の接続に使用するサーバタイプを指定し

ます。

使用可能なオプション

• BroadSoft

• SPA9000

•アスタリスク

• RFC3265_4235

• Sylantro

サーバタイプ（Server Type）
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説明パラメータ

電話機に関連付けられているキー拡張モジュー

ルのタイプを選択できます。次のオプション

があります。

• BEKEM

• CP-8800-音声: Cisco IP Phone 8851および
8861 (音声電話機)でのみサポートされて
います。

• CP-8800-ビデオ: Cisco IP Phone 8865 (ビデ
オ電話機)でのみサポートされています。

デフォルト: BEKEM

KEMタイプ

電話機のユーザに対して設定されている [話中
ランプフィールド (BLF)]リストの Uniform
Resource Identifier (URI)を、BroadSoftサーバ
上で使用します。

このフィールドは、電話機がBroadSoftサーバ
に登録されている場合にのみ適用されます。

BLFリストは、電話機が監視を許可されてい
る回線を持つユーザのリストです。詳細につ

いては、その他の電話機を監視するための電

話機の設定（225ページ）を参照してくださ
い。

BLFリストの URIは、<URI name>@<
server>の形式で指定する必要があります。
指定されたBLFリストURIは、BroadSoftサー
バ上の [URI: sip]リストに設定されている値
と同じである必要があります。

デフォルト：空白

XML設定の例を次に示します。
<BLF_List_URI
ua="na">MonitoredUsersList@sipurash22.com</BLF_List_URI>

BLF List URI
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説明パラメータ

BLFリストのモニタリングがアクティブのと
きに、電話機がそのラインキーを使用してBLF
リストを監視するかどうかを制御します。

[いいえ (No)]に設定した場合、電話機はキー
拡張モジュールキーのみを使用して BLFリス
トを監視します。

この設定は、BLF Listが [表示 (Show )]に設定
されている場合にのみ、意味があります。

デフォルト：[いいえ（No）]

XML設定の例を次に示します。
<Use_Line_Keys_For_BLF_List
ua="na">Yes</Use_Line_Keys_For_BLF_List>

BLFリストに回線キーを使用（Use Line Keys
For BLF List）
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説明パラメータ

ユーザがオンラインキーを設定することを許

可されている機能。

機能を許可するには、次の図のように、対応

するオプションを追加します。セミコロン (;)
を使用してオプションを区切ります。

•スピードダイヤル: sd

•ユーザを監視する話中ランプフィールド
(BLF)キー: blf

•モニタ対象回線からのコールピックアッ
プ: cp

このオプションは、blfオプショ

ンが追加された場合にのみ有効

です。

（注）

デフォルト: sd;

Sdオプションを自動的に追加する

と、ユーザは、[blf]オプションが

追加されたときに、監視回線への短

縮ダイヤル (blfによる短縮ダイヤル)
を設定できます。

（注）

たとえば、すべての機能を許可するには、次

のようにします。

sd;blf;cp

XML設定の例を次に示します。
<Customizable_PLK_options
ua="na">sd;</Customizable_PLK_options>

カスタマイズ可能な PLKオプション

BLFリストの監視をアクティブまたは非アク
ティブにします。

[表示 (Show)]に設定すると、電話機は、使用
可能なラインキーを順番に割り当てて、BLF
リストエントリを監視します。BLFリストキー
のラベルには、監視対象のユーザの名前と監

視対象の回線のステータスが表示されます。

この設定は、BLFリスト URIが設定されてい
る場合にのみ意味があります。

XML設定の例を次に示します。
<BLF_List ua="rw">Show</BLF_List>

BLFリスト
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説明パラメータ

アテンダントコンソールディスプレイのテキ

スト、行、および背景のコントラスト。1～
30の数値を入力します。数値が大きいほど、
ディスプレイのコントラストが高くなります。

デフォルト：12

アテンダントコンソール LCDの明るさ
（Attendant Console LCD Brightness）

[はい（Yes）]に設定すると、*コードが短縮
ダイヤル拡張機能で定義されている場合、電

話機はブラインド転送を実行します。[いいえ
（No）]に設定すると、現在のコールが保留
され、新しいコールが短縮ダイヤル先に開始

されます。

デフォルト：[いいえ（No）]

BXfer to Starcodeを有効（BXfer to Starcode
Enable）

[はい（Yes）]に設定すると、短縮ダイヤルの
ファンクションキーが選択されている場合、

電話機はブラインド転送を実行します。[いい
え（no）]に設定すると、現在の接続された
コールが保留され、新しいコールが短縮ダイ

ヤル先に開始されます。

たとえば、ユーザが短縮ダイヤル機能を使用

してコールをパークする場合、パラメータが

有効になっていると、ブラインド転送がパー

キングロットに実行されます。このパラメー

タが有効になっていない場合は、在席転送が

パーキングロットに実行されます。

デフォルト：[いいえ（No）]

短縮ダイヤルでの BXferを有効（BXfer On
Speed Dial Enable）

[はい（Yes）]に設定すると、リモート番号に
ブラインド転送を実行します。[いいえ（No）]
に設定すると、リモート番号へのブラインド

転送が無効になります。

Remote Party Numberの BXferを有効（BXfer
To Remote Party Number Enable）

電話画面での BLFの表示モードを選択するオ
プション。

デフォルト：空白

BLFラベル表示モード（BLF Label Display
Mode）

部門

アテンダントコンソールユニットの各回線キーのプログラミング情報を入力します。
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説明パラメータ

電話機に追加されたキー拡張モジュールが有

効になっているかどうかを示します。

ユニット有効（Unit Enable）

電話機に追加されたキー拡張モジュールがア

クティブになっているかどうかを示します。

オンラインユニット（Unit Online）

電話機に追加されたキー拡張モジュールのハー

ドウェアバージョンを表示します。

HWバージョン（HW Version）

電話機に追加されたキー拡張モジュールのソ

フトウェアバージョンを表示します。

SWバージョン（SW Version）

TR-069

TR-069

説明パラメータ

TR-069機能を有効または無効にするための設定。

デフォルト：[無効（Disabled）]

TR-069の有効化（Enable
TR-069）

CPE WAN管理プロトコルを使用する ACSの URL。このパラ
メータは、有効な HTTP URLまたは HTTPS URL形式でなけ
ればなりません。SSLまたは TLSを使用する場合、ACS証明
書を検証するためにこの URLのホスト部分が CPEで使用さ
れます。

ACS URL

ACSで CPE WAN管理プロトコルを使用している場合、ACS
に対して CPEを認証するためのユーザ名。このユーザ名は、
CPEの HTTPベースの認証でのみ使用されます。

ユーザ名が設定されない場合、デフォルトとして adminが使
用されます。

ACSユーザ名（ACS
Username）

特定のユーザがACSにアクセスするためのパスワード。この
パスワードは、CPEの HTTPベースの認証でのみ使用されま
す。

パスワードが設定されない場合、デフォルトとして adminが
使用されます。

ACSパスワード（ACS
Password）

現在使用されている ACSの URL。これは読み取り専用の
フィールドです。

使用中のACSURL（ACSURL
In Use）

CPEに対して接続要求を行う ACSの URL。接続要求 URL（Connection
Request URL）
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説明パラメータ

CPEに対して接続要求を行う ACSを認証するためのユーザ
名。

接続要求ユーザ名（Connection
Request Username）

CPEに対して接続要求を行うACSを認証するために使われる
パスワード。

接続要求パスワード

（Connection Request
Password）

[定期通知有効（Periodic Inform Enable）]が [はい（Yes）]に
設定されている場合、CPEがACSとの接続を試行する間隔を
秒数で入力します。

デフォルト値は 20秒です。

定期情報インターバル

CPE接続要求を有効または無効にするための設定。デフォル
ト値は「はい（Yes）」です。

定期通知有効（Periodic Inform
Enable）

TR-069トランザクションログを有効または無効にするための
設定。

デフォルト値は [いいえ（No）]です。

TR-069追跡可能性（TR-069
Traceability）

CPE WAN管理プロトコル（CWMP）サポートを有効または
無効にするための設定。無効に設定すると、電話機はACSに
通知メッセージを送信せず、ACSからの接続要求を受け入れ
ることもありません。

デフォルト値は「はい（Yes）」です。

CWMPV1.2サポート（CWMP
V1.2 Support）

音声オブジェクトを変更するための設定。[はい（Yes）]を選
択すると、すべての音声オブジェクトが工場出荷時時のデフォ

ルト値に初期化されます。[いいえ（No）]を選択すると、現
在の値が保持されます。

TR-069音声オブジェクト初期
化（TR-069 VoiceObject Init）

DHCP設定を変更するための設定。[はい（Yes）]を選択する
と、ACSのDHCP設定が初期化されます。[いいえ（No）]を
選択すると、現在の DHCP設定が保持されます。

TR-069 DHCPオプション初期
化（TR-069DHCPOption Init）

TR-069フォールバックサポートを有効または無効にするため
の設定。

電話機でDHCPを使用したACSの検出試行に失敗した場合、
次は DNSを使用して ACS IPアドレスを解決します。

TR-069フォールバックサポー
ト（TR-069 Fallback Support）

CPE WAN管理プロトコルを使用する ACSのバックアップ
URL。このパラメータは、有効な HTTP URLまたは HTTPS
URL形式でなければなりません。SSLまたは TLSを使用する
場合、ACS証明書を検証するためにこのURLのホスト部分が
CPEで使用されます。

バックアップ ACS URL
（BACKUP ACS URL）
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説明パラメータ

ACSで CPE WAN管理プロトコルを使用している場合、ACS
に対してCPEを認証するためのバックアップユーザ名。この
ユーザ名は、CPEのHTTPベースの認証でのみ使用されます。

バックアップ ACSユーザ
（BACKUP ACS User）

特定のユーザがACSにアクセスするためのバックアップパス
ワード。このパスワードは、CPEの HTTPベースの認証での
み使用されます。

バックアップACSパスワード
（BACKUP ACS Password）

上記のパラメータを設定しない場合は、DHCPオプション 60、43、および 125を使
用してフェッチすることもできます。

（注）

コール履歴

電話機のコール履歴が表示されます。表示される情報を変更するには、次のタブからコール履

歴のタイプを選択します。

•すべてのコール

•不在履歴

•受信

•発信

パーソナルディレクトリにコール情報を追加するには、[ディレクトリに追加（AddtoDirectory）]
を選択します。

パーソナルディレクトリ

パーソナルディレクトリには、ユーザが一連の個人の番号を保存できます。ディレクトリエ

ントリには、次の連絡先情報を含めることができます。

•番号（電話番号）

• [名前（Name）]

•作業

•携帯（Mobile）

•自宅（Home）

•スピードダイヤル（Speed Dials）

連絡先情報を編集するには、[連絡先の編集（Edit Contacts）]をクリックします。
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第 14 章

トラブルシューティング

•一般的なトラブルシューティング情報（423ページ）
•起動時の問題（425ページ）
•電話機のリセットに関する問題（428ページ）
•電話機が LANに接続できない（429ページ）
•音声の問題（430ページ）
•コールに関する一般的な問題（430ページ）
•機能のトラブルシューティング（431ページ）
•電話機のディスプレイに関する問題（435ページ）
•電話機のWebページから電話機のすべての問題を報告する（438ページ）
•トラブルシューティング手順（438ページ）
•その他のトラブルシューティング情報（439ページ）

一般的なトラブルシューティング情報
次の表は、Cisco IP Phoneの一般的なトラブルシューティング情報を示しています。

表 27 : Cisco IP Phoneのトラブルシューティング

説明要約

シスコでは、PCポートを介した IP Phone間の
接続はサポートしていません。各 IP Phoneは
スイッチポートに直接接続する必要がありま

す。電話機がPCポートを使用して1つの回線
にまとめて接続されている場合、それらの電

話機は動作しません。

Cisco IP Phoneから別の Cisco IP Phoneへの接
続。
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説明要約

ボイスLAN上の長時間（数分間）にわたるレ
イヤ 2ブロードキャストストームのために、
IP Phoneがリセットされたり、アクティブな
コールが失われたり、コールの発信や応答が

できなくなることがあります。ブロードキャ

ストストームが終了するまで、電話機が起動

しないことがあります。

長時間のブロードキャストストームのために、

IP Phoneがリセットされたり、コールの発信
や応答ができなかったりすることがあります。

ネットワーク接続を介して電話機に電力を供

給している場合は、電話機のネットワーク接

続を外して、そのケーブルをデスクトップコ

ンピュータに接続する際に注意する必要があ

ります。

コンピュータのネットワークカード

には、ネットワーク接続を介して電

力を供給できないため、接続を介し

て電力を供給すると、ネットワーク

カードが破損する場合があります。

ネットワークカードを保護するため

に、電話機からケーブルを抜いた

後、10秒以上待機してから、その
ケーブルをコンピュータに接続して

ください。この待機している間に、

スイッチは電話機が回線に存在しな

くなったことを認識し、ケーブルへ

の電力供給を停止することができま

す。

注意

ネットワーク接続の電話機からワークステー

ションへの移行

デフォルトでは、ネットワーク接続に影響を

与える可能性のある変更をユーザが加えない

ように、ネットワーク設定オプションはロッ

クされています。ネットワーク設定オプショ

ンを設定する前に、それらをロック解除する

必要があります。

管理者パスワードが共通の電話プロ

ファイルで設定されていない場合、

ユーザはネットワーク設定を変更で

きます。

（注）

電話機の設定変更
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説明要約

RxType統計および TxType統計に、このCisco
IP Phoneと他のデバイスとのやり取りに使用
されているコーデックが表示されます。これ

らの統計情報の値は、一致している必要があ

ります。コーデックが一致しない場合、相手

側のデバイスがコーデック会話を処理できる

かどうか、またはトランスコーダがサービス

を処理するように設置されているかどうかを

確認します。

電話機と他のデバイスのコーデックの不一致

RxSize統計および TxSize統計に、この Cisco
IP Phoneと他のデバイスとのやり取りに使用
される音声パケットのサイズが表示されます。

これらの統計情報の値は、一致している必要

があります。

電話機と別のデバイスの音声サンプルの不一

致

ループバック状態は、次の条件を満たすと発

生します。

•電話機の [ネットワークの設定（Network
Configuration）]メニューの [SWポート設
定（SW Port Configuration）]オプション
が [10ハーフ（10 Half）]（10-BaseT/半二
重）に設定されている。

•電話機に外部電源から電力が供給されて
いる。

•電話機の電源が切れている（電源装置が
接続されていない）。

この場合、電話機のスイッチポートが無効に

なり、次のメッセージがスイッチのコンソー

ルログに表示されます。

HALF_DUX_COLLISION_EXCEED_THRESHOLD

この問題を解決するには、スイッチからポー

トを再度有効にします。

ループバック状態

起動時の問題
電話機をネットワーク内に設置すると、その電話機は以下の関連項目で説明される通りに起動

します。

電話機が正しく起動しない場合は、次の項のトラブルシューティング情報を参照してくださ

い。
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Cisco IP Phoneが通常の起動プロセスを実行しない

問題

Cisco IP Phoneをネットワークポートに接続したとき、電話機が関連項目で説明されている通
常の起動プロセスを実行せず、電話スクリーンに情報が表示されません。

Cause

電話機が起動プロセスを実行しない場合、ケーブル不良、不正な接続、ネットワークの停止、

電力の不足、または電話機が機能していないなどの原因が考えられます。

ソリューション

電話機が動作しているかどうかを確認するには、次の推奨事項に従って、考えられる他の問題

を排除します。

•ネットワークポートが動作していることを確認します。

•イーサネットケーブルを、動作することがわかっているケーブルと交換します。

•動作している Cisco IP Phoneを別のポートから取り外してこのネットワークポートに
接続し、このポートがアクティブであることを確認します。

•起動しない Cisco IP Phoneを、正常であることがわかっている別のネットワークポー
トに接続します。

•起動しない Cisco IP Phoneをスイッチのポートに直接接続して、オフィスのパッチパ
ネル接続を省きます。

•電話機に電力が供給されていることを確認します。

•外部電源を使用している場合は、電気のコンセントが機能していることを確認しま
す。

•インラインパワーを使用している場合は、代わりに外部電源を使用します。

•外部電源を使用している場合は、動作することがわかっているユニットに切り替えま
す。

•電話機が正常に起動しない場合は、バックアップソフトウェアイメージから電話機の電
源を入れます。

•これらを試しても、電話機が正常に起動しない場合は、電話機を工場出荷時の状態にリ
セットします。

•これらの解決策を試みた後、5分経過しても Cisco IP Phoneの電話スクリーンに何も表示
されない場合は、シスコのテクニカルサポートの担当者に連絡して、サポートを受けてく

ださい。
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電話機にエラーメッセージが表示される

問題

ステータスメッセージには、起動中のエラーが表示されます。

ソリューション

電話機が起動プロセスを繰り返している間は、問題の原因に関する情報を提供するステータス

メッセージにアクセスできます。ステータスメッセージへのアクセスに関する説明、および発

生する可能性のあるエラーとその説明、解決策の一覧については、「ステータスメッセージ

ウィンドウの表示」のセクションを参照してください。

電話機が DNSを使用して接続できない

問題

DNS設定が誤っている可能性があります。

ソリューション

TFTPサーバへのアクセスに DNSを使用する場合は、DNSサーバを指定されていることを確
認してください。

設定ファイルの破損

問題

この章に記載された他の解決策を試みても解決しない問題が特定の電話機で存続する場合は、

設定ファイルが破損している可能性があります。

ソリューション

電話機の新しい設定ファイルを作成します。

Cisco IP Phoneが IPアドレスを取得できない

問題

電話機が起動時に IPアドレスを取得できない場合は、その電話機が DHCPサーバと同じネッ
トワークまたは VLAN上に存在しないか、または電話機が接続されている先のスイッチポー
トが無効になっている可能性があります。
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ソリューション

電話機が接続されている先のネットワークまたは VLANが DHCPサーバにアクセスできるこ
と、およびスイッチポートが有効になっていることを確認します。

電話機のリセットに関する問題
電話機が通話中やアイドル状態のときにリセットされるという報告をユーザから受けた場合

は、原因を調査する必要があります。ネットワーク接続が安定している場合には、電話機はリ

セットされません。

通常、電話機がリセットされるのは、ネットワーク接続に問題がある場合です。

断続的なネットワークの停止による電話機のリセット

問題

ネットワークで断続的な停止が発生している可能性があります。

ソリューション

断続的なネットワークの停止は、データトラフィックと音声トラフィックにそれぞれ異なる影

響を与えます。ネットワークで断続的な停止が、検出されずに発生している可能性がありま

す。この場合、データトラフィックでは喪失パケットを再送信し、パケットが受信および送信

されたことを確認できます。ただし、音声トラフィックでは、喪失パケットを取り戻すことは

できません。電話機は、失われたネットワーク接続を再送信するのではなく、ネットワークを

リセットして再接続しようとします。音声ネットワークでの既知の問題については、システム

管理者にお問い合わせください。

DHCPの設定エラーによる電話機のリセット

問題

DHCP設定が正しくない可能性があります。

ソリューション

電話機がDHCPを使用するように正しく設定されていることを確認します。DHCPサーバが正
しくセットアップされていることを確認します。DHCPリース期間を確認します。リース期間
を 8日に設定することを推奨します。
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誤ったスタティック IPアドレスによる電話機のリセット

問題

電話機に割り当てられたスタティック IPアドレスが正しくない可能性があります。

ソリューション

電話機にスタティック IPアドレスが割り当てられている場合は、正しい設定値が入力されて
いることを確認します。

ネットワーク使用量が多いときの電話機のリセット

問題

ネットワーク使用量が多いときに電話機がリセットされるように思われる場合は、ボイスVLAN
が設定されていない可能性があります。

ソリューション

電話機を個別の補助 VLANに分離することで、音声トラフィックの品質が向上します。

電話機に電源が入らない

問題

電話機に電源が入っているように見えません。

ソリューション

電話機が再起動するのは、ほとんどの場合、外部電源から電源が供給されていたが、その接続

が失われてPoEに切り替わったときです。同様に、PoEを使用して電力が供給されている電話
機が外部電源に接続された場合にも、電話機が再起動することがあります。

電話機が LANに接続できない

問題

LANへの物理的な接続が切断されている可能性があります。

ソリューション

Cisco IP Phoneが接続されている先のイーサネット接続が動作していることを確認します。た
とえば、電話機が接続されている先の特定のポートまたはスイッチがダウンしていないか、ま
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たスイッチが再起動中でないかどうかを確認します。また、ケーブルの切断が存在しないこと

も確認してください。

音声の問題
ここでは、オーディオに関する問題を解決する方法について説明します。

通話路がない

問題

コール中の 1人以上の通話者に音声が聞こえません。

ソリューション

少なくとも 1人の通話者がオーディオを受信できない場合、電話機間の IP接続が確立されて
いません。ルータとスイッチの設定をチェックし、IP接続が正しく設定されていることを確認
します。

音声の途切れ

問題

ユーザからコールで音声が途切れるという苦情があります。

Cause

ジッターの設定に不一致が存在する可能性があります。

ソリューション

AvgJtr統計情報とMaxJtr統計情報を確認します。これらの統計に大きな差がある場合は、ネッ
トワークのジッターに問題があるか、または周期的にネットワークアクティビティが高くなっ

ている可能性があります。

コールに関する一般的な問題
次の各項は、コールに関する一般的な問題のトラブルシューティングに役立ちます。
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コールを確立できない

問題

ユーザからコールを発信できないことについての苦情があります。

Cause

電話機に DHCP IPアドレスが割り当てられておらず、サードパーティ製サーバに登録できま
せん。LCD 画面付きの電話機には、「IP を設定中（Configuring IP）」または「登録
（Registering）」というメッセージが表示されます。LCD画面のない電話機では、ユーザが
コールを発信しようとすると、ハンドセットで（ダイヤルトーンの代わりに）リオーダー音が

再生されます。

電話機が DTMFディジットを認識しないか、または数字が遅い

問題

ユーザから、キーパッドを使用しているときに数字が消えるか、または遅いという苦情があり

ます。

Cause

キーを速く押しすぎると、数字が消えたり、遅くなったりすることがあります。

ソリューション

キーをあまり速く押さないでください。

機能のトラブルシューティング
ここでは、電話機の一部の機能に関連するトラブルシューティング情報について説明します。

ACDコール情報が欠落しています

問題

コール中、コールセンターの電話機にコール情報が表示されません。

ソリューション

•電話設定をチェックし、[コール情報有効（Call Information Enable）]が [はい（yes）]に設
定されているかどうかを確認します。
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• BroadSoftサーバの構成を確認して、ユーザのデバイスプロファイルが「サポートコール
センターの「」MIMEタイプ」を指定して設定されているか確認します。

電話が ACDソフトキーを表示しません

問題

電話機に [エージェントサインイン（AgentSign In）]または [エージェントサインアウト（Agent
Sign Out）]ソフトキーが表示されません。

ソリューション

• Broadsoftサーバの構成をチェックし、そのユーザがコールセンターエージェントとして
設定されているかどうかを確認します。

•プログラム可能なソフトキー（PSK）を有効にして、ソフトキーリストにACDソフトキー
を追加します。詳細については、プログラム可能なソフトキーの設定（237ページ）を参
照してください。

•電話機の設定を確認して、[BroadSoft ACD]が [はい（Yes）]に設定されているか確認しま
す。

電話機に ACDエージェントの可用性が表示されない

問題

電話機にエージェントの [使用可能]ソフトキーまたは [使用不可]ソフトキーが表示されませ
ん。

ソリューション

1. Broadsoftサーバの構成をチェックし、そのユーザがコールセンターエージェントとして
設定されているかどうかを確認します。

2. 電話機の設定を確認して、[BroadSoft ACD]が [はい（Yes）]に設定されているか確認しま
す。

3. エージェントステータスプログラム可能ソフトキー（PSK）をセットアップして、ACD
ソフトキーをソフトキーリストに追加します。詳細については、プログラム可能なソフト

キーの設定（237ページ）を参照してください。

4. [Agtステータス（Agt Status）]キーを押すようユーザに指示して、[使用可能（Available）]
、[使用不可（ Unavailable）]、および [ラップアップ（Wrap-up）] の可能な状態を表示し
ます。

5. 希望するエージェントステータスを選択します。

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
432

Cisco IP Phoneのトラブルシューティング

電話が ACDソフトキーを表示しません



通話が録音されません

問題

ユーザが通話を録音しようとしても、録音が正しく行われません。

原因

多くの場合、設定に問題があります。

ソリューション

1. 通話を常に録音するように電話機を設定します。

2. 電話をかけます。

録音が開始しない場合、設定に問題があります。BroadWorksとサードパーティのレコーダー
の設定を確認します。

録画が開始する場合。

1. 電話機をオンデマンドで録音するように設定します。

2. 問題発生時に、電話機と BroadWorks間のネットワークトラフィックのトレースをキャプ
チャするようにWiresharkを設定します。トレースを取得したら、TACに連絡してサポー
トを受けてください。

緊急通報が緊急サービスに接続されない

問題

ユーザが緊急通報を発信しようとしましたが、コールが緊急サービス（消防署、警察、緊急

サービスオペレータ）に接続されません。

ソリューション

緊急通報の設定を確認します。

•会社識別子またはロケーションリクエスト URLの設定が正しくありません。緊急通報を
発信するための電話機の設定（258ページ）を参照してください。

•ダイヤルプランの設定で、正しくない、または空の緊急電話番号があります。ダイヤル
プラン（406ページ）を参照してください。

ロケーションリクエストサーバ（緊急通報サービスプロバイダー）が、複数回の試行の後、

電話機のロケーションに応答しませんでした。
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プレゼンスステータスが動作しません

問題

電話機にプレゼンス情報が表示されません。

ソリューション

リファレンスとしてUCCommunicatorを使用して、アカウントが機能していることを確認しま
す。

電話でのプレゼンス表示メッセージ：サーバから切断されました

問題

プレゼンス情報の代わりに、「サーバから切断されました（Disconnected from server）」
というメッセージが表示されます。

ソリューション

• Broadsoftサーバの構成をチェックし、IM&Pサービスが有効であり、そのユーザに指定さ
れているかを確認します。

•電話の構成をチェックし、電話がインターネットに接続でき、XMPPメッセージを受け取
れることを確認します。

• Syslogに出力されたXMPPの発着信メッセージをチェックし、正常にログインできている
ことを確認します。

電話機が XSIの BroadSoftディレクトリにアクセスできない

問題

電話機に XSIディレクトリアクセスエラーが表示されます。

ソリューション

1. Broadsoftサーバの設定でユーザログインおよび SIPクレデンシャルを確認します。

2. syslogのエラーメッセージを確認します。

3. 電話画面でエラーに関する情報を確認します。

4. HTTPS接続が失敗した場合、電話画面と syslogでエラーメッセージを確認します。

5. 電話機に組み込まれているルート CAからの BroadSoft証明書が署名されていない場合、
HTTPS接続のカスタム CAをインストールします。
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緊急通報が緊急サービスに接続されない

問題

ユーザが緊急通報を発信しようとしましたが、コールが緊急サービス（消防署、警察、緊急

サービスオペレータ）に接続されません。

ソリューション

緊急通報の設定を確認します。

•会社識別子またはロケーションリクエスト URLの設定が正しくありません。緊急通報を
発信するための電話機の設定（258ページ）を参照してください。

•ダイヤルプランの設定で、正しくない、または空の緊急電話番号があります。ダイヤル
プラン（406ページ）を参照してください。

ロケーションリクエストサーバ（緊急通報サービスプロバイダー）が、複数回の試行の後、

電話機のロケーションに応答しませんでした。

エグゼクティブまたはアシスタントのメニューが表示されない

問題

設定 >アシスタントあるいは設定 >エクゼクティブメニューが、エグゼクティブあるいはア
シスタントの電話機に表示されません。

ソリューション

•ユーザの内線に対して、[設定の同期]が有効になっていることを確認します。エグゼク
ティブとアシスタント設定の同期（273ページ）を参照してください。

•電話機でエグゼクティブとアシスタントの両方が異なる内線番号で設定されているかどう
かを確認します。

エグゼクティブとアシスタントの機能が正常に動作するには、エグゼクティブは電話機を

アシスタントと共有することはできません。

電話機のディスプレイに関する問題
ユーザに通常とは異なる画面が表示されることがあります。以下のセクションを参照して、問

題をトラブルシューティングします。
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フォントが小さすぎるか、通常とは異なる文字が入っています

問題

電話画面に想定よりも小さいフォントまたは通常とは異なる文字が表示されます。通常とは異

なる文字とは、ロケールで使用されている文字とは異なるアルファベットの文字などです。

原因

可能性のある原因は次のとおりです。

• TFTPサーバに正しいロケールとフォントファイルのセットがありません。

• XMLファイルまたはその他のファイルがフォントファイルとして指定されています。

•フォントファイルとロケールファイルが正常にダウンロードできませんでした。

ソリューション

•フォントファイルおよびロケールファイルは同じディレクトリ内に保存されている必要
があります。

•ロケールファイルおよびフォントファイルの構造にはファイルを追加したり変更したり
しないでください。

•電話機Webページで、管理ログイン >詳細 >情報 >ステータスを選択して、ロケールダ
ウンロードパッケージセクションまでスクロールして、ロケールファイルとフォント

ファイルが正常にダウンロードされていることを確認します。正常にダウンロードできて

いなかった場合、再びダウンロードします。

電話画面に、アジア文字の代わりにボックスが表示されます

問題

電話機はアジアの言語を使用するように設定されていますが、アジアの文字の代わりに正方形

のボックスが表示されます。

原因

可能性のある原因は次のとおりです。

• TFTPサーバに正しいロケールとフォントファイルのセットがありません。

•フォントファイルとロケールファイルが正常にダウンロードできませんでした。
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ソリューション

•フォントファイルおよびロケールファイルは同じディレクトリ内に保存されている必要
があります。

•電話機Webページで、管理ログイン >詳細 >情報 >ステータスを選択して、ロケールダ
ウンロードパッケージセクションまでスクロールして、ロケールファイルとフォント

ファイルが正常にダウンロードされていることを確認します。正常にダウンロードできて

いなかった場合、再びダウンロードします。

ソフトキーのラベルがすべて表示されません

問題

ソフトキーのラベルが一部切れた状態で表示されます。

原因

TFTPサーバ内のファイルのバージョンが間違っています。

ソリューション

ファイルバージョンが電話の機種に対して正しいことを確認します。電話の各モデルには、独

自のファイルがあります。

電話のロケールが表示されません

問題

電話機が表示されている言語とは異なる言語を使用するように設定されています。

原因

TFTPサーバに正しいロケールとフォントファイルのセットがありません。

ソリューション

フォントファイルおよびロケールファイルは同じディレクトリ内に保存されている必要があ

ります。
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電話機のWebページから電話機のすべての問題を報告す
る

Cisco TACと協力して問題をトラブルシューティングする場合、通常は問題を解決するための
参考として、Cisco TACから問題報告ツールのログを提出するよう求められます。電話機の
Webページを使用して PRTのログを生成し、リモートログサーバにアップロードできます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機Webページへのアクセス（107ページ）を
参照してください。

手順

ステップ 1 情報 >デバッグ情報を選択します。

ステップ 2 [問題レポート（Problem Reports）]セクションで、[PRTの生成（Generate PRT）]をクリック
します。

ステップ 3 [問題のレポート（Report Problem）]画面に次の情報を入力します。

a) [日付（Date）]フィールドに問題が発生した日付を入力します。このフィールドには、現
在の日付がデフォルトで表示されます。

b) [時刻（Time）]フィールドに、問題が発生した時刻を入力します。このフィールドには、
現在の時刻がデフォルトで表示されます。

c) [問題の選択（Select Problem）]ドロップダウンリストボックスで、利用可能なオプショ
ンから問題の説明を選択します。

ステップ 4 [問題のレポート（Report Problem）]画面の [送信（Submit）]をクリックします。

[送信（Submit）]ボタンは、[問題の選択（Select Problem）]ドロップダウンリストボックス
で値を選択した場合にのみ有効になります。

PRTアップロードが成功したかどうかを示す通知アラートが電話機のWebページに表示され
ます。

トラブルシューティング手順
これらの手順を使用すると、問題を識別したり、解決したりすることができます。
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DHCP設定の確認

手順

ステップ 1 [管理者設定（Admin Settings）] > [ネットワークのセットアップ（Network Setup）] > [イーサ
ネットのセットアップ（Ethernet Setup）] > [IPv4のセットアップ（IPv4 Setup）]の順に選択
します。

ステップ 2 [DHCPサーバ（DHCP server）]フィールドを確認します。

ステップ 3 [IPアドレス（IPAddress）]、[サブネットマスク（SubnetMask）]、および [デフォルトルータ
（Default Router）]フィールドを確認します。

電話機にスタティック IPアドレスを割り当てている場合は、これらのオプションの設定を手
動で入力する必要があります。

ステップ 4 DHCPを使用している場合は、DHCPサーバによって配布された IPアドレスを確認してくださ
い。

『Understanding and Troubleshooting DHCP in Catalyst Switch or Enterprise Networks』を参照して
ください。このマニュアルは、次の URLから入手できます。

https://www.cisco.com/en/US/tech/tk648/tk361/technologies_tech_note09186a00800f0804.shtml [英語]

DNS設定の確認

手順

ステップ 1 [管理者設定（Admin Settings）] > [ネットワークのセットアップ（Network Setup）] > [イーサ
ネットのセットアップ（Ethernet Setup）] > [IPv4のセットアップ（IPv4 Setup）]の順に選択
します。

ステップ 2 [DNSサーバ 1（DNS Server 1）]フィールドが正しく設定されていることを確認します。

その他のトラブルシューティング情報
電話機のトラブルシューティングに関する詳細については、次の Cisco Webサイトにアクセス
して、目的の電話機モデルに移動してください。

https://www.cisco.com/cisco/web/psa/troubleshoot.html
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第 15 章

Maintenance

•基本的なリセット（441ページ）
•音声品質のモニタリング（444ページ）
•音声品質レポート（446ページ）
• Cisco IP Phoneのクリーニング（448ページ）
•電話機情報の表示（448ページ）
•再起動の理由（448ページ）
•ネットワーク輻輳時の電話の動作（450ページ）

基本的なリセット
Cisco IP Phoneの基本的なリセットを実行すると、電話機でエラーが発生した場合に回復する
ことができます。リセットすることで、各種構成やセキュリティ設定をリセットしたり、復元

したりできます。

緊急通話をセットアップすると、電話機を再起動するたびに更新された場所が要求されます。（注）

次の表で、基本的なリセットの実行方法を説明します。電話機が起動した後は、これらのいず

れかの操作で電話機をリセットできます。状況に応じて適切な操作を選択します。

表 28 :基本的なリセットの方法

説明アクション動作

ユーザセットアップおよび

ネットワークセットアップに

変更を加えていても、電話機

がフラッシュメモリに書き込

んでいない場合は、以前に保

存された設定にリセットさ

れ、その後、電話機が再起動

されます。

[アプリケーション
（Applications）] を押し、

[管理者設定（Admin
Settings）] > [設定のリセット
（Reset settings）] > [コールド
リブート（Cold Reboot）]の
順に選択します。

電話機の再起動
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説明アクション動作

電話の設定を工場出荷時の初

期状態に復元します。

設定をリセットするには、[ア
プリケーション

（Applications）] を押し、

[管理者設定（Admin
Settings）] > [設定のリセット
（Reset settings）] > [初期設定
へのリセット（Factory
Reset）]の順に選択します。

設定のリセット

緊急通話をセットアップすると、次の操作を実行するたびに更新された場所が要求されます。

•電話機を call serverに登録する。

•電話機を再起動する（電話機は登録済み）。

• SIP登録に使用されるネットワークインターフェイスを変更する。

•電話機の IPアドレスを変更する。

（注）

電話キーパッドによる初期設定へのリセットの実行

電話機のキーパッドを使用して電話機を工場出荷時のデフォルト設定にリセットするには、次

の手順を使用します。

手順

ステップ 1 電話機のプラグを抜きます。

• PoEを使用している場合、LANケーブルを抜きます。
•電源キューブを使用している場合、電源キューブを外します。

ステップ 2 5秒間待機します。

ステップ 3 #を押したままにして電話機のプラグを再接続します。

ステップ 4 電話機が起動するとき、ヘッドセットボタン、スピーカボタン、ミュートボタンが点灯しま
す。ミュートボタンのライトが消灯したら、[123456789*0#]の順にキーを押します。

ステップ 5 [1]を押すと、ヘッドセットボタンのライトが消灯します。ボタンを押すと、選択ボタンのラ
イトが点滅します。

これらのボタンを押すと、電話機を工場出荷時の状態にリセットするプロセスが実行されま

す。

ボタンを押す順番を間違えた場合、通常どおりに電話機が電源オンになります。
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初期状態にリセットするプロセスが完了して、メイン画面が表示されるまで、電話機

の電源を切らないでください。

注意

電話機のメニューからの工場出荷時状態へのリセット

手順

ステップ 1 アプリケーションボタン を押します。

ステップ 2 [デバイス管理（Device Administration）] > [初期設定へのリセット（Factory Reset）]を選択し
ます。

ステップ 3 電話機の設定を工場出荷時の初期状態に復元するには、[OK]を押します。

電話のWebページから電話を初期設定へリセットする
電話のwebページから、電話を製造時当初の設定に復元できます。リセットした後に電話を再
設定できます。

手順

次のいずれかの方法で電話の webページから電話をリセットします。

•サポートされている webブラウザーに URLを入力し、[初期設定へのリセットを確定
（Confirm factory reset）]をクリックします。

次の形式で URLを入力することができます。

http://<Phone IP>/admin/factory-reset

値は次のとおりです。

Phone IP：電話の実 IPアドレス

/admin =電話のアクセス管理者ページへのパス。

factory-reset =電話を初期設定へリセットする際に電話のWebページに入力する必要のあ
るコマンド。

•電話の webページで [管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（Advanced）] > [情報
（Info）]> [デバッグ情報（Debug Info）]をクリックし、[初期設定へのリセット（Factory
Reset）]セクションで [初期設定へのリセット（Factory Reset）]をクリックして次の画面
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で初期設定へのリセットする旨のメッセージを確認します。[すべての変更を送信（Submit
All Changes）]をクリックします。

電話のWebページの URLを使用して電話の問題を識別する
携帯電話が動作しないまたは登録されていない場合、ネットワークエラーまたは不良構成が原

因である可能性があります。原因を特定するには、電話の管理者ページに特定の IPアドレス
またはドメイン名を追加します。その後、電話が接続先に pingを実行して原因を表示するよ
うにアクセスします。

手順

サポートされているWebブラウザで、電話の IPアドレスから構成される URLと pingを実行
する宛先の IPを入力します。URLは、以下の形式で入力してください。

http:/<Phone IP>/admin/ping?<ping destination>。ここでの定義は以下のとおりです。

<Phone IP> =使用する電話機の実際の IPアドレス。

/admin =電話機の管理ページにアクセスするためのパス。

<ping destination>： pingを実行する IPアドレスまたはドメイン名

pingの宛先に使用できるのは、英数字、「-」および「_」（下線）のみです。それ以外の場
合、webページに電話のエラーを表示します。<ping destination>にスペースが含まれている場
合、電話機はアドレスの最初の部分のみを pingの宛先として使用します。

たとえば、192.168.1.1のアドレスに pingする場合は、以下の通りです。

http://<Phone IP>/admin/ping?192.168.1.1

音声品質のモニタリング
ネットワーク内で送受信されるコールの音声品質を測定するために、Cisco IP Phoneでは隠匿
イベントに基づいて次の統計メトリックを使用します。DSPは、音声パケットストリーム内
でフレーム損失の部分をマスクするために、隠蔽フレームを再生します。

•フレーム損失率のメトリック：音声フレームの総数に対する隠蔽フレームの比率を示しま
す。直近フレーム損失率は、3秒ごとに計算されます。

•フレーム損失発生秒数のメトリック：損失フレームが原因で DSPが隠蔽フレームを処理
する場合の処理秒数を示します。深刻な「フレーム損失発生秒数」「」は、DSPが 5%を
超える隠蔽フレームを再生する秒数です。
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フレーム損失率とフレーム損失発生秒数は、フレーム損失に基づいた主要な測定値です。フ

レーム損失率がゼロの場合は、IPネットワークが損失なく時間どおりにフレームやパケットを
配信していることを示しています。

（注）

[コール統計（Call Statistics）]画面を使用して、Cisco IP Phoneから音声品質メトリックにアク
セスできます。また、[ストリームの統計（Streaming Statistics）]画面を使用してリモートにア
クセスすることもできます。

音声品質トラブルシューティングのヒント

メトリックに大幅な変化が継続的に見られた場合は、次の表に記載された一般的なトラブル

シューティング情報を確認してください。

表 29 :音声品質メトリックの変化

Conditionメトリックの変化

パケット損失または高いジッターによるネッ

トワーク障害。

フレーム損失率とフレーム損失発生秒数が大

幅に増加した

•音声チャネルのノイズや歪み（エコーレ
ベルやオーディオレベルなど）。

•複数のエンコード/デコードが使用されて
いるタンデムコール（セルラーネット

ワークや電話カードネットワークへの

コールなど）。

•スピーカーフォン、ハンドフリー携帯電
話、またはワイヤレスヘッドセットなど

から発生する音響問題。

送信パケット（TxCnt）と受信パケット
（RxCnt）のカウンタをチェックし、音声パ
ケットが流れていることを確認します。

フレーム損失率はほとんどゼロであるが、音

声品質が悪い

パケット損失または高いジッターレベルによ

るネットワーク障害。

•平均MOS LQKの減少は、広範囲の画一
的な障害を示している可能性があります。

•個別のMOS LQKの減少は、集中的な障
害を示している可能性があります。

フレーム損失率とフレーム損失発生秒数を照

合して、パケット損失やジッターがないか確

認してください。

MOS LQKスコアが著しく減少
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Conditionメトリックの変化

•電話機が適切なコーデック（RxTypeおよ
び TxType）を使用しているかどうかを確
認してください。

• MOSLQKのバージョンがファームウェア
アップグレード以降に変更されたかどう

かを確認してください。

MOS LQKスコアが著しく増加

音声品質メトリックでは、ノイズや歪みは考慮されません。フレーム損失だけが考慮されま

す。

（注）

音声品質レポート
Session Initiation Protocol（SIP）イベントパッケージを使用すると、Voice over Internet Protocol
（VoIP）セッションの音声品質メトリックをキャプチャできます。RTPから取得した通話の品
質情報とSIPから取得したコール情報が、セッションのユーザエージェント（レポート側）か
らサードパーティ（コレクタ）に伝送されます。

Cisco IP Phoneでは、User Datagram Protocol（UDP）を使用して SIP PUBLISHメッセージをコ
レクタサーバに送信します。

音声品質レポートでサポートされるシナリオ

現在、音声品質レポートをサポートしているのは基本的な通話シナリオのみです。基本的な通

話は、ピアツーピアの着信または発信コールのいずれかに該当します。電話機は、定期的な

SIP Publishメッセージに対応しています。

平均オピニオン評点およびコーデック

音声品質メトリックでは、平均オピニオン評点（MOS）を使用して品質を評価します。MOS
評価 1が最低の品質、MOS評価 5が最高の品質です。以下の表で、コーデックとMOSスコア
を説明しています。電話機はすべてのコーデックに対応しています。これ以外のコーデックに

ついては、電話機は SIP Publishメッセージを送信しません。
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有効なMOS値を得るた
めの最小通話時間

MOS複雑度および説明Codec

10秒最小値 4.1で良好な音声品質を示
します。

非常に低い複雑度。圧縮

されていない 64 kbpsデ
ジタル音声伝送をパケッ

トあたり 1～ 10個の 5
ms音声フレームでサポー
トします。このコーデッ

クは最高の音声品質を提

供しますが、使用可能な

コーデックの中で最も多

くの帯域幅を使用しま

す。

G.711
（A-law
および

u-law）

30秒最小値 3.5で良好な音声品質を示
します。

低から中の複雑度G.729A

30秒最小値 3.5で良好な音声品質を示
します。

G.729Aと同じ低減され
た複雑度が含まれていま

す。

G.729AB

音声品質レポートの設定

Webインターフェイスを使用して、電話機で音声品質レポートが生成されるように設定するこ
とができます。電話機の内線番号ごとに個別の音声品質レポートが生成されます。電話機の内

線番号のそれぞれについて、対応する [音声品質レポートのアドレス（Voice Quality Report
Address）]フィールドを使用して音声品質レポートの生成を設定します。

手順

ステップ 1 電話機のWebページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（advanced）] > [音声
（Voice）] > [内線x（Ext x）]の順に選択します。

それぞれの説明は次のとおりです。

• [内線 x（Ext x）]は電話機の内線番号です。

ステップ 2 [SIP設定（SIP Settings）]セクションで、[音声品質レポートのアドレス x（Voice Quality Report
Address x）]フィールドに値を入力します。このフィールドには、ドメイン名または IPアドレ
スを入力できます。

また、このフィールドにドメイン名または IPアドレスと併せてポート番号を追加することも
できます。ポート番号を入力しない場合、[SIPUDPポート(SIPUDPPort)]フィールドのデフォ
ルト値として 5060が使用されます。コレクタサーバの URLパラメータが空白の場合、SIP
PUBLISHメッセージは送信されません。
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ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

Cisco IP Phoneのクリーニング
Cisco IP Phoneをクリーニングするには、必ず乾いた柔らかい布で軽く電話機とスクリーンを
拭いてください。液体や粉末を直接電話機に付けないでください。すべての非耐候性の電子機

器と同様に、液体や粉末はコンポーネントを損傷し、障害を引き起こすことがあります。

電話機がスリープモードになっているときは、スクリーンは空白で、選択ボタンは点灯しませ

ん。電話機がこの状態のときはスクリーンをクリーニングできますが、クリーニングを終了す

るまで電話機のスリープ状態が続くことがわかっている場合に限ります。

電話機情報の表示

手順

Cisco IP Phoneの現在の状態を確認するには、[情報（Info）]タブをクリックします。

[情報（Info）]タブには、電話機統計や登録状況など、すべての電話の内線番号に関する情報
が表示されます。

再起動の理由
電話機では、更新または再起動の理由について、直近の5つまで保存します。電話機が工場出
荷時のデフォルトにリセットされると、この情報は削除されます。

次の表に、Cisco IP Phoneの再起動および更新の理由を説明します。

説明理由

再起動は、アップグレード操作によるもので

す（アップグレードの成否は無関係）。

アップグレード

再起動は、IPPhone画面または電話機Webユー
ザインターフェースからパラメータ値を変更

した際に、または同期を実行した際に行われ

ます。

プロビジョニング

再起動は、SIP要求によってトリガーされまし
た。

トリガーされた SIP
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説明理由

再起動は、リモートカスタマイズの結果とし

てトリガーされました。

RC

コールドリブートがユーザによって手動でト

リガーされました。

ユーザによるトリガー

再起動は、電話機 IPアドレスが変更された
後、トリガーされました。

IPの変更

再起動履歴を次のように表示できます。

•電話機Webユーザインターフェースから

• IP Phone画面から

•電話機のステータスダンプファイル（http://phoneIP/status.xmlまたは
http://phoneIP/admin/status.xml）から

電話機Webユーザインターフェイスの再起動履歴
[情報（Info）] > [システムステータス（SystemStatus）]ページの [再起動履歴（RebootHistory）]
セクションには、デバイス再起動履歴、直近5つの再起動日時、および再起動の理由が表示さ
れます。各フィールドには、再起動の理由および再起動が発生した日時を示すタイムスタンプ

が表示されます。

次に例を示します。

Reboot Reason 1: [08/13/14 06:12:38] User Triggered
Reboot Reason 2: [08/10/14 10:30:10] Provisioning
Reboot Reason 3: [08/10/14 10:28:20] Upgrade

再起動履歴は時系列の逆順で表示されます。最新の再起動の理由が [再起動履歴1（Reboot
Reason 1）]に表示されます。

Cisco IP Phone画面の再起動履歴
再起動履歴は、[アプリケーション（Apps）] > [管理者設定（Admin Settings）] > [ステータス
（Status）]メニューの下にあります。電話機Webユーザインターフェースと同様、再起動項
目は [再起動履歴（Reboot History）]ウィンドウで時系列の逆順で表示されます。

ステータスダンプファイルの再起動履歴

再起動履歴はステータスダンプファイル（http://<phone_IP_address>/admin/status.xml）に保存
されます。
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この例に示すように、このファイルのタグ Reboot_Reason_1～ Reboot_Reason_3は再起動履
歴を格納します。

<Reboot_History>
<Reboot_Reason_1>[08/10/14 14:03:43]Provisioning</Reboot_Reason_1>
<Reboot_Reason_2>[08/10/14 13:58:15]Provisioning</Reboot_Reason_2>
<Reboot_Reason_3>[08/10/14 12:08:58]Provisioning</Reboot_Reason_3>
<Reboot_Reason_4>
<Reboot_Reason_5>
<Reboot_History/>

ネットワーク輻輳時の電話の動作
ネットワークパフォーマンスを低下させるすべての要因によって Cisco IP Phoneの音声とビデ
オの品質が影響を受ける可能性があり、場合によっては通話が切断されることもあります。

ネットワークパフォーマンスの低下は、次のような原因が考えられます。

•内部ポートスキャンやセキュリティスキャンなどの管理タスク

•ネットワークで発生する DoS攻撃などの攻撃

電話機への悪影響を減らしたり、なくしたりするには、電話機が使用されていない時間に管理

上のネットワークタスクをスケジュールするか、テストから電話機を除外してください。
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付録 A
TR-069パラメータの比較

• XMLと TR-069パラメータの比較（451ページ）

XMLと TR-069パラメータの比較
以下の表は、電話機が使用するXMLパラメータと、それに対応するTR-069を示しています。

XMLパラメータTR-069パラメータ

該当なしDevice.Services.VoiceService.

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.ButtonMap

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.Codecs.

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.Codecs.{i}.

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.Codecs.{i}.BitRate

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.Codecs.{i}.Codec

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.Codecs.{i}.EntryID

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.Codecs.{i}.PacketizationPeriod

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.Codecs.{i}.SilenceSuppression

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.DigitMap

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.DSCPCoupled

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.EthernetTaggingCoupled

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.FaxPassThrough

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.FaxT38

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.FileBasedRingGeneration
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XMLパラメータTR-069パラメータ

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.FileBasedToneGeneration

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.MaxLineCount

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.MaxProfileCount

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.MaxSessionCount

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.MaxSessionsPerLine

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.ModemPassThrough

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.NumberingPlan

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.PatternBasedRingGeneration

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.PatternBasedToneGeneration

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.PSTNSoftSwitchOver

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.Regions

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.RingDescriptionsEditable

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.RingFileFormats

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.RingGeneration

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.RingPatternEditable

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.RTCP

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.RTPRedundancy

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.SignalingProtocols

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.SIP.

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.SIP.EventSubscription

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.SIP.Extensions

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.SIP.ResponseMap

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.SIP.Role

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.SIP.TLSAuthenticationKeySizes

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.SIP.TLSAuthenticationProtocols

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.SIP.TLSEncryptionKeySizes

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.SIP.TLSEncryptionProtocols

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.SIP.TLSKeyExchangeProtocols

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.SIP.Transports
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XMLパラメータTR-069パラメータ

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.SIP.URISchemes

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.SRTP

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.SRTPEncryptionKeySizes

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.SRTPKeyingMethods

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.ToneDescriptionsEditable

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.ToneFileFormats

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.ToneGeneration

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.Capabilities.VoicePortTests

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.

DTMF_Tx_Method_<i>_VoiceService (Device)。{i}。VoiceProfile.{i}。DTMFMethod

該当なしVoiceService (Device)。{i}。VoiceProfile.{i}。でき

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.

Block_CID_SettingDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.AnonymousCalEnable

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.AnonymousCallBlockEnable

Block_CID_SettingDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.CallerIDEnable

Display_Name_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.CallerIDName

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.CallForwardOnBusyNumber

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.CallForwardOnNoAnswerNumber

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.CallForwardOnNoAnswerRingCount

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.CallForwardUnconditionalEnable

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.CallForwardUnconditionalNumber

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.CallReturnEnable

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.CallTransferEnable

CW_SettingDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.CallWaitingEnable

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.ConferenceCallingSessionCount

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.ConferenceCallingStatus

DND_SettingDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.DoNotDisturbEnable
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XMLパラメータTR-069パラメータ

Call_Appearances_Per_LineDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.MaxSessions

Message_Waiting_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.MessageWaiting

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.MWIEnable

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.RepeatDialEnable

Shared_Line_DND_Cfwd_EnableDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallingFeatures.X_CISCO_SharedLineDNDCfwdEnable

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.CallState

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.List.

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.List.{i}.

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.List.{i}.BitRate

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.List.{i}.Codec

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.List.{i}.Enable

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.List.{i}.EntryID

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.List.{i}.PacketizationPeriod

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.List.{i}.Priority

Silence_Supp_Enable_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.List.{i}.SilenceSuppression

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.ReceiveBitRate

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.ReceiveCodec

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.ReceiveSilenceSuppression

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.TransmitBitRate

該当なしVoiceService (Device)。{i}。VoiceProfile.{i}。明細.{i}。コーデックのための
codec

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.TransmitPacketizationPeriod

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.TransmitSilenceSuppression

Preferred_Codec_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.X_CISCO_PreferredCodec

Second_Preferred_Codec_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.X_CISCO_PreferredCodec2

Third_Preferred_Codec_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.X_CISCO_PreferredCodec3

Use_Pref_Codec_Only_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.X_CISCO_UsePrefCodecOnly

Codec_Negotiation_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Codec.X_CISCO_CodecNegotiation

User_ID_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.DirectoryNumber

Line_Enable_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Enable
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XMLパラメータTR-069パラメータ

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.PhyReferenceList

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.RingMuteStatus

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.RingVolumeStatus

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Session.

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Session.{i}.

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Session.{i}.FarEndIPAddress

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Session.{i}.FarEndUDPPort

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Session.{i}.LocalUDPPort

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Session.{i}.SessionDuration

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Session.{i}.SessionStartTime

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.SIP.

Password_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.SIP.AuthPassword

User_ID_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.SIP.AuthUserName

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.SIP.SIPEventSubscribeNumberOfElements

SIP_URI_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.SIP.URI

Auth_ID_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.SIP.X_CISCO_AuthID

Display_Name_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.SIP.X_CISCO_DisplayName

Use_DNS_SRV_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.SIP.X_CISCO_UseDNSSRV

User_Equal_Phone_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.SIP.X_CISCO_UserEqualPhone

Set_G729_annexb_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.SIP.X_CISCO_SetG729annexb

Blind_Attn-Xfer_Enable_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.SIP.X_CISCO_BlindAttnXferEnable

Feature_Key_Sync_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.SIP.X_CISCO_FeatureKeySync

DNS_SRV_Auto_Prefix_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.SIP.X_CISCO_DNSSRVAutoPrefix

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.Status

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.VoiceProcessing.

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.VoiceProcessing.EchoCancellationEnable

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.VoiceProcessing.EchoCancellationInUse

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.VoiceProcessing.EchoCancellationTail

Dial_Plan_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.X_CISCO_DialPlan

Default_Ring_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Line.{i}.X_CISCO_DefaultRing

Call_Appearances_Per_LineDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.MaxSessions
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XMLパラメータTR-069パラメータ

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Name

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.NumberOfLines

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Region

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.Reset

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.RTP.

RTP_TOS_DiffServ_Value_<i>_VoiceService (Device)。{i}。VoiceProfile.{i}。RTP.DSCPMark

RTP_Port_MaxDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.RTP.LocalPortMax

RTP_Port_MinDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.RTP.LocalPortMin

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.RTP.RTCP.

RTCP_Tx_IntervalDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.RTP.RTCP.Enable

RTCP_Tx_IntervalDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.RTP.RTCP.TxRepeatInterval

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.RTP.SRTP.

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.RTP.SRTP.Enable

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.RTP.SRTP.EncryptionKeySizes

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.RTP.SRTP.KeyingMethods

AVT_Dynamic_PayloadDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.RTP.TelephoneEventPayloadType

RTP_Packet_SizeDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.RTP.X_CISCO_RTPPacketSize

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.ServiceProviderInfo.

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.ServiceProviderInfo.ContactPhoneNumber

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.ServiceProviderInfo.EmailAddress

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.ServiceProviderInfo.Name

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.ServiceProviderInfo.URL

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SignalingProtocol

Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.

SIP_TOS_DiffServ_Value_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.DSCPMark

INVITE_ExpiresDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.InviteExpires

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.Organization

Outbound_Proxy_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.OutboundProxy

Outbound_Proxy_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.OutboundProxyPort

Proxy_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.ProxyServer

Proxy_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.ProxyServerPort

Cisco IP Phone 8800 Series Multiplatform Phones Administration Guide
456

TR-069パラメータの比較

TR-069パラメータの比較



XMLパラメータTR-069パラメータ

SIP_Transport_<1>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.ProxyServerTransport

Register_Expires_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.RegisterExpires

Reg_Retry_IntvlDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.RegisterRetryInterval

Reg_Min_ExpiresDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.RegistersMinExpires

ReINVITE_ExpiresDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.ReInviteExpires

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.SIPEventSubscribeNumberOfElements

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.SIPResponseMapNumberOfElements

SIP_Timer_BDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.TimerB

SIP_Timer_DDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.TimerD

SIP_Timer_FDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.TimerF

SIP_Timer_HDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.TimerH

SIP_Timer_JDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.TimerJ

SIP_T1Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.TimerT1

SIP_T2Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.TimerT2

SIP_T4Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.TimerT4

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.UserAgentDomain

SIP_Port_<1>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.UserAgentPort

SIP_Transport_<1>_Device.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.UserAgentTransport

Sub_Min_ExpiresDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.X_CISCO_SubMinExpires

Sub_Max_ExpiresDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.X_CISCO_SubMaxExpires

Sub_Retry_IntvlDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.SIP.X_CISCO_SubRetryIntvl

STUN_EnableDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfile.{i}.STUNEnable

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.VoiceProfileNumberOfEntries

Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.

G711u_Codec_NameDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.G711uCodecName

G711a_Codec_NameDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.G711aCodecName

G729a_Codec_NameDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.G729aCodecName

G729b_Codec_NameDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.G729bCodecName

G722_Codec_NameDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.G722CodecName

G722.2_Codec_NameDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.G7222CodecName

iLBC_Codec_NameDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.iLBCCodecName

iSAC_Codec_NameDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.iSACCodecName
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OPUS_Codec_NameDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.OPUSCodecName

AVT_Codec_NameDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.AVTCodecName

G722.2_Dynamic_PayloadDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.G7222BEDynamicPayload

G722.2_OA_Dynamic_PayloadDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.G7222OADynamicPayload

iLBC_Dynamic_PayloadDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.iLBC20msDynamicPayload

iLBC_30ms_Dynamic_PayloadDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.iLBC30msDynamicPayload

iSAC_Dynamic_PayloadDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.iSACDynamicPayload

OPUS_Dynamic_PayloadDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.OPUSDynamicPayload

AVT_Dynamic_PayloadDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.AVTDynamicPayload

AVT_16kHz_Dynamic_PayloadDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.AVT16kHzDynamicPayload

AVT_48kHz_Dynamic_PayloadDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.AVT48kHzDynamicPayload

INFOREQ_Dynamic_PayloadDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.INFOREQDynamicPayload

Display_Anonymous_From_HeaderDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.DisplayAnonymousFromHeader

Redirect_Keep_AliveDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_SIP.RedirectKeepAlive

Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.

Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.

Dial_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.DialTone

Outside_Dial_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.OutsideDialTone

Prompt_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.PromptTone

Busy_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.BusyTone

Reorder_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.ReorderTone

Off_Hook_Warning_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.OffHookWarningTone

Ring_Back_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.RingBackTone

Call_Waiting_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.CallWaitingTone

Confirm_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.ConfirmTone

MWI_Dial_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.MWIDialTone

Cfwd_Dial_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.CfwdDialTone

Holding_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.HoldingTone

Conference_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.ConferenceTone

Secure_Call_Indication_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.SecureCallIndicationTone

Page_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.PageTone

Alert_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.AlertTone
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Mute_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.MuteTone

Unmute_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.UnmuteTone

System_BeepDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.SystemBeep

Call Pickup_ToneDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Tones.CallPickupTone

Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Cadences.

Cadence_1Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Cadences.Cadence1

Cadence_2Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Cadences.Cadence2

Cadence_3Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Cadences.Cadence3

Cadence_4Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Cadences.Cadence4

Cadence_5Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Cadences.Cadence5

Cadence_6Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Cadences.Cadence6

Cadence_7Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Cadences.Cadence7

Cadence_8Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Cadences.Cadence8

Cadence_9Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Cadences.Cadence9

Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.Cadences.

Reorder_DelayDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.ControlTimer.ReorderDelay

Interdigit_Long_TimerDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.ControlTimer.InterdigitLongTimer

Interdigit_Short_TimerDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_Regional.ControlTimer.InterdigitShortTimer

Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_AttConsole.

Number_of_UnitsDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_AttConsole.NumberOfUnits

Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_AttConsole.ServerType

Subscribe_Retry_IntervalDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_AttConsole.SubscribeRetryInterval

Bxfer_On_Speed_Dial_EnableDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_AttConsole.BXferOnSpeedDialEnable

Attendant_Console_LCD_BrightnessDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_AttConsole.AttendantConsoleLCDContrast

Bxfer_To_Starcode_EnableDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_AttConsole.BXferToStarcodeEnable

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_AttConsole.Unit.

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_AttConsole.Unit.{i}.

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_AttConsole.Unit.{i}.Key.

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_AttConsole.Unit.{i}.Key.{i}.

Unit_<i>_Key_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_AttConsole.Unit.{i}.Key.{i}.Config

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_AttConsole.Unit.{i}.NumberOfKey

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.
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該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LineKey.

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LineKey.{i}.

Extended_Function_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LineKey.{i}.ExtendedFunction

Extension_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LineKey.{i}.Extension

Share_Call_Appearance_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LineKey.{i}.ShareCallApparence

Short_Name_<i>_Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LineKey.{i}.ShortName

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.NumberOfLineKey

Station_NameDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.StationName

Group_Paging_ScriptDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.GroupPagingScript

Voice_Mail_NumberDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.VoiceMailNumber

Bluetooth_ModeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.BluetoothMode

ラインDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.Line

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.Ringtone.

Ring1Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.Ringtone.Ring1

Ring2Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.Ringtone.Ring2

Ring3Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.Ringtone.Ring3

Ring4Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.Ringtone.Ring4

Ring5Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.Ringtone.Ring5

Ring6Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.Ringtone.Ring6

Ring7Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.Ringtone.Ring7

Ring8Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.Ringtone.Ring8

Ring9Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.Ringtone.Ring9

Ring10Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.Ringtone.Ring10

Ring11Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.Ringtone.Ring11

Ring12Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.Ringtone.Ring12

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.

Coference_ServDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.ConferenceServ

Attn_Transfer_ServDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.AttnTransferServ

Blind_Transfer_ServDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.BlindTransferServ

DND_ServDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.DNDServ

Block_ANC_ServDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.BlockANCServ

Block_CID_ServDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.BlockCIDServ
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Secure_Call_ServDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.SecureCallServ

Cfwd_All_ServDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.CfwdAllServ

Cfwd_Busy_ServDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.CfwdBusyServ

Cfwd_No_Ans_ServDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.CfwdNoAnsServ

Paging_ServDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.PagingServ

Call_Park_ServDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.CallParkServ

Call_Pick_Up_ServDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.CallPickUpServ

ACD_Login_ServDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.ACDLoginServ

Group_Call_Pick_Up_ServDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.GroupCallPickUpServ

Service_Annc_ServDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.ServiceAnncServ

Call_Recording_ServDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.CallRecordingServ

Reverse_Phone_Lookup_ServDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.SuppServices.ReversePhoneLookupServ

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.

Programmable_Softkey_EnableDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.ProgrammableSoftkeyEnable

Idle_Key_ListDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.IdleKeyList

Missed_Call_Key_ListDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.MissedCallKeyList

Off_Hook_Key_ListDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.OffHookKeyList

Dialing_Input_Key_ListDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.DialingInputKeyList

Progressing_Key_ListDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.ProgressingKeyList

Connected_Key_ListDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.ConnectedKeyList

Start-Xfer_Key_ListDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.StartXferKeyList

Start-Conf_Key_ListVoiceService (Device)。{i}。X_CISCO_PhoneSetting StartConfKeyList

Conferencing_Key_ListDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.ConferencingKeyList

Releasing_Key_ListDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.ReleasingKeyList

Hold_Key_ListDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.HoldKeyList

Ringing_Key_ListDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.RingingKeyList

Shared_Active_Key_ListDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.SharedActiveKeyList

Shared_Held_Key_ListDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.SharedHeldKeyList

PSK_1Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.PSK1

PSK_2Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.PSK2

PSK_3Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.PSK3

PSK_4Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.PSK4
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PSK_5Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.PSK5

PSK_6Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.PSK6

PSK_7Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.PSK7

PSK_8Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.PSK8

PSK_9Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.PSK9

PSK_10Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.PSK10

PSK_11Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.PSK11

PSK_12Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.PSK12

PSK_13Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.PSK13

PSK_14Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.PSK14

PSK_15Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.PSK15

PSK_16Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.ProgramSoftkeys.PSK16

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LDAP.

LDAP_Dir_EnableDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LDAP.LDAPDirEnable

LDAP_Corp_Dir_NameDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LDAP.CorpDirName

LDAP_ServerDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LDAP.Server

LDAP_Search_BaseDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LDAP.SearchBase

LDAP_Client_DNDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LDAP.ClientDN

LDAP_User_NameDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LDAP.UserName

LDAP_PasswordDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LDAP.Password

LDAP_Auth_MethodDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LDAP.AuthMethod

LDAP_Last_Name_FilterDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LDAP.LastNameFilter

LDAP_First_Name_FilterDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LDAP.FirstNameFilter

LDAP_Search_Item_3Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LDAP.SearchItem3

LDAP_Item_3_FilterDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LDAP.SearchItem3Filter

LDAP_Search_Item_4Device.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LDAP.SearchItem4

LDAP_Item_4_FilterDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LDAP.SearchItem4Filter

LDAP_Display_AttrsDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LDAP.DisplayAttrs

LDAP_Number_MappingDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_PhoneSetting.LDAP.NumberMapping

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_UserSetting.

Ringer_VolumeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_UserSetting.RingerVolume

Speaker_VolumeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_UserSetting.SpeakerVolume
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Handset_VolumeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_UserSetting.HandsetVolume

Headset_VolumeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_UserSetting.HeadsetVolume

Phone_BackgroundDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_UserSetting.PhoneBackground

Picture_Download URLDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_UserSetting.PictureDownloadURL

Ehook_EnableDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_UserSetting.ElectronicHookSwitchControl

Screen_Saver_EnableDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_UserSetting.ScreenSaverEnable

Screen_Saver_TypeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_UserSetting.ScreenSaverType

Miss_Call_ShortcutDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_UserSetting.MissCallShortcut

Alert_Tone_OffDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_UserSetting.AlertToneOff

Logo_URLDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_UserSetting.LogoURL

該当なしDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.

Block_ANC_Act_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.ActivateBlockAnonymousCall

Block_CID_Act_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.ActivateBlockCallerId

Block_CID_Per_Call_Act_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.ActivateBlockCallerIdNextCall

Cfwd_All_Act_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.ActivateCallForwardAll

Cfwd_Busy_Act_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.ActivateCallForwardBusy

Cfwd_No_Ans_Act_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.ActivateCallForwardNoAnswer

CW_Act_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.ActivateCallWaiting

CW_Per_Call_Act_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.ActivateCallWaitingNextCall

DND_Act_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.ActivateDoNotDisturb

Secure_All_Call_Act_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.ActivateSecureCall

Secure_One_Call_Act_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.ActivateSecureCallNextCall

Blind_Transfer_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.BlindTransfer

Call_Park_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.CallPark

Call_Pickup_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.CallPickup

Call_Return_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.CallReturn

Call_Unpark_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.CallUnpark

Block_ANC_Deact_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.DeactivateBlockAnonymousCall

Block_CID_Deact_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.DeactivateBlockCallerId

Block_CID_Per_Call_Deact_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.DeactivateBlockCallerIdNextCall

Cfwd_All_Deact_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.DeactivateCallForwardAll

Cfwd_Busy_Deact_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.DeactivateCallForwardBusy
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Cfwd_No_Ans_Deact_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.DeactivateCallForwardNoAnswer

CW_Deact_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.DeactivateCallWaiting

CW_Per_Call_Deact_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.DeactivateCallWaitingNextCall

DND_Deact_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.DeactivateDoNotDisturb

Secure_No_Call_Act_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.DeactivateSecureCal

Secure_One_Call_Deact_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.DeactivateSecureCallNextCall

Group_Call_Pickup_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.GroupCallPickup

Paging_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.PagingCode

Prefer_G711a_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.PreferCodecG711a

Prefer_G711u_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.PreferCodecG711u

Prefer_G722_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.PreferCodecG722

Prefer_G722.2_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.PreferCodecG7222

Prefer_G729a_CodeVoiceService (Device)。{i}。X_CISCO_StarCode.PreferCodecG729a

Prefer_iLBC_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.PreferCodeciLBC

Prefer_ISAC_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.PreferCodeciSAC

Prefer_OPUS_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.PreferCodecOPUS

Force_G711a_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.UseOnlyCodecG711a

Force_G711u_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.UseOnlyCodecG711u

Force_G722_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.UseOnlyCodecG722

Force_G722.2_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.UseOnlyCodecG7222

Force_G729a_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.UseOnlyCodecG729a

Force_iLBC_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.UseOnlyCodeciLBC

Force_ISAC_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.UseOnlyCodeciSAC

Force_OPUS_CodeDevice.Services.VoiceService.{i}.X_CISCO_StarCode.UseOnlyCodecOPUS

該当なし

該当なし

該当なし* (1)こういった TR-069設定はサポートされていますが、Web/GUI上には対
応するパラメータはありません

該当なし* (2)いういった TR-069設定はサポートされていますが、[はい]の設定のみが
可能です。

該当なし* (3) i=0 G.711MuLaw i=1 G.711ALaw i=2 G.729a i=3 G.722 i=4 G.722.2 i=5 iLBC
i=6 (88xx iSAC) (78xx OPUS) i=7 OPUS (88xx)

該当なし* (4) 8851、8861、8865でのみ利用可能
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該当なし* (5)このパラメータはグローバル設定に使用されます。内線ごとのパラメー
タではありません。

該当なし* (6)これは、回線 <i>でのコーデック <i>の有効化および無効化につながりま
す。コーデック <i>に関しては、 *(4)を参照しください。

該当なし* (7)は sidecarでのみ。mountlakeでは、アテンダントコンソールの LCDコン
トラストと呼ばれます。

該当なしDevice.

該当なしDevice.DeviceSummary

該当なしDevice.Services.

Device.Services.VoiceServiceNumberOfEntries

該当なしDevice.DeviceInfo.

該当なしDevice.DeviceInfo.Manufacturer

該当なしDevice.DeviceInfo.ManufacturerOUI

該当なしDevice.DeviceInfo.ModelName

該当なしDevice.DeviceInfo.Description

該当なしDevice.DeviceInfo.ProductClass

該当なしDevice.DeviceInfo.SerialNumber

該当なしDevice.DeviceInfo.HardwareVersion

該当なしDevice.DeviceInfo.SoftwareVersion

該当なしDevice.DeviceInfo.EnabledOptions

該当なしDevice.DeviceInfo.AdditionalHardwareVersion

該当なしDevice.DeviceInfo.AdditionalSoftwareVersion

該当なしDevice.DeviceInfo.ProvisioningCode

該当なしDevice.DeviceInfo.DeviceStatus

該当なしDevice.DeviceInfo.UpTime

該当なしDevice.ManagementServer.

該当なしDevice.ManagementServer.URL

該当なしDevice.ManagementServer.Username

該当なしDevice.ManagementServer.Password

該当なしDevice.ManagementServer.PeriodicInformEnable
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該当なしDevice.ManagementServer.PeriodicInformInterval

該当なしDevice.ManagementServer.PeriodicInformTime

該当なしDevice.ManagementServer.ParameterKey

該当なしDevice.ManagementServer.ConnectionRequestURL

該当なしDevice.ManagementServer.ConnectionRequestUsername

該当なしManagementServerのパスワード (Device. ConnectionRequestPassword)

該当なしDevice GatewayInfo。

該当なしDevice.GatewayInfo.ManufacturerOUI

該当なしDevice.GatewayInfo.ProductClass

該当なしDevice.GatewayInfo.SerialNumber

該当なしDevice.Time.

Primary_NTP_ServerDevice.Time.NTPServer1

Secondary_NTP_ServerDevice.Time.NTPServer2

該当なしDevice.Time.CurrentLocalTime

Time_ZoneDevice.Time.LocalTimeZone

Time_FormatDevice.Time.X_CISCO_TimeFormat

Date_FormatX_CISCO_DateFormat

該当なしDevice.LAN.

IP_ModeDevice.LAN.X_CISCO_IPMode

Connection_TypeDevice.LAN.AddressingType

Static_IPDevice.LAN.IPAddress

ネットマスク（NetMask）Device.LAN.SubnetMask

GatewayDevice.LAN.DefaultGateway

Primary_DNSDevice.LAN.DNSServers

該当なしDevice.LAN.MACAddress

該当なしDevice.LAN.DHCPOptionNumberOfEntries

該当なしDevice.LAN.DHCPOption.

該当なしDevice.LAN.DHCPOption.{i}.

DHCP_Option_To_UseDevice.LAN.DHCPOption.{i}.Request

DHCP_Option_To_UseDevice.LAN.DHCPOption.{i}.Tag

DHCP_Option_To_UseDevice.LAN.DHCPOption.{i}.Value
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該当なしDevice.Ethernet.

Enable_CDPDevice.Ethernet.X_CISCO_CDP

Enable_LLDP-MEDDevice.Ethernet.X_CISCO_LLDP

Enable_VLANDevice.Ethernet.X_CISCO_EnableVLAN

VLAN_IDDevice.Ethernet.X_CISCO_VLANID

該当なしDevice.X_CISCO_Language.

Dictionary_Server_ScriptDevice.X_CISCO_Language.DictionaryServerScript

Language_SelectionDevice.X_CISCO_Language.LanguageSelection

ロケールDevice.X_CISCO_Language.Locale

該当なしDevice.X_CISCO_XmlService.

XML_PasswordDevice.X_CISCO_XmlService.Password

XML_User_NameDevice.X_CISCO_XmlService.UserName

XML_Application_Service_NameDevice.X_CISCO_XmlService.XMLAppServiceName

XML_Application_Service_URLDevice.X_CISCO_XmlService.XMLAppServiceURL

XML_Directory_Service_NameDevice.X_CISCO_XmlService.XMLDirServiceName

XML_Directory_Service_URLDevice.X_CISCO_XmlService.XMLDirServiceURL

CISCO_XML_EXE_EnableDevice.X_CISCO_XmlService.CISCOXMLEXEEnable

CISCO_XML_EXE_AUTH_MODEDevice.X_CISCO_XmlService.CISCOXMLEXEAuthMode

Restricted_Access_DomainsDevice.X_CISCO_RestrictedAccessDomains

Enable_Web_ServerDevice.X_CISCO_EnableWebServer

Enable_ProtocolDevice.X_CISCO_WebProtocol

Enable_Direct_Action_UrlDevice.X_CISCO_EnableDirectActionUrl

Session_Max_TimeoutDevice.X_CISCO_SessionMaxTimeout

Session_Idle_TimeoutDevice.X_CISCO_SessionIdleTimeout

Web_Server_PortX_CISCO_WebServerPort

Enable_Web_Admin_AccessX_CISCO_EnableWebAdminAccess

Host_NameX_CISCO_HostName

ドメイン（Domain）Device.X_CISCO_Domain

Upgrade_Error_Retry_DelayDevice.X_CISCO_UpgradeErrorRetryDelay

Upgrade_RuleDevice.X_CISCO_UpgradeRule

Profile_RuleDevice.X_CISCO_ProfileRule
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User_Configurable_ResyncX_CISCO_UserConfigurableResync

HTTP_Report_MethodDevice.X_CISCO_HTTPReportMethod

CWMP_V1.2_SupportDevice.X_CISCO_CWMPV1dot2Support
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